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はじめに 

 

 都市ガスは、国民生活に欠くことの出来ないライフラインであり、経済産業を支える主

要なエネルギーの一つとして重要な役割を担っている。その供給においては、これまでも

幾多の震災における経験や各界の防災対策の進展等を踏まえ、災害対策の充実に取り組ん

できた。 

 近時においても、１９９３年（平成５年）１月に発生した釧路沖地震を踏まえて取りま

とめられた「ガス地震対策調査会報告書（１９９３年（平成５年）１２月）」に基づいて、

１９９５年（平成７年）３月、ガス事業法上の技術基準の改正等を行った。また、同年１

月に発生した阪神・淡路大震災（兵庫県南部地震）を踏まえて取りまとめられた「ガス地

震対策検討会報告書（１９９６年（平成８年）１月）」に基づいて、液状化耐震指針の整備、

即時供給停止判断基準の設定、マイコンメーターの設置義務付け等を行った。さらに、 

２００４年（平成１６年）１０月の新潟県中越地震を踏まえた「新潟県中越地震ガス地震

対策調査検討会報告書」（２００５年（平成１７年）７月）においては、緊急停止判断のあ

り方（供給停止判断に係る用語の見直し等）や移動式ガス発生設備の広域融通体制の整備

の必要性等を提示した。２００７年（平成１９年）７月の新潟県中越沖地震の発生を踏ま

えた「新潟県中越沖地震における都市ガス事業・施設に関する検討会報告書」 

（２００８年（平成２０年）５月）においては、小口径で長い直線状配管の長柱座屈メカ

ニズムの解明と対応策の提言等がなされた。 

 昨年（２０１１年（平成２３年））５月には、１９９８年（平成１０年）３月にガス安全

高度化検討会がとりまとめた「ガス安全高度化検討会報告書」に基づくガス安全高度化目

標年次である２０１０年（平成２２年）を迎えた同年５月以降、総合資源エネルギー調査

会都市熱エネルギー部会ガス安全小委員会において、これまでの保安対策の実施状況及び

目標の達成状況を分析・評価した上で、今後必要とされる保安対策の方向性を示す新たな

安全高度化計画を設定すべく検討を重ね、ガス事業を巡る情勢の変化及び想定されるリス

クを踏まえつつ、今後１０年間を見据えた地震等の災害対策も含めたガスの保安対策とし

て「ガス安全高度化計画」を策定したところであった。 

 その検討過程の３月１１日、我が国観測史上最大のマグニチュード９．０を記録した東

日本大震災（東北地方太平洋沖地震）が発生し、巨大津波の発生により、多くの尊い人命

が失われ、未曾有の被害が生じた。 

 東日本大震災では、地震そのものの強大さとともに、巨大津波が発生し、広域、大規模、

壊滅的地域の存在等被災形態も様々であり、震災復旧、復興問題も含め、今まで露呈して

いなかった問題点も明らかになってきており、現時点においても多方面で原因・対策が議

論されているところである。 

 都市ガス供給においても、８県に所在する供給地区における供給停止、製造段階におい

て巨大津波によりガスの製造停止という被害が発生したこと等、大きな被害を受けた。 
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 東日本大震災における都市ガス供給被害の教訓を踏まえ、一層の災害対策を充実する必

要があること、また、昨年（２０１１年）５月に策定した「ガス安全高度化計画」の災害

対策部分についての見直しの是非を検討する必要があることから、原子力安全・保安院で

は、ガス安全小委員会のもとに「災害対策ワーキンググループ」を設け、今回の被害状況

や緊急時対応の状況及び復旧作業を検証し、地震や津波に強いガス工作物、災害発生時の

ガス事業者の対応、災害発生後の都市ガス復旧のあり方について検討を行った。本報告書

では、これまで都市ガス供給において培われてきた知見等を踏まえ、都市ガスの災害対策

として今後採るべき方策をとりまとめ、かつ、その達成目標に対する工程についても可能

な限り盛り込んだ。 

 本検討報告書の提言を踏まえ、国、都市ガス業界関係者等が協働して、災害に強いガス

事業の達成に向け引き続き積極的に取り組むことが期待される。 
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Ⅰ．東日本大震災の概要と都市ガス供給に係る被害の状況 

東日本大震災では、これまでの想定をはるかに超えた巨大な地震・津波が発生し、一度

の災害で戦後最大の人命が失われた。地震の規模、津波高・強さ、浸水域の広さ、広域に

わたる地盤沈下・液状化の発生、人的・物的被害の大きさなど、いずれにおいてもこれま

で想定していた災害のレベルと大きくかけ離れたものであった。 

 

１．地震・津波の概要（気象庁、内閣府による） 

（１）発生日時  ２０１１年（平成２３年）３月１１日（金）１４時４６分頃 

（２）震源地   北緯３８．１度、東経１４２．９度 

（３）震源の深さ 約２４ｋｍ 

（４）地震の規模 モーメントマグニチュード９．０ 

（５）最大震度  震度７宮城県栗原市 

（６）各地の震度（震度６弱以上） 

震度７   宮城県北部 

震度６強  宮城県南部・中部、福島県中通り・浜通り、茨城県北部・南部、 

栃木県北部・南部 

震度６弱  岩手県沿岸南部・内陸北部・内陸南部、福島県会津、群馬県南部、 

埼玉県南部、千葉県北西部 

（７）津波 

津波の観測値（検潮所） 

・えりも町庶野 最大波 １５：４４  ３．５ｍ 

・宮古 最大波     １５：２６  ８．５ｍ以上 

・大船渡 最大波    １５：１８  ８．０ｍ以上 

・釜石 最大波     １５：２１  ４．２ｍ以上 

・石巻市鮎川 最大波  １５：２６  ８．６ｍ以上 

・相馬 最大波     １５：５１  ９．３ｍ以上 

・大洗 最大波     １６：５２  ４．０ｍ 

 

２．都市ガス供給に係る被害の概要 1

本項にまとめた事業者の被害状況は、一般ガス供給にあっては、今回の地震で供給区域

に震度５弱以上があった７７事業者を対象としたものである。簡易ガス供給にあっては、

供給区域に震度５弱以上があった１，８５８地点群のうち、ガス工作物

 

2

                             
1 一般ガス事業者の被害概要は、一般社団法人日本ガス協会（以下「日本ガス協会」という。）、簡易ガス

事業者の被害概要は、一般社団法人日本コミュニティーガス協会（以下「コミュニティーガス協会」と

いう。）の調査による。 

に被害を受けて

供給停止に至った７４地点群中６０地点群である。今回まとめられなかった１４地点群は、

2 【ガス工作物】ガスの供給のために施設するガス発生設備、ガスホルダー、ガス精製設備、排送機、圧

送機、整圧器、導管、受電設備その他の工作物及びこれらの附属設備であって、ガス事業の用に供する

ものをいう。 
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供給区域が原子力発電所の事故による避難地域に指定された７地点群や津波により地域全

体が壊滅的な被害を受け、住民が避難した７地点群であり、被害状況の把握が困難なため、

これらを除いている。 

 

  表 東日本大震災による都市ガス供給の被害概要 

  一般ガス事業 3 簡易ガス事業 4 ガス導管事業 5

被害を受けた 

 

事業者数 

供給停止 16 社 

（8県） 

その他 61社 

（15都県）（注 2） 

37社 74地点群 

(7 県) 

2 社 

（2県） 

供給停止戸数 462,528 なし 19,466 2（注 7） 

ガスホルダー 被害なし（注 3） 被害なし ―  ―  

導管
（注 1） 

高圧 6 被害なし  被害なし ―  被害なし 

中圧 7 13 箇所（注 4）  9 箇所（注 5） ―  ―  

低圧 8
679箇所(本支管) 

6,726 本（供内管） 
（注 6） 

95 箇所（本支管） 

406本（供内管） 

154箇所（本支管） 

179本（供内管） 
―  

製造所 

・津波によるＬＮＧ基

地等の損傷・浸水（電

気・計装設備、地上配

管等）(5 事業者) 

・管理建屋浸水(4事業

者) 

・護岸コンクリートの

破損（1事業者） 

被害なし ・特定製造所建屋

被害(6カ所)：全

壊は 2カ所 

・同内部被害(10

カ所)：9 カ所で

容器転倒 

・建屋浸水 

（1事業者） 

・電気設備冠水 

(2 事業者) 

注１：導管の被害数は、漏えい箇所数 

注２：震度５弱以上で供給継続を実施した事業者数 

注３：球形ガスホルダーの支持構造部及び基礎の損傷（１事業者）があったが、本体耐圧部の損傷及びガス漏え

いなし。有水式ガスホルダーのガイドローラー部の外れ等（３事業者）があったが、気密性は維持され、

ガス漏えいなし。 

注４：１３箇所のうち１０箇所については、導管のループ化等により供給停止なし。 

注５：被害箇所の前後を遮断したものの、導管のループ化等により９箇所全てにおいて供給停止なし。 

注６：導管のループ化等により供給停止を伴わないものも含む。 

注７：ガス事業法に基づく供給先の停止数 

 

（１）一般ガス供給の被害の概要 

今回の地震において、震度７を記録した地域を供給区域とする事業者はなかった。 

                             
3 【一般ガス事業】一般の需要に応じ導管によりガスを供給する事業（簡易ガス事業を除く。）をいう。 
4 【簡易ガス事業】一般の需要に応じ、ガス事業法施行令で定める簡易なガス発生設備（特定ガス発生設

備）においてガスを発生させ、導管によりこれを供給する事業であって、一の団地内におけるガスの供

給地点の数が７０以上のものをいう。 
5 【ガス導管事業】自らが維持し、及び運用する特定導管（ガス事業法施行規則で定める規模以上の供給

能力を有する導管をいう。）によりガスの供給（ガスを供給する事業を営む他の者に対するもの及び大

口供給に限る。）を行う事業（簡易ガス事業及び一般ガス事業者がその供給区域内において行うものを

除く。）をいう。 
6 【高圧】ガスによる圧力であって、１ＭＰａ以上の圧力（ゲージ圧力をいう。以下同じ。）をいう。 
7 【中圧】ガスによる圧力であって、０．１ＭＰａ以上１ＭＰａ未満の圧力をいう。 
8 【低圧】ガスによる圧力であって、０．１ＭＰａ未満の圧力をいう。 
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震度５弱以上を観測した地域において都市ガスを供給している一般ガス事業者は、７７

事業者であり、その供給区域は、都道府県単位で１５都県になる。このうち、地震や津波

により供給停止に至った事業者は、358,781戸の供給停止を行った仙台市ガス局を始め、

８県・１６事業者に上り、合計約４６万戸が供給停止に至った。 

 

表 供給エリアで震度５弱以上が観測された一般ガス事業者（７７事業者） 

震度階 （下線部は供給停止事業者：１６事業者） 

震度７ （該当なし） 

震度６強 

（６事業者） 

古川ガス、仙台市ガス局、塩釜ガス、東北ガス、仙南ガス、東京ガス（日

立） 

震度６弱 

（１４事業者） 

花巻ガス、一関ガス、釜石ガス、東部ガス（平、郡山、水戸、土浦）、

石巻ガス、相馬ガス、常磐共同ガス、常磐都市ガス、いわきガス、北日

本ガス、筑波学園ガス、桐生ガス、千葉ガス、東部液化石油 

震度５強 

（３２事業者） 

盛岡ガス、水沢ガス、東部ガス（守谷）、気仙沼市ガス水道部、福島ガ

ス、若松ガス、美浦ガス、東日本ガス、太田都市ガス、幸手都市ガス、

坂戸ガス、東彩ガス、武州ガス、鷲宮ガス、新日本ガス、松栄ガス、大

東ガス、角栄ガス、大多喜ガス、野田ガス、銚子ガス、総武ガス、東金

市建設経済部ガス課、白子町ガス事業所、習志野市企業局、京葉ガス、

京和ガス、東京ガス（常総、横浜）、小田原ガス、吉田ガス、静岡ガス、

日本瓦斯 

震度５弱 

（２８事業者） 

八戸ガス、東部ガス（秋田）、由利本荘市ガス水道局、酒田天然ガス、

新庄都市ガス、寒河江ガス、庄内中部ガス、庄内町企業課、栃木ガス、

足利ガス、佐野ガス、沼田ガス、館林ガス、伊勢崎ガス、入間ガス、日

高都市ガス、秩父ガス、埼玉ガス、九十九里町ガス課、大網白里町ガス

事業課、房州ガス、長南町ガス、長野都市ガス、厚木ガス、秦野ガス、

御殿場ガス、伊奈都市ガス、東上ガス 

 注）震度階は、各事業者から報告のあった最大震度を計上している。 

 

今回の震災において、都市ガス供給におけるガス漏えい等を原因とする火災や人身事故

に関しては、現時点においては発生していない。9

                             
9 (参考) 地震発生時期に近い時間帯で次の２名の死亡者を伴う調査中の事故がある。ただし、地震によ

るガス漏えいと当該事故との因果関係は明確になっていない。 

 

  ・３月１２日１１時３０分頃 

－ 死者１名 

－ 福島県いわき市の一般住宅において火災が発生。 

 ・３月１４日８時頃 

－ 死者１名、負傷者１０名 

－ 岩手県盛岡市の百貨店の地下１階においてガス爆発が発生。 
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（２）簡易ガス供給の被害の概要 

簡易ガス供給については、震度５弱以上を観測した地域において１，８５８の地点群が

あり、うち７４地点群でガス工作物の損傷等の被害により供給が停止した。 

 

表 震度５弱以上の簡易ガス団地の被害概要 

 地点群数 許可地点数 

供給継続 1,461 377,517 

感震自動ガス遮断装置作動 

（ガス工作物に被害なし） 
323 83,675 

供給停止 

（ガス工作物損傷等） 
74 

32,713 

[19,466]* 

合計 

（震度 5弱以上の全数） 
1,858 493,905 

＊[ ]内の数字は、現にガスを供給している需要家数。 

 

（３）ガス導管供給の被害の概要 

今回の震災で甚大な被害を受けた東北地方における主なガス導管事業者による供給ネッ

トワークには、ＪＸ日鉱日石エネルギー(株)八戸ＬＮＧ基地、石油資源開発(株)新潟～仙

台ライン（新潟市～仙台市）及び福島ライン（白石市～郡山市）、東北天然ガス(株)山形ラ

イン（宮城県七ケ宿町～山形市）があり、そのうち２事業者で供給先に対するガス供給が

停止した。 

ＪＸ日鉱日石エネルギー(株)八戸ＬＮＧ基地では、津波により温水ボイラーのバックア

ップ用電源装置が停止し、温水ボイラーのガス遮断弁の不具合が確認され、ガスの送出が

停止した。その後、部品の交換等を行い、地震発生から３日後の３月１４日午前零時に供

給先へのガス送出が再開された。 

石油資源開発(株)新潟～仙台ラインでは、仙台パイプライン事業所において、地震によ

り無線通信機が落下して破損し、津波により電気設備・監視制御設備・分析装置などが冠

水及び流出した。また、基礎部分の洗掘 10によりフィルター設備が傾いた。しかしながら、

配管やラインヒーター11

 

などの主要な設備は大きな被害を受けなかったことから、仮設装

置の設置や修理により、３月２３日に供給先へのガス送出が再開された。 

                             
10 【洗掘】流水や波浪により、土砂が洗い流されること。 
11 【ラインヒーター】減圧時の急激な温度低下を防止するめ、温水等により天然ガスを加熱する設備をい

う。 
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（４）製造所・ガスホルダーの被害状況及び分析 

① 一般ガス事業者 

ア）地震による被害 

地震発生後、配管フランジ部 12

有水式ガスホルダー

の微量のガス漏えい及び気化器用温水配管からの漏えい

がそれぞれ別の製造所においてあったが、いずれも二次災害に至ることはなかった。 

13３基において、ガイドローラー14

球形ガスホルダー

部の外れや支柱の変形があったが、

いずれも気密性は維持され、ガス漏えいは発生していない。 

15４基において、タイロッドブレース 16及びアンカーボルト 17の一部に

わずかな伸びが生じ、基礎の一部にひび割れが生じた。タイロッドブレース及びアンカー

ボルトの伸びは、一定量の塑性変形 18を許容する「製造設備等耐震設計指針（日本ガス協

会）」19

また、このうち２基の球形ガスホルダーにおいて、各基の支柱１２本中２本で支柱上部

とのタイロッドブレース接続部が損傷したが、本体耐圧部を支える支柱自体の機能は健全

であり傾きも生じなかった。いずれも本体耐圧部は損傷しておらず、ガス漏えいは発生し

ていない。これら接続部が損傷した２基の球形ガスホルダーは、いずれも１９７８年に設

置され、当時の建築基準法に基づき設計されたものであり、同接続部の損傷を防止する措

置が講じられていないものである。「球形ガスホルダー指針（日本ガス協会）」の１９８９

年版以降のものには、この対策を実施すべきことが規定されている。 

による評価基準の範囲内である。また、基礎のひび割れは、軽微であり、ガスホル

ダーの支持に必要な強度は保持された。 

なお、上述のガスホルダーの他に製造設備についてみると、例えば、仙台市ガス局港工

場で観測された最大加速度は、６１５ガルという高レベルなものであったが、「製造設備等

耐震設計指針」に基づき設置されたＬＮＧ貯槽、ＬＰＧ貯槽、ガス発生設備、ＬＮＧ配管、

電気設備等主要な設備に被害はなく、本指針の妥当性が確認された。 

 

イ）津波による被害 

配管・架構類について、杭基礎のある配管・架構類には被害がなかったが、杭基礎以外

の基礎の配管・架構類の一部が損傷した。 

気化器については、高圧の気化器に被害がなかった一方、２事業所において中圧の気化

                             
12 【フランジ部】ガス導管とバルブ等をボルトで締結した継手部。 
13 【有水式ガスホルダー】水槽内にガス槽を浮かべ、水封により外気と遮断してガスを貯蔵する設備。 
14 【ガイドローラー】有水式ガスホルダーのガス槽が上下に円滑に移動するための設備。 
15 【球形ガスホルダー】供給ガスを貯蔵するための設備。ガス需要の時間的変動に対して製造能力が不足

するガス量を補給し、供給を確保する機能等がある。 
16 【タイロッドブレース】水平方向の揺れを低減する棒状の筋交い。 
17 【アンカーボルト】構造部材、設備機器などを固定するため、コンクリートに埋め込んで使用するボル

ト。 
18 【塑性変形】物体に力を加えて変形させ、外力がある一定値を超えた場合に、外力を除去した後も残る

永久的な変形。 
19 製造設備等を設計、製作するにあたり必要となる、設備の総合的耐震安全性に係る基本事項を具体的

に記載した耐震設計指針。１９８５年（昭和６０年）の策定以降、適宜改訂が行われている。 
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器に漂流物の衝突が原因とみられる損傷があった。 

４事業所において電気設備が浸水により故障した一方、他の設備に比べ、気密性を増し

た建屋内にある付臭設備 20

ＬＮＧ・ＬＰＧ貯槽については、一部が漂流物の衝突と思われる塗装剥離程度の影響を

受けたが、本体は健全であった。 

は、浸水影響をほとんど受けなかった。 

なお、津波により甚大な被害を被った仙台市ガス局港工場の被害をその機能毎に分類す

れば次のとおりである。津波による浸水の高さは、その痕跡から３～４ｍと推測されてい

る。 

ガス製造に支障のある被害 特別高圧の受電設備 21

第２変電室

の冠水 

22の分電設備 23

ガス発生設備（ＳＭＶ

の冠水 

24

計装空気圧縮機

）のブロワ等の冠水 

25

ＬＮＧ受入に影響のある被害 

、ボイラ設備の冠水 

バース計算機室の冠水 

分析設備（ガスクロマトグラフィー26

リターンガスブロワ

等）の冠水 

27

その他の被害 

の冠水 

護岸コンクリートの損壊 

海水取水路、現場設置電気計測機器の冠水 

ＬＮＧローリー出荷設備損壊 

各所建屋周囲の洗掘 

電話回線（有線）の不通 

商用電力の停電 

                             
20 【付臭設備】付臭剤を製造ガスへ混入する設備。付臭タンク、ポンプ等からなる。 
21 【受電設備】商用電力を、使用する負荷機器に適した電圧に変換する設備。 
22 【変電室】電圧の調整、交流と直流との相互変換など、電力の変換・調整を行う設備。 
23 【分電設備】電気を安全に使用するために必要な漏電遮断器（漏電ブレーカー）や配線用遮断器（安全

ブレーカー）等の設備。 
24 【ＳＭＶ】Submerged Vaporizer。水槽にＬＮＧ熱交換器があるガス発生設備。ガスを水中燃焼させる

ことで水槽水を暖め、ＬＮＧを気化させる。 
25 【計装空気圧縮機】空気を動力源として動作させる機器（バルブ等）用の油分・湿気・ゴミを除去した

空気を供給する設備。 
26 【ガスクロマトグラフィー】熱量等の測定のためガス成分物質を分離し検出する装置。 
27 【リターンガスブロワ】ＬＮＧを荷揚げする際に低下するＬＮＧ船の貯槽圧力を調整するため、受入基

地のＬＮＧ 貯槽で発生したボイルオフガス（外部からの自然入熱などにより貯槽内で気化するガス）

の一部を船に戻す設備。 
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また、被害のなかった設備の主なものは、次のとおりである。 

バース、アンローディングアーム 28、ＬＮＧ地下式貯槽、ＯＲＶ29設備、ＢＯＧコンプレ

ッサー30

 

、ＬＰＧ貯槽、球形ガスホルダー、非常用発電機、熱量調整設備、付臭設備、杭

基礎になっている架構、コントロールセンター 

ウ）液状化による被害 

製造所及びガスホルダーの液状化による被害は、津波の被害を受けた仙台市ガス局港工

場、釜石ガス(株)、石巻ガス(株)及び気仙沼市ガス水道部を含め、報告されていない。 

 

② 簡易ガス供給 

ア）地震による被害 

特定製造所 31に被害のあった簡易ガス団地は、１８地点群であった。このうち、復旧が

調査時点（５月５日）で完了していた１１地点群と、壊滅的被害で住民が避難中であった

ものの、被害状況が判明した２地点群を加えた１３地点群の被害状況をみると、内部設備

のみの被害であった３地点群を含めた５地点群が地震による被害であった。特定製造所に

おける被害箇所は、全てシリンダー容器庫 32の被害であり、バルク貯槽 33やストレージタ

ンク 34

また、５地点群のうち、内部設備に被害を受けたものが４地点群あり、そのうちシリン

ダー容器が転倒した地点群は３地点群あったが、いずれも高圧ホースは破断しておらず、

ガス漏えいは発生しなかった。なお、シリンダー容器が転倒した３地点群のうち、１地点

群は高圧ホースがガス放出防止型

の被害はなかった。 

35

 

であった。 

イ）津波による被害 

津波により特定製造所が被害を受けた簡易ガス団地は、７地点群であり、その被害箇所

                             
28 【アンローディングアーム】ＬＮＧ船と陸側のＬＮＧ配管を接続し、ＬＮＧを移送するための設備。国

内ガス事業者のＬＮＧ受入基地にあるアンローディングアームは緊急離脱装置を有しており、荷役中に

おける突風等に伴うＬＮＧ船の移動や津波等の不測の事態が発生した場合でも、ＬＮＧ船と陸側の配管

を数秒間で安全に切り離せると共に配管内流体の外部流出を防止することができる。 
29 【ＯＲＶ(オープンラックベーパライザー)】海水等を熱源としてＬＮＧを気化するガス発生設備。 
30 【ＢＯＧ(ボイルオフガス)コンプレッサー】ＬＮＧ貯槽から発生するボイルオフガスを適切に処理する

ために加圧する設備。 
31 【特定製造所】簡易ガス事業における製造所のこと。 
32 【シリンダー容器庫】簡易ガス事業で最も多い、シリンダー容器（一般的に、容量 50kgのＬＰガス容

器）を複数貯蔵している特定製造所の建物のこと。 
33 【バルク貯槽】アンカーボルトで貯槽を地盤に固定し、ローリーで運搬したＬＰガスを、直接充てんし

貯蔵するもの。一般的には貯蔵能力３ｔ未満のものが多い。 
34 【ストレージタンク】バルク貯槽と同じく地盤に固定し、ローリーで充填するＬＰガスの貯槽で、バル

ク貯槽以外の大型の貯槽をいう。 
35 【ガス放出防止型高圧ホース】地震等により高圧ホースに所定以上の引張力が加わると、放出防止機能

が作動してガスを遮断する機能を有する高圧ホース。 
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は、地震同様、全てシリンダー容器庫であった。当該７地点群中６地点群は内部設備の被

害を伴うものであったが、シリンダー容器が流出した箇所も２地点群あった。なお、この

シリンダー容器流出について、全て回収できたのは、１地点群であった。 

 

ウ）液状化による被害 

液状化による被害を受けた簡易ガス団地は１地点群である。内部設備に被害はなかった

ものの、特定製造所の建物の床や壁にひび割れが生じた。 

 

（５）ガス導管の被害状況及び分析 

① 一般ガス供給 

過去の震災時において、震度５弱以上を記録した供給区域内における導管総延長に占め

る被害箇所の割合を「被害率」として算出しており、これに従い過去の震災時の被害率と

比べると、今回の震災は、相当程度被害率が低くなっている。これは、ポリエチレン管（以

下「ＰＥ管」という。）等耐震性の高いガス導管への取替え促進等設備対策の効果が寄与し

たことによるものと言える。例えば、阪神・淡路大震災時には６．５％であったＰＥ管比

率（全国の一般ガス事業者における低圧本支管総延長に占めるＰＥ管延長の割合をいう。）

が直近においては３７．２％36にまで高まっており、また、低圧本支管の耐震化率 37は直

近において７９．２％38

なお、被害率の算定に用いている供給区域内の導管総延長は、供給区域内で震度５弱以

上を記録した一般ガス事業者が保有する本支管延長の合計値であり、実際に受けた地震動

特性、供給区域の広狭、需要家の所在密度等から、被害率の数値自体を取り扱う場合には

留意する必要がある。 

であることから、今回の被害率の相対的な低さの一つの効果とし

て説明付けてよいものと評価できる。 

圧力別にみたガス導管の被害状況は次のとおりである。 

ア）高圧ガス導管 

今回の地震で供給区域内に震度５弱以上の震度を記録した事業者の高圧ガス導管の総延

長は約９５０ｋｍであるが、高圧ガス導管についての被害は報告されていない。 

 

イ）中圧ガス導管 

今回の地震で供給区域内に震度５弱以上の震度を記録した事業者の中圧ガス導管の総延

長は約１２，５００ｋｍであり、２２箇所で被害があった。被害箇所を見ると、これまで

の震災時同様、フランジ継手部からの微少な漏えいが大半であったが（１３箇所）、非裏波

                             
36 平成２２年末時点のデータ（暫定値） 
37 【低圧本支管の耐震化率】（低圧本支管のうち、ポリエチレン管、溶接鋼管等「中低圧ガス導管耐震設

計指針（日本ガス協会）」を満足する導管の延長）／（低圧本支管の総延長） 
38 全国の一般ガス事業者における平成２２年末時点のデータ（暫定値） 
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溶接 39や溶接不良の溶接継手部における被害も４箇所報告されている。その他としては、

ガバナ計装配管 40の被害が２箇所、沈下吸収管 41

津波による被害としては、漂流物の衝突による被害が２箇所であった。 

の被害が１箇所あったが、液状化による

被害はなかった。 

なお、ガス専焼発電設備 42

 

へ供給するガス導管については、「地表面水平加速度４００ガ

ルの地震動が加えられた後であっても燃料が安定して供給されるものであること」という

要件を充足する必要があるが、今回の震災において被害はなかった。 

ウ）低圧ガス導管 

今回の地震で供給区域内に震度５弱以上の震度を記録した事業者の低圧ガス導管（本支

管 43）の総延長は約８３，０００ｋｍであるが、地震による被害は７７３箇所であった。

また、供内管 44

本支管の被害において、液状化を除く地震による被害は６７０箇所であり、このうち、

地盤変状によるものが４５箇所、斜面崩壊によるものが７箇所であった。この６７０箇所

を継手形状別にみると、ねじ接合

の地震による被害は、７，１３２箇所であった。 

45の継手部の被害が４２８箇所（６３．９％）、機械的接

合・抜け出し防止無し 46

なお、地震動により、今回初めてＰＥ管の被害報告が２件あった。１件はＰＥ管 

（１５０ｍｍ）のサドル部（分岐部）

の継手部の被害が１３５箇所（２０．１％）と多くを占める。特

に、ねじ接合の継手部を有するガス導管の延長が、総延長の１２％程度であることから、

ねじ接合の継手部は相対的に耐震性が低いことを示している。 

47に損傷があったが、その原因は、地震発生の前か

ら部分的な融着不良があり、それが地震動によって損傷までに至ったものと推測される。

他の１件は、ＰＥ管と鋼管の接合部に損傷が生じたものであるが、鋼管と鋼管の間に挟ま

れたＰＥ製水取器 48の袖管 49

                             
39 【非裏波溶接】１９６２年以前に用いられていた管内面の溶着金属の溶け込みが十分でない、現行の裏

波溶接法とは異なる溶接法をいう。 

部（１００ｍｍ）の延長が短く、配管形状上、地震動に対し

てＰＥ管の持つ可とう性が発揮されなかったことが原因であると推測される。 

40 【ガバナ計装配管】ガバナ（整圧器）の圧力等を計測するため、ガバナと計測機器類との間を接続する

配管。 
41 【沈下吸収管】地盤の不等沈下による導管の損傷を防止するための伸縮可とう性のある異形管 
42 【ガス専焼発電設備】消防法令に規定される設備で、需要家が自家発電設備の燃料として都市ガスを使

用する際に、予備燃料を保有することなく都市ガスのみを燃料とすることができる発電設備をいう。 
43 【本支管】原則として道路（公道）に平行に敷設されている導管。ガスの使用場所に引き込むための導

管は除かれる。 
44  【供内管】本支管から分岐して、需要家が所有又は占有する土地と道路との境界線までの導管（供給管）、

及び土地と道路との境界線からガス栓までの導管（内管）。 
45 【ねじ接合】ねじを切ってある継手にて導管を接続すること。 
46 【機械的接合・抜け出し防止無し】接合部の構造上抜け出し防止機能を有しない機械的接合のこと。 
47 【サドル部（分岐部）】ガス導管の外径と同じ曲率で鞍状の接合面を持つ継手部。 
48 【水取器】導管内にたまった水を除去する装置。 
49 【袖管】バルブ等の特殊部本体を他の部材と接続することができるように、予め本体に接続されている

直管。 
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液状化による被害は１０３箇所であったが、これを継手形状別にみると、液状化を除く

被害の状況と異なり、機械的接合・抜け出し防止有りの継手部の被害が７９箇所と大半を

占めている 50

液状化による被害において、ねじ接合等に比べて耐震性の高い機械的接合・抜け出し防

止有りの継手に相当数の被害が生じていることから、液状化地区では、中低圧ガス導管耐

震設計指針に規定する標準設計地盤変位の５ｃｍを超える大きな地盤変位が生じたものと

推測される。従って、今後、液状化による著しい地盤変位が生じる可能性の高い地区に導

管を新設する際には、継手部において耐震性の高いＰＥ管及び溶接鋼管を使用することが

液状化に対する設備対策として有効である。 

。ＰＥ管や溶接鋼管の被害はなかった。 

津波による被害は、橋梁破損に伴い、橋梁に添架されていたガス導管が、その添架接続

部で破損した事例が１箇所あったことが確認されているが、それ以外については、早期に

復旧に着手できない地域が大半を占めていたため、実際の被害件数の全容を把握すること

はできていない。 

 

② 簡易ガス供給 

ガス導管のうち本支管に被害を受けた簡易ガス団地は、４４地点群であった。当該地点

群の導管延長約３５０ｋｍにおいて、１５４件の被害があった。供給管・内管に被害を受

けた簡易ガス団地は、４５地点群であった。当該地点群の供給管・内管本数２４，４７３

本において、１７９件の被害があった。 

ガス導管の被害のほとんど（本支管については、１５４件中１２８件、供給管・内管に

ついては、１７９件中１５６件）は、地震動や液状化による鋼管のねじ接合の継手部の損

傷であった。 

なお、本支管（呼び径５０Ａ）で３件、供給管・内管で４件のＰＥ管の被害が報告され

た。いずれの損傷箇所も地震によりＰＥ管を埋設した盛土部の道路や宅地が崩壊したため、

ＰＥ管の強度を遙かに超える力が作用したことが原因である。 

 

                              
50 ねじ接合及び機械的接合・抜け出し防止無しの継手部とそれより耐震性の高い機械的接合・抜け出し防

止有りの継手部の被害状況について、液状化を除く被害件数では前者が大きく上回っているのに対し、

液状化の被害件数では逆に後者が前者を上回っている。これは、液状化の被害件数の大半を占める東京

湾岸において、機械的接合・抜け出し防止有りの継手の使用が大半を占めており、ねじ接合と機械的接

合・抜け出し防止無しの継手部の割合がその他の地域より少ないためである。 
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Ⅱ．東日本大震災におけるガス事業者等の対応 

 

１．これまでの地震対策の取組み 

我が国の都市ガス供給における地震対策は、１９６４年（昭和３９年）に発生した新潟

地震をはじめとし、これまで過去６回、産学の有識者により構成される検討会において検

討を行い、各々で得られた新たな知見を積み重ねて対策の充実を図ってきた。いずれの対

策においても、その基本的な考え方は、人命尊重を最優先とし、二次災害の発生を防止し

つつ、都市ガス供給の特性（ガス導管のほとんどは埋設され、電気等他のライフラインに

比べてその復旧に時間を要せざるを得ない等）を踏まえた上で、可及的速やかなガス供給

を確保するべく、災害に強い設備対策、ガス供給を継続しても安全が確保できるか、保安

上供給を停止すべきかを迅速に判断し、それを実行可能とするための緊急対策、停止され

たガス供給を安全かつ早期に再開するための復旧対策の三本柱を対策の基本としてきた。 

今回の震災においては、前述のような被害が発生した一方で、過去の対策の積重ねによ

り、被害の低減や復旧作業の円滑化が実現されたことも事実である。 

他方、これまでは、地震対策が中心であり、津波対策は、各事業者が地域の想定に基づ

き個別に対策を講じてはいたが、統一的な対策は明確にされていなかった。 

 

表 これまでの震災対策に関する検討状況と講じた主な対策 

 地震 発生年 調査会・検討会 主な対策 

1 新潟地震 

十勝沖地震 

ｻﾝﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ地震（米） 

S39(1964) 

S43(1968)  

S46(1971) 

「ｶﾞｽ事業大都市対策調査会」 

(S47、資源ｴﾈﾙｷﾞｰ庁) 

 

2 宮城県沖地震 S53(1978) 同上（S55、資源ｴﾈﾙｷﾞｰ庁） ・導管網ﾌﾞﾛｯｸ化 

3 釧路沖地震 

北海道南西沖地震 

H 5(1993) 「ｶﾞｽ地震対策調査会」 

(H 5、資源ｴﾈﾙｷﾞｰ庁) 

・緊急措置ﾌﾞﾛｯｸ形

成 

4 兵庫県南部地震 

（阪神・淡路大震災） 

H 7(1995) 「ｶﾞｽ地震対策調査会」 

(H 7、資源ｴﾈﾙｷﾞｰ庁) 

・ﾏｲｺﾝﾒｰﾀｰ義務付け 

・PE管普及 

・即時供給停止ﾌﾞﾛｯ

ｸ形成 

5 新潟県中越地震 H16(2004) 「新潟県中越地震ｶﾞｽ地震対策 

調査検討会」 

(H17、原子力安全・保安院) 

・復旧ﾌﾞﾛｯｸ策定 

・移動式ｶﾞｽ発生設

備の手続き簡素

化 
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6 新潟県中越沖地震 H19(2007) 「新潟県中越沖地震における 

都市ｶﾞｽ事業・施設に関する 

検討会」 

(H20、原子力安全・保安院) 

・供給停止権限者へ

の連絡手段の多

重化 

・移動式ｶﾞｽ発生設

備導入に係る補

助制度の創設 

 

２．緊急対応の状況 

（１）一般ガス事業者の対応状況 

ガス漏えい等による二次災害を防止することが大前提であることから、可能な限り速や

かに、緊急停止判断を行う必要がある。あわせて早期復旧を図るためには、止めるべきと

ころは直ちに止め、安全上問題がないところはガス供給を継続して、人材・資材を効率的

に配分することが重要である。 

① 対策本部の設置状況 

 ガス事業者は、自らが定める保安規程 51

 

において、地震発生時に迅速な対応をなし得る

体制を確立し、ガス工作物の被害やガスによる二次災害を防止・軽減するとともに早期復

旧を図ることとしている。今回は、地震発生が平日の昼間であったこともあり、震度５弱

以上を記録した全ての事業者において、速やかに災害対策本部を設置した。 

② 第１次緊急停止 52

大規模なガス漏えい等による二次災害防止の観点から、地震による被害状況を早期に把

握し、必要に応じて速やかに第１次緊急停止の可否を判断することが求められる。今回の

地震における第１次緊急停止判断までに要した時間を過去の震災時と比べると、概ね短縮

されており、また、第１次緊急停止判断に関係する二次災害は発生していないことから、

今回の地震においては適切に第１次緊急停止がなされた。 

の実施状況 

 

③ 供給停止の実施状況 

今回の地震において、１６事業者（１９事業所）が供給停止に至った。そのうち４事業

者（６事業所）が第１次緊急停止判断、９事業者（１０事業所）が第２次緊急停止判断 53

 
51 【保安規程】ガス事業法第３０条に基づき、一般ガス事業者は「保安規程を定め、経済産業大臣に届

出を行う」こととされている。また、ガス事業法施行規則第３１条に基づき、保安規程には「災害その

他非常の場合に採るべき措置」について定めることとされている。 

に

よるものであった。また、２事業者（八戸ガス(株)、塩釜ガス(株)）は卸元が被災したこ

とによりガス供給が停止となったもの、１事業者（石巻ガス(株)）は保安規程に基づく巡

52 【第１次緊急停止】ＳＩ値、ガスの流量・圧力の変動等に基づき、単位ブロック又は統合ブロックごと

に直ちに供給停止を行うこと。 
53 【第２次緊急停止】第１次緊急停止判断を行った次の段階として、道路、建築物、主要ガス導管の被害

状況、ガス漏えい通報等の状況に基づき、単位ブロックごとに、速やかに供給停止を行うこと。 
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回・点検中に津波により製造所からの送出が停止したことによるものであった。 

なお、震度６強を観測した古川ガス(株)においては、非常用自家発電機により製造継続

するとともに、中越地震の報告書を踏まえて追加した第１次緊急停止判断の特例措置を適

用し、供給区域内の巡回（橋の落下の有無、鉄筋コンクリート建物の崩壊状況、災害拠点

病院の状態など）を行い火災や大規模ガス漏えいがないことを直ちに確認できたため、供

給停止を回避することができた。 

 

（２）簡易ガス事業者の対応状況 

簡易ガス供給の緊急対応として、被害団地の感震自動ガス遮断装置の設置状況をみると、

調査を行った６０地点群のうち設置済みは、５１地点群であった。このうち、４６地点群

では作動し、ガス漏れの発生はなかった。しかし、設置済みであっても不作動であった５

地点群及び未設置であった９地点群においては、ガス導管の損傷によるガス漏れがあった。 

 

（３）ガス導管事業者の対応状況 

 津波の被害を受けた石油資源開発(株)仙台パイプライン事業所のバルブステーション 54

 また、新潟～仙台ラインの被害状況を確認した結果、宮城県道南蔵王・七ヶ宿線におい

て、道路陥没によりパイプラインが約３７ｍ露出していることが判明したが、ガスの漏え

いはなくパイプラインの健全性を確認した。 

は、隣接している製油所の大規模火災により地震発生後しばらくの間立入禁止措置がとら

れたため、同施設の被害状況の把握ができず、修繕計画が立てられなかったが、３月１６

日に立入禁止が解除されたため、直ちに被害状況の確認及び復旧作業に取りかかり、２３

日に仮復旧を完了した。供給先である東北電力(株)（新仙台火力・仙台火力）の損傷が激

しく、復旧には相当程度の時間がかかると見込まれたため、仙台市ガス局への供給を最優

先としガスの供給を同日開始した。 

 ＪＸ日鉱日石エネルギー(株)八戸ＬＮＧ基地は、津波により電源系統が故障したものの、

３月１４日には八戸ガスへ供給を再開した。 

 

（４）経済産業省（原子力安全・保安院）の対応状況 

３月１１日１４時４６分の地震発生後、関東東北産業保安監督部から被害状況の第一報

が本院ガス安全課に報告されたのが１６時０２分であった。以後、確認がとれた事業者の

状況について、逐次連絡が入り、１６時４０分時点の被害情報を１７時頃、原子力安全・

保安院の被害情報とりまとめ部署となっている同院緊急時対応センターに報告した。１８

時頃、１７時１５分時点の情報として、同院から都市ガスを含む被害状況が、公表された。 

翌日、政府調査団に同課職員を派遣し、また、２４時間体制で職員が執務室に常駐し（４

                             
54 【バルブステーション】天然ガス供給の中継地点において、都市ガス事業者や需要家に送る天然ガスの

流量や圧力の調整及びガス遮断装置を備えた施設をいう。 
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月１４日まで）、関係機関（日本ガス協会及びコミュニティーガス協会を含む。）からの情

報収集を行った。 

 

３．復旧対応の状況 

（１）一般ガス事業者 

① 総括 

仙台市ガス局港工場をはじめ、釜石ガス(株)、石巻ガス(株)、気仙沼市ガス水道部の製

造所が津波により被害を受けた他、その他地震動・液状化によるガス導管の被害を含め、

１６事業者の４６万戸を超える需要家に対するガス供給が停止した。 

これに対して、被災事業者は、阪神・淡路大震災をはじめとする過去の地震復旧時に培

われた復旧ノウハウを活かして早期復旧に努め、また特に自力による早期復旧が困難な事

業者においては、「地震・洪水等非常事態における救援措置要綱（日本ガス協会）」55

 

に基

づく延べ約１０万人、最大応援時１日あたり約４，１００人の復旧応援にも助けられ、津

波等による被害甚大地区を除いて５４日で復旧が完了した。この復旧スピードに対しては

需要家からは更なる早期復旧が求められてはいるものの、過去の震災に比べれば早期復旧

が図られた。 

② 具体的な復旧状況 

供給停止に至った１６事業者は、その被害状況も様々であったため、復旧方法もそれに

応じて多種多様であった。 

製造所に甚大な被害を受けた仙台市ガス局では、石油資源開発(株)新潟～仙台ラインか

らのガス供給を受けるまでの数日間、ＬＮＧローリー56からの臨時供給を行い、新潟～仙

台ラインからの受け入れ開始以降はそのガス源を使用して供給を行った。同じく製造所に

甚大な被害を受けた石巻ガス(株)では、急遽製造所に臨時のＬＮＧ設備を設置し、既存の

供給設備に接続し、復旧作業を開始した。また、釜石ガス(株)では、製造所の設備の復旧

に並行して、移動式ガス発生設備 57

早期復旧に向けた取組みとして、マイコンメーター

を活用しガス導管を介した臨時供給を行い、製造所の

復旧に先立って需要家へのガス供給を開始した。 

58

                             
55 １９６８年（昭和４３年）の十勝沖地震を契機として、非常事態が発生し広範囲な供給停止となった場

合における被災事業者と日本ガス協会等との相互間の緊急連絡体制及び救援体制等について定めたも

の。 

の遮断機能等を活用した手法によ

って、効率的な復旧を実施した事例が報告されている。また、移動式ガス発生設備による

56 【ＬＮＧローリー】ＬＮＧをタンクへ受入れ、輸送し、所定のＬＮＧ設備に供給するローリー車。 
57 【移動式ガス発生設備】熱量変更の実施時、導管等の工事時及び災害その他の非常時に、ガス事業者が、

既に供給しているそのガスの使用者に対し、ガスを一時的に供給するための移動可能なガス発生設備で

あって、その保有能力（保有できるガスの質量又は標準状態における体積をいう。以下同じ。）が、液

化ガスの場合 1,000kg未満、圧縮ガスの場合 300m3未満であるものをいう。 
58 【マイコンメーター】マイクロコンピューターによる制御部を有するガスメーターであって、ガス使用

時における異常状態を検知し、遮断弁で自動的にガスを遮断する機能を有するものをいう。 
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臨時供給では、病院や福祉施設といった緊急度の高い重要施設を中心に優先的に実施され

た。これらは、「新潟県中越沖地震における都市ガス事業・施設に関する検討会報告書」で

その配備促進が提言されたものであり、特に２００９年度に国の補助金を活用して移動式

ガス発生設備の保有台数が増加したことにより、多くの箇所で臨時供給が実施できた。 

 

③ 復旧応援の状況・概要 

日本ガス協会では、地震発生直後に災害対策本部を設置し、先遣隊の派遣を決定し、

１２日に仙台市に向けて出発した（２７名）。翌１３日夕方に仙台市ガス局に到着、１４

日に現地対策本部を立ち上げ、復旧支援活動を開始した。 

被災１６事業者のうち、自社で復旧活動を行う８事業者を除き、応援要請のあったガス

事業者の閉栓、製造・供給設備の修繕、開栓作業などの復旧作業を全面的に支援するため、

１８日の仙台市ガス局に対する派遣をはじめとして、順次復旧隊を現地に派遣した。 

復旧隊は、全国各地の５８のガス事業者 59

需要家支援としては、カセットコンロ約９千台、カセットボンベ約３万本が、１２のガ

ス事業者から無償提供され、被災地に送られた。また、避難所には移動式簡易シャワー装

置等を提供した。 

の協力を得て、仙台、三陸、福島及び関東の

地域毎に構成された。復旧作業にあたっては、導管修繕、開閉栓のみならず、必要に応じ

てＬＮＧやＬＰＧ等の確保及びこれらを運搬するローリー等の手配も行った。 

移動式ガス発生設備に関しては、被災していない事業者が各々保有する設備についても

被災時において有効活用できるよう、大規模災害時における移動式ガス発生設備の広域融

通に関する要領を日本ガス協会が整備している。今回の震災においては、この要領に基づ

いて８２台が融通・設置され、自社調達分を含め合計２０７台の移動式ガス発生設備が活

用された。 

 

（２）簡易ガス事業者 

 コミュニティーガス協会では、地震発生直後に災害対策本部を設置し、震度５弱以上の

地域内に存する簡易ガス団地のリストアップを行うとともに、コミュニティーガス協会関

東支部（本部と同ビル同フロアーに所在）と東北支部へ被害状況の把握を依頼したが、東

北支部とは連絡がとれず、本部から直接東北各県の事業者へ状況報告を求めた。（東北支部

と連絡が取れたのは震災翌日の３月１２日で、支部事務所被害が大きいことから、当面、

本部にて直接東北各県の被害状況を整理することとした。） 

 供給支障に至った団地の復旧に際しては、自社で対応が可能であったのが全体の４７％

に対し、残りの５３％については県防災会 60

                             
59 石巻ガス(株)の追加復旧活動に参加した１事業者を除く。 

あるいは事業者間における相互支援で対応し

60 簡易ガス事業者は保安規程に定める災害防止のための体制の確立に基づき、「簡易ガス事業の防災に係

る通報・応援措置基本要綱」を定め、その基本要綱で協会支部における防災活動を一元的かつ効率的に

行うため、支部の実状に応じ、都、府、県防災会を置くものとしている。 
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た。相互支援の例としては、岩手県簡易ガス協会の会長会社である水沢ガス(株)は、釜石

瓦斯(株)から被害が甚大であることを聴取し、同社の全体事業（簡易ガス、一般ガス及び

液石販売）に対し、人員・資材の提供（人員は３１０人・日）を行った。これら復旧支援

体制のもと、復旧対象戸数約１９，０００戸は４月２２日までに復旧した（仮設供給を含

む。）。 

 全国の簡易ガス事業者の後方支援としては、簡易ガス事業者の約９５％が液石販売事業

を兼ねている（２０１１年１２月６日現在１，４９４事業者中１，４１４事業者）ことか

ら、ＬＰガス充填所、タンクローリー、配送車等に大きな被害を受けた事業者に対し、Ｌ

Ｐガス充填所に代わる容器運送用大型トレーラー又はローリーそのものの提供がなされた。 

 また、３月１６日から３月２２日にかけて、岩手県、宮城県及び福島県の被災事業者に

対し、カセットコンロ５，４００台、カセットボンベ５０，７００本をコミュニティーガ

ス協会から無償提供した。 

なお、一般ガス事業者も含め、ガス導管の復旧現場では、上下水道をはじめとする各種

インフラの復旧作業との競合調整が発生する。今回の震災でも、過去の震災と同様に、競

合する占用者と適宜工程調整を行い効率的な復旧作業に努めた。 
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Ⅲ．今後の都市ガス供給における地震対策・津波対策のあり方 

 

１．基本的な考え方 

都市ガス供給における災害対策は、津波を含めどのような自然災害であっても、災害に

強い設備対策、迅速かつ適切な供給停止判断により二次災害を防止する緊急対策、安全か

つ速やかな復旧対策を三本柱として、それぞれについて、過去の知見・経験を基に充実、

高度化を図っていくことが肝要である。 

 

２．設備対策 

（１）地震対策の考え方 

現在のガス工作物は、１９９５年（平成７年）７月に修正された防災基本計画の考え方

に基づいて、大要、次の二つの設備区分に応じた耐震性の確保が求められてきている。 

設備区分Ⅰに分類される設備は、一般的な地震動に際し、個々の設備の機能に重大な支

障が生じず、かつ、高レベルの地震動に際しても人命に重大な影響を与えない耐震性を有

すべきものであり、ＬＮＧ貯槽、高圧ガス導管等が該当する。 

設備区分Ⅱに分類される設備は、一般的な地震動に際し、個々の設備の機能に重大な支

障が生じず、かつ、高レベルの地震動に際しても著しい（長期的かつ広範囲）供給支障が

生じることのないよう、代替性の確保、多重化等により、総合的にシステムの機能が確保

される耐震性を有すべきものであり、設備区分Ⅰ以外のガス工作物が該当する。 

なお、東日本大震災を踏まえて修正された防災基本計画（２０１１年（平成２３年） 

１２月、中央防災会議決定）においても、地震対策については、基本的に修正前の計画と

同様の考え方が取られている。具体的には、構造物・施設等の耐震設計に当たり、供用期

間中に１～２度程度発生する確率を持つ一般的な地震動に際しては機能に重大な支障が生

じないこと、発生確率は低いが直下型地震又は海溝型巨大地震に起因する更に高レベルの

地震動に際しても人命に重大な影響を与えないことを基本的な目標として設計するものと

している。61 従って、現行のガス工作物の耐震性の考え方については、維持すべきである。 

他方、後述するガス工作物の津波対策の考え方を新たに示すことに伴い、津波対策の考

え方との表現上の整合性を図る観点から、策定経緯を含めて地震対策の考え方に変更を加

えることなく、次のとおり修正する。 

 

 

 

 

 

 

                             
61 防災基本計画（平成 23年 12月 27日）第 2編第 1章第 2節 1 
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表 防災基本計画の考え方に準拠したガス工作物の地震に対する要求性能 

  地震動Ａ（一般的な地震動） 地震動Ｂ（高レベルの地震動）

設備 

区分Ⅰ 

被害が発生した場合の影響

の大きな設備 

（例）貯槽、高圧ガス導管等

・人身事故等の二次災害を 

防止する。 

・機能被害はない。 

修理することなく直ち

に運転再開が可能であ

る。 

・人身事故等の二次災害を 

防止する。 

・構造物に変形が生じても、 

人身事故につながるような

倒壊、漏えい等は生じない。

設備 

区分Ⅱ 

その他の設備 

（例）ガス発生設備、低圧 

ガス導管等 

・人身事故等の二次災害を 

防止する。 

・機能被害はない、若しくは

僅少。 

若干の被害が生じても

おおむね機能は維持さ

れる。 

・人身事故等の二次災害を 

防止する。 

・構造物としての機能が喪失 

しても、一層の被害極小化を

図る。 

地震動Ａ：供用期間中に１～２度発生する確率を有する一般的な地震動 

地震動Ｂ：供用期間中に発生する確率が低い（Ａを上回る）高レベルの地震動 

 

特に、設備区分Ⅰ・地震動Ｂにおいて、「人身事故等の二次災害防止」と、「構造物に変

形が生じても、人身事故につながるような倒壊、漏えい等は生じない」について付言すれ

ば、これは、従前、考え方を策定する際、高レベル地震動に際し、微少漏えいを含む一切

のガス漏れ防止をガス工作物自身に要求することは、地震動のレベルを踏まえると現実的

ではないという検討結果を踏まえてのものである。 

 

（２）津波対策の考え方 

 平成２３年１２月、災害対策基本法に基づいて中央防災会議が示す基本指針である防災

基本計画が修正され、東日本大震災を踏まえた津波対策の抜本強化が求められている。 

 従って、地震対策同様、都市ガス供給における津波対策を、修正された防災基本計画で

示されている考え方に準拠して講ずる必要がある。 

① 防災基本計画において都市ガス供給に求められているもの 

 修正された防災基本計画においては、「津波に強いまちづくり」として、ライフラインの

被災は、避難生活環境の悪化等をもたらすことから、ライフライン関連施設の耐浪性の確

保を図るとともに、系統多重化、拠点の分散、代替施設の整備等による代替性の確保を進

めるものとされている。また、施設の機能の確保策を講ずるにあたっては、必要に応じて

大規模な津波が発生した場合の被害想定を行い、想定結果に基づいた主要設備の耐浪化、

災害後の復旧体制の整備等を行うものとされている。62 

 

                             
62 防災基本計画（平成 23年 12月 27日）第 3編第 1章第 2節 3 
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② 防災基本計画における津波のクラス分けとその対策 

 修正された防災基本計画では、今回の津波による被害を教訓として、津波災害対策を充

実・強化する中で、津波の規模を二つに区分し、各々に応じた対応を策定している。63 

 

表 防災基本計画における総合的な津波災害対策のための基本的な考え方 

津波の

規模 

［津波Ａ］ 

最大クラスの津波に比べて発生頻

度が高く、津波高は低いものの大きな

被害をもたらす津波 

［津波Ｂ］ 

発生頻度は極めて低いものの、発生すれば甚大な被害

をもたらす最大クラスの津波 

対策 

人命保護に加え、住民財産の保護、

地域の経済活動の安定化、効率的な生

産拠点の確保の観点から、海岸保全施

設等の整備を進める。 

 住民等の生命を守ることを最優先として、住民等の避

難を軸に、そのための住民の防災意識の向上及び海岸保

全施設等の整備、浸水を防止する機能を有する交通イン

フラなどの活用、土地のかさ上げ、避難場所・津波避難

ビル等や避難路・避難階段の整備・確保などを組み合わ

せるとともに、臨海部の産業・物流機能への被害軽減な

ど、地域の状況に応じた総合的な対策を講じる。 

（注）「津波Ａ」及び「津波Ｂ」は、本検討報告書における呼称 

 

③ 都市ガス設備への適用 

 本報告書作成時点において、具体的な想定津波高さが策定過程にあり、具体的な想定津

波高さが示されなければ具体策を講じることは困難であるとの意見もあるが、対策の基本

的考え方は、理念的、演繹的に導かれるべきものであり、防災基本計画の考え方に基づき、

都市ガス供給に係る津波対策の基本的考え方を下表のとおり整理した。 

 なお、地域毎の具体的な想定津波高さが今後示され、本基本的考え方に従っては凡そ対

策を講ずることが非現実的であると認められる場合においては、都市ガス供給における津

波対策に係る基本的考え方を修正する必要がある。 
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表 防災基本計画の考え方に準拠したガス工作物の津波に対する要求性能 

  津波Ａ（一般的な津波） 津波Ｂ（最大ｸﾗｽの津波） 

設備 

区分Ⅰ 

被害が発生した場合の影響の

大きな設備 

（例）貯槽、高圧ガス導管等 

・人身事故等の二次災害を 

防止する。 

・重大な機能被害を防止す

る。 

・人身事故等の二次災害を 

防止する。 

・機能被害の発生に対して、

系統多重化、拠点の分散、

代替手段の確保に努める。

設備 

区分Ⅱ 

その他の設備 

（例）ガス発生設備、低圧ガス

導管等 

・人身事故等の二次災害を 

防止する。 

・機能被害を可能な限り 

防止する。 

 

 地震対策においては、地震による被害が発生した場合の安全面や供給機能維持の観点か

らの影響度合いを勘案し、主なガス工作物を設備区分Ⅰ、Ⅱに区分けしている。一方、津

波による被害の発生を想定した場合についても、地震同様、設備区分Ⅰの設備の影響度合

いは設備区分Ⅱの設備より大きいことから、津波に対する設備区分についても地震の場合

に準ずることが適切である。 

 その上で、各ガス工作物の設置場所が異なることから（ガス導管の大半は地中埋設であ

り、ＬＮＧ受入基地は、その事業態様から沿岸地区に立地せざるを得ない等）、一旦被害が

発生した場合の影響の程度及び設置環境の双方を勘案した上で、想定される津波のレベル

に応じた対策を講ずることが理念的に導かれる。しかしながら、今回の津波発生により被

害を受けたＬＮＧ受入基地等製造所における事例を踏まえれば、地震による被害とは異な

り、津波の発生により面的に生ずる浸水により、ガス工作物の集中しているこれらの施設

においては、いずれのガス工作物であれ、何らかの被害を受ける可能性がある。このため、

保安に影響しない電気設備等二次災害に至るおそれのないガス工作物であっても、都市ガ

スの生産や供給機能に支障が生じ得ることを踏まえれば、都市ガス供給の機能維持の観点

からは、いわゆる設備対策だけではなく、移動式ガス発生設備等による臨時供給、供給源

の多重化等の代替手段の確保に努めることが必要である。 

 

（３）地震対策・津波対策の具体策 

前述の地震対策及び津波対策の考え方を踏まえ、以下の対策を講ずるべきである。 

① 製造所・ガスホルダー 

 地震対策として、球形ガスホルダーにおける支柱上部のタイロッドブレース接続部の強

度が不足しているものについては、速やかに補強すべきである。 

なお、今回の地震において、都市ガス事業者以外で高圧ガス保安法の適用を受ける事業
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所において、地震動により、球形貯槽の鋼管ブレースの交差部の損傷等が発生した。また、

津波により、ＬＰＧ貯槽等の倒壊・転倒や設備流出が発生した。これらについては、総合

資源エネルギー調査会高圧ガス及び火薬類保安分科会高圧ガス部会において、対策の検討

が行われたところであり、同一の設備を有する都市ガス事業においても、同部会の提言及

びその具体化を踏まえ、必要に応じて耐震設計指針等の規定を見直す必要がある。 

簡易ガス供給の特定製造所において地震又は津波によりシリンダー容器が転倒した事例

があり、いずれも高圧ホースは破断しなかったが、仮に破断した場合のガス漏れ防止のた

めには、ガス放出防止型高圧ホースの接続が有効であると言える。 

 一方、津波対策としては、保安電力等重要な電気設備の機能喪失を回避するため、想定

津波高さに応じた措置を講ずる必要がある。臭気の拡散を防ぐためにもともと気密性が要

求される付臭設備において、津波による浸水がほとんどなかったことは浸水対策の参考と

なる。 

都市ガス供給機能の喪失があっても、人身事故や大規模二次災害を防止するためには、

保有エネルギー量の大きいＬＮＧ貯槽等の遮断弁の速やかかつ確実な閉止操作により配管

等と分離し、貯槽外へのＬＮＧ漏えいを防止することが必要である。津波による浸水によ

り全ての電源が喪失した製造所もあったが、その状況の中で、ＬＮＧ貯槽のフェールセー

フ 64

 なお、製造所における今回の津波被害においては、幸いにも津波漂流物の衝突を原因と

する二次災害は発生しておらず、また、これまでにもＬＮＧ基地での津波漂流物の衝突に

よる被害は報告されていない

設計が有効に機能した事例もあり、各事業者の保有する同類の施設が、この事例のよ

うに適切に機能するかどうか確認しておくといった対策を着実かつ確実に実施する必要が

ある。 

65。しかしながら、大規模な津波が発生した場合には、津波

波力による被害に加え、漂流物の衝突による被害発生の可能性は否定しきれない。このた

め、製造所の所在地域における港湾施設関係者等による津波漂流物対策の検討状況 66

簡易ガス供給におけるシリンダー容器に関連して、液化石油ガス販売事業において、津

波によるシリンダー容器の流出事例が報告されており、総合資源エネルギー調査会高圧ガ

ス及び火薬類保安分科会液化石油ガス部会において、対策の検討が行われたところである。

類似の設備を有する簡易ガス事業においても、同部会の提言を踏まえ、必要に応じて対策

を見直す必要がある。 

を踏

まえつつ、津波漂流物による製造所の影響評価についての検討が求められる。 

 

                             
64 【フェールセーフ】アイテムが故障したとき、あらかじめ定められた一つの安全な状態をとるような設 

 計上の性質。 
65 LNG受入基地又は出荷基地において基地周辺住民を巻き込んだ死亡事故は、世界でこれまで 1例（1944　

　年(米国)で発生した LNG貯槽の材料選定不備を原因とする LNG漏えい事故)のみとの報告がある。また、

　今回の震災を除き津波を原因とする LNG基地の事故事例は、これまで報告されていない。 
66 例えば、2011年７月６日に交通政策審議会港湾分科会防災部会「港湾における総合的な津波対策のあ

 り方（中間とりまとめ）」が公表され、これを受け、各地域での検討が進められている。 
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② ガス導管 

中圧ガス導管の被害箇所の大半を占めるフランジ継手部からの微少漏れ対策については、

平常時からの点検に加え、災害発生時における被害箇所の早期発見により増し締め等を行

うことが不可欠である。また、非裏波溶接による溶接継手部の対策については、より耐震

性の高い継手への取替え、補強又は更生修理を進めるべきであるが、直ちに全ての対策を

実施することは現実的ではないため、これらの継手部を予め特定しておき、後述する緊急

対策につなげることが必要である。また、津波対策として、橋梁添架管 67

低圧ガス導管については、過去の震災時と同様に、ねじ接合の継手部及び機械的接合・

抜け出し防止無しの継手部における被害が多く、引き続きＰＥ管等耐震性の高いガス導管

への取替えを積極的に促進し、耐震化率の一層の向上

等津波による漂

流物の衝突による損傷のおそれのある箇所の特定も速やかに行い、緊急対策につなげるこ

とが必要である。 

68

今回の震災においてＰＥ管の被害が発生しており、盛土崩壊によるものが７箇所及びそ

の他のものが２箇所であった。盛土崩壊の可能性のある地区情報の把握に努め、緊急対策

につなげることが必要である。 

に努めるべきである。 

 

３．緊急対策 

（１）供給停止判断基準の見直し 

 緊急対策においては、災害による被害を極小化し、国民の生活・身体・資産の安全を確

保することが求められる。今回の震災における各事業者の二次災害防止を目的とした第１

次緊急停止判断までに至る時間は、これまでの震災時において要した時間よりも短時間で

あったことから、概ね、迅速に供給停止の判断と実行が適切に行われたものと言える。 

 第１次緊急停止判断の基準としては、阪神・淡路大震災等を受けて取りまとめられた「ガ

ス地震対策検討会報告書（１９９６年１月）」による「地震計のＳＩ値 69

 また、「新潟県中越地震ガス地震対策調査検討会報告書」による提言を受けて、事業者に

よっては、二次災害を引き起こすおそれが低いと考えられる場合として、 

が６０カイン以上

の場合、又は、製造所・供給所の送出量の大変動、主要整圧器の大変動により供給継続が

困難な場合、即時にガス供給を停止する」こととし、これを一般ガス事業者自らが保安規

程に規定している。 

①「６０カインを少し上回るＳＩ値を記録したブロック 70

                             
67 【橋梁添架管】ガス導管、上下水道管等が河川、鉄道等を横断する場合、橋梁に添架される管路のこと。 

内全般について、道路、

68 一般ガス事業においては、日本ガス協会が「保安向上計画 2020（2011年 10月策定）」において 2020

年時点の PE管比率約 50％、耐震化率約 85％という見通しを掲げている。 
69 【ＳＩ値】Spectrum Intensityの略。地震の揺れには様々な周波数の波が含まれているが、このうち、

一般的な建物の揺れに大きな影響を与える、周期が 0.1～2.5秒の揺れの強さの平均値を求めたもので、

速度の単位のカイン(cm/s)で表される。 
70 【ブロック】供給停止を行う際に、二次災害を防止しつつ、供給停止戸数の極小化を図るため、供給区

域の導管網を細分化した単位。 
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建築物等の被害が軽微であることを直ちに確認した場合」 

又は 

②「耐震性の低い低圧ガス導管の比率が極めて低いブロックにおいて、６０カイン

を上回るＳＩ値を記録したが、道路、建築物等の被害が軽微であることが直ちに

確認された場合」 

については、速やかに第１次緊急停止判断から第２次緊急停止判断へ移行する特例措置が

規定されている。 

今回の震災では、複数の事業者が上記の基準を適用し、ＳＩ値が６０カインを上回った

ものの直ちに被害が軽微であることを確認したため、第２次緊急停止判断へと移行し、結

果としてガス供給を停止することなく供給継続がなされた。 

 新設される本支管の多くはＰＥ管であることに加えて、経年管の取替えによりＰＥ管等

の耐震性の高い管の比率が益々高まっていくことを鑑みると、今後、耐震化率の極めて高

いブロックが増えていくものと考えられる。早期復旧の観点を踏まえると、災害時の供給

停止の範囲を必要最小限にとどめるよう従前以上にきめ細かく、かつ合理的な供給停止判

断が求められる。 

 供給停止判断の指標の一つであるＳＩ値６０カインという値は、「ガス地震対策検討会報

告書（１９９６年１月）」を受けて設定された。その後、この水準についての見直しが検討

されたが、データ不足により十分な検証ができていなかった。 

 今回の震災において、仙台市ガス局の供給区域内については、ＳＩ値と被害箇所のデー

タ収集及び解析を行った。同供給区域内におけるＳＩ値と被害率との相関をみると、同書

の記述と同様に、ねじ接合の継手部の被害率はＳＩ値６０カイン前後である程度被害が生

じ始め、８０カインから急激に増加する傾向にあり、これまで暫定値として規定していた

第１次緊急停止判断基準の６０カインについては概ね妥当であることが確認できた。 

一方、耐震化率の高いブロックほど被害率は減少しており、耐震化率の高いブロックに

おいて、ＳＩ値が６０カインを上回る場合、道路、建築物等の被害の確認を行うことがな

くとも、第２次緊急停止措置に移行できるよう、「６０カインを上回るＳＩ値を記録したブ

ロックにおいて、ガス導管等の被害が軽微となることが予見できる場合」を特例措置の適

用条件として追加することが合理的であると考えられる。 

ただし、供給停止判断基準の検討に際しては、液状化、盛土崩壊等地盤の持つ特性を考

慮する必要がある。例えば、液状化により著しい地盤変位が生じる可能性が高い地区につ

いては、自治体等により特定された地区や中央防災会議専門調査会において指摘されてい

る浅部の地盤データの収集とデータベース化等も参考にしつつ、適切に供給停止を行うた

めのリスト化を行う必要がある。また、自治体等により特定された盛土崩壊等の可能性の

ある地区のリスト化も行う必要がある。リスト化したこれらの情報を供給停止判断の要素

とすべきである。 
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図 供給停止判断ステップ 

 

表 供給停止判断基準の見直し案（下線部の追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）感震自動ガス遮断装置の更なる普及促進 

特定ガス発生設備に感震自動ガス遮断装置 71

                             
71 【感震自動ガス遮断装置】地震で大きな揺れ（４００ガル）を検知するとセンサーが作動し自動的に特

定製造所のガス供給を停止する装置。 

が設置されていない特定製造所では、ガス

漏れが生じ、装置が作動したところでは、ガス漏れがなかった。感震自動ガス遮断装置の

普及については、「新潟県中越沖地震における都市ガス事業・施設に関する検討会報告書」

において、「普及率を今後３年以内に概ね９０％、今後５年以内に概ね１００％とするよう

地震発生 

供
給
停
止 

供
給
継
続 

供給停止 

供給継続 

第１次緊急停止判断 

第２次緊急停止判断 
供給停止 

供給継続 

（第１次緊急停止判断） 

• 地震計のＳＩ値が６０カイン以上の場合 

• 製造所・供給所の送出量の大変動、主要整圧器の圧力の大変動により供給継続が困難な

場合 

• 下記の場合は第２次緊急停止判断に移行（保安規程に特例措置の適用を定める事業者の

み） 

－ ６０カインを少し上回るＳＩ値を記録したブロック内全般について、道路、建築物等の

被害が軽微であることを直ちに確認した場合 

－ 耐震性の低い低圧ガス導管の比率が極めて低いブロックにおいて、６０カインを上回る

ＳＩ値を記録したが、道路、建築物等の被害が軽微であることが直ちに確認された場合 

－ ６０カインを上回るＳＩ値を記録したブロックにおいて、ガス導管等の被害が軽微とな

ることが予見できる場合 

（第２次緊急停止判断） 

• 設備の安全確認を行い、これらの安全性が確認されない限りガス供給を速やかに停止 

• 直ちに、道路及び建物の被害状況、緊急巡回点検による主要ガス導管の被害状況、ガス

漏洩通報の受付状況に関する情報を収集し、その状況に応じて供給停止判断を実施 
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最大限の努力を行う。72」旨の提言がなされており、現時点の普及率が８７％であること

を踏まえれば、提言通りの普及ペースであるといえようが、設置の効果、未設置の場合の

危険のおそれを踏まえると、未設置の特定製造所については、可能な限り速やかに設置す

べきである。 

 

（３）作業員の安全確保 

今回の震災では、震災発生時に現場作業に従事していた者から幸いにして死傷者の報告

はなかったが、ＬＮＧ基地等製造所において、押し寄せた津波から間一髪で作業員が避難

できた事例があった。地震の直後には津波が発生する可能性があり、また、ＬＮＧ基地等

製造所は沿岸部に立地していることが多く、高台等避難場所も少ないことから、今回の経

験を教訓にして、避難場所の確保、災害時対応マニュアル類の見直し、避難訓練を含む保

安教育の再徹底等、作業員の安全確保に引き続き努めるべきである。 

 

（４）通信手段の充実 

今回の震災では、ガス工作物の技術上の基準を定める省令に規定されている保安通信設

備により、緊急時においても迅速な通信が確保され、保安の確保に障害は発生しなかった。 

一方で、津波により本社設備等に大きな被害を受けた事業者においては、関係方面との

連絡が取れずに被害状況の報告が行えない事例があった。復旧支援活動や広報活動をより

効率的に行うためには、外部との間において必要最低限の情報伝達が必要となるため、そ

のための通信手段の一層の充実が求められる。特に、今回のように他のインフラ産業を含

めた広範囲の災害に対しては、ガス事業者のみでの整備には限界があるが、可能な範囲で

通信手段の多重化に努めるとともに、国、地方自治体等は、通信手段の確保を含めた幅広

い検討が必要である。 

 

（５）防災データベースの改善 

 ガス防災支援システム（Ｇ－Ｒｅａｃｔ）は、大規模地震発生時に経済産業省及びガス

業界が行う被災情報収集から復旧活動の立ち上げまでの対応の迅速化、的確化を図るため、

地震後の対応に必要な情報を電子地図上に集約し、関係者間で情報共有を図るシステムで

平成２０年度から運用をしている。 

 今回の震災では、被災事業者や応援事業者をはじめ多数の事業者が地震発生直後より本

システムを活用しており、復旧活動に向け被災情報の共有が図られたものと評価できる。

他方、本システムは地図情報を利用していること等から情報量が非常に大きく、今回のよ

うな大規模震災時において発生したインターネット回線の混雑状況下においても、刻々と

変化する地震被害情報や余震による被害情報を経済産業省が迅速に収集し、すみやかに発

                             
72 同報告書は平成２０年５月に策定されたことから、「今後３年以内」及び「今後５年以内」とは、それ

ぞれ、平成２３年４月及び平成２５年４月となる。 
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信することを目的としているため、ＩＣＴ等の技術の進歩に合わせて、現行のシステム構

成の見直しや掲載情報の精査を行うことで、より機動的なシステムに改善すべきである。 

 

４．復旧対策 

今回の震災における復旧対策については、これまでの震災における経験を活かし、また、

各震災時における提言を着実に実行してきたこともあり、支援体制の構築や支援活動は改

善されている。一方で他のライフラインと同様、需要家から更なる早期復旧が求められて

おり、安全かつ早期の復旧の実現に向けて間断のない努力が必要である。しかしながら、

都市ガス供給の特性として、一度供給停止したガスを供給再開するためには、需要家一件

一件の安全を確認する必要があることから、一定の時間を要する。この点については、各

種安全広報の機会を捉まえて、需要家の理解を得ることも必要である。 

本ワーキンググループでの議論において、今回の震災を踏まえて指摘のあった新たな復

旧対策は、次のとおりである。 

 

（１）保安関連データのバックアップの確保 

今回の震災において、津波により本社設備等に甚大な被害を受けた事業者では、需要家

データを保管しているサーバ類を避難させることができたため、間一髪で難を逃れた。安

全かつ早期に復旧を目指す上で欠かすことができない需要家データやマッピング図面等に

ついては、津波等に際しても紛失しないよう平常時からのバックアップを確保しておくこ

とが必要である。 

 

（２）移動式ガス発生設備の大容量化 

災害時における病院や福祉施設等の重要施設に対するガス供給を確保するため、移動式

ガス発生設備の配備が求められ、平成２１年度補正予算の事業等により、その台数の増加

が図られてきている。今回の震災においても、十分な台数の移動式ガス発生設備の設置を

行ったところであるが、一台当たりの容量が供給先の病院等の需要量を満足できず、「節ガ

ス」をお願いする事態が生じた。供給先が人命に関わる重要施設であることを考えると、

充てん容器の交換に要する供給停止時間は最短にしなければならず、容器の大容量化によ

り対応することが期待される。 

現行規定上、移動式ガス発生設備の容量は、液化ガスの場合は１，０００ｋｇ未満、圧

縮ガスの場合は３００ｍ３未満に制限されていることから、重要施設に対して十分なガス

供給を行うという目的を達成するためには、安全の確保を前提とし、これらの見直しを行

う必要がある。 

 

（３）復旧作業員の安全確保 

今回の震災においては、大きな余震が幾度となく続き、また被害はなかったものの津波
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警報が発令される等、復旧現場に急遽駆けつけた全国各地からの応援人員自身の安全確保

の重要性も浮き彫りとなった。相当の確率でその発生が予想されている地震もあり、作業

時のみならず、待機・宿泊場所等の考慮や、警戒宣言発令時或いは余震発生時の作業員の

安全に配慮した復旧活動のあり方についても検討を行っておく必要がある。また、相当の

緊張感のなか長期に渡り復旧作業に従事する作業員の健康・安全面に配慮し、応援派遣に

際しては、産業医の同行等、医療体制の確保についても検討する必要がある。 

 

（４）行政手続き等の更なる合理化 

これまでの震災においても、国は、安全性を確保しつつ行政手続きの迅速化や、復旧作

業が円滑に行われるよう配慮してきた。 

今回の震災においては、ガス事業法に基づく事故報告について、今回の地震が「特定非

常災害の被害者の権利利益の保全等を図るための特別措置に関する法律」第２条に規定す

る「特別非常災害」に指定されたことから、平成２３年６月３０日まで、報告義務の不履

行が免責された。また、臨時供給に際して仮設されたガス工作物の技術基準の問いあわせ

に迅速に対応し、保安を確保した上で供給再開の円滑化に努めた。 

しかしながら、復旧活動において、法令遵守のため、手続き等に時間を要したものもあ

る。例えば、ＬＮＧローリー等による臨時供給に用いる原料ＬＮＧの熱量等は、出荷元の

ＬＮＧ基地におけるものと大きな違いはないことから、復旧活動の円滑化のため、このよ

うな場合における法定熱量測定73の特例措置について検討すべきである。 

また、ガス導管の早期復旧のため、公道において仮設配管する場合や新設導管を埋設す

る際に既設導管を地中に残置する場合、道路管理者と個別に協議する必要があり、この協

議に時間を要した例もある。さらに、復旧活動の早期開始を確保するための人員輸送に際

して、緊急交通路を通行するためには、警察庁より緊急通行車両確認標章の交付を受ける

必要がある。迅速に同標章の交付を受けるためには、対象車両を事前届出しておく必要が

あるが、事前届出を行っていない車両に対する同標章の交付に時間を要した例もある。こ

れらの手続きが迅速に行われるよう、関係行政庁の検討状況を注視しつつ、必要に応じて

緩和を求めるべきである。 

 

（５）他省庁との連携による支援物資等の円滑な流通 

今回の震災においては、復旧活動のための支援物資等の輸送に支障が生じ、食料・燃料・

資機材の調達ルートの確保の重要性が浮き彫りになった。この課題については、ガス供給

関係者だけで解決できるものではなく、国土交通省で検討されている支援物資物流システ

ムの基本的な考え方の策定等各方面での検討結果をフォローし、ガス供給における復旧支

援活動に取り込んでいくことが有用である。 

                             
73 【法定熱量測定】ガス事業法第 21 条等に基づき、一般事業者等は、その供給するガスの熱量等を測定

し、その結果を記録し、これを保存しなければならないこととされている。 
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（６）その他 

今回の震災では、津波により一部の製造設備が機能停止にまで陥った。このことは、物

的被害は当然のこととして、公益事業として供給責任を果たさなければならない都市ガス

供給に新たな課題を投げ掛けた。 

約３６万戸にガス供給している仙台市ガス局は、海外からのＬＮＧ船輸送による原料調

達のほかに、新潟～仙台を結ぶ広域天然ガスパイプラインによる調達も行っており、製造

設備が被災しても、広域パイプラインからの代替供給が受けられたため、長期間に渡りガ

ス供給が途絶する事態を回避することができた。 

昨年（２０１１年）１２月に公表された総合資源エネルギー調査会総合部会基本問題委

員会における論点整理では、｢天然ガスシフトを始め、環境負荷に最大限配慮しながら、化

石燃料を有効活用すること｣を基本的方向の一つとして今後更に議論を深めていくことと

されている。 

広域天然ガスパイプラインには、セキュリティ向上や天然ガスの利用可能性向上、ガス

価格低廉化の可能性といった、天然ガスシフトのための基盤整備の多様な意義がある。そ

の多様な意義を踏まえつつ、今後、広域天然ガスパイプライン等の供給体制整備を図って

いくための調査・検討を進めていく必要がある。 
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Ⅳ．ガス安全高度化計画（災害対策部分）の見直し 

 

 本ワーキンググループの検討結果を踏まえ、昨年（２０１１年）５月にガス安全小委員

会において策定された「ガス安全高度化計画」の災害対策部分を見直した。 

 ガス安全高度化計画（第５章災害対策）見直し案及び安全高度化目標の達成に向けた実

行計画（アクションプラン）見直し案を別添に示す。 

 

- 31 -



- 32 - 

おわりに 

 

 これまでの震災対策に関する報告書のいくつかには、その時の規模以上の震災の発生の

恐れに言及しているものもあるが、ひとたび、今回の大震災を振り返ると、改めて自然の

壮絶さを認識せざるを得ない。 

 しかしながら、現にして都市ガス関係者は、これまでの知見等を活かし、震災対策を実

践してきたのも事実である。今後の震災も、規模や状況等多様な形態を示すことになるこ

とは必然であろう。そのような中で、適切な対策を確実に実行できるよう、日頃から十分

な対応能力を涵養しておくことの重要性は、高まることこそあれ、いささかも減じるもの

ではない。 

 このことを忘れず、都市ガス供給に関係する者が、本報告書を十分踏まえ、一層の自然

災害対策に取り組むことを望む。  

 

最後に、東日本大震災の犠牲者の方々に対して深く哀悼の意を表します。 
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総合資源エネルギー調査会都市熱エネルギー部会 

ガス安全小委員会災害対策ワーキンググループ 委員名簿 

 

 

座 長 

豊田 政男 国立大学法人大阪大学 名誉教授 

 独立行政法人科学技術振興機構 JSTイノベーションプラザ大阪 館長 

 

委 員 

大河内 美保 主婦連合会 参与 

奥澤 泰一 一般財団法人日本ガス機器検査協会 専務理事 

尾崎 洋一郎 大阪ガス株式会社 執行役員導管部長 

片山 恒雄 学校法人東京電機大学 教授 

菊池 務 出光興産株式会社生産技術センター 上席主任部員 

岸野 洋也 一般社団法人日本ガス協会 技術部長 

杉森 毅夫 一般社団法人日本コミュニティーガス協会 技術部長 

鈴木 信久 ＪＦＥテクノリサーチ株式会社 シニアフェロー 

高木 信以智 東京ガス株式会社 エネルギー生産部長 

堀 宗朗 国立大学法人東京大学 教授 

安田 進 学校法人東京電機大学 教授 

吉川 暢宏 国立大学法人東京大学 教授 

（敬称略、五十音順） 
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総合資源エネルギー調査会都市熱エネルギー部会 

ガス安全小委員会災害対策ワーキンググループ 開催経過 

 

【第１回】 

開催日 ： 平成２３年８月４日（木） 

議 題 ： 

（１）「災害対策ワーキンググループ」の設置について 

（２）東北地方太平洋沖地震による都市ガス関係の被害状況及び対応状況 

（３）今後の検討項目及び審議の進め方等について 

（４）その他 

 

【第２回】（平成２３年度第２回ガス安全小委員会との合同会合） 

  開催日 ： 平成２３年１０月３１日（月） 

議 題 ： 

（１）平成２２年都市ガス事故状況(確報)及び最近のガス事故状況について 

（２）平成２２年度導管改修(経年管対策)実施状況について 

（３）災害対策に向けた論点整理と基本的方向性について 

     ① 東北地方太平洋沖地震による都市ガス関係の被害概況 

     ② 緊急対策・復旧対策を含めた都市ガス供給における検討すべき課題及び対応のあり方 

（４）その他 

 

【第３回】 

  開催日 ： 平成２４年１月１０日（火） 

議 題 ： 

（１）災害対策ワーキンググループ報告書案について 

（２）その他 

 

【第４回】 

  開催日 ： 平成２４年３月２８日（水） 

議 題 ： 

（１）災害対策ワーキンググループ報告書案について 

（２）ガス安全高度化計画（第５章災害対策）見直し案について 

（３）その他 
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別添 ガス安全高度化計画（第５章災害対策）見直し案 
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別添 ガス安全高度化計画（第５章災害対策）見直し案 

 

第５章 災害対策 

 

１．災害へのガス事業の備え 

 ガス事業者は、ガスの製造、供給及び消費段階の全てにおいて、３６５日・２４時間、

あらゆる自然災害時においても、一定の保安レベルを確保することが求められる。特に、

我が国は、世界有数の地震多発国であり、これまでの地震による被害を踏まえ、地震対策

を中心として災害対策に取り組んできた。その結果、東日本大震災（東北地方太平洋沖地

震）における都市ガス供給の被害や復旧の状況をみても、これまでの取組みの成果が一定

程度上がっているものと認められる。 

 また、近い将来発生が予想されている東海地震、東南海・南海地震、日本海溝・千島海

溝周辺海溝型地震については、国は、地震防災対策推進地域等を指定し、ガス事業者は、

津波からの円滑な避難の確保、教育・訓練等に関することを保安規程等に定めることによ

り、迅速な対応を図るものとしている。 

 他方、地震や津波以外にも水害等の災害も懸念される。このため、ガス事業者は、各々

の供給区域の自然環境をはじめとする様々な状況に応じた不断の備えを充実させ、更なる

災害対策に向けた対応能力の維持・向上に努める。 

 

２．今後の地震・津波対策 

 地震・津波対策の基本は、過去の教訓を踏まえた、①ガス工作物の耐震性向上等を目的

とした設備対策、②ガスによる二次災害防止を目的とした緊急対策、③安全かつ速やかな

復旧を目的とした復旧対策の３つの柱であり、今後もこれらを着実に実施していくことが

重要である。 

（１）設備対策 

 地震や津波に強い供給ネットワークを引き続き構築していくことが基本となる。低圧導

管については、東日本大震災においてもポリエチレン管等の有効性が確認できたことから、

今後も耐震性の低い管から耐震性の高いポリエチレン管等への取替えを継続的に推進して

いく。また、新潟県中越沖地震において、高・中圧導管で長柱座屈による被害が発生した

ため、その後の調査研究における技術的知見を設計指針等へ反映し、供給上重要な路線に

ついては、同様な事象発生の未然防止に努める。旧設計基準に基づいて建設された球形ガ

スホルダーについては、支柱上部のタイロッドブレース接続部の強度が不足するものは支

持部材を補強する等により耐震性の向上を図る。 

 津波については、平成２３年１２月に防災基本計画が修正され、東日本大震災を踏まえ

た津波対策の抜本強化が求められており、これに準拠した津波対策を講ずる。例えば、保

安電力等重要な電気設備の機能喪失を回避するため、想定津波高さに応じた措置を講ずる。 
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（２）緊急対策 

 被害状況を的確に把握し、ガスによる二次災害が懸念されるエリアについては、迅速な

供給停止を行うことが基本であり、同時に被害が軽微なエリアについては、供給を継続す

る。これまで、地震計の設置、供給ブロックの細分化、即時に供給停止が可能な体制の強

化等の迅速な供給停止判断に資する条件整備を着実に実施している。 

 今後もＩＣＴ等の技術の進歩に合わせて、ガス防災支援システム（Ｇ－Ｒｅａｃｔ）等

の情報システムの更新を行い、有事の際に迅速に対応できるように努める。また、大津波

への対応を含めた防災訓練等の機会を通じ、有事の際の判断能力の維持・向上に努める。 

 特に、過去の大規模地震の被害発生状況の分析による供給停止判断の精度向上及び設備

対策の推進による耐震性の向上に伴い、現状よりも供給停止エリアを小さくすることがで

きる可能性があり、早期の復旧につなげることができる。今後は、国及びガス事業者が連

携して、東日本大震災で得られた知見を踏まえて供給停止判断基準を見直す等、緊急対策

の高度化を図る。 

 また、東日本大震災では、液状化による著しい地盤変位や盛土崩壊等による被害が発生

したことから、自治体等による調査結果等を踏まえつつこのような可能性のある地区のリ

スト化を行い、供給停止判断の要素として活用する。 

 津波対策については、二次災害を防止する観点から、制御システム機能等の維持・充実

を図るとともに、地域と連携した避難場所の確保や避難訓練等による地域住民、製造所作

業員等の安全確保を図る。 

 

（３）復旧対策 

 供給停止を実施した需要家に対して可能な限り速やかにガスの供給を再開するためには、

安全かつ早期に復旧作業を実施することが基本となる。ガス事業者は、過去の地震や津波

において、復旧作業の際に蓄積したノウハウを定着させるべく、教育・訓練を継続し、今

後も復旧作業員の安全確保も含めて復旧作業に対する体制強化及び対応能力の向上に努め

る。 

 また、復旧の機動性、円滑性向上のために、仮設配管及び導管の地中残置、移動式ガス

発生設備の大容量化、法定熱量測定の特例措置等について検討する。 
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特

定
及

び
関

係
す

る
　

遮
断

装
置

の
リ

ス
ト

化
（
●

）
事

業
者

・
特

定
製

造
所

に
お

け
る

感
震

自
動

ガ
ス

遮
断

装
置

の
全

数
設

置
に

向
け

た
　

普
及

促
進

（
●

）
事

業
者

・
通

信
手

段
の

充
実

国
、

事
業

者

○
復

旧
対

策
・
余

震
等

を
考

慮
し

た
復

旧
作

業
員

の
安

全
に

配
慮

し
た

復
旧

活
動

の
あ

り
方

の
　

検
討

（
●

）
事

業
者

・
復

旧
時

に
お

け
る

仮
設

配
管

及
び

導
管

地
中

残
置

に
関

す
る

検
討

（
●

）
国

・
移

動
式

ガ
ス

発
生

設
備

の
大

容
量

化
に

つ
い

て
検

討
（
●

）
国

・
法

定
熱

量
測

定
の

特
例

措
置

の
検

討
（
●

）
国

・
需

要
家

デ
ー

タ
、

マ
ッ

ピ
ン

グ
デ

ー
タ

等
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

の
確

保
事

業
者

・
事

前
届

出
を

行
っ

て
い

な
い

車
両

に
対

す
る

緊
急

通
行

車
両

確
認

標
章

交
付

の
　

迅
速

化
（
●

）
国

・
支

援
物

資
物

流
シ

ス
テ

ム
改

善
状

況
の

フ
ォ

ロ
ー

国
■

そ
の

他
○

そ
の

他
災

害
対

策
・
新

た
な

災
害

知
見

の
収

集
と

設
計

指
針

等
へ

の
反

映
の

検
討

国
、

事
業

者
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  ＜

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

＞
 

３
．

災
害

対
策

 

                      

対
　

　
　

　
策

実
施

主
体

 ■
地

震
対

策

　
○

設
備

対
策

　
　

・
「
長

柱
座

屈
防

止
の

た
め

の
耐

震
設

計
指

針
(仮

称
）
」
の

策
定

事
業

者

　
　

・
支

持
部

材
損

傷
防

止
措

置
未

実
施

の
球

形
ガ

ス
ホ

ル
ダ

ー
の

補
強

対
策

の
推

進
事

業
者

　
　

・
重

要
電

気
設

備
等

の
津

波
・
浸

水
対

策
の

推
進

事
業

者

　
○

緊
急

対
策

　
　

・
防

災
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

改
善

及
び

IC
T
等

の
技

術
の

進
歩

に
合

わ
せ

た
情

報
シ

ス
テ

ム
等

の
継

続
的

な
見

直
し

国
、

事
業

者

　
　

・
供

給
停

止
判

断
基

準
の

見
直

し
事

業
者

　
　

・
液

状
化

に
よ

り
著

し
い

地
盤

変
位

が
生

じ
る

可
能

性
の

高
い

地
区

の
特

定
及

び
リ

ス
ト

化
事

業
者

　
　

・
自

治
体

等
に

よ
り

特
定

さ
れ

た
盛

土
崩

壊
等

の
可

能
性

の
あ

る
地

区
の

リ
ス

ト
化

事
業

者

　
　

・
非

裏
波

溶
接

鋼
管

の
特

定
及

び
関

係
す

る
遮

断
装

置
の

リ
ス

ト
化

事
業

者

　
　

・
津

波
漂

流
物

に
よ

る
損

傷
可

能
性

の
あ

る
橋

梁
添

架
管

の
特

定
及

び
関

係
す

る
遮

断
装

置
の

リ
ス

ト
化

事
業

者

　
　

・
特

定
製

造
所

に
お

け
る

感
震

自
動

ガ
ス

遮
断

装
置

の
全

数
設

置
に

向
け

た
普

及
促

進
事

業
者

　
○

復
旧

対
策

　
　

・
余

震
等

を
考

慮
し

た
復

旧
作

業
員

の
安

全
に

配
慮

し
た

復
旧

活
動

の
あ

り
方

の
検

討
事

業
者

　
　

・
復

旧
時

に
お

け
る

仮
設

配
管

及
び

導
管

地
中

残
置

に
関

す
る

検
討

国

　
　

・
移

動
式

ガ
ス

発
生

設
備

の
大

容
量

化
に

つ
い

て
検

討
国

　
　

・
法

定
熱

量
測

定
の

特
例

措
置

の
検

討
国

　
　

・
事

前
届

出
を

行
っ

て
い

な
い

車
両

に
対

す
る

緊
急

通
行

車
両

確
認

標
章

交
付

の
迅

速
化

国

2
0
2
0
年

2
0
1
0
年

策
定

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

実
施

改
善

実
施

継
続

的
見

直
し
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 ガ

ス
安

全
高

度
化

計
画

（
第

５
章

災
害

対
策

）
見

直
し

案
新

旧
対

照
表

（
傍

線
部

分
は

見
直

し
部

分
）

 

 

見
直

し
案

 
現

 
行

 

第
５

章
 

災
害

対
策

 

 １
．

災
害

へ
の

ガ
ス

事
業

の
備

え
 

 
ガ

ス
事

業
者

は
、

ガ
ス

の
製

造
、

供
給

及
び

消
費

段
階

の
全

て
に

お
い

て
、

３
６

５
日

・
２

４
時

間
、

あ
ら

ゆ
る

自
然

災
害

時
に

お
い

て
も

、
一

定
の

保
安

レ
ベ

ル
を

確
保

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
特

に
、

我
が

国
は

、
世

界
有

数
の

地
震

多
発

国
で

あ
り

、
こ

れ
ま

で
の

地
震

に
よ

る
被

害
を

踏
ま

え
、

地
震

対
策

を
中

心
と

し
て

災
害

対
策

に
取

り
組

ん
で

き
た

。
そ

の
結

果
、

東
日

本
大

震
災

（
東

北
地

方
太

平
洋

沖
地

震
）

に
お

け
る

都
市

ガ
ス

供
給

の
被

害
や

復
旧

の
状

況
を

み
て

も
、
こ

れ
ま

で
の

取
組

み
の

成
果

が
一

定
程

度
上

が
っ

て
い

る
も

の
と

認
め

ら
れ

る
。

 
ま

た
、
近

い
将

来
発

生
が

予
想

さ
れ

て
い

る
東

海
地

震
、
東

南
海
・
南

海
地

震
、
日

本
海

溝
・

千
島

海
溝

周
辺

海
溝

型
地

震
に

つ
い

て
は

、
国

は
、

地
震

防
災

対
策

推
進

地
域

等
を

指
定

し
、

ガ
ス

事
業

者
は

、
津

波
か

ら
の

円
滑

な
避

難
の

確
保

、
教

育
・

訓
練

等
に

関
す

る
こ

と
を

保
安

規
程

等
に

定
め

る
こ

と
に

よ
り

、
迅

速
な

対
応

を
図

る
も

の
と

し
て

い
る

。
 

 
他

方
、

地
震

や
津

波
以

外
に

も
水

害
等

の
災

害
も

懸
念

さ
れ

る
。

こ
の

た
め

、
ガ

ス
事

業
者

は
、

各
々

の
供

給
区

域
の

自
然

環
境

を
は

じ
め

と
す

る
様

々
な

状
況

に
応

じ
た

不
断

の
備

え
を

充
実

さ
せ

、
更

な
る

災
害

対
策

に
向

け
た

対
応

能
力

の
維

持
・

向
上

に
努

め
る

。
 

  ２
．

今
後

の
地

震
・

津
波

対
策

 

 
地

震
・

津
波

対
策

の
基

本
は

、
過

去
の

教
訓

を
踏

ま
え

た
、

①
ガ

ス
工

作
物

の
耐

震
性

向
上

等
を

目
的

と
し

た
設

備
対

策
、

②
ガ

ス
に

よ
る

二
次

災
害

防
止

を
目

的
と

し
た

緊
急

対
策

、
③

安
全

か
つ

速
や

か
な

復
旧

を
目

的
と

し
た

復
旧

対
策

の
３

つ
の

柱
で

あ
り

、
今

後
も

こ
れ

ら
を

着
実

に
実

施
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

 

（
１

）
設

備
対

策
 

 
地

震
や

津
波

に
強

い
供

給
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

引
き

続
き

構
築

し
て

い
く

こ
と

が
基

本
と

な

る
。

低
圧

導
管

に
つ

い
て

は
、

東
日

本
大

震
災

に
お

い
て

も
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

等
の

有
効

性
が

確
認

で
き

た
こ

と
か

ら
、

今
後

も
耐

震
性

の
低

い
管

か
ら

耐
震

性
の

高
い

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
等

へ
の

取
替

え
を

継
続

的
に

推
進

し
て

い
く

。
ま

た
、

新
潟

県
中

越
沖

地
震

に
お

い
て

、
高

・
中

圧
導

管
で

長
柱

座
屈

に
よ

る
被

害
が

発
生

し
た

た
め

、
そ

の
後

の
調

査
研

究
に

お
け

る
技

術
的

知
見

を
設

計
指

針
等

へ
反

映
し

、
供

給
上

重
要

な
路

線
に

つ
い

て
は

、
同

様
な

事
象

発
生

の
未

然
防

止
に

努
め

る
。
旧

設
計

基
準

に
基

づ
い

て
建

設
さ

れ
た

球
形

ガ
ス

ホ
ル

ダ
ー

に
つ

い
て

は
、

支
柱

上
部

の
タ

イ
ロ

ッ
ド

ブ
レ

ー
ス

接
続

部
の

強
度

が
不

足
す

る
も

の
は

支
持

部
材

を
補

強
す

る
等

に
よ

り
耐

震
性

の
向

上
を

図
る

。
 

 
津

波
に

つ
い

て
は

、
平

成
２

３
年

１
２

月
に

防
災

基
本

計
画

が
修

正
さ

れ
、

東
日

本
大

震
災

を
踏

ま
え

た
津

波
対

策
の

抜
本

強
化

が
求

め
ら

れ
て

お
り

、
こ

れ
に

準
拠

し
た

津
波

対
策

を
講

ず
る

。
例

え
ば

、
保

安
電

力
等

重
要

な
電

気
設

備
の

機
能

喪
失

を
回

避
す

る
た

め
、

想
定

津
波

高
さ

に
応

じ
た

措
置

を
講

ず
る

。
 

第
５

章
 

災
害

対
策

 

 １
．

災
害

へ
の

ガ
ス

事
業

の
備

え
 

ガ
ス

事
業

者
は

、
ガ

ス
の

製
造

、
供

給
及

び
消

費
段

階
の

全
て

に
お

い
て

、
３

６
５

日
・

２

４
時

間
、

地
震

、
風

水
害

等
の

自
然

災
害

時
に

お
い

て
も

、
一

定
の

保
安

レ
ベ

ル
を

確
保

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
特

に
、

我
が

国
は

、
世

界
有

数
の

地
震

多
発

国
で

あ
り

、
こ

れ
ま

で
も

地
震

に
よ

る
被

害
が

発
生

し
て

い
る

た
め

、
地

震
対

策
を

中
心

と
し

て
災

害
対

策
に

取
組

ん
で

き
た

。
 

 そ
の

中
で

も
、

近
い

将
来

発
生

が
予

想
さ

れ
て

い
る

東
海

地
震

、
東

南
海

・
南

海
地

震
、

日

本
海

溝
・

千
島

海
溝

周
辺

海
溝

型
地

震
に

つ
い

て
は

、
国

は
、

地
震

防
災

対
策

推
進

地
域

等
を

指
定

し
、

ガ
ス

事
業

者
は

、
津

波
か

ら
の

円
滑

な
避

難
の

確
保

、
教

育
・

訓
練

等
に

関
す

る
こ

と
を

保
安

規
程

等
に

定
め

る
こ

と
に

よ
り

、
迅

速
な

対
応

を
図

る
も

の
と

し
て

い
る

。
 

他
方

、
近

年
多

発
す

る
集

中
豪

雨
に

よ
る

水
害

の
影

響
が

懸
念

さ
れ

る
も

の
の

、
ガ

ス
事

業

に
お

い
て

は
、

二
次

災
害

が
発

生
し

た
事

例
は

な
い

。
ガ

ス
事

業
者

は
、

今
後

も
地

震
対

策
と

同
様

に
、

風
水

害
等

の
自

然
災

害
に

対
し

て
も

日
頃

か
ら

の
教

育
・

訓
練

等
を

継
続

し
て

い
く

こ
と

に
よ

り
、

対
応

能
力

の
維

持
・

向
上

に
努

め
る

。
 

 ２
．

今
後

の
地

震
対

策
 

地
震

対
策

の
基

本
は

、
過

去
の

地
震

に
お

け
る

教
訓

を
踏

ま
え

た
、

①
ガ

ス
工

作
物

の
耐

震

性
向

上
を

目
的

と
し

た
設

備
対

策
、
②

ガ
ス

に
よ

る
二

次
災

害
防

止
を

目
的

と
し

た
緊

急
対

策
、

③
安

全
か

つ
速

や
か

な
復

旧
を

目
的

と
し

た
復

旧
対

策
の

３
つ

の
柱

で
あ

り
、

今
後

も
こ

れ
ら

を
着

実
に

実
施

し
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
 

（
１

）
設

備
対

策
 

 
地

震
に

強
い

供
給

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
引

き
続

き
構

築
し

て
い

く
こ

と
が

基
本

と
な

る
。

低
圧

導
管

に
つ

い
て

は
、

過
去

の
地

震
に

お
い

て
、

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
の

被
害

が
皆

無
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

今
後

も
耐

震
性

の
低

い
管

か
ら

耐
震

性
の

高
い

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
へ

の
取

替
え

を
継

続
的

に
推

進
し

て
い

く
。

ま
た

、
新

潟
県

中
越

沖
地

震
に

お
い

て
長

柱
座

屈
に

よ
る

被
害

が
発

生
し

た
た

め
、

そ
の

後
の

調
査

研
究

に
お

け
る

技
術

的
知

見
を

設
計

指
針

等
へ

反
映

し
、

供
給

上
重

要
な

路
線

に
つ

い
て

は
、

同
様

な
事

象
発

生
の

未
然

防
止

に
努

め
る

。
 

       

- 41 -



 

- 
40

 -
 

 
 

見
直

し
案

 
現

 
行

 

 （
２

）
緊

急
対

策
 

 
被

害
状

況
を

的
確

に
把

握
し

、
ガ

ス
に

よ
る

二
次

災
害

が
懸

念
さ

れ
る

エ
リ

ア
に

つ
い

て
は

、

迅
速

な
供

給
停

止
を

行
う

こ
と

が
基

本
で

あ
り

、
同

時
に

被
害

が
軽

微
な

エ
リ

ア
に

つ
い

て
は

、

供
給

を
継

続
す

る
。

こ
れ

ま
で

、
地

震
計

の
設

置
、

供
給

ブ
ロ

ッ
ク

の
細

分
化

、
即

時
に

供
給

停
止

が
可

能
な

体
制

の
強

化
等

の
迅

速
な

供
給

停
止

判
断

に
資

す
る

条
件

整
備

を
着

実
に

実
施

し
て

い
る

。
今

後
も

Ｉ
Ｃ

Ｔ
等

の
技

術
の

進
歩

に
合

わ
せ

て
、

ガ
ス

防
災

支
援

シ
ス

テ
ム

（
Ｇ

－
Ｒ

ｅ
ａ

ｃ
ｔ

）
等

の
情

報
シ

ス
テ

ム
の

更
新

を
行

い
、

有
事

の
際

に
迅

速
に

対
応

で
き

る
よ

う
に

努
め

る
。

ま
た

、
大

津
波

へ
の

対
応

を
含

め
た

防
災

訓
練

等
の

機
会

を
通

じ
、

有
事

の
際

の
判

断
能

力
の

維
持

・
向

上
に

努
め

る
。

 

 
特

に
、

過
去

の
大

規
模

地
震

の
被

害
発

生
状

況
の

分
析

に
よ

る
供

給
停

止
判

断
の

精
度

向
上

及
び

設
備

対
策

の
推

進
に

よ
る

耐
震

性
の

向
上

に
伴

い
、

現
状

よ
り

も
供

給
停

止
エ

リ
ア

を
小

さ
く

す
る

こ
と

が
で

き
る

可
能

性
が

あ
り

、
早

期
の

復
旧

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

る
。

今
後

は
、

国
及

び
ガ

ス
事

業
者

が
連

携
し

て
、

東
日

本
大

震
災

で
得

ら
れ

た
知

見
を

踏
ま

え
て

供
給

停
止

判
断

基
準

を
見

直
す

等
、

緊
急

対
策

の
高

度
化

を
図

る
。

 

 
ま

た
、

東
日

本
大

震
災

で
は

、
液

状
化

に
よ

る
著

し
い

地
盤

変
位

や
盛

土
崩

壊
等

に
よ

る
被

害
が

発
生

し
た

こ
と

か
ら

、
自

治
体

等
に

よ
る

調
査

結
果

等
を

踏
ま

え
つ

つ
こ

の
よ

う
な

可
能

性
の

あ
る

地
区

の
リ

ス
ト

化
を

行
い

、
供

給
停

止
判

断
の

要
素

と
し

て
活

用
す

る
。

 

 
津

波
対

策
に

つ
い

て
は

、
二

次
災

害
を

防
止

す
る

観
点

か
ら

、
制

御
シ

ス
テ

ム
機

能
等

の
維

持
・

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

地
域

と
連

携
し

た
避

難
場

所
の

確
保

や
避

難
訓

練
等

に
よ

る
地

域
住

民
、

製
造

所
作

業
員

等
の

安
全

確
保

を
図

る
。

 

 （
３

）
復

旧
対

策
 

 
供

給
停

止
を

実
施

し
た

需
要

家
に

対
し

て
可

能
な

限
り

速
や

か
に

ガ
ス

の
供

給
を

再
開

す
る

た
め

に
は

、
安

全
か

つ
早

期
に

復
旧

作
業

を
実

施
す

る
こ

と
が

基
本

と
な

る
。
ガ

ス
事

業
者

は
、

過
去

の
地

震
や

津
波

に
お

い
て

、
復

旧
作

業
の

際
に

蓄
積

し
た

ノ
ウ

ハ
ウ

を
定

着
さ

せ
る

べ
く

、

教
育

・
訓

練
を

継
続

し
、

今
後

も
復

旧
作

業
員

の
安

全
確

保
も

含
め

て
復

旧
作

業
に

対
す

る
体

制
強

化
及

び
対

応
能

力
の

向
上

に
努

め
る

。
 

 
ま

た
、

復
旧

の
機

動
性

、
円

滑
性

向
上

の
た

め
に

、
仮

設
配

管
及

び
導

管
の

地
中

残
置

、
移

動
式

ガ
ス

発
生

設
備

の
大

容
量

化
、

法
定

熱
量

測
定

の
特

例
措

置
等

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
 

 （
２

）
緊

急
対

策
 

 
被

害
状

況
を

的
確

に
把

握
し

、
ガ

ス
に

よ
る

二
次

災
害

が
懸

念
さ

れ
る

エ
リ

ア
に

つ
い

て
は

、

迅
速

な
供

給
停

止
を

行
う

こ
と

が
基

本
で

あ
り

、
同

時
に

被
害

が
軽

微
な

エ
リ

ア
に

つ
い

て
は

、

供
給

を
継

続
す

る
。

こ
れ

ま
で

、
地

震
計

の
設

置
、

供
給

ブ
ロ

ッ
ク

の
細

分
化

、
即

時
に

供
給

停
止

が
可

能
な

体
制

の
強

化
等

の
迅

速
な

供
給

停
止

判
断

に
資

す
る

条
件

整
備

を
着

実
に

実
施

し
て

い
る

。
今

後
も

Ｉ
Ｔ

等
の

技
術

の
進

歩
に

合
わ

せ
て

、
ガ

ス
防

災
支

援
シ

ス
テ

ム
（

Ｇ
－

Ｒ
ｅ

ａ
ｃ

ｔ
）

等
の

情
報

シ
ス

テ
ム

の
更

新
を

行
い

、
有

事
の

際
に

迅
速

に
対

応
で

き
る

よ
う

に
努

め
る

。
ま

た
、

大
津

波
へ

の
対

応
を

含
め

た
防

災
訓

練
等

の
機

会
を

通
じ

、
有

事
の

際
の

判
断

能
力

の
維

持
・

向
上

に
努

め
る

。
 

さ
ら

に
、

過
去

の
大

規
模

地
震

の
被

害
発

生
状

況
の

分
析

に
よ

る
供

給
停

止
判

断
の

精
度

向

上
及

び
設

備
対

策
の

推
進

に
よ

る
耐

震
性

の
向

上
に

伴
い

、
現

状
よ

り
も

供
給

停
止

エ
リ

ア
を

小
さ

く
す

る
こ

と
が

で
き

る
可

能
性

が
あ

り
、

早
期

の
復

旧
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
る

。
今

後
は

、
国

及
び

ガ
ス

事
業

者
が

連
携

し
て

、
阪

神
・

淡
路

大
震

災
を

受
け

て
設

定
さ

れ
た

供
給

停
止

判
断

基
準

の
見

直
し

等
に

つ
い

て
の

検
討

を
行

う
。

 

       （
３

）
復

旧
対

策
 

 
供

給
停

止
を

実
施

し
た

需
要

家
に

対
し

て
可

能
な

限
り

速
や

か
に

ガ
ス

の
供

給
を

再
開

す
る

た
め

に
は

、
安

全
か

つ
早

期
に

復
旧

作
業

を
実

施
す

る
こ

と
が

基
本

と
な

る
。

国
及

び
ガ

ス
事

業
者

は
、

過
去

の
地

震
に

お
い

て
、

復
旧

作
業

の
際

に
蓄

積
し

た
ノ

ウ
ハ

ウ
を

定
着

さ
せ

る
べ

く
、

教
育

・
訓

練
を

継
続

し
、

今
後

も
復

旧
作

業
に

対
す

る
体

制
強

化
及

び
対

応
能

力
の

向
上

に
努

め
る

。
 

ま
た

、
復

旧
の

機
動

性
、

円
滑

性
向

上
の

た
め

に
、

国
及

び
ガ

ス
事

業
者

が
連

携
し

て
、

仮

設
配

管
及

び
導

管
の

地
中

残
置

、
移

動
式

ガ
ス

発
生

設
備

の
大

容
量

化
等

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
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 安

全
高

度
化

目
標

の
達

成
に

向
け

た
実

行
計

画
（

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

）
の

う
ち

＜
対

策
項

目
＞

の
見

直
し

案
新

旧
対

照
表

 

 ３
．

災
害

対
策

 

                          

対
　

　
　

　
策

具
体

的
な

実
施

項
目

（
●

：
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
参

照
）

実
施

主
体

対
　

　
　

　
策

具
体

的
な

実
施

項
目

（
●

：
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
参

照
）

実
施

主
体

■
災

害
対

策
■

地
震

対
策

　
○

設
備

対
策

　
・
耐

震
化

率
の

一
層

の
向

上
　

事
業

者
　

○
設

備
対

策
　

・
耐

震
化

率
の

向
上

　
事

業
者

　
・
「
長

柱
座

屈
防

止
の

た
め

の
耐

震
設

計
指

針
(仮

称
）
」
の

策
定

（
●

）
　

事
業

者
　

・
長

柱
座

屈
に

関
す

る
技

術
知

見
の

設
計

指
針

等
へ

の
反

映
（
●

）
　

国
、

事
業

者

　
（
削

る
）

　
（
削

る
）

　
・
新

た
な

知
見

の
収

集
と

設
計

指
針

等
へ

の
反

映
の

検
討

　
　

（
長

周
期

地
震

動
対

策
等

）
　

国
、

事
業

者

「
長

周
期

地
震

動
対

策
」
に

つ
い

て
は

、
「
高

圧
ガ

ス
設

備
等

耐
震

設
計

基
準

（
昭

和
5
6

年
通

商
産

業
省

告
示

第
5
1
5
号

）
」
の

改
正

（
2
0
1
1
年

1
0
月

公
布

）
を

受
け

て
「
製

造
設

備
等

耐
震

設
計

指
針

（
日

本
ガ

ス
協

会
）
」

を
改

訂
（
2
0
1
2
年

3
月

発
行

）
。

　
・
支

持
部

材
損

傷
防

止
措

置
未

実
施

の
球

形
ガ

ス
ホ

ル
ダ

ー
の

　
　

補
強

対
策

の
推

進
（
●

）
　

事
業

者
　

（
新

設
）

　
（
新

設
）

　
・
重

要
電

気
設

備
等

の
津

波
・
浸

水
対

策
の

推
進

（
●

）
　

事
業

者
　

（
新

設
）

　
（
新

設
）

　
○

緊
急

対
策

　
・
防

災
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

改
善

及
び

IC
T
等

の
技

術
の

進
歩

に
合

わ
せ

た
　

　
情

報
シ

ス
テ

ム
等

の
継

続
的

な
見

直
し

（
●

）
　

国
、

事
業

者
　

○
緊

急
対

策
　

・
IT

技
術

の
進

歩
に

合
わ

せ
た

情
報

シ
ス

テ
ム

等
の

継
続

的
な

見
直

し
　

事
業

者

　
・
防

災
訓

練
の

実
施

　
国

、
事

業
者

　
・
防

災
訓

練
の

実
施

　
国

、
事

業
者

　
・
供

給
停

止
判

断
基

準
の

見
直

し
（
●

）
　

国
、

事
業

者
　

・
供

給
停

止
エ

リ
ア

の
極

小
化

　
　

（
状

況
に

応
じ

た
供

給
停

止
基

準
（
S
I値

）
の

設
定

）
（
●

）
　

国
、

事
業

者

　
・
液

状
化

に
よ

り
著

し
い

地
盤

変
位

が
生

じ
る

可
能

性
の

高
い

地
区

の
　

　
特

定
及

び
リ

ス
ト

化
（
●

）
　

事
業

者
　

（
新

設
）

　
（
新

設
）

　
・
自

治
体

等
に

よ
り

特
定

さ
れ

た
盛

土
崩

壊
等

の
可

能
性

の
あ

る
　

　
地

区
の

リ
ス

ト
化

（
●

）
　

事
業

者
　

（
新

設
）

　
（
新

設
）

　
・
作

業
員

の
安

全
確

保
に

係
る

避
難

場
所

の
確

保
、

災
害

対
応

　
　

マ
ニ

ュ
ア

ル
類

の
見

直
し

、
避

難
訓

練
を

含
む

保
安

教
育

の
再

徹
底

　
事

業
者

　
（
新

設
）

　
（
新

設
）

　
・
非

裏
波

溶
接

鋼
管

の
特

定
及

び
関

係
す

る
遮

断
装

置
の

リ
ス

ト
化

（
●

）
　

事
業

者
　

（
新

設
）

　
（
新

設
）

　
・
津

波
漂

流
物

に
よ

る
損

傷
可

能
性

の
あ

る
橋

梁
添

架
管

の
特

定
　

　
及

び
関

係
す

る
遮

断
装

置
の

リ
ス

ト
化

（
●

）
　

事
業

者
　

（
新

設
）

　
（
新

設
）

　
・
特

定
製

造
所

に
お

け
る

感
震

自
動

ガ
ス

遮
断

装
置

の
全

数
設

置
に

　
　

向
け

た
普

及
促

進
（
●

）
　

事
業

者
　

（
新

設
）

　
（
新

設
）

　
・
通

信
手

段
の

充
実

　
国

、
事

業
者

　
（
新

設
）

　
（
新

設
）

　
○

復
旧

対
策

　
・
余

震
等

を
考

慮
し

た
復

旧
作

業
員

の
安

全
に

配
慮

し
た

復
旧

活
動

の
　

　
あ

り
方

の
検

討
（
●

）
　

事
業

者
　

○
復

旧
対

策
　

（
新

設
）

　
（
新

設
）

　
・
復

旧
時

に
お

け
る

仮
設

配
管

及
び

導
管

地
中

残
置

に
関

す
る

検
討

（
●

）
　

国
　

・
復

旧
時

に
お

け
る

仮
設

配
管

及
び

導
管

地
中

残
置

に
関

す
る

検
討

（
●

）
　

国

　
・
移

動
式

ガ
ス

発
生

設
備

の
大

容
量

化
に

つ
い

て
検

討
（
●

）
　

国
　

・
移

動
式

ガ
ス

発
生

設
備

の
大

容
量

化
等

に
つ

い
て

検
討

（
●

）
　

国
、

事
業

者

　
・
法

定
熱

量
測

定
の

特
例

措
置

の
検

討
（
●

）
　

国
　

（
新

設
）

　
（
新

設
）

　
・
需

要
家

デ
ー

タ
、

マ
ッ

ピ
ン

グ
デ

ー
タ

等
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

の
確

保
　

事
業

者
　

（
新

設
）

　
（
新

設
）

　
・
事

前
届

出
を

行
っ

て
い

な
い

車
両

に
対

す
る

緊
急

通
行

車
両

確
認

　
　

標
章

交
付

の
迅

速
化

（
●

）
　

国
　

（
新

設
）

　
（
新

設
）

　
・
支

援
物

資
物

流
シ

ス
テ

ム
改

善
状

況
の

フ
ォ

ロ
ー

　
国

　
（
新

設
）

　
（
新

設
）

■
そ

の
他

■
そ

の
他

　
○

そ
の

他
災

害
対

策
　

・
新

た
な

災
害

知
見

の
収

集
と

設
計

指
針

等
へ

の
反

映
の

検
討

　
国

、
事

業
者

　
○

そ
の

他
災

害
対

策
　

・
新

た
な

災
害

知
見

の
収

集
と

設
計

指
針

等
へ

の
反

映
の

検
討

　
国

、
事

業
者

見
直

し
案

現
行

備
考
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ガス安全高度化計画（平成 23 年 5 月）抜粋 

 

第２章 安全高度化計画 

 

（中略） 

 

４．安全高度化目標の達成に向けた実行計画（アクションプラン） 

 安全高度化目標を達成するべく、死亡事故をはじめとする重大な事故を撲滅するととも

に、物損事故等の被害の比較的軽微な事故を着実に低減するために、具体的な対策項目を

実行計画（アクションプラン）として策定する。 

 実行計画においては、既存の対策で継続して講ずべきものは、社会環境の変化に応じて

改善しながら継続し、新規に取り組むべき対策はスケジュールを明確に示すものとする。 

 とりわけ消費段階における保安対策としては、今後の社会環境の変化に伴い、「ヒト」の

安全に関する意識と知識の維持・向上が難しくなることも予測されるため、これまで以上

に需要家に対する周知・啓発が重要となる。 

 また、保安対策の着実な実行のためには、ガス事業者において、保安人材の確保とその

育成に努めることが重要となる。 

 講じるべき主な対策は以下のとおり。（詳細は別添参照。） 

 

（中略） 

 

５．指標に対する状況把握と実行計画（アクションプラン）の不断の見直し 

 今後、国、ガス事業者等は、安全高度化計画に基づいて、それぞれの保安対策を実施し

ていくこととなる。 

 国、ガス事業者、需要家等を含めた我が国全体としての保安対策については、毎年度、

ガス安全小委員会において、安全高度化指標の達成状況を評価することにより、必要に応

じて実行計画の内容を見直す。ただし、単年で評価する場合、数件の事故件数の増減で評

価が左右されることから、複数年の推移も勘案しつつ総合的に判断する。また、リスクの

変化に対応して、重点的に取り組む対策項目も見直す。 

 さらに、想定されていない事故や大規模震災等が発生した場合や特に重大な事故や災害

等に対しては、個別の専門対策委員会で類似事例の再発防止に向けた検討を行い、その結

果を踏まえて機動的に計画を変更する。 

 加えて、目標年次である２０２０年に、計画の全面的な検証と評価を行う。 

 

（参考） 
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 安
全

高
度

化
目

標
の

達
成

に
向

け
た

実
行

計
画

（ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

） 

＜
対

策
項

目
＞

 

１
．

消
費

段
階

の
保

安
対

策
 

（凡
例

 
「★

」：
需

要
家

の
協

力
が

必
要

な
も

の
 

「☆
」：

他
工

事
事

業
者

の
協

力
が

必
要

な
も

の
） 

            ２
．

供
給

段
階

及
び

製
造

段
階

に
お

け
る

保
安

対
策

 

           

対
　

　
　

　
策

具
体

的
な

実
施

項
目

（
●

：
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
参

照
）

実
施

主
体

■
他

工
事

事
故

対
策

○
道

路
・
需

要
家

敷
地

内
共

通
の

事
故

対
策

・
他

工
事

事
故

対
策

等
に

係
る

他
省

庁
と

の
連

携
（
●

）
国

○
需

要
家

敷
地

内
に

お
け

る
事

故
対

策
・
他

工
事

事
業

者
・
作

業
者

、
建

物
管

理
者

等
へ

の
周

知
活

動
国

、
事

業
者

（
☆

）
○

道
路

に
お

け
る

事
故

対
策

・
防

護
協

定
の

締
結

事
業

者
（
☆

）
・
作

業
員

レ
ベ

ル
へ

の
周

知
・
教

育
の

徹
底

事
業

者
（
☆

）
■

ガ
ス

工
作

物
の

経
年

化
対

応
○

本
支

管
対

策
・
優

先
順

位
付

け
に

基
づ

い
た

対
策

実
施

の
推

進
（
要

対
策

ね
ず

み
鋳

鉄
管

）
（
●

）
事

業
者

・
対

策
実

施
に

係
る

優
先

順
位

付
け

（
維

持
管

理
ね

ず
み

鋳
鉄

管
）

事
業

者
・
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

手
法

を
活

用
し

た
維

持
管

理
対

策
の

推
進

（
腐

食
劣

化
対

策
管

）
事

業
者

・
技

術
開

発
成

果
を

活
用

し
た

対
策

の
推

進
事

業
者

○
灯

外
内

管
対

策
・
優

先
順

位
付

け
に

基
づ

い
た

対
策

実
施

の
推

進
（
保

安
上

重
要

な
建

物
）
（
●

）
事

業
者

（
★

）
・
国

の
補

助
金

制
度

等
の

活
用

に
よ

る
対

策
実

施
（
保

安
上

重
要

な
建

物
）
（
●

）
国

、
事

業
者

（
★

）
・
業

務
機

会
を

捉
え

た
改

善
の

必
要

性
周

知
（
保

安
上

重
要

な
建

物
以

外
の

建
物

）
事

業
者

（
★

）
・
技

術
開

発
成

果
を

活
用

し
た

対
策

の
推

進
事

業
者

○
製

造
設

備
対

応
・
高

経
年

L
N

G
設

備
対

応
（
●

）
事

業
者

■
自

社
工

事
事

故
対

策
○

作
業

ミ
ス

の
低

減
に

重
点

を
置

い
た

教
育

・
訓

練
の

徹
底

・
自

社
工

事
に

係
る

教
育

の
徹

底
事

業
者

・
自

社
工

事
に

係
る

ベ
ス

ト
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
の

共
有

事
業

者
■

特
定

製
造

所
内

で
の

供
給

支
障

対
策

○
作

業
ミ

ス
の

低
減

に
重

点
を

置
い

た
教

育
・
訓

練
・
適

確
な

配
送

管
理

の
実

施
に

向
け

た
関

係
者

間
の

相
互

確
認

教
育

（
●

）
事

業
者

・
ガ

ス
工

作
物

の
適

切
な

維
持

管
理

に
関

す
る

教
育

事
業

者
・
ガ

ス
工

作
物

の
適

確
な

操
作

手
順

に
関

す
る

教
育

・
訓

練
（
●

）
事

業
者

対
　

　
　

　
策

具
体

的
な

実
施

項
目

（
●

：
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
参

照
）

実
施

主
体

■
機

器
・
設

備
対

策
○

安
全

型
機

器
・
設

備
の

更
な

る
普

及
拡

大
・
安

全
型

ガ
ス

機
器

（
エ

コ
ジ

ョ
ー

ズ
・
Ｓ

ｉセ
ン

サ
ー

コ
ン

ロ
等

）
の

普
及

事
業

者
、

製
造

者
・
安

全
性

の
高

い
ガ

ス
栓

・
接

続
具

の
普

及
事

業
者

、
製

造
者

・
警

報
器

の
開

発
・
普

及
（
●

）
国

、
事

業
者

、
製

造
者

○
家

庭
用

非
安

全
型

機
器

の
取

替
え

促
進

・
安

全
装

置
を

搭
載

し
て

い
な

い
機

器
の

撲
滅

に
向

け
た

取
替

促
進

（
●

）
国

、
事

業
者

（
★

）
○

業
務

用
機

器
・
設

備
の

安
全

性
向

上
・
（
Ｃ

Ｏ
セ

ン
サ

ー
を

中
心

と
し

た
）
ガ

ス
厨

房
安

全
シ

ス
テ

ム
の

開
発

（
●

）
事

業
者

、
製

造
者

・
立

消
え

安
全

装
置

搭
載

業
務

用
厨

房
機

器
の

開
発

（
●

）
事

業
者

、
製

造
者

■
周

知
・
啓

発
○

家
庭

用
需

要
家

に
対

す
る

安
全

意
識

の
向

上
の

た
め

の
周

知
・
啓

発
・
非

安
全

型
機

器
・
経

年
設

備
の

取
替

の
お

す
す

め
国

、
事

業
者

（
★

）
・
機

器
使

用
時

の
換

気
励

行
の

お
願

い
国

、
事

業
者

（
★

）
○

長
期

使
用

製
品

安
全

点
検

制
度

に
基

づ
く
家

庭
用

機
器

の
経

年
劣

化
対

応
・
周

知
活

動
と

所
有

者
票

回
収

率
向

上
策

の
実

施
国

、
事

業
者

、
製

造
者

（
★

）
○

業
務

用
需

要
家

に
対

す
る

安
全

意
識

の
向

上
の

た
め

の
周

知
・
啓

発
・
消

費
機

器
・
給

排
気

設
備

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

お
願

い
国

、
事

業
者

（
★

）
・
換

気
の

励
行

の
お

願
い

国
、

事
業

者
（
★

）
・
警

報
器

の
設

置
の

お
す

す
め

、
警

報
器

作
動

時
の

対
応

国
、

事
業

者
（
★

）
○

関
係

事
業

者
の

安
全

意
識

向
上

の
た

め
の

周
知

・
啓

発
・
（
主

に
給

排
気

設
備

の
）
設

備
設

計
・
工

事
に

関
す

る
指

導
（
●

）
国

（
☆

）
・
（
建

物
塗

装
養

生
時

等
の

）
注

意
事

項
に

関
す

る
周

知
･啓

発
国

、
事

業
者

（
☆

）

（
別
添
）
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  ３
．

災
害

対
策

 

         ４
．

そ
の

他
 

          

対
　

　
　

　
策

具
体

的
な

実
施

項
目

（
●

：
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
参

照
）

実
施

主
体

■
地

震
対

策
○

設
備

対
策

・
長

柱
座

屈
に

関
す

る
技

術
知

見
の

設
計

指
針

等
へ

の
反

映
（
●

）
国

、
事

業
者

・
新

た
な

知
見

の
収

集
と

設
計

指
針

等
へ

の
反

映
の

検
討

（
長

周
期

地
震

動
対

策
等

）
国

、
事

業
者

・
耐

震
化

率
の

向
上

事
業

者
○

緊
急

対
策

・
防

災
訓

練
の

実
施

国
、

事
業

者
・
IT

技
術

の
進

歩
に

合
わ

せ
た

情
報

シ
ス

テ
ム

等
の

継
続

的
な

見
直

し
事

業
者

・
供

給
停

止
エ

リ
ア

の
極

小
化

（
状

況
に

応
じ

た
供

給
停

止
基

準
（
Ｓ

Ｉ値
）
の

設
定

）
（
●

）
国

、
事

業
者

○
復

旧
対

策
・
復

旧
時

に
お

け
る

仮
設

配
管

及
び

導
管

地
中

残
置

に
関

す
る

検
討

（
●

）
国

・
移

動
式

ガ
ス

発
生

設
備

の
大

容
量

化
等

に
つ

い
て

検
討

（
●

）
国

、
事

業
者

■
そ

の
他

○
そ

の
他

災
害

対
策

・
新

た
な

災
害

知
見

の
収

集
と

設
計

指
針

等
へ

の
反

映
の

検
討

国
、

事
業

者

対
　

　
　

　
策

具
体

的
な

実
施

項
目

（
●

：
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
参

照
）

実
施

主
体

○
保

安
人

材
の

育
成

・
保

安
を

担
う

国
家

資
格

制
度

の
維

持
・
改

善
国

・
国

家
資

格
を

基
盤

と
し

た
人

材
育

成
の

維
持

・
改

善
事

業
者

○
需

要
家

に
対

す
る

安
全

教
育

・
啓

発
・
ガ

ス
の

取
り

扱
い

や
換

気
の

必
要

性
等

に
関

す
る

基
本

情
報

の
継

続
発

信
国

、
事

業
者

○
事

故
情

報
の

活
用

・
公

開
・
事

故
分

析
の

高
度

化
に

向
け

た
改

善
国

、
事

業
者

・
情

報
公

開
・
提

供
の

仕
組

み
に

関
す

る
絶

え
ざ

る
改

善
国

、
事

業
者

○
水

素
イ

ン
フ

ラ
を

想
定

し
た

技
術

開
発

・
水

素
イ

ン
フ

ラ
実

証
事

業
及

び
関

連
技

術
調

査
の

実
施

（
●

）
国

、
事

業
者
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 ＜
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
＞

 

１
．

消
費

段
階

 
（凡

例
 

「★
」：

需
要

家
の

協
力

が
必

要
な

も
の

 
「☆

」：
他

工
事

事
業

者
の

協
力

が
必

要
な

も
の

） 
                ２

．
供

給
段

階
及

び
製

造
段

階
に

お
け

る
保

安
対

策
 

        

対
　

　
　

　
策

実
施

主
体

○
安

全
型

機
器

・
設

備
の

更
な

る
普

及
拡

大

・
警

報
器

の
開

発
国

、
事

業
者

、
製

造
者

○
家

庭
用

非
安

全
型

機
器

の
取

替
え

促
進

・
安

全
装

置
を

搭
載

し
て

い
な

い
機

器
の

撲
滅

に
向

け
た

取
替

促
進

国
、

事
業

者
（
★

）

○
業

務
用

機
器

・
設

備
の

安
全

性
向

上

・
（
Ｃ

Ｏ
セ

ン
サ

ー
を

中
心

と
し

た
）
ガ

ス
厨

房
安

全
シ

ス
テ

ム
の

開
発

事
業

者
、

製
造

者

・
立

消
え

安
全

装
置

搭
載

業
務

用
厨

房
機

器
の

開
発

事
業

者
、

製
造

者

○
関

係
事

業
者

の
安

全
意

識
向

上
の

た
め

の
周

知
・
啓

発

・
（
主

に
給

排
気

設
備

の
）
設

備
設

計
・
工

事
に

関
す

る
指

導
国

（
☆

）

■
機

器
・
設

備
対

策

■
周

知
・
啓

発

2
0
2
0
年

取
替

促
進

2
0
1
0
年

2
0
3
0
年

開
発

商
品

化
・普

及
促

進

開
発

商
品

化
・普

及
促

進

開
発

（国
プ

ロ
）

製
品

化
・
商

品
化

検
討

商
品

化
・普

及
促

進

指
導

制
度

化
検

討
制

度
化

対
　

　
　

　
策

実
施

主
体

○
道

路
・
需

要
家

敷
地

内
共

通
の

事
故

対
策

・
他

工
事

事
故

対
策

等
に

係
る

他
省

庁
と

の
連

携
国

（
☆

）

○
本

支
管

対
策

（
要

対
策
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東日本大震災を踏まえた都市ガス供給の
災害対策検討報告書の要点
（ガス安全小委員会災害対策ＷＧ）

１ 地震 津波の概要及び都市ガス供給の被害状況
平成24年3月

１. 地震・津波の概要及び都市ガス供給の被害状況

平成23年3月11日、過去資料では確認できない広域の震源域・波
源域、日本周辺では想定していなかったM9.0の地震、及び想定を
大きく超えた津波高を記録した地震が発生。

これに伴い、8県において総計約48万戸の都市ガス供給が停止。

(1) 3月11日14時46分頃の地震と被害の概要
この震災（余震を含む）により、平成24年3月19日時点で、死傷者数

（行方不明者含む）は25,024人に上る（政府緊急災害対策本部）。

(2) ガス供給における被害状況
地震動による被害は、製造所における微少漏えいを除き、ＬＮＧ貯槽をは

す 製造 備 高 ガ 導管 去 震時 様 被害なじめとする製造設備、高圧ガス導管については、過去の地震時同様、被害な
し。低圧ガス導管は、ポリエチレン管等耐震性の高い導管の導入促進の結果、
被害率（被害箇所数／導管総延長距離）は、過去の震災時に比べ減少。

一般ガス供給 簡易ガス供給 ガス導管供給

（表１） 都市ガス供給における被害概要

被害発生事業者数
【供給停止】
８県・16社

【供給継続】
15都県・61社

7県・37社 ２県・２社

供給停止戸数 462,528戸

被害なし

19,466戸 ２社（供給先）

設
製造設備

LNG基地等の津波浸
水等(電気設備等)

特定製造所建屋
被害等

建屋浸水等

ｶﾞｽﾎﾙﾀﾞｰ 本体耐圧部に被害なく、ｶﾞｽ漏れなし － －

備

被

導

管

高圧
(総延長)

被害なし 被害なし
－ 被害なし

(948km) ※1

中圧
(総延長)

13箇所 ９箇所
－ －

(12,549km) ※1

本・支管
総

679箇所 95箇所 154箇所

害

管
低
圧

(総延長)

－
(82,936km) ※1 (352km) ※2

供・内管
(総 数)

6,726本 406本 179本

（総供給戸数約1,400万戸） ※1 (24,473本） ※2

※1 供給区域内で震度5弱以上を記録した事業者の導管総延長又は合計本数。

※2 供給停止した地点群のみの導管総延長又は合計本数。 1
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２. 東日本大震災における都市ガス事業者の対応状況

震度５弱以上を記録した全ての一般ガス事業者において、速やかに災害対
策本部を設置し、ニ次災害防止のための緊急停止に至る時間は、過去の地震

(1) 緊急対応
都市ガス供給においては、大規模なガス漏えい等による二次災害防止

の観点から 設備の被害状況を早期に把握し 必要に応じて速やかに第

策本部を設置し、 次災害防 のための緊急停 に至る時間は、過去の地震
時に比べ、概ね短縮される等、適切な行動をとった。

復旧活動は、都市ガス業界の総力を結集して復旧支援を行った結果、供給
再開に至るスピードアップが図られた。

の観点から、設備の被害状況を早期に把握し、必要に応じて速やかに第
１次緊急停止の可否を判断する必要がある。

今回の震災において、第一次緊急停止判断に至った経過時間は、過去
に比べ、概ね短く、適切に講じられたといえる。

なお、簡易ガス供給においては、特定製造所における感震自動ガス遮
断装置の設置促進を行っている中で、被害のあった調査対象60地点群中、
未設置９地点群において導管損傷箇所からガス漏えいが発生した未設置９地点群において導管損傷箇所からガス漏えいが発生した。

(2) 復旧対応
一般ガス供給において過去に積み重ねられた復旧ノウハウを活かし、

全国から58事業者、延べ10万人、最大支援時一日4,100人を投入し、被害
甚大地区を除き、２ヵ月弱で供給を再開した。

（表２） 一般ｶﾞｽ供給における、第１次緊急停止所要時間及び復旧に要した日数

阪神淡路
大震災

中越地震
中越沖
地震

東日本
大震災

発生日時
1995.1.17(火)

5:46頃
2004.10.23(土)

17:56頃
2007.7.16(月祝)

10:13頃
2011.3.11(金)

14:46頃

供給停止事業者数 １ ６ ３ １６（１９）

第１次緊急停止事業者数 ４ １ ４（ ６）

判
断
材
料

地震計SI値 ３ １ ２（ ２）

地震計感震遮断 １（ ２）

送出流量大変動 １ ２（ ２）

第１次緊急停止判断までの 数分～第１次緊急停止判断までの
最大時間（概数）

６時間
数分～
１時間

30分 10分～40分

復旧日数
［復旧対象戸数］

94日
［85.7万戸］

39日
［5.7万戸］

42日
［3.4万戸］

54日
［40.2万戸］

（ ）内は、事業所数
2
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３. 今後の都市ガス供給における地震対策・津波対策のあり方

＜基本的考え方＞
災害に強い設備対策
迅速かつ適切な停止判断により二次災害を防ぐ緊急対策
安全かつ速やかな復旧対策

を三本柱として、充実・高度化を図っていくことが肝要。

＜地震対策＞
現行のガス工作物の耐震性の考え方を維持。

防災基本計 考 方 準拠 たガ 作物 地震 対する 求性能

地震動Ａ（一般的な地震動） 地震動Ｂ（高ﾚﾍﾞﾙの地震動）

設備
区分Ⅰ

被害が発生した場合
の影響の大きな設備
（例）貯槽、高圧ガス

導管等

・人身事故等の二次災害を
防止する。

・機能被害はない。

修理することなく直ちに
運転再開が可能である。

・人身事故等の二次災害を
防止する。

・構造物に変形が生じても、
人身事故につながるような
倒壊、漏えい等は生じない。

防災基本計画の考え方に準拠したガス工作物の地震に対する要求性能

運転再開が可能である。 倒壊、漏えい等は生じない。

設備
区分Ⅱ

その他の設備
（例）ガス発生設備、

低圧ガス導管等

・人身事故等の二次災害を
防止する。

・機能被害はない、若しくは
僅少。

若干の被害が生じても
おおむね機能は維持さ
れる。

・人身事故等の二次災害を
防止する。

・構造物としての機能が喪失
しても、一層の被害極小化
を図る。

＜津波対策＞
防災基本計画等の見直しや検討を踏まえつつ、想定される津波のレベ

ルに応じた対策を各事業者が実施すべきである。
都市ガス供給の機能維持の観点からは、設備対策だけではなく、臨時

供給、供給源の多重化等の代替手段の確保に努めることが必要である。供給、供給源 多 等 代替手段 確保 努 必要 あ 。

防災基本計画の考え方に準拠したガス工作物の津波に対する要求性能

津波Ａ（一般的な津波） 津波Ｂ（最大ｸﾗｽの津波）

設備
区分Ⅰ

被害が発生した場合の影響
の大きな設備
（例）貯槽、高圧ガス導管等

・人身事故等の二次災害
を防止する。

・重大な機能被害を防止
する

・人身事故等の二次災害
を防止する。

・機能被害の発生に対し
て 系統多重化 拠点（例）貯槽、高圧ガ 導管等 する。 て、系統多重化、拠点
の分散、代替手段の確
保に努める。

設備
区分Ⅱ

その他の設備
（例）ガス発生設備、

低圧ガス導管等

・人身事故等の二次災害
を防止する。

・機能被害を可能な限り防
止する。

3
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４. 都市ガス供給における地震対策・津波対策の具体策

主 な 具 体 策 項 目

設
備
対
策

地
震

現行耐震設計基準は、妥当なものと評価できるので引き続き維持
する。

球形ガスホルダー支柱上部のタイロッドブレース接続部の強度が
不足しているものについては速やかに補強する。

ＰＥ管等耐震性の高い導管への取替えを積極的に促進し、耐震化
率の一層の向上を図る。策 率の 層の向上を図る。

津
波

保安電力等重要な電気設備の想定津波高さに応じた津波・浸水対
策を実施する。

緊

地
震

供給停止判断基準を見直し、供給継続・供給停止の可否判断の充
実を図る。その際、予め、液状化による著しい地盤変位や盛土崩壊
の可能性地区をリスト化し、これらを判断要素に盛り込む。

緊
急
対
策

特定製造所における感震自動ガス遮断装置の全数設置を促進する。

津
波

漂流物の衝突により導管が損傷することによる二次災害の防止の
ため、衝突のおそれのある導管を特定し、関係する遮断装置をリス
ト化しておく。

現場作業員の安全確保を図るため、避難場所の確保、マニュアル
類の見直し、避難訓練等を実施する。類の見直し、避難訓練等を実施する。

復
旧
対
策

津波等による紛失に備え、 需要家データ等保安関連データのバッ
クアップを確保する。

病院等重要施設への安定供給を向上させるため、移動式ガス発生
設備の容量制限を保安確保を前提に見直す。

作業員の安全に配慮した復旧活動のあり方を検討する。
より 層迅速な臨時供給を実現するため 原料LNGの熱量が明ら策 より一層迅速な臨時供給を実現するため、原料LNGの熱量が明ら

かな場合等における法定熱量測定の特例措置について、保安確保
を前提に検討する。

その他

広域天然ガスパイプラインには、セキュリティ向上や天然ガスの利
用可能性向上、ガス価格低廉化の可能性といった、天然ガスシフトの
ための基盤整備の多様な意義がある。その多様な意義を踏まえつつ、そ 他
今後、広域天然ガスパイプライン等の供給体制整備を図っていくため
の調査・検討を進めていく必要がある。

4
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Ⅰ．東日本大震災の概要 
 





 

平成 23年(2011 年)東北地方太平洋沖地震(東日本大震災)について 

 
 

平成２４年３月１９日（１７：００） 

緊 急 災 害 対 策 本 部 

 

概           要 

※数値等に記載した増減は、前報との比較である。 
１ 地震の概要（気象庁） 

（１）発生日時 平成２３年３月１１日（金）１４時４６分 

（２）震源及び規模（推定） 

    三陸沖（北緯38.1度、東経142.9度、牡鹿半島の東南東130㎞付近） 

      深さ２４㎞、モーメントマグニチュード Ｍw９．０ 

（３）各地の震度（震度６弱以上） 

      震度７  宮城県北部 

      震度６強 宮城県南部・中部、福島県中通り・浜通り、茨城県北部・南部、 

            栃木県北部・南部 

      震度６弱 岩手県沿岸南部・内陸北部・内陸南部、福島県会津、群馬県南部、 

           埼玉県南部、千葉県北西部 

（４）津波 

      ３月１１日１４時４９分 津波警報（大津波）を発表 ※現在は津波注意報も解除 

      津波の観測値（検潮所） 

      ・えりも町庶野 最大波 １５：４４ ３．５m 

      ・宮古     最大波 １５：２６ ８．５m以上 

      ・大船渡    最大波 １５：１８ ８．０m以上 

      ・釜石     最大波 １５：２１ ４２０㎝以上 

      ・石巻市鮎川  最大波 １５：２６ ８．６m以上 

      ・相馬     最大波 １５：５１ ９．３m以上 

      ・大洗     最大波 １６：５２ ４．０m 

 

２ 政府の主な対応（初動対応） 

  ３月１１日 １４：５０ 官邸対策室設置、緊急参集チーム招集 

               １５：００ 緊急参集チーム協議開始 

               １５：１４ 緊急災害対策本部設置（本部長：内閣総理大臣） 

               １５：３７ 第１回緊急災害対策本部開催 

                      「災害応急対策に関する基本方針」策定 

                      （以後、９月１１日までに合計１９回開催） 
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３ 被害状況等 

（１）人的被害 

    ア 死者    １５，８５４名        （±０名）  

    イ 行方不明   ３，１４５名      （－１２７名） 

    ウ 負傷者    ６，０２５名        （±０名） 

（２）建築物被害 

    ア 全壊   １２９，２８０戸      （＋８６９戸） 

    イ 半壊   ２５４，５１２戸    （＋８，９７４戸） 

    ウ 一部破損 ６９２，３７１戸    （＋７，２１９戸） 

 

  

４ 被災者支援の状況 

（１）避難者 

全国の避難者数 ３４４，２９０名       

※避難所の他、親族、知人宅や公営住宅、仮設住宅等への入居者も含む 

 

（２）仮設住宅等の状況 

応急仮設住宅の着工戸数 

５３,０７７戸着工済み（うち５２，６２０戸完成） 

国家公務員宿舎、公営住宅等の受入可能戸数  ６３，５９４戸 

（うち１８，６８８戸提供済み） 

（３）被災者の救助活動状況 

救出等総数   ２７，１５７名  

 

 

５ 部隊派遣等の状況 

（１）警察庁 

    ア 広域緊急援助隊等（活動中の人員） 約５３０名 

    イ 広域緊急援助隊等（これまでに派遣された総数） 約９６，１００名 

（２）消防庁（ 緊急消防援助隊） 

総派遣部隊８，８５４隊、総派遣人員３０，６８４名 

派遣期間：平成23年3月11日～6月6日（88日間） 

（３）海上保安庁 

    ア 活動中の対応勢力：巡視船艇等 ３０隻、航空機 ８機 

    イ これまでの対応勢力総数： 

   巡視船艇等 １３，５５４隻、航空機 ４，１４０機、特殊救難隊等２，４９２名
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（４）防衛省（大規模震災災害派遣） 

延べ人員：約１０，５８０，０００人 

（１日の最大派遣人員約１０７，０００人） 

派遣期間：平成23年3月11日～8月31日（174日間） 

 

（５）厚生労働省 

    ア 医師等の派遣  累計 ２，６９８チーム １２，３４１人 

    イ 保健師派遣   累計   ２３０チーム １１，２６７人 

 

 

６ 海外支援の受入れ状況 

（１）米軍による支援 

    ア 空母・艦船 約  ２０隻 

    イ 航空機     約１６０機 

    ウ 人員       約２０，０００名以上 

 

（２）外国による支援 

   ア 海外支援 １６３ヶ国・地域及び４３の機関が支援を表明 

   イ 救助隊     ２９ヶ国・地域・機関から受入れ 

    ウ 救援物資   ６３ヶ国・地域・機関から受入れ 

    エ 寄付金     ９３ヶ国・地域・機関から受領
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１．地震の概要（気象庁） 

 平成 23年（2011 年）東北地方太平洋沖地震  

（１）発生日時  平成２３年３月１１日１４時４６分 

（２）震源及び規模（推定） 

三陸沖（北緯３８．１度、東経１４２．９度、牡鹿半島の東南東１３０ｋｍ付近）、 

深さ ２４ｋｍ、モーメントマグニチュード Ｍw９．０ 

断層の大きさ：長さ約４５０ｋｍ、幅約２００ｋｍ 

断層のすべり量：最大２０～３０ｍ程度 

震源直上の海底の移動量：東南東に約24ｍ移動、約３メートル隆起 

（海上保安庁 平成23年４月６日発表） 

（３）各地の震度（震度５強以上） 

震度７  宮城県北部 

震度６強  宮城県南部・中部、福島県中通り・浜通り、茨城県北部・南部、 

   栃木県北部・南部 

震度６弱  岩手県沿岸南部・内陸北部・内陸南部、福島県会津、群馬県南部、 

   埼玉県南部、千葉県北西部 

震度５強  青森県三八上北・下北、岩手県沿岸北部、秋田県沿岸南部・内陸南部、 

山形県村山・置賜、群馬県北部、埼玉県北部、千葉県北東部・南部、 

東京都２３区・多摩東部、新島、神奈川県東部・西部、 

山梨県中・西部、山梨県東部・富士五湖 

（４）津   波 

○ ３月１１日１４時４９分 津波警報（大津波）発表 

○ ３月１３日１７時５８分 津波注意報全て解除 

津波の観測値（検潮所） 

えりも町庶野 最大波 １５：４４ ３．５ｍ 

宮古   最大波 １５：２６ ８．５ｍ以上 

大船渡  最大波 １５：１８ ８．０ｍ以上 

釜石     最大波 １５：２１ ４２０㎝以上 

石巻市鮎川  最大波 １５：２６ ８．６m以上 

相馬     最大波 １５：５１ ９．３m以上 

大洗     最大波 １６：５２ ４．０m 

 

津波の観測値（ＧＰＳ） 

岩手釜石沖     最大波 １５：１２  ６６１cm以上 

岩手宮古沖      最大波 １５：１３  ６２３cm以上 

気仙沼広田湾沖 最大波 １５：１５ ５６３cm以上 

※上記は沖合での観測値であり、沿岸では津波はさらに高くなる。
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（５）余震の活動状況及び今後の見通し（気象庁 平成24年 3月 14日 21:30） 

○余震の活動状況 

これまでに発生した余震は、最大震度６強が２回、最大震度６弱が２回、最大震度５

強が１１回、最大震度５弱が３４回、最大震度４が１８４回 

○余震の見通し 

余震は、次第に少なくなってきているが、今後も、まれに大きな余震が発生すること

がある。震源が沿岸域や陸域の場合、規模が小さくとも最大震度５弱以上の揺れにな

る可能性があり、注意が必要。特に、福島県から茨城県の陸域では活動が続いており、

注意が必要。大きな余震が発生すると津波が発生する可能性がある。海岸で揺れを感

じた場合、また、揺れを感じなくても津波警報・注意報が発表されたら、直ちに海岸

から離れ高台等の安全な場所に避難すること。 

なお、余震活動地域の外側の長野県北部～新潟県中越地方、静岡県東部、秋田県内陸

北部、茨城県南部、長野県中部でも震度５強以上の地震が発生している。このように、

余震活動地域の外側でも地震活動が高まっていると考えられるので、常日頃から地震

への備えが必要。 

 

 長野県北部を震源とする地震  

（１）発生日時  平成２３年３月１２日０３時５９分 

（２）震源及び規模（推定） 

長野県北部（北緯３７．０度、東経１３８．６度）、深さ８ｋｍ 

マグニチュード６．７ 

（３）各地の震度（震度５強以上） 

震度６強  長野県北部 

震度６弱   新潟県中越 

震度５強   群馬県北部、新潟県上越 

 

 静岡県東部を震源とする地震  

（１）発生日時  平成２３年３月１５日２２時３１分 

（２）震源及び規模（推定） 

静岡県東部（北緯３５．３度、東経１３８．７度）、深さ１４ｋｍ 

マグニチュード６．４ 

（３）各地の震度（震度５強以上） 

震度６強  静岡県東部 

震度５強  山梨県東部・富士五湖 

 

 宮城県沖を震源とする地震  

（１）発生日時  平成２３年４月７日２３時３２分 

（２）震源及び規模（推定） 

宮城県沖（北緯３８．２度、東経１４１．９度、牡鹿半島の東４０km付近） 
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深さ６６ｋｍ、マグニチュード７．２ 

※今回の地震は「平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震」の余震と考えられる。 

（３）各地の震度（震度５強以上） 

震度６強  宮城県北部・中部（仙台市、栗原市） 

震度６弱  岩手県沿岸南部・内陸北部・内陸南部 

宮城県南部 

震度５強  青森県三八上北 

秋田県沿岸南部・内陸南部 

福島県中通り・浜通り 

（４）津波警報の概要 

２３：３５ 津波警報発表 → ００：５５全て解除（津波による被害等なし。） 

＜津波警報＞ 

宮城県 

＜津波注意報＞ 

青森県太平洋沿岸、岩手県、福島県、茨城県 

 

 福島県浜通りを震源とする地震  

（１）発生日時  平成２３年４月１１日１７時１６分 

（２）震源及び規模（推定） 

福島県浜通り（北緯３６．９度、東経１４０．７度、いわきの西南西約３０ｋｍ付近）、

深さ６ｋｍ、マグニチュード７．０（暫定値） 

※今回の地震は、「平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震」の余震と考えられる。 

（３）各地の震度（震度５強以上） 

震度６弱  福島県中通り・浜通り、茨城県南部 

震度５強  茨城県北部、栃木県北部 

（４）津波警報の概要 

１７：１８ 津波警報発表 → １８：０５全て解除（津波による被害等なし。） 

＜津波警報＞          

茨城県            

＜津波注意報＞ 

宮城県、福島県、千葉県九十九里・外房 

 

 福島県中通りを震源とする地震  

（１）発生日時  平成２３年４月１２日１４時７分 

（２）震源及び規模（推定） 

福島県中通り（北緯３７．１度、東経１４０．６度）、深さ１５ｋｍ 

マグニチュード６．４（暫定値） 

※今回の地震は、「平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震」の余震と考えられる。 

（３）各地の震度（震度５強以上）
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震度６弱  福島県浜通り、茨城県北部（いわき市、北茨城市） 

震度５強  福島県中通り 

（４）津波予報 

津波の心配なし。 

 

２．政府の主な対応  

平成２３年３月１１日 

・１４：５０ 官邸対策室設置、緊急参集チーム招集 

・総理指示（１４：５０） 

①被災状況の確認 

②住民の安全確保、早期の避難対策 

③ライフラインの確保、交通網の復旧 

④住民への的確な情報提供に全力を尽くすこと。 

 

・１５：００ 緊急参集チーム協議開始 

・１５：０８  緊急参集チーム協議確認事項 

１．被害情報の収集に万全を期すとともに、人命救助を第一義として、住民の避難、被災者の 

救援救助活動に全力を尽くす。  

２．被害の状況に応じ、緊急消防援助隊、警察広域緊急援助隊、自衛隊の災害派遣部隊、海上 

保安庁の救援救助部隊、災害派遣医療チーム（DMAT）等による被災地への広域応援を行い、 

被災者の救援・救助をはじめとする災害応急対策に万全を期す。  

３．災害応急対策の実施にあたっては、地方自治体と緊密な連携を図る。 

４．被災地の住民をはじめ、国民や地方自治体、関係機関が適切に判断し行動できるよう、的 

確に情報を提供する。 

５．災害応急対策を政府一体となって推進するための緊急災害対策本部の設置に向けて準備を 

進める。 

 

・１５：１４ 緊急災害対策本部設置 

・総理指示（１５：２７） 

 自衛隊は最大限の活動をすること。 

 

・１５：３７ 第１回緊急災害対策本部（１５：５６終了） 

災害応急対策に関する基本方針 
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２．地方自治体と的確な連携を図りながら、政府一体となって適切に対応する。 

 

 福島県中通りを震源とする地震に対する政府の対応  

平成２３年４月１２日 

・１４：１０ 緊急参集チーム招集 

・１４：１３ 総理指示 

人命救助に全力を挙げるとともに、被災状況、特に原発の状況の確認に全力を挙げること 

 

・１４：２７ 緊急参集チーム協議開始 

・１４：３６ 緊急参集チーム協議確認事項 

１．東日本大震災の被災状況を踏まえ、特に原子力発電所や避難所など、被害情報の収集に全力を挙

げる。 

２．既に派遣している緊急消防援助隊、警察広域緊急援助隊、海上保安庁の救援部隊、災害派遣中の

自衛隊により、被災者の速やかな救出・救助活動に全力を尽くす。  

３．地方自治体と的確な連携を図りながら、政府一体となって適切に対応する。 

 

３．被害状況等（未確認情報を含む）  

（１）人的被害 
【東北地方太平洋沖地震】（警察庁 平成24年 3月 19日 08:30） 

※現在も行方不明者多数であり、全容把握に至っていない 

都道府県名 死者 行方不明 負傷者 

北海道 1 3

青森県 3 1 61

岩手県 4,671 1,239 198

宮城県 9,512 1,688 4,133

秋田県 12

山形県 2 29

福島県 1,605 214 182

東京都 7 90

茨城県 24 1 709

栃木県 4 134

群馬県 1 38

埼玉県 42

千葉県 20 2 251

神奈川県 4 132

新潟県 3

山梨県 2
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長野県 1

静岡県 3

三重県 1

高知県 1

合 計 15,854 3,145 6,025
(注）宮城県沖を震源とする地震(H23.4/7)、福島県浜通りを震源とする地震(H23.4/11)、福島県中通り
を震源とする地震(H23.4/12) 、千葉県北東部を震源とする地震(H23.5/2)、福島県沖を震源とする地
震(H23.7/25・7/31・8/12・8/19・10/10)、茨城県北部を震源とする地震(H23.9/10・11/20・H24.2/19)、
茨城県沖を震源とする地震(H24. 3/1)による被害を含む 

（参考）阪神・淡路大震災の被害（兵庫県庁ＨＰ：平成18年 5月 19日消防庁確定） 
死者：6,434名、行方不明：3名、負傷者：43,792名 

 

【長野県北部を震源とする地震(H23.3/12)】負傷者46名（長野県12名、新潟県32名、

群馬県2名）（警察庁 平成23年 3月 21日 07:00） 

【静岡県東部を震源とする地震(H23.3/15)】負傷者57名（静岡県51名、神奈川県6名）

（警察庁 平成23年 3月 21日 07:00） 

【宮城県沖を震源とする地震(H23.4/7)】死者4名、負傷者多数（警察庁平成23年 4月

17日 10:00） 

【福島県浜通りを震源とする地震(H23.4/11)】 死者5名、負傷者12名（警察庁 平成

23年 4月 17日 10:00） 

【福島県浜通りを震源とする地震(H23.4/12)】 負傷者5名（警察庁 平成23年 4月 17

日 10：00） 

【千葉県東方沖を震源とする地震（H24.3/14）】死者1名、負傷者1名（警察庁 平成24

年 3月 15日 07:00） 

 

【消防庁集計】（消防庁 平成24年 3月 11日 17:00） 

・死者16,278名、行方不明者2,994名、負傷者6,179名、避難者72,788名 

・宮城県沖を震源とする地震（4/7）による被害 

死者４名、負傷者296名 

・福島県浜通りを震源とする地震(4/11)による被害 

死者４名、負傷者10名 

・福島県中通りを震源とする地震(4/12)による被害 

負傷者１名 

 

（２）火災発生件数（消防庁 平成24年 3月 11日 17:00） 
青森県 ：  ５件（うち  ５件鎮火） 

岩手県 ： ３４件（うち ３４件鎮火） 

宮城県 ：１３５件（うち１３５件鎮火） 

秋田県 ：  １件（うち  １件鎮火） 

福島県 ： １１件（うち １１件鎮火） 

茨城県 ： ３１件（うち ３１件鎮火） 

群馬県 ：  ２件（うち  ２件鎮火） 
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埼玉県 ： １２件（うち １２件鎮火） 

千葉県 ： １６件（うち １６件鎮火） 

東京都 ： ３１件（うち ３１件鎮火） 

神奈川県：  ６件（うち  ６件鎮火） 

合  計：２８４件（うち２８４件鎮火） 

※ 延焼中の火災なし。 

 

（３）建築物被害 
【東北地方太平洋沖地震】（警察庁 平成24年 3月 19日 08:30） 

※津波により水没し壊滅した地域があり、全容把握に至っていない。 

 全壊 半壊 流失 全焼 半焼 床上浸水 床下浸水 一部破損 非住家

北海道  4 329 545 7 469

青森県 311 852  832 1,194

岩手県 20,185 4,562 15 1,761 323 7,723 4,752

宮城県 84,749 147,165 135 15,403 12,842 221,895 34,184

秋田県    3 3

山形県 37 80   

福島県 20,194 65,711 77 3 1,053 340 148,824 1,116

東京都  11 3  257 20

茨城県 2,717 23,951 31 1,721 708 179,551 14,514

栃木県 265 2,076  69,630 295

群馬県  7  17,246 

埼玉県 24 194 1 1 1 1,800 33

千葉県 798 9,861 15 154 722 44,162 660

神奈川県  38  407 13

新潟県    17 9

山梨県    4 

静岡県   5 13 9

三重県   2   9

徳島県   2 9  

高知県   2 8  

合 計 129,280 254,512 281 20,427 15,503 692,371 57,280

(注）宮城県沖を震源とする地震(H23.4/7)、福島県浜通りを震源とする地震(H23.4/11)、福島県中通り
を震源とする地震(H23.4/12) 、千葉県北東部を震源とする地震(H23.5/2)、福島県沖を震源とする地
震(H23.7/25・7/31・8/12・8/19・10/10)、茨城県北部を震源とする地震(H23.9/10・11/20・H24.2/19)、
茨城県沖を震源とする地震(H24. 3/1)による被害を含む 

（参考）阪神・淡路大震災の被害（兵庫県庁ＨＰ：平成18年 5月 19日消防庁確定） 
全壊：104,906棟、半壊：144,274 棟、全焼：7,036 棟、半焼：96棟、部分焼：333棟、
一部損壊：390,506棟、非住家被害：42,496棟 

 

【長野県北部を震源とする地震(3/12)】（警察庁 平成23年 3月 21日 07:00） 
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全壊 半壊 一部損壊 非住家

長野県 2 12 55

新潟県 4 12 165 137

合 計 6 24 165 192

 

【静岡県東部を震源とする地震(3/15)】（警察庁 平成23年 3月 21日 07:00） 

一部損壊１２件（静岡県(2)、山梨県(1)、神奈川県(9)） 

 

【宮城県沖を震源とする地震（4/7）】（警察庁 平成23年 4月 8日 10:00） 

 全壊 半壊 全焼 一部損壊 非住家 

岩手県  1  

宮城県 4 1 2 94 7 

合 計 4 1 3 94 7 

 

【福島県浜通りを震源とする地震（4/11）】（警察庁 平成23年 4月 12日 08:00） 

 全壊 半壊 半焼 一部損壊 非住家 

福島県 3 2 1 1 

 

【福島県中通りを震源とする地震（4/12）】（消防庁 平成23年 4月 19日 11:00） 

  火災１件（福島県いわき市）→ 4月 18日処置完了 

 

【消防庁集計】東北地方太平洋沖地震（消防庁 平成24年 3月 11日 17:00） 

 全壊 半壊 一部損壊  全壊 半壊 一部損壊

北海道  4 7 群馬県  7 17,246

青森県 306 701 835 埼玉県 24 194 16,161

岩手県 20,185 4,562 7,723 千葉県 798 9,924 47,690

宮城県 84,728 147,156 221,885 東京都 15 201 4,777

秋田県  5 神奈川県  39 445

山形県  11 987 新潟県  17

福島県 20,160 65,412 148,229 山梨県  4

茨城県 2,717 23,951 179,551 合計 129,198 254,238 715,192

栃木県 265 2,076 69,630

 

（４）交通遮断状況 
【東北地方太平洋沖地震】（警察庁 平成24年 3月 19日 08:30） 

 道路損壊 橋梁損壊 鉄軌道 

青森県 2 

岩手県 30 4
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宮城県 390 29 26

秋田県 9 

山形県 21 

福島県 187 3

東京都 13 

茨城県 307 41

栃木県 257 2

群馬県 36 

埼玉県 160 

千葉県 2,343 1

神奈川県 162 1

岐阜県 1 

合 計 3,918 78 29

 

【長野県北部を震源とする地震（3/12）】鉄軌道（長野県(2)）（警察庁 平成23年 3月

21日 07:00） 

 

◇鉄道（国土交通省 平成24年 3月 5日 10:00） 

旅客鉄道2事業者9路線で運転休止中 

・運転見合わせ（計画停電に伴う運転見合わせを除く。） 

ＪＲ東日本 八戸線（種市～久慈）、山田線（宮古～釜石）、大船渡線（気仙沼

～盛）、気仙沼線（柳津～気仙沼）、石巻線（石巻～女川）、仙石

線（高城町～矢本）、常磐線（広野～亘理） 

その他 三陸鉄道（北リアス線：小本～陸中野田、南リアス線）、岩手開

発鉄道、仙台臨海鉄道、福島臨海鉄道本線（宮下～小名浜） 

 

・被害状況（主な被害） 

ＪＲ東日本 東北線（盛土崩壊）、八戸線（橋げた流失）、山田線（橋りょう流

失）、仙石線（線路内土砂流入）、仙山線（架線切断）、飯山線（路

盤崩壊、土砂流入、信号ケーブル切断）、鹿島線（橋脚損傷） 

その他 仙台市交通局（軌道変位）、三陸鉄道（駅舎、橋脚、線路等流出、

土砂流入）、仙台空港鉄道（浸水、駅施設損傷）、阿武隈急行（駅

施設損傷）、鹿島臨海鉄道（軌道変位）、真岡鉄道（軌道変位）、

わたらせ渓流鉄道（土砂崩れ）、山万（高架橋ｺﾝｸﾘｰﾄ剥離）、八戸

臨海鉄道（駅器損傷）、岩手開発鉄道（土砂流入）、仙台臨海鉄道

（土砂流入）、福島臨海鉄道（土砂流入） 

 

◇空港（国土交通省 平成24年 3月 5日 10:00） 

仙台空港含め、被災地周辺の13空港全て利用可能 
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◇港湾（国土交通省 平成24年 3月 5日 10:00） 

・被災港湾の暫定利用可能岸壁数（水深4.5m以深の公共岸壁）：272/373 ﾊﾞｰｽ（施設

の大部分で復旧工事が必要で吃水制限や上載荷重制限がかかっている施設あり） 

 

◇道路規制（国土交通省 平成24年 3月 5日 10:00） 

高速道路0路線、国直轄管理道路0、補助国道（都道府県管理国道）2、地方道（都

道府県道等）58の区間で通行止め 

 

◇河川（国土交通省 平成24年 3月 5日 10:00） 

・北上川、阿武隈川、利根川等の直轄河川で堤防崩壊等2,115箇所の被害発生。うち、 

６水系53箇所を緊急復旧事業対象とし、全て対策完了。 

 

◇海岸（国土交通省 平成24年 3月 5日 10:00） 

・岩手県、宮城県、福島県３県の海岸堤防約300㎞のうち約190㎞が全壊・半壊 

・津波により561㎢が浸水被害（航空写真及び衛星画像判読済み分）  

 

（５）ライフライン等の状況 
◇電気（停電）（経済産業省 平成23年 7月 16日 12:00） 

・東北電力管内：家屋流出地域などを除いて６月18日までに復旧済み。（8月 3日 15:00

現在） 

なお、6日 16時現在、家主不在等で送電を保留している家屋（約1万戸）、津波

による家屋等流出地域（約7万 8千戸）、福島県内の立入制限区域内（約3万 1

千戸）がある。  

［参考情報］停止中の発電所（東北電力管内） 

東北電力(株)女川原子力発電所 １、２、３号機 

仙台火力発電所 ４号機 

新仙台火力発電所 １、２号機 

原町火力発電所 １、２号機 

 

・東京電力管内（延べ停電戸数約405万戸）、北海道電力管内（同約3千戸）、中部電

力管内（同約4百戸）の停電は復旧済み 

［参考情報］停止中の発電所（東京電力管内）（8月 8日 12:00） 

東京電力(株)福島第一原子力発電所 １～６号機 

東京電力(株)福島第二原子力発電所 １～４号機 

広野火力発電所 ２、４号機 

常陸那珂火力発電所 １号機 

 

◇ガス（供給停止）（経済産業省 平成23年 5月 6日 10:00） 

・一般ガス 

 ５月３日までに家屋流出地域を除いた約４２万戸が復旧済み。
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・簡易ガス（経済産業省 平成23年 4月 22日 17:00） 

 復旧済み。 

 

◇水道（断水）（厚生労働省 平成24年 3月 9日 11:00現在） 

・３県で少なくとも4.5万戸が断水。このうち津波により家屋等が流失した地域等を除

いた断水被害は全て復旧した。津波により家屋等が流出した地域については復興にあ

わせて水道も復旧・整備予定。 

岩手県 《21,161戸（家屋等流出地域のみ）》大船渡市、陸前高田市、釜石市、

大槌町、宮古市、山田町、岩泉町、田野畑村、野田村 

宮城県 《21,317戸（家屋等流出地域のみ）》仙台市、気仙沼市、女川町、岩沼

市、名取市、亘理町、七ヶ浜町、山元町、石巻広域水道（石巻市、東松

島市）、南三陸町 

福島県 《2,728戸（家屋等流出地域のみ）》福島市、南相馬市、いわき市、相馬

地方水道企業団（相馬市、新地町）、双葉地方水道企業団（広野町の区

域） 

※双葉地方水道企業団（双葉町他３町）、南相馬市の一部、浪江町及び

葛尾村は、避難指示等により被害調査等の活動を停止中。 

 

◇通信（総務省 平成24年 3月 8日 17:00） 

NTT東日本 ・加入電話約10,000回線、ISDN約 1,300回線、フレッツ光約

2,300回線が利用不可 

・特設公衆電話設置（秋田県(2)、山形県(2)、福島県(1)、栃木

県(1)、埼玉県(20)、東京都(1)、山梨県(2)） 

NTT ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ ・専用線等は復旧済み（9月 15日） 

KDDI ・約 100回線が利用不可 

ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸﾃﾚｺﾑ ・アナログ電話及びISDN50回線、専用線2回線が利用不可 

NTTドコモ ・基地局180局が停波中 

・衛星携帯電話212台貸出 

KDDI（au） ・基地局13局が停波中 

・衛星携帯電話41台貸出 

ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸﾓﾊﾞｲﾙ ・基地局40局が停波中 

・携帯電話や充電器等の無償貸出 

イー・モバイル ・停波していた基地局は全て復旧（4月 12日） 

・HPにて通信可能な避難所リストを公表中 

ウィルコム ・基地局約82局が停波中 

・被災地の医療機関向けにPHS端末を無償貸出 

 

◇放送（総務省 平成24年 3月 8日 17:00） 

・福島県福島第一原発警戒区域内（半径20km圏内）に設置されている、ラジオ中継局
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（NHK双葉中波第一中継局（双葉郡富岡町））が停波中。 

 

◇石油精製施設（経済産業省 平成23年 8月 8日 16:00） 

・操業停止の精油所（ＪＸ仙台、ＪＸ鹿島（6/4一部再開）、コスモ千葉） 

 

（６）東日本大震災における被害額の推計（内閣府 平成23年 6月 24日） 

項目 被害額 

建築物等 

（住宅・宅地、店舗・事務所、工場、機械等）
約１０兆４千億円 

ライフライン施設 

（水道、ガス、電気、通信・放送施設） 
約１兆３千億円 

社会基盤施設 

（河川、道路、港湾、下水道、空港等） 
約２兆２千億円 

農林水産関係 

（農地・農業用施設、林野、水産関係施設等）
約１兆９千億円 

その他 

（文教施設、保健医療・福祉関係施設、 

廃棄物処理施設、その他公共施設等） 

約１兆１千億円 

総計 約１６兆９千億円 

（注）各県及び関係府省からのストック（建築物、ライフライン施設、社会基盤施設等）の被害額に関

する提供情報等に基づき、内閣府(防災担当)においてとりまとめたもの。今後、被害の詳細が判明す

るに伴い、変動がありうる。また、四捨五入のため合計が一致しないことがある。 

 

（７）その他 
【東北地方太平洋沖地震】（警察庁 平成24年 3月 19日 08:30） 

 山崖崩れ 堤防決壊  山崖崩れ 堤防決壊 

岩手県 6 栃木県 40  

宮城県 51 45 群馬県 9  

山形県 29 千葉県 55  

福島県 9 神奈川県 3  

東京都 3 合計 205 45 

 

【長野北部を震源とする地震】山崖崩れ（長野県(2)）（警察庁 平成23年3月21日07:00） 

 

４．被災者支援の状況  

（１）避難の状況（復興庁 平成 24 年3月 14日） 

所在都道府県別の避難者等の数（平成24年 3月 8日現在） 

（単位：人、団体数） 

所在 施設別 計 所在判 
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平成２３年（２０１１年）東北地方太平洋沖地震における各地の最大加速度 

 

出典）気象庁資料「強震波形（平成 23 年(2011 年)東北地方太平洋沖地震）」より抜粋 

都道府県 観測点名 震度 計測震度
最大加速度（gal=cm/s2) 震央距離

(km) ３成分合成 南北 東西 上下 

宮城県 涌谷町新町 ６強 6.0 479.1 405.8 438.7 345.3 158.5

宮城県 大崎市古川三日町 ６強 6.2 567.7 549.6 456.4 321.5 173.8

茨城県 筑西市舟生 ６強 6.0 577.4 499.4 552.6 172.4 331.3

宮城県 登米市中田町 ６弱 5.7 442.5 346.4 424.6 337.8 156.5

岩手県 花巻市大迫町 ６弱 5.5 528.1 275.8 515.5 105.8 204.3

宮城県 仙台宮城野区五輪 ６弱 5.6 411.4 409.9 311.6 143.5 172.3

宮城県 栗原市栗駒 ６弱 5.7 711.7 551.8 710.7 216.9 181.1

宮城県 石巻市泉町 ６弱 5.5 633.3 462.5 598.0 443.0 140.6

宮城県 松島町高城 ６弱 5.7 401.0 359.5 336.9 318.4 159.2

宮城県 気仙沼市赤岩 ６弱 5.8 684.1 379.1 664.4 188.4 141.0

福島県 郡山市朝日 ６弱 5.8 721.6 457.0 662.2 154.7 233.2

福島県 棚倉町棚倉中居野 ６弱 5.5 449.4 275.1 447.1 157.9 249.1

福島県 いわき市三和町 ６弱 5.7 615.9 443.4 474.9 173.8 212.9

茨城県 水戸市金町 ６弱 5.8 825.7 472.5 792.0 388.3 285.5

茨城県 石岡市柿岡 ６弱 5.6 608.0 336.3 572.4 480.9 315.0

茨城県 常陸大宮市中富町 ６弱 5.5 461.2 440.2 355.1 230.0 277.6

茨城県 茨城鹿嶋市鉢形 ６弱 5.6 462.0 422.4 375.9 194.5 308.5

茨城県 鉾田市鉾田 ６弱 5.7 498.7 450.3 419.0 222.4 300.0

栃木県 那須烏山市中央 ６弱 5.6 672.2 479.1 631.3 180.1 288.2

岩手県 盛岡市山王町 ５強 5.1 233.4 233.1 143.3 90.5 229.7

岩手県 北上市柳原町 ５強 5.4 371.9 287.2 292.2 164.2 201.0

岩手県 一関市大東町 ５強 5.0 642.4 536.3 497.7 272.0 162.5

岩手県 奥州市水沢区大鐘町 ５強 5.1 222.2 209.1 203.4 101.9 187.7

宮城県 柴田町船岡 ５強 5.4 754.0 670.0 566.5 247.8 183.5

宮城県 丸森町上滝 ５強 5.1 357.8 346.9 252.4 245.7 183.1

宮城県 石巻市大瓜 ５強 5.0 675.5 537.7 671.1 240.2 137.6

福島県 福島市松木町 ５強 5.2 280.7 259.4 256.5 140.9 212.9

福島県 白河市郭内 ５強 5.4 380.9 371.5 332.9 136.0 256.7

福島県 大玉村曲藤 ５強 5.2 322.6 222.9 254.8 132.5 231.1

福島県 猪苗代町城南 ５強 5.3 238.0 200.8 203.0 127.1 249.3

茨城県 常陸太田市町屋町 ５強 5.2 636.2 586.2 359.7 138.4 261.9

参考資料Ⅰ－３ 
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都道府県 観測点名 震度 計測震度
最大加速度（gal=cm/s2) 震央距離

(km) ３成分合成 南北 東西 上下 

茨城県 坂東市岩井 ５強 5.1 222.9 219.6 196.1 154.3 349.8

栃木県 日光市瀬川 ５強 5.0 327.4 255.3 308.5 83.6 318.8

栃木県 大田原市黒羽田町 ５強 5.1 267.4 213.6 205.0 158.7 278.2

栃木県 宇都宮市明保野町 ５強 5.3 457.4 291.5 444.3 154.3 315.9

栃木県 益子町益子 ５強 5.4 316.3 220.2 301.2 214.0 305.0

埼玉県 久喜市下早見 ５強 5.2 366.6 311.6 302.7 86.5 363.2

千葉県 多古町多古 ５強 5.1 224.5 217.6 183.0 81.7 338.6

千葉県 千葉中央区中央港 ５強 5.0 200.9 168.2 129.0 82.2 370.8

千葉県 成田国際空港 ５強 5.2 361.7 346.0 348.8 173.1 340.0

千葉県 柏市旭町 ５強 5.0 342.9 261.7 336.6 132.3 358.7

東京都 東京千代田区大手町 ５強 5.1 228.0 196.0 217.7 56.3 385.1

東京都 東京江戸川区中央 ５強 5.0 241.7 220.6 236.6 93.1 376.6

神奈川県 横浜中区山手町 ５強 5.1 227.0 164.6 179.9 43.1 411.6
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津波観測状況（「平成23年３月 地震・火山月報（防災編）」（気象庁）抜粋）  

 

 「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」により、東北地方太平洋沿岸をはじめとして全国の沿岸
で津波が観測された。各地の津波観測施設では、福島県相馬で 9.3ｍ以上※、宮城県石巻市鮎川で 8.6ｍ以上
※など、東日本の太平洋沿岸を中心に非常に高い津波を観測したほか、北海道から鹿児島県にかけての太平洋
沿岸や小笠原諸島で１ｍ以上の津波を観測した。 
 また、津波観測施設およびその周辺地域において現地調査を実施し、津波の痕跡の位置等をもとに津波の
高さの推定を行った結果、地点によっては10ｍを越える津波の痕跡を確認した（（５）現地調査参照）。 
 この津波により東日本の太平洋沿岸各地で甚大な被害が発生した。 
 

※ 観測施設が津波により被害を受けたためデータを入手できない期間があり、後続の波でさらに高くなった可能性がある。 

 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２―１ 津波観測施設で観測された津波の高さ 

 矢印は、津波観測施設が津波により被害を受けたためデータを入手できない期間があり、後続の

波でさらに高くなった可能性があることを示す。 

  観測施設には、内閣府、国土交通省港湾局、海上保安庁、国土地理院、愛知県、四日市港管理組

合、兵庫県、宮崎県、日本コークス工業株式会社の検潮所を含む。 

震央 
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の
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さ
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平成 23 年３月 地震・火山月報（防災編）  

  

ア．国内での津波の観測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２―２ 沿岸で観測された津波の高さ 

 観測値は気象庁による読み取り値。 

 観測施設には、内閣府、国土交通省港湾局、海上保安庁、国土地理院、愛知県、 

         四日市港管理組合、兵庫県、宮崎県、日本コークス工業株式会社の検潮所を含む。 

 高さ200cm以上を観測した点については観測点名を表記。 

 本資料中の観測点名は、津波情報で発表する観測点名称を用いている。 

 

注：国土地理院の地殻変動調査によれば、今回の地震の発生後、岩手県～千葉県の太平洋沿岸では、

1.2m から 0.1m 程度の沈降があったことが推定されている。第一波や最大波の高さは、こうした地盤の沈

降量を含んでいる可能性がある。 

最大の高さ

第一波の高さ 平常潮位

第一波の到
達時刻 

最大の高さの 
発現時刻 

第一波の向き 

＜津波の測り方の模式＞ 

津波の観測値の測り方を示

す。第一波の向きは、下方向

が「引き」、上方向が「押

し」となる（左の例の場合は

「引き」となる）。 
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むつ市関根浜 
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十勝港 
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苫小牧西港  
苫小牧東港  

釧路 
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平成 23 年３月 地震・火山月報（防災編）  

  

表２―１ 日本国内の津波観測施設で観測された津波の観測値（１）  ※値は後日変更される場合がある。 
 

 

 

 

 日 時 分 日 時 分

えりも町庶野 *3 11 15 20 -0.1  m 11 15 44 3.5  m 気象庁

根室市花咲 11 15 43 +286 cm 11 15 57 286 cm 気象庁

浦河 *3 11 15 20 -0.2  m 11 16 42 2.8  m 気象庁

十勝港 *1 11 15 27 -15 cm 11 15 57 276 cm以上 国土交通省港湾局

浜中町霧多布港 11 15 29 -7 cm 11 22 19 257 cm 国土交通省港湾局

苫小牧東港 *1 11 15 34 -29 cm 11 16 17 246 cm以上 国土交通省港湾局

函館 *1 11 16 15 +183 cm 11 23 35 239 cm 気象庁

苫小牧西港 11 15 38 -22 cm 11 17 31 225 cm 国土交通省港湾局

釧路 11 15 35 +206 cm 11 23 39 208 cm 気象庁

白老港 *7 11 15 36 -14 cm 11 16 2 173 cm以上 国土交通省港湾局

渡島森港 11 - - - 11 19 36 164 cm 国土交通省港湾局

室蘭港 11 16 1 -2 cm 11 20 6 92 cm 国土交通省港湾局

根室港 11 16 6 +27 cm 12 0 3 68 cm 国土交通省港湾局

枝幸港 11 17 47 +22 cm 12 5 3 43 cm 国土交通省港湾局

稚内 11 18 48 +9 cm 12 2 22 38 cm 気象庁

網走 11 17 4 +12 cm 11 22 18 34 cm 気象庁

小樽 11 - - - 12 14 17 32 cm 気象庁

石狩湾新港 11 - - - 12 1 7 30 cm 国土交通省港湾局

岩内港 11 - - - 12 2 22 26 cm 国土交通省港湾局

瀬棚港 11 - - - 11 19 15 24 cm 国土交通省港湾局

留萌 11 - - - 12 5 34 22 cm 国土交通省港湾局

小樽市忍路 11 - - - 12 14 18 16 cm 国土地理院

江差 11 - - - 11 21 28 15 cm 国土交通省港湾局

利尻島沓形港 11 - - - 11 23 40 11 cm 国土交通省港湾局

八戸 *1 *3 11 15 21 -0.7  m 11 16 57 4.2  m以上 気象庁

むつ市関根浜 11 15 30 -24 cm 11 18 16 279 cm 気象庁

竜飛 *1 11 16 2 -8 cm 11 16 32 46 cm以上 海上保安庁

青森 *1 - - - - 12 12 7 30 cm以上 国土交通省港湾局

宮古 *1 *4 *5 11 15 1 -124 cm 11 15 26 8.5  m以上 気象庁

大船渡 *1 *3 *5 *6 11 14 - -1.0  m 11 15 18 8.0  m以上 気象庁

釜石 *1 *5 *6 11 14 - -119 cm 11 15 21 420 cm以上 海上保安庁

宮城県 石巻市鮎川 *1 *3 *5 *6 11 14 - - 11 15 26 8.6  m以上 気象庁

酒田 *3 11 - - - 12 0 54 0.4  m 気象庁

鶴岡市鼠ヶ関 11 - - - 12 1 17 13 cm 国土地理院

相馬 *1 *3 *5 *6 11 14 - -1.2  m 11 15 51 9.3  m以上 気象庁

いわき市小名浜 *5 11 15 8 +260 cm 11 15 39 333 cm 気象庁

茨城県 大洗 *3 11 15 17 +1.7  m 11 16 52 4.0  m 気象庁

銚子 *3 *5 11 15 13 +2.3  m 11 17 22 2.5  m 気象庁

館山市布良 11 15 24 +142 cm 11 17 6 172 cm 気象庁

千葉 11 16 34 +77 cm 11 18 18 93 cm 海上保安庁

父島二見 11 16 11 +108 cm 11 16 46 182 cm 気象庁

東京晴海 *3 11 16 40 +0.8  m 11 19 16 1.5  m 気象庁

八丈島八重根 *3 11 15 42 +1.4  m 12 2 48 1.4  m 気象庁

八丈島神湊 11 15 35 +121 cm 11 15 45 121 cm 海上保安庁

三宅島坪田 11 15 26 +79 cm 11 23 38 85 cm 気象庁

神津島神津島港 11 15 - - 12 0 30 85 cm 海上保安庁

伊豆大島岡田 11 15 - - 11 15 50 73 cm 気象庁

三宅島阿古 11 15 27 +62 cm 12 4 21 65 cm 海上保安庁

南鳥島 11 16 51 +41 cm 11 16 55 41 cm 気象庁

横浜 11 16 10 +82 cm 11 17 38 155 cm 海上保安庁

横須賀 11 15 54 +83 cm 11 17 17 136 cm 海上保安庁

小田原 11 15 33 +94 cm 11 15 49 94 cm 気象庁

都道府県

青森県

岩手県

神奈川県

福島県

千葉県

北海道

東京都

山形県

所属始まり 時　刻津波観測点名

最大の高さの波

高さ
押し +
引き -

第一波

津波の観測値は、観測された潮位のデータにバンドパスフィルターをかけ、その波形を用いて作成している。ただし、データが津波の立ち

上がり直後に断になってしまった地点の高さについては、データの極値と推算潮位（実測の潮位で補正）の差で作成している 

－ は値が決定できないことを示す 

*1 はデータを入手できない期間があったことを示す 

*3 は巨大津波観測計により観測されたことを示す（観測精度は0.1m単位） 

*4 は第一波を潮位計、最大波を巨大津波観測計により観測されたことを示す 

*5 は地盤沈下の影響で、第1波の読み取り値が不正確である可能性があることを示す 

*6 は地震の揺れにより生じた潮位の変動等のため、潮位データからは津波の第一波の始まりの時刻が特定できなかったもの。一方、今回の

地震の発生後、岩手県～千葉県の太平洋沿岸で 1.2m から 0.1m 程度の沈降があったことが推定されており（国土地理院の地殻変動調査によ

る）、これらの沿岸付近は波源域に含まれていたことが推測される。 

*7 はデータが頭打ちになっていることを示す 
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表２―２ 日本国内の津波観測施設で観測された津波の観測値（２）  ※値は後日変更される場合がある。 

 

 

日 時 分 日 時 分

御前崎 11 16 3 +97 cm 11 17 19 144 cm 気象庁

沼津市内浦 11 16 3 +134 cm 11 16 16 134 cm 気象庁

清水 11 15 58 +93 cm 11 16 17 93 cm 気象庁

焼津 11 15 58 +82 cm 11 17 16 83 cm 国土地理院

伊東 11 15 29 +77 cm 11 15 52 77 cm 国土地理院

南伊豆町石廊崎 11 15 43 +71 cm 11 15 56 71 cm 気象庁

舞阪 *1 11 16 14 +67 cm 11 17 37 73 cm 気象庁

下田港 11 15 41 +71 cm 11 15 57 71 cm 国土交通省港湾局

西伊豆町田子 11 15 56 +41 cm 11 16 18 41 cm 国土地理院

田原市赤羽根 11 16 21 +107 cm 11 17 31 155 cm 気象庁

名古屋 11 17 46 +68 cm 11 19 36 105 cm 気象庁

半田市衣浦 11 17 19 +49 cm 11 21 35 74 cm 愛知県

豊橋市三河港 11 17 19 +42 cm 11 20 16 70 cm 国土交通省港湾局

鳥羽 11 16 33 +46 cm 11 19 14 182 cm 気象庁

尾鷲 11 16 17 +106 cm 11 17 13 175 cm 気象庁

熊野市遊木 11 16 10 +76 cm 11 16 29 76 cm 気象庁

四日市 11 17 19 +45 cm 11 20 13 59 cm 四日市港管理組合

新潟(西港) 11 - - - 12 4 55 18 cm 国土交通省港湾局

柏崎市鯨波 11 - - - 12 15 9 10 cm 国土地理院

粟島 11 - - - 12 2 25 8 cm 海上保安庁

富山県 伏木富山港新湊 11 - - - 12 4 49 9 cm 国土交通省港湾局

金沢 11 - - - 12 12 56 19 cm 国土交通省港湾局

七尾港 11 - - - 11 20 47 19 cm 国土交通省港湾局

京都府 舞鶴 11 - - - 13 11 40 25 cm 気象庁

大阪天保山 11 18 13 +62 cm 11 18 48 62 cm 気象庁

岬町淡輪 11 17 30 +25 cm 11 17 58 25 cm 気象庁

神戸 11 17 56 +27 cm 11 20 6 27 cm 気象庁

姫路 11 18 26 +15 cm 11 20 45 24 cm 兵庫県

洲本 11 17 22 +20 cm 11 19 36 21 cm 気象庁

豊岡市津居山 11 - - - 12 1 3 7 cm 兵庫県

串本町袋港 11 16 17 +66 cm 12 1 32 151 cm 気象庁

那智勝浦町浦神 11 16 14 +92 cm 11 18 6 124 cm 気象庁

白浜町堅田 11 16 34 +86 cm 12 0 35 113 cm 気象庁

御坊市祓井戸 11 16 36 +70 cm 11 17 57 109 cm 気象庁

和歌山 11 17 10 +66 cm 11 19 36 76 cm 気象庁

境港市境 11 - - - 12 5 5 26 cm 気象庁

岩美町田後 11 - - - 11 23 27 9 cm 国土地理院

浜田 - - - - 12 7 53 14 cm 気象庁

隠岐西郷 11 - - - 12 4 6 10 cm 気象庁

岡山県 玉野市宇野 11 18 31 +4 cm 11 20 1 10 cm 気象庁

呉 11 19 44 +29 cm 11 20 37 29 cm 海上保安庁

広島 11 19 31 +20 cm 11 20 15 20 cm 海上保安庁

下関港長府 11 19 45 +28 cm 11 23 0 32 cm 国土交通省港湾局

徳山 11 18 48 +25 cm 12 8 7 25 cm 海上保安庁

下関市彦島弟子待 11 20 2 +15 cm 11 23 10 31 cm 気象庁

三田尻中関港 11 18 44 +22 cm 11 19 4 22 cm 国土交通省港湾局

宇部港 11 - - - 12 7 16 14 cm 国土交通省港湾局

下関市南風泊港 11 - - - 12 3 28 11 cm 国土交通省港湾局

徳島由岐 11 16 37 +104 cm 11 20 28 115 cm 気象庁

小松島 11 17 8 +63 cm 11 19 50 75 cm 気象庁

高松 11 18 22 +6 cm 11 22 27 17 cm 気象庁

坂出市与島港 11 - - - 11 20 8 11 cm 国土交通省港湾局

多度津港 11 - - - 12 2 31 9 cm 国土交通省港湾局

宇和島 11 17 37 +55 cm 12 7 10 69 cm 気象庁

松山 11 18 42 +16 cm 11 21 14 20 cm 気象庁

今治市小島 11 - - - 12 0 14 11 cm 国土交通省港湾局

須崎港 11 17 0 +146 cm 11 20 59 278 cm 国土交通省港湾局

土佐清水 11 16 56 +92 cm 12 1 58 132 cm 気象庁

高知 11 16 56 +62 cm 11 21 27 77 cm 気象庁

室戸市室戸岬 11 16 34 +48 cm 12 4 42 73 cm 気象庁

静岡県

愛知県

高知県

三重県

大阪府

兵庫県

和歌山県

鳥取県

島根県

広島県

新潟県

石川県

愛媛県

香川県

山口県

徳島県

都道府県 所属始まり 時　刻津波観測点名

最大の高さの波

高さ
押し +
引き -

第一波

津波の観測値は、観測された潮位のデータにバンドパスフィルターをかけ、その波形を用いて作成している。ただし、データが津波の立ち上

がり直後に断になってしまった地点の高さについては、データの極値と推算潮位（実測の潮位で補正）の差で作成している 

－ は値が決定できないことを示す 

 

*1 はデータを入手できない期間があったことを示す 
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表２―３ 日本国内の津波観測施設で観測された津波の観測値（３）  ※値は後日変更される場合がある。 

 

 

 

日 時 分 日 時 分

福岡市博多 11 - - - 12 2 9 32 cm 海上保安庁

北九州市門司 11 20 7 +15 cm 11 23 10 34 cm 国土交通省港湾局

北九州港青浜 11 19 - - 11 23 4 25 cm 国土交通省港湾局

北九州港日明 11 - - - 12 3 22 20 cm 国土交通省港湾局

苅田港 11 19 - - 12 4 25 18 cm 国土交通省港湾局

大牟田市三池 11 20 - - 12 1 29 5 cm 日本コークス工業株式会社

玄海町仮屋 11 19 47 -6 cm 12 5 31 20 cm 国土地理院

唐津港 11 20 50 +11 cm 11 23 17 19 cm 国土交通省港湾局

太良町大浦野崎 11 19 - - 11 21 15 7 cm 気象庁

長崎 11 19 4 +43 cm 11 21 20 84 cm 気象庁

佐世保 11 19 37 +33 cm 11 21 52 68 cm 海上保安庁

長崎港皇后 11 18 53 +36 cm 11 21 23 58 cm 国土交通省港湾局

平戸市田平港 11 19 40 +17 cm 11 21 57 32 cm 国土交通省港湾局

福江島福江港 11 18 46 +14 cm 12 4 58 22 cm 気象庁

口之津 11 19 6 +10 cm 11 23 42 15 cm 気象庁

壱岐島郷ノ浦港 11 - - - 12 5 13 12 cm 国土交通省港湾局

対馬比田勝 - - - - 12 10 29 9 cm 気象庁

対馬市厳原 11 - - - 12 2 6 9 cm 海上保安庁

天草市本渡港 11 19 17 +22 cm 11 21 4 70 cm 国土交通省港湾局

苓北町都呂々 11 18 46 +16 cm 12 3 12 31 cm 気象庁

八代港 11 19 54 +25 cm 11 20 15 25 cm 国土交通省港湾局

熊本港 11 19 53 +8 cm 11 22 30 14 cm 国土交通省港湾局

三角 11 19 - - 11 22 36 7 cm 気象庁

別府港 11 18 2 +37 cm 11 20 29 55 cm 国土交通省港湾局

佐伯市松浦 11 17 22 +43 cm 11 17 40 43 cm 気象庁

大分 11 17 53 +24 cm 11 20 26 42 cm 海上保安庁

宮崎港 11 17 13 +134 cm 12 3 33 164 cm 国土交通省港湾局

日南市油津 11 17 3 +103 cm 12 0 12 123 cm 気象庁

日向市細島 11 17 4 +80 cm 11 21 47 88 cm 宮崎県

種子島熊野 11 17 3 +80 cm 12 3 23 152 cm 気象庁

奄美市小湊 11 17 31 +102 cm 12 1 49 121 cm 気象庁

志布志港 11 17 19 +106 cm 11 17 38 106 cm 国土交通省港湾局

南大隅町大泊 11 17 29 +48 cm 12 6 51 93 cm 海上保安庁

枕崎 11 17 53 +38 cm 12 2 28 91 cm 気象庁

種子島西之表 11 17 19 +26 cm 11 23 45 83 cm 海上保安庁

中之島 11 - - - 12 2 33 82 cm 海上保安庁

奄美市名瀬 11 17 31 +40 cm 12 1 21 51 cm 海上保安庁

阿久根 11 18 40 +41 cm 12 7 18 47 cm 国土地理院

鹿児島 11 18 18 +11 cm 12 6 4 19 cm 気象庁

宮古島平良 11 18 36 +45 cm 11 19 34 65 cm 内閣府

那覇 11 18 6 +21 cm 11 21 12 60 cm 気象庁

南城市安座真 11 17 50 +26 cm 12 2 20 37 cm 国土地理院

石垣島石垣港 11 18 29 +5 cm 12 7 1 23 cm 気象庁

南大東漁港 11 17 12 +19 cm 11 17 26 19 cm 気象庁

与那国島久部良 11 18 - - 12 7 37 14 cm 気象庁

岩手釜石沖 *1 *2 11 14 48 -46 cm 11 15 12 661 cm以上 国土交通省港湾局

岩手宮古沖 *1 *2 11 14 48 -54 cm 11 15 13 623 cm以上 国土交通省港湾局

気仙沼広田湾沖 *1 *2 11 14 47 -42 cm 11 15 15 563 cm以上 国土交通省港湾局

福島小名浜沖 *1 *2 11 14 49 +100 cm 11 15 15 180 cm以上 国土交通省港湾局

三重尾鷲沖 *2 11 16 9 +46 cm 11 16 27 46 cm 国土交通省港湾局

和歌山白浜沖 *2 11 16 23 +32 cm 11 16 38 32 cm 国土交通省港湾局

岩手久慈沖 *1 *2 11 14 56 -41 cm - - - - 国土交通省港湾局

　　　推定した津波の高さ

　　　　　　11.8m

　　　　　　 7.7m

　　　　　　 8.9m相馬（福島県）

石巻市鮎川（宮城県）

観測点名

八戸(青森県） 6.2m 大船渡(岩手県）

痕跡等か
ら推定し
た津波の
高さ

観測点名 推定した津波の高さ

宮古(岩手県） 7.3m

釜石(岩手県） 9.3m

所属始まり 時　刻津波観測点名

最大の高さの波

高さ
押し +
引き -

第一波

都道府県

鹿児島県

沖縄県

GPS波浪計
の観測値

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

津波の観測値は、観測された潮位のデータにバンドパスフィルターをかけ、その波形を用いて作成している。ただし、データが津波の立ち

上がり直後に断になってしまった地点の高さについては、データの極値と推算潮位（実測の潮位で補正）の差で作成している 

 

－ は値が決定できないことを示す 

*1 はデータを入手できない期間があったことを示す 

*2 はGPS波浪計により観測された海面昇降を検潮所の観測値と同じ手法で読み取った値を示す 

 

痕跡等から推定した津波の高さは、現地調査により津波観測施設付近で調査した値。詳細は「（５）現地調査」を参照 
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平成23年(2011年)東北地方太平洋沖地震における関東地方の液状化発生状況について

 （「液状化対策技術検討会議」検討成果（平成23年8月31日国土交通省）抜粋）

 

 （１）関東地方における液状化の発生状況とその特徴 

１）調査内容 

関東地方全体について、現地踏査等により液状化発生箇所を抽出するとともに、

液状化発生箇所が該当する微地形区分の傾向の分析を行った。 

なお、今回東北地方でも液状化が発生しているが、津波により痕跡確認が困難で

ある等の状況を踏まえ、直ちに調査可能な範囲として関東地方を対象に調査を行っ

た。 

本調査におけるデータの整理方法や留意事項等は以下のとおりである。 

 

a）液状化発生箇所の把握について 

本調査は、国土交通省関東地方整備局から地盤工学会に業務委託し、以下の

ように実施された。 

 ・関東地方全体について、報道・ｗｅｂ等からの情報をもとに、現地を調査

し、砂や水が噴出したことが確認された場所は液状化発生箇所とした。 

 ・地盤の変形が大きいと思われる場合でも、地表面に砂や水の噴出した痕跡

が確認されない場合、マンホールの埋め戻し土の液状化のような局地的な

液状化と思われる場合は、液状化発生箇所から除外。 

 ・現地調査は道路等の立ち入りできる範囲から行い、そこから目視できない

範囲については、専門家が現地調査の結果に加え、地形・地質情報、航空

写真等からその範囲を推定した（その境界位置は厳密なものではない。）。 

   このため、以下のケース等により抽出されなかった地域・地点があり、他の

機関の調査結果と異なることに留意が必要である。 

 ・地中で液状化が発生しているものの、地表面では砂や水の噴出した痕跡が

確認されないケース 

 ・現地調査時点では、降雨や清掃により地表面に砂や水の噴出した痕跡が確

認されないケース 

 ・初期の情報収集時に把握されず、現地調査が行われていないケース 

 ・道路等の立ち入りできる範囲から目視できず、液状化の発生が確認されな

いケース 

 

b）抽出結果の分類 

抽出結果を下記のように分類し、これに従って以下「液状化発生箇所」、「非

液状化箇所」の用語を取り扱うこととする。 

 ○「液状化発生箇所」 

参考資料Ⅰ－６ 
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‐図面上の濃い赤着色： 現地調査により砂や水が噴出したことが確認さ

れた場所 

‐図面上の薄い赤網掛： 航空写真等により液状化の発生範囲の広がりを

補完して推定した場所 

○「非液状化箇所」   ： 液状化発生箇所以外の箇所 

 

c）微地形区分の傾向について 

上記により把握された液状化発生箇所の結果をもとに、以下のように実施さ

れた。 

 ・関東１都６県の 250ｍメッシュ（総メッシュ数約 49 万 7 千、約 3万 1千 km2）

について、既往のメッシュ毎の微地形区分設定（若松、松岡による「地形・

地盤分類 250m メッシュマップ（7.5-second JEGM）」）を活用。（なお、この

メッシュマップでは、原則としてメッシュ内で最も広い面積を占める微地

形区分をそのメッシュの属性として与えているとされている。） 

 ・メッシュ内に液状化発生箇所が含まれるものを液状化発生メッシュとし、

微地形区分毎に液状化発生メッシュの割合を算出。 

   このため、個別のメッシュを見た場合、当該メッシュの微地形区分とは異な

る微地形区分の地点に液状化発生箇所が存在し、それをもって液状化発生メッ

シュとしてカウントされているケースがあるが、液状化発生箇所の地形特性の

傾向を大まかに把握する上では有効な手法と考えられる。 

 

２）調査結果 

調査結果は図 2-1-1 及び図 2-1-2 に示すとおりである。 

今回の地震では、関東地方の極めて広い範囲（少なくとも９６市区町村）で液状

化現象が発生し、特に、東京湾岸部、利根川下流域で集中して発生していた（図 2-1-1）。 

また、微地形区分ごとに液状化発生メッシュ数の割合をみると、「埋立地」（20.2％）、

「旧河道・旧池沼」（10.4％）、「干拓地」（7.5％）で相対的に高い傾向がみられた（図

2-1-2）。 

なお、調査箇所の地盤の成り立ち等の情報を、図 2-1-3 に例を示す調査票の形式

で地区ごとに整理している。 
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液状化

非液状化

○液状化発生箇所を含む市区町村（９６市区町村） 

茨城県  ：水戸市、日立市、土浦市、古河市、石岡市、結城市、龍ケ崎市、 

下妻市、常総市、常陸太田市、北茨城市、取手市、つくば市、 

ひたちなか市、鹿嶋市、潮来市、守谷市、那珂市、筑西市、 

坂東市、稲敷市、かすみがうら市、神栖市、行方市、鉾田市、 

つくばみらい市、茨城町、大洗町、東海村、美浦村、阿見町、 

河内町、八千代町、五霞町、境町、利根町 （３６市町村） 

栃木県  ：栃木市、真岡市、大田原市 （３市） 

群馬県  ：館林市、板倉町、邑楽町 （３市町） 

埼玉県  ：さいたま市、熊谷市、川口市、行田市、加須市、春日部市、 

羽生市、越谷市、戸田市、鳩ヶ谷市、和光市、久喜市、八潮市、 

幸手市、吉川市、宮代町 （１６市町） 

千葉県  ：千葉市、銚子市、市川市、船橋市、木更津市、松戸市、野田市、

成田市、東金市、旭市、習志野市、柏市、八千代市、我孫子市、

浦安市、袖ケ浦市、印西市、南房総市、匝瑳市、香取市、山武市、

栄町、神崎町、東庄町、九十九里町 （２５市町） 

東京都  ：中央区、港区、墨田区、江東区、品川区、大田区、北区、板橋区、

足立区、葛飾区、江戸川区 （１１区） 

神奈川県 ：横浜市、川崎市 （２市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 2-1-2 微地形区分毎の液状化発生傾向 図 2-1-1 関東地方の液状化発生箇所の分布 

液状化発生箇所

凡例 

( 28 )



  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1-3 調査票の形式 

( 29 )



 
 

 （２）液状化現象の程度 

１）調査内容 

浦安市の内陸から埋立地域にかけての直線上で、街区基準点を用いた簡易水準測

量を実施し、計測した地震前後の標高の変化と液状化発生箇所の把握結果との比較

を行った。 

 

２）調査結果 

調査結果は図 2-1-4 に示すとおりである。 

沈下量は、非液状化箇所である最も陸側のＡ地点を起点（ゼロ）として、平成 18

年からの変化量を算出したものである。 

液状化発生箇所にあっても、数㎝の沈下量のところもあれば、数十㎝の沈下量の

ところもあり、沈下の程度にバラツキがみられた。 

また、海側の最近の埋立地で大きく沈下し、古い埋立地ほど沈下が小さい傾向が

みられた。 
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図 2-1-4 浦安市における沈下量の測量結果 

液状化発生箇所

( 30 )



 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．都市ガス供給に係る被害の概要 
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 -
 

 

一
般
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ス

事
業

者
一

覧
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供給エリアで震度５弱以上が観測された一般ガス事業者の導管（本支管）延長 
（ｋｍ） 

  事 業 者 高 圧 中 圧 低 圧 

供 

 

給 

 

停 

 

止 

 

事 

 

業 

 

者 

八戸ガス 0 33 263

釜石ガス 0 0 161

仙台市ガス局 1 532 3,673

塩釜ガス 0 25 164

石巻ガス 0 25 239

気仙沼市ガス水道部 0 9 79

常磐共同ガス 0 7 228

東北ガス 0 0 75

福島ガス 0 81 599

常磐都市ガス 0 8 45

東京ガス 818 6,286 46,538

東部ガス 0 645 2,852

東彩ガス 0 259 1,541

京葉ガス 21 692 5,377

九十九里町ガス課 0 18 142

秦野ガス 0 44 139

小計 840 8,664 62,115

供給継続事業者（61 事業者） 108 3,885 20,821

合  計 948 12,549 82,936

※導管延長は、平成 22 年末時点のデータ 
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一
般

ガ
ス

事
業

に
お

け
る

供
給

停
止

戸
数

及
び

復
旧

状
況

 
県

名
 

事
業
者
 

復
旧

対
象
地

域
 

供
給
方
式
 

供
給
停
止

戸
数
 

復
旧
戸
数

復
旧
完
了
日
 

（
復
旧
作
業
実
所
要
日

数
）

備
 

 
 
 

考
 

青
森
県
 

八
戸
ガ

ス
 

八
戸

市
の
一

部
 

Ｊ
Ｘ
八
戸
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
よ
り
 

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
供
給
 

1
,3
0
6

1
,3
0
6

3
月

16
日
 

（
3
日
）
 

・
津

波
に
よ

る
八
戸

LN
G
基

地
か
ら

の
ガ
ス
受

け
入

れ
停

止
に
伴
い

供
給

停
止

。
 

・
3
月

1
4
日

よ
り
受
け

入
れ

再
開

。
 

岩
手
県
 

釜
石
ガ
ス
 

釜
石
市
の
一
部
 

Ｐ
Ａ
１
３
Ａ
 

1
0
,
1
7
6

6
,
3
4
2

4
月

11
日
 

（
1
5
日
）
 

・
津

波
に
よ

り
製
造
設

備
が

全
停

止
。
 

・
病

院
や
避

難
所
へ
移

動
式

ガ
ス

発
生
設
備

を
用

い
て

臨
時
供
給

を
実

施
。
 

・
3
月

2
8
日

よ
り
復
旧

を
開

始
、

日
本
ガ
ス

協
会

の
応

援
隊
が
加

わ
り

復
旧

を
実
施
。

 

宮
城
県
 

仙
台
市
ガ
ス

局
 

[
仙
台
市
、
多
賀
城
市
、
名
取
市
、

宮
城

郡
利
府

町
、
黒
川

郡
富

谷
町

、
大
和
町
、
大
衡
村
]
の
一
部
 

Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
＋
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

（
新
潟
仙
台
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
）

3
58
,
78
1

3
11
,
14
4

4
月

16
日
 

（
2
5
日
）
 

・
津

波
に
よ

り
製
造
設

備
が

全
停

止
 

・
新

潟
か
ら

の
パ
イ
プ

ラ
イ

ン
を

通
じ
た
ガ

ス
受

け
入

れ
に
て

3
月

23
日

よ
り

復
旧
を

開
始

。
 

・
日
本
ガ
ス
協
会
の
応
援
隊
(
約

4
,
1
0
0
名

)
が
加
わ
り
、
復
旧
を
実
施
。
 

塩
釜
ガ

ス
 

[
塩
釜
市
、
多
賀
城
市
、
宮
城
郡
 

七
ヶ
浜
町
、
利
府
町
]
の
一
部
 

仙
台
市
ガ
ス
局
よ
り
 

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
供
給
 

1
1,
0
27

9
,6
6
5

4
月

12
日
 

（
1
9
日
）
 

・
仙

台
市
ガ

ス
局
か
ら

の
ガ

ス
受

け
入
れ
停

止
に

伴
い

供
給
停
止

。
 

・
3
月

2
5
日

よ
り
復
旧

を
開

始
。
 

・
日

本
ガ
ス

協
会
の
応

援
隊

が
加

わ
り
、
復

旧
を

実
施

。
 

石
巻
ガ
ス
 

石
巻
市
の
一
部
 

Ｌ
Ｎ
Ｇ
サ
テ
ラ
イ
ト
 

1
2
,
7
5
5

6
,
7
3
8

5
月

3
日
 

（
2
4
日
）
 

・
津

波
に
よ

り
製
造
設

備
が

全
停

止
。
 

・
石

巻
赤
十

字
病
院
に

移
動

式
ガ

ス
発
生
設

備
を

用
い

て
臨
時
供

給
を

実
施

。
 

・
4
月

1
0
日

よ
り
復
旧

を
開

始
。
 

・
日

本
ガ
ス

協
会
の
応

援
隊

が
加

わ
り
、
復

旧
を

実
施

。
 

気
仙
沼

市
 

ガ
ス
水

道
部
 

気
仙
沼
市
の
一
部
 

Ｌ
Ｎ
Ｇ
サ
テ
ラ
イ
ト
 

2
,
7
0
6

1
,
1
8
7

4
月

14
日
 

（
1
7
日
）
 

・
津

波
に
よ

り
製
造
設

備
が

全
停

止
。
 

・
3
月

2
9
日

よ
り
復
旧

を
開

始
。
 

・
日

本
ガ
ス

協
会
の
応

援
隊

が
加

わ
り
、
復

旧
を

実
施

。
 

福
島
県
 

常
磐
共
同
ガ

ス
 

い
わ

き
市
の

一
部
 

Ｌ
Ｎ
Ｇ
サ
テ
ラ
イ
ト
 

1
4
,
5
7
2

1
4
,
5
7
2

4
月

15
日
 

（
3
6
日
）
 

・
日

本
ガ
ス

協
会
の
応

援
隊

が
加

わ
り
、
復

旧
を

実
施

。
 

東
北
ガ
ス
 

白
河
市
の
一
部
 

Ｌ
Ｎ
Ｇ
サ
テ
ラ
イ
ト
 

5
4
6

5
1
4

4
月

2
日
 

（
2
3
日
）
 

 
 

福
島
ガ

ス
 

福
島

市
の
一

部
 

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
 

（
新
潟
仙
台
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
）

2
,9
5
2

2
,9
2
0

3
月

23
日
 

（
1
3
日
）
 

 
 

常
磐
都
市
ガ
ス
 

い
わ
き
市
の
一
部
 

Ｌ
Ｎ
Ｇ
サ
テ
ラ
イ
ト
 

6
4
9

6
4
9

4
月

12
日
 

（
3
0
日
）
 

・
日

本
ガ
ス

協
会
の
応

援
隊

が
加

わ
り
、
復

旧
を

実
施

。
 

茨
城
県
 

東
京
ガ

ス
 

日
立

地
区
供

給
エ
リ
ア

の
一

部
 

Ｌ
Ｎ
Ｇ
サ
テ
ラ
イ
ト
 

3
0
,
0
0
8

3
0
,
0
0
8

3
月

18
日
 

（
8
日
）
 

・
停

電
に
よ

る
日
立
支

社
工

場
の

操
業
停
止

。
 

牛
久
町
、
龍
ヶ
崎
市
若
柴
の
一
部
 

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
 

5
4
8

5
4
8

3
月

11
日
 

（
1
日
）
 

 
 

東
部
ガ
ス
 

土
浦
市
、
水
戸
市
の
一
部
 

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
 

7
,
0
4
3

7
,
0
4
1

3
月

24
日
 

（
1
4
日
）
 

・
日

本
ガ
ス

協
会
の
応

援
隊

が
加

わ
り
、
復

旧
を

実
施

。
 

埼
玉
県
 

東
彩
ガ
ス
 

春
日
部
市
の
一
部
 

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
 

1
5
0

1
5
0

3
月

12
日
 

（
2
日
）
 

 
 

千
葉
県
 

京
葉
ガ
ス
 

浦
安
市
の
一
部
 

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
 

8
,
6
3
1

8
,
6
3
1

3
月

30
日
 

（
1
9
日
）
 

・
広

範
囲
に

及
ぶ
液
状

化
に

よ
り

導
管
に
被

害
発

生
し

供
給
停
止

。
 

・
日

本
ガ
ス

協
会
の
応

援
隊

が
加

わ
り
復
旧

を
実

施
。
 

九
十
九
里
町
ガ
ス
課

山
武
郡
九
十
九
里
町
の
一
部
 

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
 

2
5
8

2
5
8

3
月

13
日
 

（
3
日
）
 

 
 

神
奈

川
県
 

秦
野
ガ
ス
 

秦
野
市
の
一
部
 

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
 

3
8
0

3
8
0

3
月

13
日
 

（
3
日
）
 

 
 

東
京
ガ

ス
 

横
浜

市
西
区

平
沼
町
の

一
部
 

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
 

4
0

4
0

3
月

11
日
 

（
1
日
）
 

 
 

合
 
 
計
 

 
 

 
4
62
,
52
8

4
02
,
09
3
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考
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一般ガス事業における供給停止事業者及び津波浸水エリアの概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

供給停止事業者及び震度階 

 

常磐共同ガス 
（震度６弱） 

× 震源地 
（深さ 24km）

常磐都市ガス 
（震度６弱） 

東京ガス(日立)
（震度６強） 

東部ガス(水戸)
（震度６弱） 

東部ガス(土浦)
（震度６弱） 

九十九里町ガス課
（震度５弱） 

東京ガス(常総) 
（震度５強） 

東彩ガス 
（震度５強） 

京葉ガス 
（震度５強） 

東京ガス(横浜) 
（震度５強） 

秦野ガス 
（震度５弱） 

釜石ガス 
（震度６弱） 

気仙沼市ガス水道部
（震度６弱） 

石巻ガス 
（震度６弱） 

塩釜ガス 
（震度６強） 

福島ガス 
（震度５強） 

仙台市ガス局 
（震度６強） 

東北ガス 
（震度６強） 

八戸ガス 
（震度５弱） 

〔１〕

〔３〕

〔２〕

〔４〕

出展：国土地理院

〔1～4〕拡大図 
(次ページ参照) 
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供給区域内における津波の浸水範囲 

気仙沼市ガス水道部 

製造所 
（ＬＮＧサテライト） 

〔３〕 

製造所 
（ＬＮＧサテライト） 

石巻ガス 

〔２〕 

仙台市ガス局

製造所 
（ＬＮＧ基地） 

塩釜ガス 

〔４〕

釜石ガス 製造所 
（PA13A） 

〔１〕 

凡 例 

    供給区域 

    浸水範囲 

    製造設備 
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一般ガス事業における製造設備及びガスホルダーの被害状況 
 

 地震による被害状況 津波による被害状況 

配管・架構類 

フランジ部から微量の
ガス漏洩 (1 事業所) 

気化器用温水配管から
の漏洩 (1 事業所) 

杭のない基礎の配管・架構
類が損傷 

 

 

 

杭基礎の配管・架構類は
健全 

ガス発生設備 被害なし 

中圧の気化器が損傷 

(3 事業所) 

 

 

 

 

 

高圧の気化器はほぼ健全

 

 

 

 

 

電気設備 

被害なし 浸水により故障（４事業所） 

 

 

 

 

建屋 

構造物 
壁の一部ひび割れ 

程度（各事業所） 

 浸水（各事業所）  強度部材（柱、梁）は 

概ね健全 

 

 

 

 

ＬＮＧ貯槽 

ＬＰＧ貯槽 

被害なし 塗装剥離程度はあったが、本体は健全 

 

 

 

 

ガスホルダー 
一部、支持部材が損傷
したが、耐圧部に損傷
はなくガス漏洩もなし 

被害なし 

 

事業者 浸水高さ 都市ガス製造方式 被害程度 被害状況他 

八戸ガス 0.8m 受入ガスを増熱、付臭 軽微 津波被害はあったが、
二次災害は無し 

釜石ガス 2m LPG（P-13A) 大 

気仙沼市ガス水道部 0.5m LNG サテライト 軽微 

仙台市ガス局港工場 3～4m LNG 基地、受入ガス 大 

石巻ガス 4～5m LNG サテライト 大 

二次災害の発生なし

気密性のある
建屋内部への
浸水はほとん
どなし 

製造設備の物的被害（津波被害のある事業者）
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 １．配管・架構類の被害状況 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

２．ガス発生設備の被害状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小口径配管が架構より脱落

地震影響 

津波影響 

・フランジより微量ガス漏洩 
・気化器用温水配管漏洩 

・津波、漂流物により小口径配管が脱落 
・杭基礎ありのものは健全 

配管・架構類（杭基礎なし）は津波に
より損傷  

配管・架構類（杭基礎あり）は健全  

地震影響 

津波影響 

・被害なし 

・津波、漂流物等の衝突により中圧の気化器が損傷 

LPG 気化器（中圧）は漂流物の衝突によ
り損傷  

LNG 気化器（中圧）のフィン一部が損傷

タンク加圧蒸発器（中圧）のフィン変形等

LNG ローリー加圧蒸発器（中圧）のフィン
損傷、チューブ破断  
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３．電気設備の被害状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．建屋、構造物の被害状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震影響 

津波影響 

・被害なし 

・浸水により故障 

受電設備

受電設備内部

非常用自家発電設備

受電・非常用発電設備

浸水ライン 

浸水ライン

浸水ライン

浸水ライン

地震影響 

津波影響 

・壁の一部ひび割れ程度 

・建屋の扉または換気口から室内に浸水し、内部の設備が損傷 
・強度部材（柱、梁）は概ね健全 
・気密性のある建屋にはほとんど浸水なし 

制御室：扉より浸水し、制御盤故障

ボイラー室：扉より浸水し、制御盤故障

ボイラー室：ガラリより浸水し、機器故障

付臭設備室：気密性のある建屋にはほとん 
ど浸水なし  

浸水ライン

浸水ライン
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５．ＬＮＧ貯槽、ＬＰＧ貯槽の被害状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震影響 ・被害なし 

・漂流物の衝突による塗装剥離は見受けられるが、本体は健全 津波影響 

ＬＮＧ貯槽 ＬＮＧ貯槽

ＬＮＧ貯槽 ＬＰＧ貯槽
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６．ガスホルダーの地震による被害状況（供給停止した１６事業者） 

県名 事業者 
ガスホルダーの被害 

被害概要 
球形式 有水式 

青森 八戸 なし －   

岩手 釜石 なし －   

宮城 

気仙沼市ガス水道部 なし なし   

仙台市ガス局 なし(*1) － (*1)支持部材の一部損傷 

塩釜 なし －   

石巻 なし －   

福島 

東北 － －   

福島 なし －   

常磐共同 － －   

常磐都市 なし なし(*2) (*2)ガイドローラー外れ  

茨城 
東京 なし なし   

東部 なし －   

埼玉 東彩 なし －   

千葉 
京葉 なし －   

九十九里町 なし －   

神奈川 
秦野 なし －   

東京 － －   

 

ガスホルダーの設置基数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

115
135

181
219

242262
293302318

340
362377

95 81 63

488497494

499516524533532536526532527520
545 533

0

200

400

600

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

基数

      H7       H9       H11      H13      H15       H17      H19     H21年度

有水式

球形

※新指針以前に設置した球形ガスホルダーで補強なし、 

評価未実施または不明のものは 79 基 
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仙台市ガス局の球形ガスホルダーの被害状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 建設年 

基本仕様 地震動

(3/11)

gal 

引用 

指針等
被  害 

公称能力 量 

m3 

圧力 

MPa 

幸町 

No.1 
1976 

10 万 

0.97 

607 

～ 

703 

建築 

基準法

なし（支柱内部に補強あり） 

幸町 

No.2 
1978 

ﾀｲﾛｯﾄﾞﾌﾞﾚｰｽと支柱の上部接続部

(ｶﾞｾﾞｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ)が一部(2本/24本)

破損 

多賀城 

No.2 
1978 

ﾀｲﾛｯﾄﾞﾌﾞﾚｰｽと支柱の上部接続部

(ｶﾞｾﾞｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ)が一部(2本/24本)

破損 

泉 1987 0.78 

1985 年

指針 

なし（支柱内部に補強あり） 

多賀城 

No.1 
1988 0.97 なし（支柱内部に補強あり） 

茂庭 1992 0.78 

1989 年

指針 

なし（支柱内部に補強あり） 

幸町 

No.3 
1996 

0.97 

なし（支柱内部に補強あり） 

港工場 1996 なし（支柱内部に補強あり） 

（注） １. gal：地震の揺れの大きさを表す指標。加速度で示されており、1gal=1cm/s2となる。

２. 地震動の値 仙台市ガス局所有地震計による計測値。 

３. 指針  日本ガス協会「球形ガスホルダー指針」。 

1989 年以降の指針では、「ブレースによって支柱が変形

する恐れのある部分には、変形を防止する措置を講じ

る必要がある」と明記された。 

補強の例 
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　球形ガスホルダーの被害状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　有水ガスホルダーの被害状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震影響 ・一部、支持部材が損傷 

・被害なし 津波影響 

支柱 タイロッドブレース

地震影響 ・ローラーがガイドから外れたが、耐圧部に損傷はなし 

・（津波被害地区になし） 津波影響 

ガスの入出管

ガイド

ローラー

ローラーがガイドから外れたが、耐圧部に損傷はなくガス漏洩もなかった 

アンカーボルトのわずかな伸び

軽微なひび割れ

耐圧部に損傷はなく、ガス漏洩もなかった 
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現行の耐震設計基準について 

製造設備 
耐震設計基準の 

ガス事適用法規 
適用指針 被害状況 

護 岸 

＜ガス事適用無し＞

港湾の施設の技術上

の基準を定める省令

港湾の施設の技術上の基準・同解説 

日本港湾協会 

エプロンに亀裂

護岸被害なし 

LNG 船 

受入設備 
解釈例第 40 条 

｢製造設備等耐震設計指針」 

｢LNG 受入基地設備指針」 
なし 

LNG・LPG 

貯槽 
解釈例第 38 条 

｢製造設備等耐震設計指針」 

｢LNG 地下式貯槽指針｣ 

｢LNG 地上式貯槽指針｣ 

｢LPG 貯槽指針｣ 

｢LNG 小規模基地設備指針｣ 

なし 

LNG・LPG 

気化器 
解釈例第 20 条 ｢製造設備等耐震設計指針」  なし 

BOG 処理設備 ＜ガス事適用無し＞ ｢LNG 受入基地設備指針」 なし 

LNG ローリー 

受入設備 
解釈例第 40 条 ｢LNG 受入基地設備指針」 なし 

球形ガス 

ホルダー 
解釈例第 37 条 

｢製造設備等耐震設計指針」 

｢球形ガスホルダー指針」 

支持部材一部 

損傷（※1） 

配管・架構 解釈例第 40 条 ｢製造設備等耐震設計指針」  
配管フランジ部

の微量漏洩 

 

 

 

※1 損傷を受けた球形ホルダーは、「球形ガスホルダー指針」発行前に建設

参考資料Ⅱ－６ 
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仙台市ガス局港工場の津波被害について 

 

1.1 仙台市ガス局 港工場の拡大位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2 仙台市ガス局 港工場内の配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国土地理院 浸水範囲概況図13

津波被害地区

仙台市ガス局 港工場

中央航路

北
航
路

震度 ６強 宮城野区
加速度615gal(熱調計器室)
加速度514gal(ｺﾝﾄﾛｰﾙｾﾝﾀｰ) 浸水深 15:50 Ｇ.Ｌ+３～４m(推定)

浸水方向
浸水方向

LNG地下タンク
80,000kL

LNGローリー
出荷設備

LPGタンク
148kL×2基

球形ガスホルダー事務棟
コントロールセンター

LNG気化器
（ORV）

BOGコンプレッサー

参考資料Ⅱ－７ 
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２．津波被災前後の様子 

2.1 写真の撮影方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 地震直後（3/11 14:55 頃） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務所 
コントロールセンター

 写真撮影方向 
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2.3 津波（3/11 15:53 頃） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4 津波後（3/11 17:01 頃）  
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2.5 地震直後（執務室内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.6 津波後（執務室内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 47 )



2.7 津波後(事務棟南面外観) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.8 津波後(事務棟玄関) 
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３．津波により被害を受けた設備等 

3.1 護岸位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2 護岸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真撮影方向
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3.3 護岸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.4 バースセンター位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バースセンター南側

バースセンター北側 

 写真撮影方向
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3.5 バースセンター南側 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.6 バースセンター北側 
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3.7 バースセンター内部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.8 取水路位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真撮影方向
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取水路 1

取水路 2

海水取水口



3.9 取水路 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.10 取水路 2 
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3.11 ＬＮＧ気化設備将来配管位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.12 ＬＮＧ気化設備将来配管 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真撮影方向
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3.13 ＬＮＧ気化設備(ＳＭＶ)位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.14 ＬＮＧ気化設備(ＳＭＶ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SMV

 写真撮影方向
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3.15 ＬＮＧローリー出荷設備位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.16 ＬＮＧローリー出荷設備配管 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真撮影方向
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LNG ローリー出荷設備配管

LNG ローリー出荷配管架構LNG ローリー出荷設備

LNG ローリー出荷管理棟



3.17 ＬＮＧローリー出荷配管架構 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.18 ＬＮＧローリー出荷設備 
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3.19 ＬＮＧローリー出荷管理棟 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.20 特高受電設備位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真撮影方向
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3.21 特高受電設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.22 第２変電室位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 変電室

 写真撮影方向
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3.23 第２変電室（扉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.24 第２変電室内(分電盤) 
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４．津波による被害を受けなかった設備等 

4.1 アン・ローディングアーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2 ＬＮＧ貯槽 
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4.3 ＬＰＧ貯槽 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.4 ＬＮＧ気化設備(ＯＲＶ) 
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4.5 ＢＯＧ圧縮機 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.6 熱量調整設備 
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4.7 付臭室（ポンプ・タンク） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.8 架構  
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4.9 架構上の配管 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.10 コントロールセンター  
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4.11 計算機室  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．被害状況のまとめ 

( 66 )

 設   備 状  況 

被

害

あ

り 

ガス製造に影響

のあった被害 

特別高圧受電設備 冠水 

第２変電室（分電設備、無停電電源設備） 冠水 

ＬＮＧ気化器（ＳＭＶ） 一部冠水 

ガス製造に影響

のあった被害 

護岸のエプロン 一部亀裂 

分析設備 冠水 

リターンガスブロワ 冠水 

その他の被害 

ＬＮＧローリー出荷設備 損壊 

圧縮天然ガス充填設備 損壊 

商用電力 停電 

有線電話回線 不通 

被害なし 

ＬＮＧ貯槽、ＬＰＧ貯槽、ガス発生器(ＯＲ

Ｖ)、架構上の配管、熱交換器、ＢＯＧコン

プレッサー等 

冠水せず、ガス漏洩

もなし 

杭基礎の配管架構、設備の基礎 津波を受けたが健全

制御設備（コントロールセンター、計算機室）
２階に設置されてお

り、冠水せず 

 



一般ガス事業における製造設備のレイアウトと津波被害影響の検証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大きく湾曲した線路 

工水設備 

LPG設備 

海水取水口 

桟橋 

海水排水口 

ORV 

SMV 
熱調設備 

受変電設備 

ｺﾝﾄﾛｰﾙｾﾝﾀｰ 

LNG出荷ヤード 

地面がえぐられ池の 
ようになっている 

仙台市ガス局港工場 

一番大きく 
洗掘された箇所 

大きく湾曲した 
出荷用配管 

出荷管理棟跡 
基礎しか残っていない 

出荷管理棟の屋根は 
ここまで流された 

ほとんどの車は 
ここまで流された 

海水の流れと被害  

・津波は南東方向（外港）より押し寄せ、構内全域において地盤

面＋４ｍ前後冠水。４ｋｍ内陸まで浸水した。 

・小形の鉄骨造の建造物は、基礎のみを残し流失した。 

・海水取水路は隣接事業者の防液堤の影響で津波流れが集中し、

洗掘被害が大きかった。 

・他所からの漂流物が衝突しての被害はなかった。 

洗掘状況  

・構内全域において洗掘がみられた。設備・建屋の基礎周囲で洗

掘が認められた。 

・津波流れが集中する箇所は、洗掘被害が大きい。  

・洗掘により直接基礎は倒壊したものが認められたが、杭基礎設

備は健全であった。 

・地上から地中への配管は、周囲が洗掘されたものの配管は健全

であった。 

・基礎周囲が未舗装(砕石敷き等）だと洗掘されやすい。 

直接基礎  

杭基礎  

埋設配管   

海水の流れ 

主な洗掘箇所 

写真：国土地理院 
震災翌日撮影 

参考資料Ⅱ－８ 

( 67 )



一般ガス事業における供給設備の被害状況 
１．総括 

圧力 
総延長 

（※） 

地震被害 

津波被害 

地震動・地盤変状・斜面崩壊 液状化 

高圧 948km なし なし なし 

中圧 12,549km 

種類 被害規模（箇所） 

漂流物の衝突 

2 箇所 

継手部（フランジ部） 13

なし 

溶接部（非裏波溶接） 2

溶接部（施工不良） 2

ガバナ計装配管 2

沈下吸収管 1

合計 20 箇所

低圧 

本支管 
82,936km 

種類 被害規模（箇所） 

橋梁破損に伴う

添架管接続部の

破損 1箇所 

（その他不明）

継手部（ねじ接合） 428 22 

継手部 

（機械的接合、抜出防止有り）
27 79 

継手部 

（機械的接合、抜出防止無し）
135 2 

塩ビ管 50 － 

継手部以外等 30 － 

合 計 670 103 

低圧供内管 

【供給戸数】 

約 1,400 万戸 

7,037 箇所 95 不明 

 

 

 

 

 

 

※供給区域内において震度 5弱以上を記録した一般ガス事業の導管延長の合計 

(注）津波被害に関しては、復興計画に基づき整備される地区等、把握が困難な範囲は除く 

参考資料Ⅱ－９ 
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２．低圧本支管の被害形態別の被害状況 

 被害箇所数 

被害形態 
  

(被害ｲﾒｰｼﾞ) 
[注] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
継手形状 

地震による被害 
津 波 

地震動 地盤変状 斜面崩壊 液状化 

     

継手部 
(ねじ接合) 

388 33 7 22

橋梁破損に伴う 
添架管接続部の 
破損 1箇所 
(その他不明) 

継手部 
(機械的接合、 
抜出防止有り) 

26 1 なし 79

継手部 
(機械的接合、 
抜出防止無し) 

127 8 なし 2

塩ビ管 47 3 なし なし

継手部以外等 30 なし なし なし

合 計 618 45 7 103 不明

 

 

 

[注] 表中の写真は、地盤変状等の過去例等による代表的な事例である。 
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４．供給設備の被害状況（中圧導管） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

溶接部（非裏波溶接）の損傷 

（参考）裏波溶接と非裏波溶接の違い 

損傷した送水管と添架ガス管 

非裏波溶接裏波溶接

溶接部溶接部

母材部 母材部

漂流物（浚渫船）の衝突による中圧導管の損傷 

衝突後更に上流側の橋梁で停止した浚渫船 
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５．供給設備の被害状況（低圧導管） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継手部（ねじ接合）の損傷（地震動による被害）

継手部（機械式接合（抜出防止有））の損傷（液状化による被害） 
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６．供給設備の被害状況（ポリエチレン管） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PE製水取器の袖管部（100mm）と鋼管の機械的接合部の損傷 
（鋼管と鋼管の間に挟まれた短延長の袖管部において、配管形状上、
PE管の持つ可とう性を発揮できなかったことによるもの） 

PE（150mm）サドル部の損傷（部分的な融着不良を起因としたもの） 
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一般ガス事業における供給設備の健全事例 
 

 

１．中圧導管 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．低圧導管 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震による土砂崩壊に伴い露出した中圧導管

（溶接鋼管） 

津波による路盤洗掘に伴い露出した中圧導管 

（溶接鋼管）（低圧導管（ねじ接合）は抜けた 

ものの、中圧導管（溶接鋼管）は健全性を保持） 

地震により造成盛土が崩壊し、立入禁止となった 

家屋における内管（PE 管）（急傾斜地のため地盤 

変状が大きかったものの、PE 管は健全性を保持）

低圧導管

中圧導管

PE 管埋設位置 

液状化地区における低圧導管（PE 管）

参考資料Ⅱ－１０ 
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簡易ガス事業における被害状況 
 
１．全国の簡易ガス事業の概況 

 
 
２．地震の概要 
[発生日時] 平成23年3月11日14時46分 
[震源地]  三陸沖 
[規模]   マグニチュード9.0 
[震度5弱以上を観測した県] 1都16県 
｛青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、 
 千葉県、東京都、神奈川県、新潟県、山梨県、長野県、静岡県｝  
 
震度５弱以上を観測した簡易ガス団地の地点群数（１,８５８地点群） 

震度階別一覧  県別一覧 
震度階 地点群数  県名 地点群数 県名 地点群数 県名 地点群数 
震度7 3 青森 36 栃木 162 神奈川 73 
震度6強 191 岩手 118 茨城 238 山梨 69 
震度6弱 423 秋田 13 群馬 133 静岡 9 
震度5強 610 宮城 131 埼玉 359 長野 14 
震度5弱 631 山形 73 千葉 197 新潟 3 
合計 1,858 福島 192 東京 38 合計 1,858 

参考資料Ⅱ－１１ 
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３．簡易ガス団地の被害状況 

（１）震度５弱以上の簡易ガス団地の被害状況 

  東北地方太平洋沖地震での簡易ガス団地の被害状況は、震度５弱以上を観測した１，８５８地点群のう

ち７４地点群のガス工作物が損傷等の被害を受け供給を停止した。 

  その他に感震自動ガス遮断装置が作動しガスの供給が一時停止したが、その後の点検で異常が無く

供給を再開した簡易ガス団地は３２３地点群であった。残りの１，４６１地点群は地震の影響は無く供給

を継続した。 

 供給地点群 許可地点数  

供給継続 1,461 377,517 

感震自動ガス遮断装置作動 

（ガス工作物に被害なし） 
323 83,675 

供給停止 

（ガス工作物損傷等） 
74 

32,713 

[19,466]＊ 

合計 

（震度 5 弱以上の全数） 
1,858 493,905 

＊[ ]内の数字は調定数 

 

（２）各県ごとの被害状況 

  ガス工作物に損傷等を受け、供給停止した地点群を県別にまとめると次のとおりで、宮城県・福島県の

２県が多くを占めた。 

県名 地点群 県名 地点群  

 

岩手 8 茨城 9 

宮城 23 埼玉 1 

福島 28 千葉 2 

栃木 3 合計 74 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

簡易ガス団地の被害状況（地点群数）

供給継続

1,461

79%

供給停止

74

4%

感震自動ガ

ス遮断装置

作動

323

17%

1,858 

地点群 

県別供給停止数（地点群数）

宮城

23

31%福島

28

38%

岩手

8

11%

茨城

9

12%

栃木

3

4%

千葉

2

3%

埼玉

1

1%

岩手県 

5事業者 

8地点群 

供給停止 1,015戸 

（震度6弱・5強）

千葉県

2事業者 

2地点群 

供給停止 1,077戸 

（震度5強・5弱）

埼玉県 

1事業者 

1地点群 

供給停止 339 戸

(震度5強)

栃木県 

2事業者 

3地点群 

供給停止 317戸

（震度6弱・5強）

宮城県 

10事業者 

23地点群 

供給停止 8,666戸 

(震度6強・6弱・5強）

福島県 

16事業者 

28地点群 

供給停止 4,133戸 

（震度6強・6弱・5強）

茨城県 

7事業者 

9地点群 

供給停止 3,919戸 

（震度6強・6弱） 
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（３）被害要因 

 被害を受けた要因としては、「地震動によるガス工作物損傷」「液状化によるガス工作物損傷」「津波によ

るガス工作物損傷」「その他」の 4 つがあり、それぞれ件数・割合は次のとおりであった。 

被害要因 地点群 供給停止戸数

地震動 45 15,701

津波 14(7) 1,195(652)

液状化 8 2,939

その他 7 261

合計 74 19,466
（ ）内は壊滅的被害により住民が避難中の 

簡易ガス団地数 

 
 

（４）被害箇所 

ガス工作物の被害を受けた箇所については次のとおりであり、導管の損傷が多数を占めた。 

被害箇所 地点群 

特定製造所 4 

導管 49 

特定製造所及び導管 14（7） 

合計 67 
・（３）被害要因の「その他」の７地点群については 

被害箇所も不明なため対象地点群から外した。 

・（ ）内は壊滅的被害により住民が避難中の 

簡易ガス団地数 

 

 

（５）被害団地の感震自動ガス遮断装置の作動状況 

  調査を行った６０地点群＊のうち５１地点群に設置済み（設置率８５％）であり、４６地点群で作動した。設

置済みであっても不作動の５地点と未設置の９地点群では、導管の損傷に伴いガス漏洩が発生した。 

感震自動ガス遮断装置 地点群数 割合 

作動 46 77％

不作動 5 8％

未設置 9 15％

合計 60 100％

 

＊ガス工作物に被害を受け供給停止した 74 地点群 

のうち、（３）被害要因の「その他」の 7 地点群と津波 

で壊滅的被害により住民が避難中の 7 地点群の 

計 14 地点群については、被害状況の把握が困難 

なため調査対象から外し、残りの 60 地点群につい 

て調査を行った。 

 

 

 

 

 

 

被害要因

地震動

45

61%

津波

14

19%

液状化

8

11%

その他

7

9%

被害箇所

導管

49

73%

特定

製造所

4

6%

特定製造

所、導管

の両方

14

21%

感震自動ガス遮断装置の作動状況

 作動

 46

77%

  未設置

 9

15%

  不作動

5

8%
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ガス工作物に被害を受け供給停止をした簡易ガス団地の被害及び復旧状況 

県

名 
市区町村名 ガス事業者 

供給

地点

群数 

供給

停止

戸数 

復旧

対象

戸数* 

復旧

率 

復旧 

完了日 
備考（被害状況等） 

岩
手 

宮古市 カメイ 1 155 155 100% 3 月 24 日 導管損傷（本支管 1 箇所、供内管 1 箇所） 

上閉伊郡大槌町 
釜石瓦斯 2 180 108 100% 5 月 5 日 特定製造所内設備被害、導管損傷（供内管 1 箇所） 

泉金物産 1 65 65 100% 5 月 3 日 特定製造所内設備被害 

釜石市 釜石瓦斯 1 525 525 100% 4 月 14 日 導管損傷（供内管 7 箇所） 

大船渡市 三重商会 1 12 12 100% 4 月 19 日 特定製造所内設備被害 

宮 

城 

東松島市 
ガス＆ライフ 1 175 137 100% 4 月 21 日 特定製造所内設備被害、導管損傷（本支管 1 箇所） 

カメイ 2 207 207 100% 4 月 8 日 導管損傷（本支管 2 箇所、供内管 1 箇所） 

宮城郡松島町 仙台プロパン 1 115 115 100% 3 月 25 日 導管損傷（本支管 2 箇所、供内管 4 箇所） 

塩釜市 宮城ガス 1 507 507 100% 3 月 22 日 導管損傷（本支管 3 箇所、供内管 3 箇所） 

宮城郡七ヶ浜町 カメイ 1 45 45 100% 3 月 21 日 導管損傷（本支管 1 箇所、供内管 1 箇所） 

黒川郡富谷町 宮城ガス 1 1661 1661 100% 3 月 25 日 導管損傷（本支管 4 箇所、供内管 5 箇所） 

仙台市青葉区 
仙台エルピーガス 1 800 800 100% 3 月 28 日 導管損傷（本支管 1 箇所、供内管 1 箇所） 

宮城ガス 1 1,226 1,226 100% 4 月 2 日 導管損傷（本支管 3 箇所、供内管 7 箇所） 

名取市 名取岩沼農業協同組合 1 65 65 100% 3 月 29 日 特定製造所内設備被害、導管損傷（本支管 1 箇所、供内管 1 箇所） 

岩沼市 

岩沼市農業協同組合 1 553 553 100% 3 月 26 日 導管損傷（本支管 3 箇所、供内管 2 箇所） 

仙南ガス 1 212 212 100% 3 月 27 日 導管損傷（本支管 4 箇所） 

名取岩沼農業協同組合 1 490 490 100% 4 月 7 日 特定製造所全容器転倒、導管損傷（本支管 7 箇所、供内管 7 箇所） 

柴田郡柴田町 仙南ガス 2 1,570 1,570 100% 4 月 6 日 導管損傷（本支管 12 箇所、供内管 6 箇所） 

亘理郡山元町 
カメイ 1 40 40 100% 3 月 24 日 導管損傷（本支管 1 箇所、供内管 1 箇所） 

仙台プロパン 1 160 160 100% 4 月 6 日 導管損傷（本支管 10 箇所、供内管 13 箇所） 

白石市 仙南ガス 1 266 266 100% 3 月 28 日 導管損傷（本支管 10 箇所、供内管 4 箇所） 

福 

島 

福島市 

日通商事 1 276 276 100% 3 月 16 日 導管損傷（供内管 6 箇所） 

倉島商事 1 170 170 100% 3 月 19 日 導管損傷（本支管 3 箇所、供内管 3 箇所） 

若松ガス 1 650 650 100% 3 月 15 日 導管損傷（本支管 4 箇所、供内管 3 箇所） 

相馬市 相馬ガス 1 87 87 100% 3 月 20 日 特定製造所建物損傷、導管損傷（本支管6箇所、供内管6箇所） 

本宮市 アイソン 1 329 329 100% 3 月 23 日 導管損傷（本支管 1 箇所、供内管 1 箇所） 

郡山市 東部液化石油 5 690 690 100% 3 月 16 日 導管損傷（本支管 5 箇所、供内管 5 箇所） 

須賀川市 
共同ガス 1 33 33 100% 3 月 14 日 導管損傷（本支管 3 箇所） 

東部液化石油 1 107 107 100% 3 月 16 日 導管損傷（供内管 3 箇所） 

白河市 
カメイ 2 403 403 100% 3 月 24 日 導管損傷（本支管 11 箇所、供内管 2 箇所） 

東北ガス 2 323 323 100% 3 月 23 日 導管損傷（本支管 6 箇所、供内管 9 箇所） 

いわき市 

いわきガス 2 446 446 100% 4 月 11 日 導管損傷（本支管 1 箇所、供内管 7 箇所） 

カメイ 1 90 90 100% 3 月 24 日 導管損傷（本支管 1 箇所） 

常磐共同ガス 1 228 228 100% 3 月 14 日 導管損傷（供内管 2 箇所） 

常盤電設産業 1 40 40 100% 3 月 13 日 導管損傷（本支管 4 箇所） 

茨 

城 

北茨城市 東京ガスエネルギー 1 943 943 100% 3 月 24 日 導管損傷（本支管 1 箇所、供内管 1 箇所） 

日立市 カメイ 1 76 76 100% 3 月 15 日 導管損傷（本支管 1 箇所、供内管 1 箇所） 

那珂郡東海村 日本瓦斯 1 145 145 100% 3 月 12 日 特定製造所内設備損傷 

ひたちなか市 勝田ガス事業協同組合 1 463 463 100% 3 月 25 日 導管損傷（本支管 20 箇所、供内管 1 箇所） 

鉾田市 東部液化石油 1 130 130 100% 3 月 15 日 導管損傷（本支管 4 箇所、供内管 2 箇所） 

稲敷市 日本瓦斯 1 94 94 100% 3 月 12 日 導管損傷（供内管 5 箇所） 

潮来市 日本瓦斯 1 1,682 1,682 100% 3 月 15 日 導管損傷（本支管 5 箇所、供内管 22 箇所） 

神栖市 
鹿島マルヰガス㈱ 1 314 314 100% 3 月 23 日 特定製造所損傷、導管損傷（本支管 2 箇所、供内管 2 箇所） 

東部液化石油 1 72 72 100% 3 月 15 日 導管損傷（本支管 5 箇所、供内管 2 箇所） 

栃
木 

那須烏山市 
関東アストモスガス 1 150 150 100% 3 月 12 日 導管損傷（供内管 1 箇所） 

日本瓦斯 1 27 27 100% 3 月 14 日 導管損傷（供内管 1 箇所） 

矢板市 日本瓦斯 1 140 140 100% 3 月 12 日 特定製造所損傷、導管損傷（供内管 7 箇所） 

千
葉 

佐倉市 首都圏瓦斯 1 1,006 1,006 100% 3 月 15 日 導管損傷（本支管 2 箇所、供内管 20 箇所） 

匝瑳市 総武ガス 1 71 71 100% 3 月 18 日 導管損傷（供内管 2 箇所） 

埼

玉 
さいたま市 佐藤興産 1 339 339 100% 3 月 15 日 導管損傷（本支管 3 箇所） 

計     60 18,553 18,443 100.0% －   

＊ 「供給停止戸数」から、地震・津波による家屋倒壊等または、避難勧告・避難指示の長期化が確認された戸数を差し引いたもの。 
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壊滅的被害等で住民が避難中の供給地点群一覧 （平成 23 年 7 月 29 日現在） 

県

名 
市区町村名 ガス事業者 

供給

地点

群数 

供給

停止

戸数 

復旧

対象

戸数* 

復旧

率 

復旧 

完了日 
備考（被害状況等） 

岩
手 

釜石市 釜石瓦斯 1 47 不明 0%   特定製造所倒壊 

陸前高田市 東海プロパン 1 31 不明 0%   津波により復旧困難 

宮
城 

東松島市 

ガス＆ライフ 2 166 不明 0%   津波により復旧困難 

仙台プロパン 1 52 不明 0%   津波により団地壊滅的被害 

鳴瀬ガス 1 87 不明 0%   津波により復旧困難 

仙台市若林区 仙台市 ガス局 1 269 不明 0%   津波により団地壊滅的被害、特定製造所倒壊 

福
島 

双葉郡浪江町 叶屋 1 10 不明 0%     

双葉郡大熊町 富久屋商店 1 5 不明 0%     

双葉郡富岡町 

東北実業 1 3 不明 0%     

富岡ガス協業組合 1 15 不明 0%     

富岡ガス協業組合 1 105 不明 0%     

富岡ガス協業組合 1 77 不明 0%     

富岡ガス協業組合 1 46 不明 0%     

計     14 913   0% －   
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簡易ガス事業者の被害状況及び要因分析 
 

特定製造所 
特定製造所に被害を受けた簡易ガス団地は１８地点群あり、そのうち復旧が完了した１１地点群と、壊滅

的被害で住民が避難中であるが被害状況が判明した２地点群の計１３地点群について被害状況をとり

まとめた。 
（１）貯蔵形態ごとの被害数 
  特定製造所の被害については全てがシリンダー容器庫で、バルク貯槽やストレージタンクについては被

害は発生しなかった。被害要因を津波、地震動、液状化に分けると、津波での被害が多い。 

貯蔵形態 被害数 
（地点群数） 

被害要因 
津波 地震動 液状化 

シリンダー容器庫 13 7 5 1 
合計 13 7 5 1 

 
（２）被害要因と被害箇所 
  被害箇所を建物、内部設備で分けると内部設備被害が多い。 

被害要因 建物のみ被害 
内部設備のみ 

被害 
建物及び 

内部設備被害 
津波 1 4 2 
地震動 1 3 1 
液状化 1 0 0 
合計 3 7 3 

 
（３）被害内容について 
 ①建物の被害 
  特定製造所建物に被害を受けた簡易ガス団地は６地点群であり、津波により２地点群の特定製造所が

全壊した。その他に地震動で１地点群が半壊したが、残りは建物の壁・床面のひび割れ等の軽微なも

のであった。 

被害要因 
内容 

全壊 半壊 一部損傷 
津波 2 0 1 
地震動 0 1 1 
液状化 0 0 1 
合計 2 1 3 

 

  

建物に被害を受けた特定製造所の状況 
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 ②内部設備の被害 
  特定製造所内の設備に被害を受けた簡易ガス団地は１０地点群であり、特定製造所が全壊した２地点

群ではシリンダー容器が流出した。また、高圧ホースの損傷が４地点群、集合装置の損傷が５地点群で

発生した。 

被害要因 

被害の内容 

容器流出 容器転倒 
高圧ホース

損傷 

集合装置 

損傷 

調整装置 

作動不良 

津波 2 6 4 3 4 

地震動 0 3 0 2 0 

液状化 0 0 0 0 0 

合計 2 9 4 5 4 

 

  
容器が転倒した 特定製造所内の状況 

 
特定製造所被害状況一覧 

県名 市町村名 事業者名 
特定製造所 

建物被害 
特定製造所内設備被害 

被害 

要因 

岩手 

釜石市 釜石ガス 容器庫全壊 
・全容器転倒   ・一部容器流出 

・高圧ホース損傷  ・集合装置損傷 

・調整装置作動不良 
津波 

大船渡市 三重商会 被害なし 
・一部容器転倒   ・高圧ホース損傷 

・調整装置作動不良 津波 

上閉伊郡 

大槌町 

泉金物産 扉開閉に支障 被害なし 津波 

釜石ガス 被害なし ・全容器転倒  ・調整装置作動不良 津波 

釜石ガス 被害なし ・全容器転倒 津波 

宮城 

名取市 名取岩沼農協 被害なし ・一部容器転倒 地震動 

東松島市 ガス＆ライフ 被害なし 
・一部容器転倒  ・高圧ホース損傷 

・集合装置損傷  ・調整装置作動不良 津波 

仙台市 仙台市ガス局 容器庫全壊 
・全容器転倒  ・一部容器流出 

・高圧ホース損傷  ・集合装置損傷 津波 

岩沼市 名取岩沼農協 被害なし ・全容器転倒 地震動 

福島 相馬市 相馬ガス 屋根にひび割れ 被害なし 地震動 

茨城 
那珂郡東海村 日本瓦斯 被害なし ・集合装置損傷 地震動 

神栖市 鹿島マルヰガス 壁、床面にひび割れ 被害なし 液状化 

栃木 矢板市 日本瓦斯 容器庫半壊 ・全容器転倒  ・集合装置損傷 地震動 
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供給設備 
導管に被害を受けた簡易ガス団地は、本支管４４地点群（１５４件）、供給管・内管４５地点群（１７９件）で

あった。導管の被害のほとんどは地震動や液状化による鋼管のネジ部分の損傷であった。 
また、ポリエチレン管は、２地点群で被害が発生した。このうち福島県の１地点群では本支管３件、供給

管・内管３件の被害があり、宮城県の１地点群では供給管・内管で１件の被害があった。このポリエチレ

ン管に被害のあった２地点群については、地震動で盛土部の道路や宅地が崩壊したことにより、埋設さ

れていたポリエチレン管が損壊した。 
導管の被害状況 

導管 

区分 

導管に被害を受けた 

地点群 

被害状況 

管種 被害箇所 原因 被害件数 

本 

支 

管 

 

 

 

44 地点群 

保有延長 351.8km 

 
鋼管 182.7km 

ポリエチレン管 164.6km 

鋼管 

ネジ接合部 

地震動（揺れ）そのもの 94 

地震動による地盤変状 25 

地震動による斜面崩壊 2 

地震動による液状化 7 

機械的接合部 

（抜出防止有） 

地震動による地盤変状 3 

地震動による液状化 10 

その他 

地震動（揺れ）そのもの 7 

地震動による液状化 1 

津波 2 

ポリエチレン管 導管 地震動による斜面崩壊 3 

計 154 

供 

給 

管 

・ 

内 

管 

 

 

 

45 地点群 

保有本数 24,473 本 

 
鋼管 16,216 本 

ポリエチレン管 8,257 本 

鋼管 

ネジ接合部 

地震動（揺れ）そのもの 82 

地震動による地盤変状 37 

地震動による斜面崩壊 5 

地震動による液状化 32 

機械的接合部 

（抜出防止有） 
地震動による地盤変状 7 

その他 
地震動（揺れ）そのもの 10 

地震動による液状化 2 

ポリエチレン管 導管 地震動による斜面崩壊 4 

計 179 

  
 

ポリエチレン管 

埋設箇所 

ポリエチレン管 

損傷箇所（50A） 
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ポリエチレン管に被害を受けた簡易ガス団地の導管図（許可地点数 248 地点） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

特定製造所 

盛土崩壊箇所 

ポリエチレン管に被害を受けた簡易ガス団地内及び管の状況 
 

ポリエチレン管

損傷箇所（50A）
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その他 

 
管理事務所の被災状況 
 被災した４２の簡易ガス事業者のうち、管理事務所等の被害は１０事業者１１の建物であった。 

特に、津波の影響で全壊が３件、半壊が３件であり、その他５件は、地震動により建物の一部損傷等の

被害であった。 
事務所の被災状況 

簡易ガス事業者名 地震による被害状況 津波による被害状況 

釜石ガス 
 本社事務所１F が津波浸水により損壊 

１F 書庫内の浸水により一部書類が水没 

カメイ  管理事務所の２箇所で浸水し、半壊 

三重商会  本社が津波により流出 

泉金物産  営業所が津波により流出 

仙台プロパン  本社が津波により全壊 

宮城ガス 事務所の一部が損傷  

岩沼市農業協同組合 事務所の一部が損傷  

いわきガス 事務所の一部が損傷  

若松ガス 事務所の一部が損傷  

勝田ガス事業協同組合 事務所の一部が損傷  

 

  
津波の被害を受けたガス事業者の事務所の状況 
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石油資源開発(株)仙台パイプライン事業所の被害状況について 

 

１．敷地位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．構内概略図 
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３．被害状況のまとめ（主な内容） 

(1) 地震による直接被害 

  ・無線通信機器破損 

(2) 津波による被害 

  ・高圧受電設備冠水 

  ・非常用発電機冠水 

  ・エアーコンプレッサー冠水 

  ・各監視制御装置（SCADA・DCS）冠水、流失 

  ・パイプライン漏洩監視システム冠水、流失 

  ・ガス分析装置（ガスクロ）冠水 

  ・ガス受入フィルター基礎洗掘による傾き 

(3) その他の被害 

  ・電話回線（有線）の不通 

  ・商用電力の停電 

 

４．被害状況の写真 

(1) 全体 
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 (2) ラインヒーター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 監視室東側 
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 (4) 被災前監視室内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (5) 被災後監視室内 
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 (6) ガスフィルター（基礎の洗掘） 
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Ⅲ．都市ガス供給におけるこれまでの地震対策の取組み 
 





 
 
 
 

新潟県中越沖地震を踏まえた地震対策への取組状況について 
 

平成２３年３月 

ガ ス 安 全 課  

 

 

新潟県中越沖地震の都市ガス事業にかかる検討会報告書等を踏まえ、これまで関係者

が実施してきた主な地震対策は以下のとおり。 

 

1.緊急対策 

（１）供給停止権限を有する者の常駐または確実な連絡手段の整備。 

この対応が不可能な場合、現場職員により即時に供給停止を実施できる体制を構 

築。（完了（簡易ガス事業については継続）） 

（２）災害時の対応に関するマニュアルを再確認、現場職員に対する科学的知見に基づく 

地震に関する保安教育の実施。（完了） 

（３）供給停止時のガス事業者間における連絡体制等の強化。（完了） 

（４）簡易ガス事業の特定製造所における感震自動ガス遮断装置の更なる普及促進の強 

化（継続） 

（５）一般ガス事業者、簡易ガス事業者、ガス導管事業者及び国の間でガス防災支援シス 

テム（G-React）の運用開始。（完了） 

（６）外部委託先職員も含めた地震対応にかかる保安教育を実施。（完了） 

 

２．復旧対策 

（１）地域特性に関する情報（導管の埋設深度、地下水位の高さ、道路舗装の厚さ等） 

の整理・共有。（完了（簡易ガス事業については導管図の確実な更新徹底を継続）） 

（２）地震復旧時に移動式ガス発生設備を適切なタイミングで設置できるように、重要施 

設のリスト化を行い、当該施設におけるガスの使用規模、用途等の情報の整理。（完 

了） 

（３）事業者間での移動式ガス発生設備共同所有の意向、相互支援体制構築上の課題を抽 

出し、「大規模災害時における移動式ガス発生設備広域融通要領」を整備。（完了） 

（４）「公益性を有する施設へのガス供給を目的とした自治体等ガス事業者以外の者に 

よる移動式ガス発生設備の運用に関するガイドライン」を策定。（完了） 

（５）移動式ガス発生設備に係る規制緩和の実施。（完了） 

・移動式ガス発生設備の貸与先における熱量、燃焼速度の測定を免除。 

・移動式ガス発生設備の貸与に係るガス工作物変更届の一括届出を承認。 

・移動式ガス発生設備間の離隔距離を 5m から 1m に規制緩和。 

・災害その他の非常時に、圧縮天然ガススタンドにおける移動式ガス発生設備 

への充填規制を緩和。 

 （６）平成 21 年度補正予算にて移動式ガス発生設備導入促進補助事業を創設。 

34 の事業者が初めて移動式ガス発生設備を導入。これにより、全国の移動式ガス発 

生設備の配備数は 537 基に増加(平成 19 年 122 基)。（完了） 

平成 23 年 3 月 3 日ガス安全小委員会(平成 22 年度第 4 回)配付資料 

参考資料Ⅲ－１ 
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（７）採水ノウハウ集を整理し全事業者に周知。（完了） 

（８）復旧目途等がある程度定まった段階で、被災地域内の地区ごとの復旧状況及び復旧 

目途を、当該地区住民に対し自治体の現地ネットワーク等を最大限活かしつつ、適

時周知を行う。（継続） 

 

 

３．設備対策 

（１）柏崎地区の被害箇所と同様の地形・地盤条件箇所同定のための調査を実施。（完了） 

（２）上記地区と同様の条件下で供給上重要な既設の中圧ガス導管にて、導管移設時等に

溶接部の品質調査を実施。（継続） 

（３）地震対策技術調査事業の実施。（継続） 

埋設導管の長柱座屈発生メカニズムの調査結果を基に座屈防止対策ガイドライン 

案を策定。技術的知見を設計指針等へ反映させるべく検討中。 

（４）耐震性の低い管からポリエチレン管への取替を継続的に推進。（継続） 

（５）次世代保安向上技術調査事業の実施（継続） 

次世代（2030年）のガス導管のさらなる保安レベルの向上を図るため、ガス関連分 

野のみならず航空分野、医療分野などの他分野から適用可能性のある先端技術を抽 

出、サンプル評価試験を実施し、ガス導管への適用可能性の課題等が明確となった。 

今後は、本成果を関係者間で共有化し当該技術の進展を睨みつつ、実用化に向けた 

開発着手のタイミングを継続監視。 

 

４．その他 

    特別措置法に規定する大規模地震対策地域 

①「地震防災対策強化地域」 

一般ガス事業者及び簡易ガス事業者は、警戒宣言が発せられた場合の地震災害 

の発生防止又は軽減を図るための措置等を保安規程に規定。 

 

②「東南海・南海地震防災対策推進地域」 

「日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震防災対策推進地域」 

一般ガス事業者及び簡易ガス事業者は、津波からの避難の確保、防災訓練並び 

に地震防災上必要な教育及び広報を保安規程に規定。 
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保

安
の

考
え

方
に

基
づ

い
た

事
業

者
の

特
性

に
応

じ
た

適
切

な
対

策

●
一

般
ガ

ス
事

業
者

の
導

管
図

情
報

は
ガ

ス
防

災
支

援
シ

ス
テ

ム
（
G

-
R

e
ac

t）
に

て
運

用
開

始
。

●
関

係
機

関
ま

た
は

事
業

者
が

保
有

す
る

地
震

情
報

の
ガ

ス
事

業
者

間
で

の
共

有
体

制
の

構
築

を
継

続
検

討
。

国

（
３

）
緊

急
時

に
お

け
る

意
識

と
行

動
の

現
場

職
員

へ
の

浸
透

●
全

現
場

職
員

へ
の

保
安

教
育

の
実

施
。

●
「
簡

易
ガ

ス
事

業
地

震
防

災
対

策
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
及

び
「
保

安
教

育
の

手
引

き
」
等

を
用

い
て

、
事

業
者

職
員

の
み

な
ら

ず
外

部
委

託
先

も
含

め
保

安
教

育
を

実
施

。

一
般

ガ
ス

事
業

者
簡

易
ガ

ス
事

業
者

⑦
外

部
委

託
職

員
も
含
め
た
供
給
停
止
措
置
等
の
地
震
対
応

の
あ

り
方

の
訓

練
・
徹
底

⑥
供

給
区

域
周

辺
に
お
け
る
Ｓ
Ｉ
値
等
の
把
握
が
可
能
と
な

る
防

災
デ

ー
タ

ベ
ー
ス
の
構
築

項
目

③
ガ

ス
導

管
事

業
者

等
（
ガ
ス
供
給
者
）
と
一
般
ガ
ス
事
業

者
の

地
震

時
に

お
け

る
連
絡
体
制
の
実
効
性
向
上

①
供

給
停

止
権

限
を

有
す

る
者

と
の

連
絡

手
段

の
多

重
化

の
確

保 ②
①

が
不

可
能

な
場

合
、

現
場

職
員

に
よ

る
即

時
供

給
停

止
の

実
施

緊   急   対   策

一
般

ガ
ス

事
業

者

簡
易

ガ
ス

事
業

者

●
供

給
停

止
権

限
を

有
す

る
者

の
常

駐
ま

た
は

確
実

な
連

絡
手

段
の

整
備

。
●

こ
の

対
応

が
不

可
能

な
場

合
、

現
場

職
員

に
よ

り
即

時
に

供
給

停
止

を
実

施
で

き
る

体
制

を
構

築
。

●
中

堅
・
大

手
事

業
者

を
中

心
に

通
信

多
重

化
を

実
施

。
普

及
促

進
を

継
続

・
強

化
。

●
一

般
的

な
特

定
製

造
所

（
無

人
）
に

お
い

て
は

、
感

震
自

動
ガ

ス
遮

断
装

置
に

よ
り

供
給

停
止

さ
れ

る
。

有
人

の
特

定
製

造
所

で
は

「
現

場
職

員
に

よ
る

即
時

停
止

」
の

意
識

が
醸

成
さ

れ
て

い
る

。
引

き
続

き
現

場
職

員
の

教
育

を
継

続
。

⑤
Ｉ

Ｔ
等

を
用

い
た
被
害
に
関
す
る
情
報
共
有
体
制
の
構
築

④
感

震
自

動
ガ

ス
遮
断
装
置
の
更
な
る
普
及
促
進

(
特

定
製

造
所

内
)

(参考1)  

（
５

年
後

に
は

ほ
ぼ

１
０

０
％

を
目

指
す

） 

防
災

Ｄ
Ｂ

の
本

格
運

用
準

備
 

各
機

関
収

集
地

震
デ

ー
タ

共
有

体
制

等
検

討
 

関
連

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

整
備

 
教

育
の

実
施

 

２
０

年
度

よ
り

運
用
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平
成

２
０

年
度

平
成

２
１

年
度

平
成

２
２

年
度

平
成

２
３

年
度

実
施

内
容

実
施

主
体

項
目

（
１

）
地

震
災

害
の

復
旧

時
に

備
え

た
日

頃
の

対
策

●
各

事
業

者
で

地
域

特
性

に
関

す
る

情
報

（
地

下
水

位
、

道
路

舗
装

厚
さ

等
）
を

整
理

し
、

共
有

す
る

シ
ス

テ
ム

を
構

築
。

全
事

業
者

に
説

明
周

知
を

実
施

。

●
導

管
図

情
報

の
確

実
な

更
新

の
実

施
を

継
続

。

一
般

ガ
ス

事
業

者

簡
易

ガ
ス

事
業

者

②
移

動
式

ガ
ス

発
生
設
備
等
を
活
用
し
た
復
旧
完
了
ま
で
の
需
要
家
支
援

病
院

等
の

重
要

施
設

及
び

当
該

施
設

に
お

け
る

ガ
ス

の
使

用
規

模
・

用
途
の
リ
ス
ト
化

●
重

要
施

設
の

リ
ス

ト
化

、
当

該
施

設
の

ガ
ス

の
仕

様
規

模
・
用

途
等

の
情

報
整

理
。

一
般

ガ
ス

事
業

者

複
数

の
ガ

ス
事

業
者

間
で

の
共

同
所

有
等

、
相

互
支

援
体

制
構

築
に

向
け
た
課
題
抽
出

●
共

同
所

有
の

意
向

等
に

つ
い

て
の

調
査

を
実

施
。

「
大

規
模

災
害

時
に

お
け

る
移

動
式

ガ
ス

発
生

設
備

広
域

融
通

要
領

」
を

整
備

。
一

般
ガ

ス
事

業
者

自
治

体
等

が
移

動
式

ガ
ス

発
生

設
備

を
所

有
す

る
際

の
管

理
方

法
や

復
旧

時
の

運
用

方
法

に
係

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
策

定
等

●
自

治
体

等
ガ

ス
事

業
者

以
外

の
者

に
よ

る
移

動
式

ガ
ス

発
生

設
備

の
運

用
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

策
定

・
周

知
。

国

原
料

充
て

ん
時

、
設

置
時

等
に

係
る

規
制

に
つ

い
て

、
安

全
性

を
確

保
し
た
形
で
の
弾
力
的
運
用
の
検
討

●
移

動
式

ガ
ス

発
生

設
備

の
貸

与
先

に
お

け
る

熱
量

、
燃

焼
速

度
の

測
定

を
免

除
。

●
移

動
式

ガ
ス

発
生

設
備

の
貸

与
に

係
る

ガ
ス

工
作

物
変

更
届

の
一

括
届

出
を

承
認

。
●

移
動

式
ガ

ス
発

生
設

備
間

の
離

隔
距

離
を

5
m

か
ら

1
m

に
緩

和
。

●
災

害
そ

の
他

の
非

常
時

に
、

圧
縮

天
然

ガ
ス

ス
タ

ン
ド

に
お

け
る

移
動

式
ガ

ス
発

生
設

備
へ

の
充

填
規

制
を

緩
和

。

国

移
動

式
ガ

ス
発
生
設
備
導
入
の
促
進

●
移

動
式

ガ
ス

発
生

設
備

導
入

促
進

補
助

事
業

創
設

（
H

2
1
年

度
補

正
予

算
）

●
3
4
の

事
業

者
が

初
め

て
移

動
式

ガ
ス

発
生

設
備

を
導

入
し

、
全

国
で

5
3
7
基

配
備

。

国 一
般

ガ
ス

事
業

者

カ セ ッ ト コ

ン ロ ・ ボ ン

ベ
調

達
、

配
布

方
法

、
配

布
経

路
等

の
検

討
及

び
そ

れ
ら

の
明

確
化

●
地

域
防

災
計

画
改

定
時

等
の

機
会

を
と

ら
え

て
適

宜
反

映
。

地
方

自
治

体

（
２

）
早

期
復

旧
の

た
め

の
復

旧
時

に
お

け
る

対
策

●
中

越
沖

地
震

の
応

援
隊

員
か

ら
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
行

い
、

採
水

ノ
ウ

ハ
ウ

集
と

し
て

整
理

し
、

全
事

業
者

に
説

明
周

知
を

実
施

。
一

般
ガ

ス
事

業
者

●
仮

設
配

管
や

導
管

の
地

中
残

置
に

つ
い

て
検

討

国

●
防

災
訓

練
等

の
機

会
を

と
ら

ま
え

つ
つ

、
連

絡
・
連

携
を

促
進

国

①
供

給
地

域
に

お
け

る
地

域
特

性
に

関
す

る
情

報
の

確
認

及
び

自
治

体
・
事

業
者

間
の

共
有

⑤
復

旧
応

援
隊

に
提

供
す

る
道

路
状

況
等

の
情

報
を

関
係

行
政

庁
等

と
共

有
す

る
体

制
の

整
備

復   旧   対   策

移 動 式 ガ ス 発 生 設 備

③
導

管
へ

の
浸

水
箇

所
の

早
期

特
定

や
水

の
除

去
手

法
・
設

備
の

普
及

促
進

④
復

旧
時

に
お

け
る

導
管

の
敷

設
の

あ
り

方

情
報

整
理

 
共

有
化

 

周
知

 
リ

ス
ト

化
 

課
題

に
応

じ
追

加
的

に
検

討
 

情
報

整
理

 
共

有
化

 

調
査

 

調
査

 
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
等

策
定

・
周

知
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平
成

２
０

年
度

平
成

２
１

年
度

平
成

２
２

年
度

平
成

２
３

年
度

実
施

内
容

実
施

主
体

項
目

●
関

係
機

関
と

の
通

常
時

に
お

け
る

情
報

交
換

、
発

災
後

の
連

携
確

保
を

図
る

。

国

（
３

）
被

災
地

域
住

民
に

対
す

る
広

報
の

実
施

⑦
復

旧
状

況
・
復

旧
見

込
み

に
関

す
る

広
報

の
あ

り
方

●
広

報
対

応
事

例
の

蓄
積

、
発

災
後

の
地

域
状

況
や

既
存

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
応

じ
た

広
報

活
動

を
実

施
。

●
地

震
防

災
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
よ

る
保

安
教

育
の

実
施

に
よ

り
、

広
報

の
あ

り
方

に
つ

い
て

周
知

。
ま

た
、

一
般

周
知

用
パ

ン
フ

を
作

成
し

、
需

要
家

へ
の

周
知

に
活

用
。

一
般

ガ
ス

事
業

者

簡
易

ガ
ス

事
業

者

●
被

害
箇

所
と

同
様

の
地

形
・
地

盤
条

件
の

箇
所

の
同

定
の

た
め

の
調

査
を

実
施

。
一

般
ガ

ス
事

業
者

●
上

記
地

区
と

同
様

な
条

件
下

で
供

給
上

重
要

な
既

設
中

圧
導

管
の

選
定

を
実

施
。

●
導

管
移

設
時

に
溶

接
部

の
品

質
調

査
を

実
施

中
。

一
般

ガ
ス

事
業

者

●
長

柱
座

屈
メ

カ
ニ

ズ
ム

解
明

（
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
、

実
証

試
験

、
分

析
等

）
の

調
査

を
実

施
し

、
防

止
対

策
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
案

を
策

定
。

●
設

計
指

針
等

へ
の

反
映

方
法

の
検

討
。

国 ※
参

考
2
を

参
照

●
技

術
的

知
見

を
設

計
指

針
等

に
反

映
。

国 一
般

ガ
ス

事
業

者

●
低

圧
ガ

ス
導

管
の

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
へ

の
入

替
え

を
継

続
的

に
推

進
。

一
般

ガ
ス

事
業

者
簡

易
ガ

ス
事

業
者

復 旧 対 策

（
３

）
「
小

口
径

と
長

い
直

線
状

配
管

」
の

長
柱

座
屈

メ
カ

ニ
ズ

ム
の

解
明

と
対

応
策

の
調

査
研

究

  
  

設
計

指
針

等
へ

の
反

映

（
４

）
上

記
を

踏
ま

え
た

供
給

上
重

要
な

高
・
中

圧
ガ

ス
導

管
の

対
策

の
  

  
構

築
と

実
施

設   備   対   策

（
５

）
低

圧
ガ

ス
導

管
に

お
け

る
耐

震
性

向
上

の
一

層
の

推
進

（
１

）
被

害
箇

所
と

同
様

の
地

形
・
地

盤
条

件
の

箇
所

の
同

定
の

た
め

　
　

 の
調

査

⑥
通

常
の

導
管

工
事

と
は

異
な

る
工

事
環

境
整

備
の

検
討

（
２

）
業

務
機

会
を

と
ら

え
た

溶
接

部
品

質
に

関
す

る
調

査

類
似

地
域

同
定
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地震対策技術調査事業（長柱座屈※１

 

防止に係る調査）の結果について 

平成２３年３月  

ガ ス 安 全 課  

１．調査目的  
「新潟県中越沖地震における都市ガス事業・施設に関する検討会報告書」（平成 20 年 5
月）において、設備対策として「小口径で長い直線状配管」の長柱座屈メカニズムの解
明と対応策の調査研究を行うことが提言された。これを受け、国は平成 20 年度から 3
ヶ年計画で「地震対策技術調査事業」として、長柱座屈の発生メカニズムの解明及び大
地震の際にも長柱座屈が容易に生じない設計手法等の検討を行った。 

（調査項目） 
(1)小口径管の長柱座屈シミュレーション 
(2)実管による長柱座屈実験 
(3)シミュレーションモデルの妥当性の検証 
(4)長柱座屈防止策の検討 
(5)長柱座屈防止のための設計手法等の検討 

(6)ガイドライン案の検討 
 

２．調査結果  
(1)平成 20 年度 

地震動の影響を受ける直線状の導管の長柱座屈解析において、「部分解析モデ
ル」を採用し、ケーススタディとして実際に長柱座屈被害を受けた高圧導管の事
例を解析した結果、よい精度で被害状況が再現されていることが確認された。ま
た、長柱座屈には、導管の口径、材料特性、直線区間長、管軸直角方向の地盤ば
ね特性、地盤固有周期が影響していることが確認された。 

  
(2)平成 21 年度 

平成 20 年度に考案された数値解析手法を検証するため、導管の口径、材料特
性、管軸直角方向の地盤ばね特性の条件を変えて、実際の管による圧縮曲げ実験、
土槽実験及びフィールド実験を実施した結果、本数値解析手法が長柱座屈の解析
に適用できること、また、口径が大きいほど、地盤が固いほど、また降伏棚の短
い材料ほど長柱座屈が生じにくいことが確認された。 

 
(3)平成 22 年度 

平成21年度に検証された数値解析手法を用いて､各種条件において長柱座屈に
より漏えいを容易に発生させない直線区間の長さの上限値の検討を行うととも
に、これまでに得られた調査結果を基に、長柱座屈被害防止のための具体的な設
計手法に関するガイドライン案を作成した。（H23.2）  

 
３．今後の予定   

本事業の成果である長柱座屈被害防止のための技術的知見を、業界における自主
的な基準として設計指針等へ反映させ、供給上重要な路線において同様の事象が発
生することのないよう普及するものとする。 
 

※１  長柱座屈 
長い柱状の構造物（小口径の鋼管等）の管軸方向に大きな力を加えると、特定の力を境に急激に不可逆的に大き
なたわみを生ずる現象。 
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一般ガス事業における地震対策の取組み 

1964年 ●新潟地震発生（1964年 6月） 

「新潟地震と都市ガス」発行(1965年 6月)   

（ガス工作物に対する地震荷重の考え方、災害復旧方法に 

  ついて示された） 

 

●十勝沖地震発生(1968年 5月) 

 「地震・洪水等非常事態における救援措置要綱」発行(1968年 6月) 

  

●サンフェルナンド地震発生(1971年 2月) 

 ＭＩＴＩガス事業大都市対策調査会 

 ・耐震設計、防災体制（緊急措置、 広報）、 

  復旧対策について示された。 

 

●宮城県沖地震発生(1978年 6月) 

大規模地震対策特別措置法 

地震防災対策強化地域の指定（告示）  

ガス用ポリエチレン管 JISに規定（1979年 3月）  

宮城県沖地震と都市ガス」発行(1979年 4月)        

 ＭＩＴＩガス事業大都市対策調査会 

地震対策 WG 発足 

「地震防災対策ガイドライン」発行(1981年 12月)  

「ガス導管耐震設計指針」(1982年 3月) 

ガス用ポリエチレン管技術基準に規定(1982年 11月)         

●日本海中部地震発生(1983年 5月) 

「日本海中部地震と都市ガス」発行(1984年 2月) 

 

「製造設備等耐震設計指針」発行(1985年 3月) 

 

 

●千葉県東方沖地震発生(1987年 12月) 
 

「千葉県東方沖地震と都市ガス」発行 

(1988年 6月)  

 

「地震防災対策の手引」発行(1990年 1月) 

「地震時ガス導管復旧作業の手引」発行 

(1990年 1月) 

 

 

●釧路沖地震・北海道南西沖地震発生 
(1993年 1月、7月) 
ＭＩＴＩガス地震対策調査会 

・設備対策、緊急対策、復旧対策が示された。 
 

「地震時広報活動の手引き」発行(1994年 2月) 

「地震時ガス導管緊急措置の手引」発行(1995年 1月) 

1965年 

↓ 

1968年 

↓ 

1971年 

1972年 

↓ 

1978年 

1979年 

1980年 

1981年 

1982年 

1983年 

1984年 

1985年 

1986年 

1987年 

1988年 

1989年 

1990年 

↓ 

1993年 

1994年 

1995年 
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1995年 ●兵庫県南部地震発生(1995年 1月) 

ＭＩＴＩガス地震対策検討会 

「大規模災害時における開閉栓標準業務要領」発行(1996年 3月) 

「大規模災害時における避難所等復旧支援設備」発行(1996年 3月) 

「設備対策計画作成の手引」発行（1996年 9月） 

「阪神淡路大震災と都市ガス」発行(1997年 1月) 

「緊急措置の手引」「復旧作業の手引」改訂（1997年 3月） 

ＭＩＴＩ設備対策計画等の通達発行(1997年 3月) 

「地震防災対策ガイドライン」改訂（1998年 3月） 

  

  

「地震時広報活動のガイドブック」改訂(2000年 2月)  

「高圧ガス導管耐震設計指針」改訂（2000年 3月）   

地震対策実施状況５年目フォロー実施 

「製造設備等耐震設計指針」改訂（2001年 8月） 

「高圧ガス導管液状化耐震設計指針」発行 

                （2001年 12月） 

     

「東南海・南海地震に係る地震防災対策の推進に 

  関する特別措置法」施行 

     

「東海地震」対策検討報告（2003年 11月）    

 

「中低圧ガス導管耐震設計指針」改訂（2004年 3月）  

●新潟県中越地震発生(2004年 10月) 

地震対策実施状況１０年目フォロー実施 

ＭＥＴＩ新潟県中越地震ガス地震対策調査検討会  

     

「日本海溝・千島海溝周辺海溝型に係る 

地震防災対策の推進に関する特別措置法」施行  

 

「新潟県中越地震・ガス地震対策計画作成の手引」発行 

(2006年 1月) 

「地震時広報活動のガイドブック」改訂  (2006年 3月) 

「地震時ガス導管緊急措置の手引」改訂  (2006年 3月) 

「地震時ガス導管復旧作業の手引」改訂  (2006年 3月) 

    

「地震防災対策ガイドライン」改訂(2007年 3月)  

中越沖地震対策実施状況中間フォロー実施  

●新潟県中越沖地震発生(2007年 7月) 

ＭＥＴＩ新潟県中越沖地震における都市ガス事業・施設に 

関する検討会 

 

「大規模災害時における移動式ガス発生設備広域融通業務要領」 

発行(2008年 6月)  

防災支援基盤整備事業（国プロ） 

1996年 

1997年 

1998年 

1999年 

2000年 

2001年 

2002年 

2003年 

2004年 

2005年 

2006年 

2007年 

2008年 
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2009年 

 「首都直下地震」検討事例報告（ 2009年 3月）   

「地震時ガス導管緊急措置の手引」改訂(2009年 3月)   

「地震時ガス導管復旧作業の手引」改訂(2009年 3月)  

「地震時ガス導管復旧作業ノウハウ集(採水編)」発行(2009年 3月)  

「地震時における内管修繕作業の手引」発行(2009年 3月) 

「地震時における開閉栓作業の手引」発行(2009年 3月) 

「東海・東南海・南海地震」対策検討事例報告（2009年 9月）  

「地震防災対策ガイドライン」改訂（2009年 10月） 

中越沖地震対策実施状況フォロー実施  

     

地震対策技術調査事業（国プロ） 

 

●東北地方太平洋沖地震発生(2011年 3月) 

ＭＥＴＩ災害対策ワーキンググループ 

 

「長柱座屈防止のための耐震設計ガイドライン」発行 

（2011年 8月） 

「地震時ガス導管復旧作業ノウハウ集」発行 （2011年 8月） 

2010年 

2011年 
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一般ガス事業における宮城県沖地震以降の緊急対策・復旧対策の変遷 

 緊急対策 復旧対策 

宮城県沖 

地震 

（1978年） 

  

釧路沖地震・ 

北海道南西 

沖地震 

（1993年） 

  

兵庫県南部 

地震 

（1995年） 

  

新潟県中越 

地震 

（2004年） 

  

新潟県中越

沖地震 

（2007年） 

  

 

導管網のブロック化 

緊急措置ブロックの形成 

地震計･ﾏｲｺﾝﾒｰﾀｰの設置推進 

非常時の通信手段の確保 

復旧ブロックの形成 

導管図の整備 

ﾏｲｺﾝﾒｰﾀｰの設置義務化 

即時停止ブロックの形成 

復旧ブロックの形成 

移動式ガス発生設備による臨時供給 

単位・統合ブロックの形成 

地震計の信頼性向上 

通信手段の改善 

供給停止権限者との 

連絡手段の多重化 

マッピングシステムの構築 

ガス防災支援システムの構築 

移動式ガス発生設備を活用した 

需要家支援 

移動式の広域融通体制の整備 
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一般ガス事業における災害対策指針類の体系 

 

 

 

 

・中低圧ガス導管耐震設計指針（H16.3） 

・高圧ガス導管耐震設計指針（H16.3） 

・高圧ガス導管液状化耐震設計指針（H13.12） 

・長柱座屈防止のための耐震設計ガイドライン（H23.8） 

地震防災対策ガイドライン（H21.10） 

【設備対策】 

【広報活動】 

【復旧対策】 

・地震時ガス導管緊急措置の手引（H21.3） 

・非常時における通信システムについて（H23.3） 

【緊急対策】 

《救援隊支援》 

地震時総務部門対応マニュアル（H20.11） 

《お客様支援》 

大規模災害時における避難所等復旧支援設備（H8.3） 

大規模災害時における移動式ガス発生設備広域融通業務要領(H20.6) 

移動式ガス発生設備検査要領(H14.6) 

《開閉栓》 地震時における開閉栓作業の手引（H21.3） 

《内管修繕》 地震時における内管修繕作業の手引（H21.3） 

地震時ガス導管復旧作業の手引（H21.3） 《復旧全般・本支管修繕》 

・製造設備等耐震設計指針（H24.3） 

・ＬＮＧ小規模基地設備指針（H23.10）

・ＬＮＧ地下式貯槽指針（H24.3） 

・ＬＮＧ地上式貯槽指針（H24.3） 

・ＬＰＧ貯槽指針（H17.10） 

・ＬＮＧ受入基地設備指針（H18.9） 

・球形ガスホルダー指針（H16.3） 

・製造所保安設備設置指針（H14.3） 

・超高層建物用ガス配管設計指針（H16.9） 

・内管耐震設計マニュアル(一般建物用)（H11.10） 

≪供給分野≫ 

≪製造分野≫ 

≪内管分野≫ 

陸上用移動無線局の復旧応援波に係る運用要領（H20.8） 

地震時広報活動のガイドブック（H18.3） 

地震時ガス導管復旧作業ノウハウ集（採水編）（H21.3）

地震時ガス導管復旧作業ノウハウ集（H23.8） 
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一般ガス事業におけるポリエチレン管の導入状況 
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東日本大震災におけるガス専焼発電用ガス設備供給系統への影響  
 

震度 5 弱以上を観測した一般ガス事業者において、ガス専焼発電用ガス設備供給系統（ガス

専焼ライン※）の総延長は下表のとおりであるが、これらに被害は発生していない。 

 

管種別 圧力区分 

震度 5弱以上を観測した事業者の導管総延長（km 又は本） 

 

うち、ガス専焼ラインとして評価されたもの 

 
液状化した地区に敷設された 

ガス専焼ライン 

本支管 

高 圧 948km 302km ― 

中圧Ａ 6,258km 743km 2km 

中圧Ｂ 6,292km 198km ― 

供内管 

（需要家） 

中圧Ａ ― 7 本 ― 

中圧Ｂ ― 35 本 ― 

（平成 22年末時点） 

※ガス専焼ライン 

・ 消防関係法令により、消防用設備等のうち電源を必要とする設備には、非常電源の設置が

義務付けられている。（消防法施行令） 

・ 消防用設備等に係る常用電源及び非常電源として使用する気体燃料を用いる発電設備（常

用防災兼用ガス専焼発電設備）を設置する場合については、その供給系統が「ガス事業者

により供給されるガスを燃料とする原動機の場合において、以下に定める方法により、燃

料が安定して供給されるもの」でなければならないとされている。（自家発電設備の基準

（平成 13年 3月 30日消防庁告示第 26号改正）） 

 地表面水平加速度 400 ガルの地震動が加えられた後であっても、燃料が安定して供給

されるものであること 

 導管が建築物の外壁を貫通する場合にあっては、次に定める緊急ガス遮断装置が設置

されていること 

 当該導管の最高使用圧力を加えたときに漏れが生じない遮断性能を有するもの

であること 

 ガスの供給を停止せずに点検することができる措置が講じられていること 

・ 常用防災兼用ガス専焼発電設備を設置する場合、日本内燃力発電設備協会（以下、内発協）

が事務局を務める「ガス専焼発電設備用ガス供給系統評価委員会」（以下、委員会）にお

いて、当該設備に供給される本支管・供内管が技術的要件を満足しているか否かの審査が

行われる。設置者は、消防長または消防署長に対して、評価結果の写しを添付した上で、

工事着工の届出を行い、消防長または消防署長は、当該設置者に対して完成検査を行う。

（消防法第 17条の 3の 2） 
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東京湾湾岸部の液状化地区*1におけるガス専焼ラインの設置状況  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
仙台におけるガス専焼ラインの設置状況  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京ガス扇島工場 東京ガス袖ヶ浦工場

東京湾

京葉ガス供給エリア東京ガス供給エリア

東京ガス供給エリア

習志野市企業局
供給エリア

液状化範囲*1

評価済み高圧ライン

評価済み中圧Ａライン

評価済み中圧Ｂライン

主な高圧ライン(評価対象外)

（赤線はガス導管の埋設位置）

〔江東区新木場（写真参照）〕

液状化地区及びその近傍に設置されたガス専焼ラインに 

被害は発生しておらず*2ガス供給を継続した 

*1 液状化の範囲は地盤工学会による調査レポートを参考に作成 

*2 ガス専焼ライン以外についても、高圧ライン、中圧ラインの液状化による被害は発生していない 

震度６強を記録した仙台市内に設置されたガス専焼ラインは、津波浸水

区域を含め、被害は発生しておらず*3、ガス供給を継続した*4 

*3 ガス専焼ライン以外についても、高圧ライン、中圧ラインの液状化による被害は発生していない 

*4 製造所（港工場）は津波被害により送出不能となったが、３月２３日のパイプライン接続による供給開始までの間、

管内残圧やＬＮＧローリー供給により、当該需要家へのガス供給を継続した 

供給圧力 評価年月日 容量

需要家Ａ 中圧Ａ H12.9.29 500kW×2台

需要家Ｂ 中圧Ｂ H20.4.25 350kW×2台

需要家Ｃ 中圧Ｂ H13.9.28 220kW×2台

需要家Ｄ 中圧Ａ H14.5.30 640kW×2台

津波浸水区域

評価済み中圧Ａライン

評価済み中圧Ｂライン

常用防災兼用ガスコージェネ

設置によりガス供給が継続し

た需要家

仙台市ガス局供給エリア

需要家Ａ

需要家Ｂ

需要家Ｃ 需要家Ｄ

塩釜ガス供給エリア

仙台市ガス局
港工場
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簡易ガス事業における感震自動ガス遮断装置について 

 

１．感震自動ガス遮断装置の導入経緯について 

日本簡易ガス協会（現日本コミュニティーガス協会、以下「協会」という。）は、感震自 
動ガス遮断装置について昭和 54 年 12 月から技術的問題の検討に入り、56 年 8 月には日本 
LP ガス供給機器工業会に要請し、試作品 2 機種の性能試験を実施。いずれも合格したため、 
昭和 58 年 2 月～昭和 59 年 10 月の約 1 年半、地震防災対策強化地域内にある会員事業者の 
12 地点群でフィールドテストを実施し、昭和 60 年 9 月「感震自動ガス遮断装置の開発及び 
フィールドテスト」の結果として報告した。 
同年 10 月に協会は、「感震自動ガス遮断装置の設置指針」を作成。当面は「地震防災対策 

   策強化地域」にある全供給地点群の特定製造所に設置し、順次その他の地域にも普及させる 
基本方針を決定。同装置には公的裏付けがなかったため、平成元年から 5 ヵ年計画で始まる 
「簡易ガス事業高度化調査事業」（通産省委託）の中で改めて検証することになった。 
平成 6 年 3 月、簡易ガス事業高度化調査事業終了とともに、感震自動ガス遮断装置技術指 

針及び同設置指針を作成した。 
平成 7 年 1 月 17 日に発生した阪神淡路大震災を受け、同年 4 月に経産省に「ガス地震対 

策検討会」が設置され、平成 8 年 1 月に同検討会最終報告が出され、その中で、初めて感震 
自動ガス遮断装置の設置促進が示された。同年 12 月に協会は、「簡易ガス事業地震防災対策 
マニュアル」を策定し、平成 9 年 3 月に発刊した。また、平成 10 年 1 月には「簡易ガス事 
業用感震自動ガス遮断措置の技術基準」を策定し、2 月にはそれに基づく検査規定（LIA  
-620）が（財）日本エルピーガス機器検査協会により制定された。 
上記「簡易ガス事業地震防災対策マニュアル」においては、即時供給停止装置としての感 

震自動ガス遮断装置（400gal で作動）を今後 10 年程度を目途に計画的に設置すると示した 
が、平成 19 年度末での設置率は概ね 7 割程度あった。 
一方、新潟県中越沖地震における都市ガス事業・施設に関する検討会報告書（平成 20 年 

5 月）において、感震自動ガス遮断装置の普及率を今後 3 年以内に概ね 90％、今後 5 年以内 
に概ね 100％とするよう最大限の努力を行うとの提言に対しては、平成 21 年 7 月末現在で約 
87％の設置率に達し、現在に至っている状況である。 

    なお、簡易ガス事業において即時供給停止にガル値の感震自動ガス遮断装置を採用する 
に至った主な理由は以下のとおりである。（平成 9 年当時） 

① 90％以上の特定製造所には電気設備がないにも拘らず、カイン値の地震計機器類、 
遮断装置等の作動には電気が必要なため、電気設備を新たに設置しなければならな 
い。 

② 昭和 60 年以降ガル値で作動する既設の簡易ガス用感震自動ガス遮断装置を東海地 
震強化地域に設置し、現在まで良好な結果を収めている。 

                                        以上 
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２．簡易ガス事業の感震自動ガス遮断装置の準拠基準 

 

簡易ガス事業用液化石油ガス感震自動ガス遮断装置検査規程 （LIA－620 平成 10年 7月 

改訂） 

簡易ガス事業の感震自動ガス遮断装置の品質を確保するため、材料、構造、性能及び耐久 

性に関して技術上の基準、検査の方法及び検査の合格基準を定めている。 

 

（技術上の基準） 

     性能 

      感震器の性能は、次の条件に適合するものであること。 

感震器の作動性能は、次に掲げるイ又はロのいずれかの条件及びハの条件に適合すること。 

 イ 周期が 0.3 秒から 0.7秒の水平震動加速度が全方向にわたり 200ガル以上 250ガル以 

下で作動するものであること。（250 型) 

    ロ 周期が 0.3 秒から 0.7秒の水平震動加速度が全方向にわたり 320ガル以上 400ガル以 

下で作動するものであること。（400型） 

 ハ 周期が 0.7 秒から 0.05秒の範囲内の水平震動加速度を毎秒 9ガルから 11ガルの割合 

で全方向にわたり漸増した場合に次のグラフの曲線の下側の範囲において作動しないも

のであること。（イに定めるものにあっては、周期が 0.7秒、0.3秒、0.2秒及び 0.1秒の

場合は 200 ガル以下、周期が 0.067 秒の場合は、320 ガル以下及び周期が 0.05 秒の場合

は、450ガル以下の点で形成される線の範囲。ロに定めるものにあっては、周期が 0.7秒、

0.3 秒、0.2 秒及び 0.1 秒の場合は 320 ガル以下、周期が 0.067 秒の場合は、400 ガル以

下及び周期が 0.05秒の場合は、550ガル以下の点で形成される線の範囲。） 

 

     

 

                         技術上の基準として 400型の感震器が作動しなければならない範囲 

 

             技術上の基準として 400型の感震器が作動してはならない範囲 

 

            技術上の基準対象外領域 
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３．簡易ガス事業の感震自動ガス遮断装置概要 

 
Ａ社製 感震動自動ガス遮断装置 

     (1) 作動 gal値 400 型 （周期が 0.3秒～0.7秒の範囲において 320gal以上 400gal以下で作動） 

  

 (2) 設置例 

                                  

感震自動ガス遮断弁設置状況 

                                  

 

 

 

 

 

                                 感震器センサ設置状況 

 

 

     (3) 作動原理 

＜通常使用時＞               ＜地震発生時＞ 

     

     

 

 

      

      400galタイプ素子別作動特性 図３ 

      

 

感震センサのレバーは定位置にセットされており、
感震センサの弁体はスプリング及び封入ガス圧力
によって閉止しているので感震遮断弁のダイヤフ
ラム室にガスが封入された状態となり弁体は全開
となる。 

設定加速度以上の地震が発生すると感震センサが
感知し、作動して感震センサの弁体が開き、封入さ
れていたガスがブローされて感震遮断弁が閉まる。 

感震センサには、特性の異なる鋼球落下式と重錘磁
石式の２つの感震素子を採用しており、２つの素子
が作動して初めてブロー弁が開き、遮断弁が作動す
る構造となっている。 
このため、２つの素子の特徴を組み合わせた作動と
なり、地震動帯域では、安定した作動性能を示し、
生活振動帯域では、作動加速度が高く誤作動し難い
仕組みとなっている。 
※１ 地震動：地震発生時に起こる、主に５Hz 未満 

の低い周波数の振動 
※２ 生活振動：工事現場やトラックの通過などの 

日常生活で発生する振動 
低いものでも地震動に比べると高い周波数

（揺れ幅の小さい）の振動であり 5Hz を超える
振動である。 
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 鋼球落球式素子 図４             重錘磁石式素子 図５ 

    

 

 

 

 

 

 

 

感震センサの組立図 図６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

鋼球が支柱のくぼみの上に載っている構造 
周波数が大きい（揺れの幅の小さい）揺れでは支
柱のくぼみ部から落ちないため、地震動帯域を外
れる大きな周波数（５Hz 以上）での作動加速度
が大きく、生活振動による誤作動に強い。 

磁石により分銅を吊り下げている構造 
地震動帯域内での周波数域（３Hz 程度）から生活
振動帯域での周波数域（１０Hz 程度）まで安定し
た作動特性をもっている。 
生活振動帯域（５Hz 以上）での作動加速度が鋼球
落下式に比べ低い傾向である。また、吊り下げられ
た分銅の落下による作動であることから鋼球落下
式に比べ衝撃に弱い傾向である。 
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Ｂ社製 感震動自動ガス遮断装置 

        (1)  作動 gal値 400 型 （周期が 0.3秒～0.7秒の範囲において 320gal以上 400gal以下で作動） 

 

        (2)  設置例 

 

 

 

 

 

                          感震自動ガス遮断弁設置状況                       

 

 

 

 

   

 

                          感震器センサ設置状況 

     

 

(3)  作動原理     

    ＜通常使用時＞               ＜地震発生時＞ 

 

   

     感震素子は、重錘磁石式を応用している。 

マグネットに
感知体が吸着
され、安定した
状態が保たれ
る。 

マグネットから感知体
が外れ、作動スピンドル
が押し下げられ、レリー
ズ安定した状態の先端
に押す力が加わる。 

マグネットに吸
着板（弁と一体）
が吸着し、弁が開
いた状態になっ
ている。 

感震器側のレリ
ーズの先端が押
されることで遮
断弁側のレリー
ズが押し出され
吸着板を押し下
げ、弁を閉じる。 

感震器 
感震器 

遮断弁開状態 遮断弁閉状態 
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特定製造所における容器転倒防止の基準について 

 
１．基本事項 

特定製造所に設置する容器については、地震等での転倒を防止するため、水平なコンクリー

ト床又は容器置場に設置し、鎖掛け等を施すことが必要である。 

 
２．容器の固定方法 

  容器を固定する場合は、ボンベハウスの壁体等に固定することを原則とするが、壁体に固定

することができない場合はコンクリート床に埋め込んだ支柱等に固定すること。 

鎖掛けを適切な容器群ごとに一本の鎖で行う場合、鎖の取付位置の高さは、容器高さの 3/4 程

度とすることが望ましい。 

  容器の固定方法は、原則として次のとおりとする。 

(1) 鎖及び止め金具を用いて固定する方法 

 
 
(2) 鉄枠、パイプ等を用いて固定する方法 

 

  
 
上記の方法により固定する場合には、鎖、止め金具又は鉄枠、パイプ等にかかる力は、容器相

互或いは容器と壁体との間隙の大小により大きく変化するので、容器と鎖又は鉄枠、パイプ等

の間の隙間をできるだけ少なくするよう工夫すること。 

（詳細については日本コミュニティーガス協会発行の特定製造設備指針内の特定製造所にお

ける転倒防止措置の指針を参照） 
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Ⅳ．ガス事業者等の緊急対応の状況 
 





一般ガス事業における製造設備の緊急対応状況（津波襲来時の初動対応） 

 

事業者 

（製造形態） 
製造停止プロセス 

八戸ガス 

（ガス導管事業者か

らの天然ガス受入） 

・ホルダー貯蔵ガスにて供給中（製造設備は通常停止中）に地震に伴う停

電が発生。自家発を起動し操業継続。 

 ・津波襲来に伴い天然ガス供給元が停止したため、 製造設備は運転でき

ず、ホルダー貯蔵ガス供給を継続。 

釜石ガス 

（Ｐ－１３Ａ） 

・地震に伴う停電のため、自家発を起動し操業継続。 

・津波警報発令に伴い保安措置（遮断弁の閉止）を実施も、津波襲来に伴

い、保安措置を一時中断して退避。 

・引き波時に、LPG 貯槽の遮断弁が作動用空気圧低下で閉止(自動制御 

機能が作動）しているのを確認。 

気仙沼市ガス水道部 

（ＬＮＧサテライト） 

・地震に伴う停電のため、自家発を起動し操業継続も、送出量の変動によ

り供給を停止。 

・津波襲来に伴い、操業継続のまま一時避難。 

・引き波時に、漏電の恐れがあった自家発を停止させ、LNG 貯槽の遮断弁

は電源断で自動閉止。 

仙台市ガス局港工場 

（ＬＮＧ基地） 

・地震に伴う停電のため製造停止。自家発を起動し製造再開を準備。 

・津波襲来に伴い、保安措置実施により LNG貯槽の遮断弁を閉止。 

石巻ガス 

（ＬＮＧサテライト） 

・地震に伴う停電のため、自家発を起動し操業継続。 

・津波襲来に伴い、操業継続のまま一時避難。 

・引き波時に、LNG貯槽の遮断弁が電源断または作動用空気圧低下で閉止

（自動制御機能が作動）しているのを翌日確認。 
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一般ガス事業における供給設備の緊急対応状況 

事業者 
SI 値 

（最大値） 
供給停止プロセス  

八戸ガス 22kine ― 
・卸元（ＪＸ日鉱日石エネルギー八戸ＬＮＧ基地）

の送出停止に伴い、一部エリアの供給を停止 

釜石ガス 26kine 
第２次 
緊急停止 

・津波による製造設備の浸水に伴い供給を停止  

仙台市ガス局 147kine 
第１次 
緊急停止 

・地震計の値に基づき供給を停止（３ブロック） 
・その後、津波により製造所の送出が停止（全ブ

ロック） 

塩釜ガス 41kine ― ・卸元（仙台市）の送出が停止 

石巻ガス 62kine ― 
・保安規程に基づく巡回・点検中に津波により送

出が停止 

気仙沼市 
ガス水道部 

15kine 
第１次 
緊急停止 

・製造所の送出圧力・流量の変動に伴い供給を停
止 

東北ガス 42kine 
第２次 
緊急停止 

・漏洩通報を受け現場の巡回・点検を行い供給を
停止 

福島ガス 35kine 
第２次 
緊急停止 

・漏洩通報を受け現場の巡回・点検を行い供給を
停止 

常磐共同ガス 24kine 
第１次 
緊急停止 

・製造所の送出圧力・流量の変動に伴い供給を停
止 

常磐都市ガス 計器損傷 
第２次 
緊急停止 

・漏洩通報を受け現場の巡回・点検を行い供給を
停止 

東京ガス 
（日立支社） 

70kine 
第１次 
緊急停止 

・地震計の値に基づき供給を停止 

東京ガス 
（常総支社） 

53kine 
第１次 
緊急停止 

・感震遮断機能により供給を停止 

東部ガス 
（水戸地区） 

32kine 
第２次 
緊急停止 

・漏洩通報を受け現場の巡回・点検を行い供給を
停止 

東部ガス 
（土浦地区） 

47kine 
第２次 
緊急停止 

・漏洩通報を受け現場の巡回・点検を行い供給を
停止 

東彩ガス 37kine 
第２次 
緊急停止 

・漏洩通報を受け現場の巡回・点検を行い供給を
停止 

京葉ガス 44kine 
第２次 
緊急停止 

・漏洩通報を受け現場の巡回・点検を行い供給を
停止 

九十九里町ガス課 29kine 
第２次 
緊急停止 

・津波による橋梁添架管の損傷に伴い供給を停止 

秦野ガス 22kine 
第２次 
緊急停止 

・漏洩通報を受け現場の巡回・点検を行い供給を
停止 

東京ガス（横浜） 51kine 
第１次 
緊急停止 

・感震遮断機能により供給を停止 
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一般ガス事業における過去の震災との供給停止に関する比較 

 
兵庫県南部 

地震 

新潟県中越 

地震 

新潟県中越沖 

地震 

東北地方 

太平洋沖地震 

発生日時 

平成 7年 

1 月 17日(火) 

5 時 46分頃 

平成 16年 

10月 23日(土) 

17時 56分頃 

平成 19年 

7 月 16日(月・祝) 

10時 13分頃 

平成 23年 

3 月 11日(金) 

14時 46分頃 

地震規模 
震度 7 

ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 7.2 

震度 7 

ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 6.8 

震度 6強 

ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 6.8 

震度 7 

ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 9.0 

供給停止戸数 

(対象戸数) 

約 85.7万戸 

(約 600万戸) 

約 5.7万戸 

(約 30万戸) 

約 3.4万戸 

(約 30万戸) 

約 46.3万戸 

(約 1,400万戸) 

供給停止事業者数 

(供給支障を含む) 
1 事業者 6 事業者 3 事業者 16 事業者 

 

第 1次緊急停止

を行った事業

者数(*1) 

(括弧内は判断

材料)  

― 

4 事業者 

(地震計 SI値： 

3 事業者) 

(送出流量大変動： 

1 事業者) 

1 事業者 

(地震計 SI値： 

1 事業者) 

4事業者（6事業所） 

(地震計 SI値： 

2事業者(2事業所)) 

(地震計感震遮断： 

1事業者(2事業所)) 

(送出流量大変動： 

2事業者(2事業所)) 

地震発生から全ブ

ロック供給停止ま

での最大時間(*2) 

約 16 時間 約 6時間 30 分 約 50 分 約 10 分～約 50 分 

 

第 1次緊急停止

判断までの最

大時間 

約 6時間 数分～約 1時間 約 30 分 約 10 分～約 40 分 

 

 

 

*1 新潟県中越地震においては、即時供給停止判断を行った事業者数 
*2 ブロック単位で供給停止を行う場合を言い、差水等によりブロック内の小さい範囲で供給

停止（供給支障）が発生する場合は含まない 
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一般ガス事業における供給停止判断に係る検討の変遷 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟県中越沖地震（2007年）検討会報告書 

・供給停止判断基準値の妥当性を検証するための有効なデータが少なかったことから、第1次緊

急停止判断値の60カインは引き続き暫定値とし、今後もデータを蓄積しながら妥当性の検証を

行うことが必要 

新潟県中越地震（2004年）検討会報告書 

・ブロック分け及び供給停止判断に係る用語の見直し 

－緊急措置ブロック→単位ブロック、即時供給停止ブロック→統合ブロック 

－即時供給停止判断→第1次緊急停止判断、緊急供給停止判断→第2次緊急停止判断 

・第１次緊急停止の判断基準に、特例措置を追加 

－60カインを少し上回るSI値を記録したブロック内全般について、道路、建築物等の被害が軽微

であることを直ちに確認した場合 

－耐震性の低い低圧ガス導管の比率が極めて低いブロックにおいて、60カインを上回るSI値を記

録したが、道路、建築物等の被害が軽微であることが直ちに確認された場合 

兵庫県南部地震（1995年）検討会報告書 

・緊急供給停止判断に加えて、新たに即時供給停止判断を導入 

－即時供給停止判断基準：地震計のSI値が60カイン（暫定値）以上の場合、又は、製造所・供給

所の送出量の大変動、主要整圧器の圧力の大変動により供給継続が困難な場合 

・即時供給停止ブロック及び緊急供給停止ブロックの大きさの目安を提言 
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一般ガス事業における現行の供給停止判断 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（第 1次緊急停止判断） 

 

・地震計の SI値が 60 カイン以上の場合 

・製造所・供給所の送出量の大変動、主要整圧器の圧力の大変動により供給継続が困難な場合 

・下記の場合は第 2次緊急停止判断に移行（保安規程に特例措置の適用を定める事業者のみ） 

－60カインを少し上回るSI値を記録したブロック内全般について、道路、建築物等の被害が軽微で

あることを直ちに確認した場合 

－耐震性の低い低圧ガス導管の比率が極めて低いブロックにおいて、60カインを上回るSI値を記録

したが、道路、建築物等の被害が軽微であることが直ちに確認された場合 

 

（第 2次緊急停止判断） 

 

・設備の安全確認を行い、これらの安全性が確認されない限りガス供給を速やかに停止 

・直ちに、道路及び建物の被害状況、緊急巡回点検による主要ガス導管の被害状況、ガス漏洩通報

の受付状況に関する情報を収集し、その状況に応じて供給停止判断を実施 

 

地震発生
供
給
停
止

供
給
継
続

供給停止

供給継続

第１次緊急停止判断

第２次緊急停止判断
供給停止

供給継続

*1 ガス事業法第 30 条に基づき保安規程を定め、届出を行う 

*2 ガス事業法施行規則第 31条に基づき、保安規程に「災害その他非常の場合

に採るべき措置」について定める 
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供給停止判断基準見直しについて 

 

１．SI値とねじ接合被害率（低圧本支管）の関係 

 ～第 1次緊急停止判断基準の６０カインの妥当性について～ 
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（注）１．東北地方太平洋沖地震、兵庫県南部地震及び新潟県中越沖地震について、地震計の SI

値をもとに、地盤情報を加味して面的に地震動の分布図を作成し、SI 値とねじ接合被

害率の相関関係を算出したもの。 

   ２．30 カイン前後のデータについては、東北地方太平洋沖地震の仙台市ガス局のデータの

みとなっており、他の SI 値を記録したエリアのデータに比べて、標本数が少ないこと

に留意する必要がある。 
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２．耐震化率と被害率の関係 

第 1次緊急停止判断基準における新たな特例措置の適用条件の策定に当たっては、エリア毎

の耐震化率や地盤状況等を踏まえた上で、SI 値と被害率の相関関係が重要な要素となる。 

今回の震災において仙台市ガス局の供給区域では、次のとおり関連のデータが収集できた。 

なお、具体的な見直し（「60カインを上回るSI値を記録したブロックにおいて、ガス導管等

の被害が軽微となることが予見できる場合」における予見可能性の具体化等）に当たっては、

本データ等を活用し、SI値と被害率の関係等についてより詳細な分析を行うことが必要である。 
 

（１）SI値分布と被害箇所（低圧本支管） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＩ値分布と低圧本支管被害箇所（仙台市ガス局） 

 

 

 

● 被害箇所

≦ 10 Kine
≦ 20 Kine
≦ 30 Kine
≦ 40 Kine
≦ 50 Kine
≦ 60 Kine
≦ 70 Kine
≦ 80 Kine
≦ 90 Kine
≦ 100 Kine
≦ 120 Kine
≦ 150 Kine
＞ 150 Kine

（注）１．地震計のＳＩ値（仙台市ガス局、気象庁、K-NET 等のデータを合成）をもとに、地盤情報を加味して面
的に地震動の分布を作成したものに、仙台市ガス局の低圧本支管の被害箇所をプロットしたもの。 

   ２．本図のプロットは被害箇所を示すものであり、各エリアにおいて導管延長が異なることから、プロット
数の多いエリアの被害率が高いことを示すものではない。 
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（２）耐震化率と被害箇所（緊急停止ブロック単位、低圧本支管） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急停止ブロック単位の低圧本支管の耐震化率（仙台市ガス局） 

 

 

 

● 被害箇所

80％未満

80％以上 85％未満

85％以上 90％未満

90％以上 95％未満

95％以上

Ｎ２

Ｃ２ 

Ｃ４ 

Ｓ２ 

Ｓ１

Ｓ３

Ｅ１ 

Ｃ３

Ｎ１

Ｃ１

Ｅ２

（注）１．本データは，仙台市ガス局が保有する配管情報をもとに，分析，作成したもの。 
   ２．低圧本支管耐震化率＝各ブロック内の「中低圧ガス導管耐震設計指針」を満足する導管の延長／各ブ

ロック内の低圧本支管の総延長 
３．本図のプロットは被害箇所を示すものであり、各エリアにおいて導管延長が異なることから、プロッ

ト数の多いエリアの被害率が高いことを示すものではない。 
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（３）耐震化率と被害箇所（復旧ブロック単位、低圧本支管） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復旧ブロック単位の低圧本支管の耐震化率（仙台市ガス局） 

 

 

 

● 被害箇所

80％未満

80％以上 85％未満

85％以上 90％未満

90％以上 95％未満

95％以上

（注）１．本データは，仙台市ガス局が保有する配管情報をもとに，分析，作成したもの。 

   ２．低圧本支管耐震化率＝各ブロック内の「中低圧ガス導管耐震設計指針」を満足する導管の延長／各ブ

ロック内の低圧本支管の総延長 

３．本図のプロットは被害箇所を示すものであり、各エリアにおいて導管延長が異なることから、プロッ

ト数の多いエリアの被害率が高いことを示すものではない。 
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（４）耐震化率と被害率（復旧ブロック単位、低圧本支管） 
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（注）１．本データは，仙台市ガス局が保有する配管情報をもとに，分析，作成したもの。 

    ２．復旧ブロック単位のデータを耐震化率（3区分）毎に整理したもの。 
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（５）地形分類と被害箇所（低圧本支管） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低圧本支管被害箇所（地形分類、仙台市ガス局） 

 

 

 

● 被害箇所

改変産地

段丘

谷・旧水部

沖積低地

埋立地

水部

人工地形

盛土地

海

その他

（注）１．本データは，国土地理院の数値地図（国土地理院提供）に仙台市ガス局の低圧本支管の被害箇所をプ

ロットしたもの。 

２．本図のプロットは被害箇所を示すものであり、各エリアにおいて導管延長が異なることから、プロッ

ト数の多いエリアの被害率が高いことを示すものではない。 
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（６）SI 値分布と被害箇所（低圧灯外内管） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＩ値分布と低圧灯外内管被害箇所（仙台市ガス局） 

 

● 被害箇所

≦ 10 Kine
≦ 20 Kine
≦ 30 Kine
≦ 40 Kine
≦ 50 Kine
≦ 60 Kine
≦ 70 Kine
≦ 80 Kine
≦ 90 Kine
≦ 100 Kine
≦ 120 Kine
≦ 150 Kine
＞ 150 Kine

（注）１．地震計のＳＩ値（仙台市ガス局、気象庁、K-NET 等のデータを合成）をもとに、地盤情報を加味して面
的に地震動の分布を作成したものに、仙台市ガス局の低圧灯外内管の被害箇所をプロットしたもの。 

   ２．本図のプロットは被害箇所を示すものであり、各エリアにおいて灯外内管の本数が異なることから、
プロット数の多いエリアの被害率が高いことを示すものではない。 
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（７）耐震化率と被害箇所（復旧ブロック単位、低圧灯外内管） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復旧ブロック単位の低圧灯外内管の耐震化率（仙台市ガス局） 

 

● 被害箇所

80％未満

80％以上 85％未満

85％以上 90％未満

90％以上 95％未満

95％以上

（注）１．本データは，仙台市ガス局が保有する配管情報をもとに，分析，作成したもの。 

   ２．低圧灯外内管の耐震化率＝各ブロック内の「中低圧ガス導管耐震設計指針」を満足する導管の本数／

各ブロック内の低圧灯外内管の総本数 

３．本図のプロットは被害箇所を示すものであり、各エリアにおいて灯外内管の本数が異なることから、

プロット数の多いエリアの被害率が高いことを示すものではない。 
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（８）耐震化率と被害率（復旧ブロック単位、低圧灯外内管） 
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（注）１．本データは，仙台市ガス局が保有する配管情報をもとに，分析，作成したもの。 

    ２．復旧ブロック単位のデータを耐震化率（3区分）毎に整理したもの。 
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（９）地形分類と被害箇所（低圧灯外内管） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低圧灯外内管被害箇所（地形分類、仙台市ガス局） 

 

 

● 被害箇所

1 改変産地

2 段丘

3 谷・旧水部

4 沖積低地

8 埋立地

9 水部

A 人工地形

D 盛土地

S 海

7 その他

（注）１．本データは，国土地理院の数値地図（国土地理院提供）に仙台市ガス局の低圧灯外管の被害箇所をプ

ロットしたもの。 

２．本図のプロットは被害箇所を示すものであり、各エリアにおいて灯外内管の本数が異なることから、

プロット数の多いエリアの被害率が高いことを示すものではない。 
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一般ガス事業における被災事業者の情報連絡状況 

 事業者名 
日本ガス協会への

第 1報 
備  考 

1 東京ガス 3/11 14：58  

2 京葉ガス 15：34  

3 福島ガス 15：44  

4 東彩ガス 15：47  

5 塩釜ガス 15：55  

6 仙台市ガス局 16：12  

7 秦野ガス 16：35  

8 釜石ガス 17：32  

9 東部ガス 19：00  

10 東北ガス 19：00  

11 八戸ガス 19：24  

12 九十九里町ガス課 20：00  

13 常磐都市ガス 20：10  

14 気仙沼市ガス水道部 21：10  

15 常磐共同ガス 23：30  

16 石巻ガス 3/14 08：30  

津波によって本社全損。固定・携帯電

話等不通のため、14 日に石巻市の衛星

携帯電話にて連絡。 
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年月日 時

2011/3/11 14:46 東北地方太平洋沖地震発生

17:00 （社）日本コミュニティーガス協会本部に災害対策本部設置

17:00 （社）日本コミュニティーガス協会関東支部に災害対策本部設置

　　　　　　　　関東・東北 　　         関東・東北

 　　　　　　産業保安監督部           産業保安監督部

　　　          （さいたま） 　　　　　　　 （仙台）

3/12 8:42          被害状況　　　 第1報

　　　　　協会本部災害対策本部

                     11日 20:33      第１報

　　         11日 15:48       第１報

　　　　13日 14:05 　  第１報

3/14 9:00

簡易ガス事業における災害対策本部の設置状況

災害対策本部の設置及び第１報の実施時刻

原子力安全・保安院　ガス安全課

東北支部管轄の簡易ガス事業者

　　東北支部災害対策本部

関東支部管轄の簡易ガス事業者

（社）日本コミュニティーガス協会東北支部に災害対策本部設置

関東支部災害対策本部

参考資料Ⅳ－８ 
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経済産業省（原子力安全・保安院）の対応状況 

 

１．全般 

経済産業省においては、東日本太平洋沖地震に伴う都市ガスの被害状況の把握・復

旧対応等に関し、経済産業省防災業務計画の規定に基づき原子力安全・保安院が定め

た内規である「防災業務マニュアル自然災害（産業保安）編」及び「防災業務マニュ

アル都市ガス編」に沿って対応した。 

原子力安全・保安院ガス安全課（以下、「ガス安全課という。」）は、原子力安全・

保安院産業保安監督部及び、社団法人日本ガス協会（現：一般社団法人日本ガス協会）、

社団法人日本簡易ガス協会（現：一般社団法人日本コミニュティーガス協会）と連携

して情報収集を行うことで各ガス事業者の被災状況・復旧状況を把握し、必要に応じ

関係者への情報伝達を行った。また、国民に向けた情報提供を経済産業省本省及び原

子力安全・保安院からのプレス公表、ホームページ掲載などを通じて行った。 

※「防災業務マニュアル」は、事故発生時や自然災害発生時における参集基準や情報伝達

の流れなどの各種手順が規定されているもの。なお、公開されていない連絡先電話番号

などが含まれるため「関係者限り」の扱いとなっている。 

 

２．時系列にみた対応状況 

３月１１日 

１４時４６分 地震発生 

 

１５時１５分 ガス安全課課員全員の安全を確認 

 

１５時４５分 東京ガスから同社日立支社及び常総支社エリアの供給停止につい

て連絡あり《以後、同社の状況について、逐次連絡が入る。》 

 

１６時０２分 関東東北産業保安監督部から被害状況についての第１報あり《以後、

確認がとれた事業者の状況について、逐次連絡が入る。》 

 

１６時３０分 日本ガス協会から設備緊急停止（昭島ガス、酒田天然ガス、京葉ガ

ス）、供給停止（東京ガス日立支社、仙台市ガス局）について連絡あり

《以後、同協会と連絡がとれた事業者の状況について、逐次連絡が入

る。》 

 

１７時頃 ガス安全課から被害情報の第１報（１６：４０時点）を原子力安全・保

安院における被害情報の取りまとめ部署となっている原子力安全・保安

院緊急時対応センターに報告 
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●一般ガス 

 仙台市営ガス １６：３９ 全面供給停止 約３６万２０００軒 

 東京ガス日立支社エリア ３５，０００軒供給停止 

     常総支社の東部 ６００軒程度供給停止 

      （うち 牛久         ４５３軒供給停止 

         竜ヶ崎         ７７軒供給停止 

         横浜市西区       ４０軒供給停止  ） 

 人的被害、火災なし 

 袖ヶ浦 LNGタンクから液漏れ、着火は無し 

 厚木ガス（震度５弱）中圧導管で１箇所ガス漏れ有り 

 

●簡易ガス 

   簡易ガス協会には大きな被害情報が入っていないが、茨城県北部などの情報

は無し。 

 

１８時頃 原子力安全・保安院から地震被害情報（第３報）（３月１１日１７時

１５分現在）にて、都市ガスの被害状況を公表（経済産業省ホームページ

に掲載）。《以後、逐次公表。》 

○ガス １６：４０現在 

・東京ガス 

日立支社 ３万４千戸 供給停止 

常総北部 約６００戸 供給停止 

袖ヶ浦ＬＮＧ基地 液漏れあるも着火なし 

・仙台市ガス局全面（３６万２千戸）供給停止 

人的被害、火災情報なし 

 

夜間 ２４時間体制で職員が執務室に常駐し情報収集（～４月１４日まで） 

 

関東東北産業保安監督部東北支部（所在地：宮城県仙台市青葉区） 

東北支部においては、地震発生後、直ぐに職員が屋外に避難していたが、１８時

半過ぎ、合同庁舎の管理者から危険なので退館するよう命じられ、また、通信手段

も途絶したため、情報収集もできない状況となり業務継続困難となったことから、

翌朝参集することとして解散。１９時３５分公衆電話から本院業務管理官室に庁舎

に入れず職員は帰宅させた旨連絡。 
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３月１２日  

政府調査団（派遣先：岩手県）にガス安全課職員１名を派遣（～３月１９日まで） 

 

関東東北産業保安監督部東北支部は、非常用電源（非常照明、消防設備、非常用コ

ンセント）は使用可能であったが、非常用以外の電気設備・電話・メール等は使用

不能。１８時４５分に電気復旧したものの、ＦＡＸは使えず、宮城県庁のＦＡＸを

借用して本院に連絡をとった。 

 

３月１３日  

関東東北産業保安監督部東北支部による情報収集本格化。１１時３０分、同支部の

ＬＡＮ復旧。 

 

３月１４日 

１３時１７分 関東東北産業保安監督部東北支部から東北地方における被害情報

の第１報（３月１４日（月）１０：００時点）が届く。《以後、確認が

とれた事業者の状況について、逐次連絡が入る。》 

 

 

３．法令面に関する措置状況 

 

(1) ガス消費機器設置工事監督者の資格を有する者に係る必要な講習の修了又は認

定の有効期間の延長 

震災によって資格の有効期限内に再講習を受講できなかったガス消費機器設置

工事監督者を救済するため、東北地方太平洋沖地震において適用される「行政上の

権利利益に係る満了日の延長に関する措置」に基づいて行政上の権利利益の満了日

の延長を行うこととして、「ガス消費機器設置工事監督者の資格を有する者に係る

必要な講習の修了又は認定の有効期間の延長」の措置をとった（平成２３年３月

２２日に官報告示）。これにより、震災のため再講習を受講できなかったガス消費

機器設置工事監督者の有資格者に対しては、資格の有効期間の満了日を平成２３年

８月３１日まで延長し、延長期日までに再講習を受講することとした。 

 

(2) 臨時供給に際してのガス工作物の技術基準の適用に係る判断 

臨時供給に際して仮設されたガス工作物の技術基準に関する事業者からの相談

があった際には速やかに対応して、法令上の問題点の有無についての見解を示すこ

とで、供給再開の円滑化及び保安の確保に努めた。 
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４．教訓・反省点 

 

(1) 職員の参集 

地震発生が平日昼間であったことから、ガス安全課課員の多くが執務室内にいた

ので、直ちに地震対応業務にとりかかることができたが、当日は、都内の公共交通

機関が長時間にわたり運行停止したり、携帯電話が繋がりにくい状況が発生したこ

とに鑑みると、万一、夜間や休日に地震が発生した場合は、速やかな対応に支障を

来すおそれがある。 

 

(2) 庁舎の耐震性 

関東東北産業保安監督部東北支部が入っている庁舎は耐震性が十分でなかった

ことから壁面に亀裂が生じる等の被害が生じたため、庁舎管理者から危険であると

して屋外退去を求められ、翌日に退去が解除されるまで震災対応業務の拠点として

使用できなかったことに鑑みると、産業保安監督部が入っている庁舎の耐震性が十

分確保されるように整備されていることが重要である。 

（なお、原子力安全・保安院ガス安全課が入っている経済産業省総合庁舎別館につ

いては、建物下の基礎下に免震材料を設置した免震構造に改修済みであり、高い耐

震性を有している。） 
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Ⅴ．ガス事業者等の復旧対応の状況 
 





一般ガス事業における復旧対策の概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

復旧対策に係るこれまでの取組  

【低圧のブロック化】 

●復旧ブロックの整備 

●マッピングシステムの導入・改善 

【復旧支援】 

●非常時の救援措置要綱の制定・改定 

●各種作業マニュアルの整備 

・地震時ガス導管復旧作業の手引 

・地震時における内管修繕作業の手引 

・地震時における開閉栓作業の手引 

・地震時ガス導管復旧作業ノウハウ集  

●被害情報の共有  

・Ｇ－Ｒｅａｃｔ（ガス防災支援システム）の構築 

【需要家支援】 

●移動式ガス発生設備の整備 

・緊急時におけるガス事業法上の手続きの簡素化 

・全国 82事業者、合計 537 台（平成 21年度末） 

         （ＣＮＧ：50㎥/h 以上、ＰＡ13Ａ：30㎥/h タイプ） 

●移動式ガス発生設備の広域融通体制の整備 

●カセットコンロ・ボンベの配布等、迅速かつきめ細かい対応 

地震復旧・復旧支援の基本的な流れ(*1)

復旧計画の策定

需
要
家
支
援

【復旧支援範囲】

復旧作業の実施

開栓作業の実施

総
務
・
広
報
支
援

被災事業者への引継

被害状況調査実施
復旧応援組織構築
復旧方法検討（ブロック化等）
復旧対象戸数決定

中圧導管復旧
低圧本支管修繕、本支管復旧
内管修繕、内管復旧

被害状況調査（先遣隊）

地震発生

*1 復旧応援は被災事業者からの 

救援要請に基づいて行う 
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一般ガス事業における復旧応援派遣人数と復旧戸数の推移 
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復旧応援人数

（面グラフ）

復旧件数

(折れ線グラフ）

ＪＧＡ 大手４社以外 西部ガス

東邦ガス 大阪ガス 東京ガス

自社復旧事業者 仙台市 被災１６事業者

▼3/11 地震発生 

▼3/13 全国支援体制確立 

4/7 大規模な余震(宮城) ▼ 

16 事業者 40.2万戸復旧完了 ▼ 
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一般ガス事業における過去の震災との復旧状況の比較 
 

 復旧対象戸数 復旧日数 

兵庫県南部地震 （1995） 85.7万戸 94 日 

新潟県中越地震 （2004） 5.7万戸 39 日 

新潟県中越沖地震 （2007） 3.4万戸 42 日 

東北地方太平洋沖地震（2011） 40.2万戸 54（36＊1）日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*1 事業者毎の実作業日数のうち最長のもの 
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日本ガス協会による復旧応援隊の概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
復旧対象 

戸数 
復旧日数 

最大時 

応援人数 

(事業者数) 

最大復旧 

人数 
復旧延べ人数 

兵庫県南部地震 

（1995） 
85.7万戸 94 日 3,700 名(155) 9,700 名 約 72 万人･日 

新潟県中越地震 

（2004） 
 5.7万戸 39 日 1,600 名(17) 1,600 名 約 4万人･日 

新潟県中越沖地震 

（2007） 
 3.4万戸 42 日 2,500 名(29) 2,600 名 約 6万人・日 

東北地方太平洋沖地震 

（2011） 
40.2万戸 54(36*1)日 4,100 名(58) 4,600 名 約 10 万人・日 

 

 

 

 

 

  修繕隊 開栓隊 合計 

復
旧
隊 

東京ガス 1,399 186 1,592 

大阪ガス 927 96 1,023 

東邦ガス 353 55 408 

西部ガス 127 25 152 

北海道ガス 80 55 135 

北陸ガス 64 26 90 

静岡ガス 49 45 94 

広島ガス 42 53 95 

そ
の
他 

その他の事業(41)  230 230 

本部スタッフ   17 

総務・広報   25 

技術調査その他   8 

 3,869 

仙台応援隊（最大時 3,869名/日で計 311,144戸を復旧） 

参考）過去の震災復旧 

*1 事業者毎の実作業日数のうち最長のもの 
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一般ガス事業者による被災事業者への応援状況 
 

 

被災事業者 復旧延べ人数（人・日） 

仙台市ガス局 約 72,000 

気仙沼ガス水道部 約 200 

石巻ガス 約 6,000 

塩釜ガス 約 1,000 

東部ガス 約 2,000 

常磐都市ガス 約 2,000 

常磐共同ガス 約 4,000 

京葉ガス 約 6,000 

 

 

応援事業者（５８事業者） 

東京ガス、大阪ガス、東邦ガス、西部ガス、釧路ガス、旭川ガス、岩見沢ガス、帯広ガス、 

苫小牧ガス、室蘭ガス、北海道ガス、青森ガス、弘前ガス、盛岡ガス、一関ガス、東部ガス、 

酒田天然ガス、鶴岡ガス、山形ガス、福島ガス、新発田ガス、越後天然ガス、北陸ガス、 

蒲原ガス、見附市ガス上下水道局、柏崎市ガス水道局、小千谷市ガス水道局、魚沼市企業課、 

上越市ガス水道局、白根ガス、桐生ガス、館林ガス、伊勢崎ガス、太田都市ガス、武州ガス、 

大多喜ガス、京葉ガス、長野都市ガス、小田原ガス、熱海ガス、伊東ガス、下田ガス、 

御殿場ガス、静岡ガス、島田ガス、中遠ガス、袋井ガス、東海ガス、中部ガス、日本海ガス、 

大津市企業局、岡山ガス、広島ガス、山口合同ガス、四国ガス、大分ガス、宮崎ガス、日本ガス 

 

 

 

 

石巻ガスにおける都市インフラの復旧（復興）に合せた追加の復旧活動として塩釜ガスが上記ガス

事業者に加え、復旧応援として参加している。 
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移動式ガス発生設備の活用状況 
 全国の所有台数 

（2009度末） 
使用台数 

使用台数のうち、 
広域融通した台数 

ＰＡ13Ａ式（4㎥/h） 約 1,500 基 109基 20 基 

ＰＡ13Ａ式（30 ㎥/h） 465基 91 基 59 基 

CNG式（10㎥/h） 34 基 3 基 ― 

CNG式（50～100㎥/h） 72 基 3 基 2 基 

LNG式（50㎥/h） 16 基 1 基 1 基 

合計 約 2,000 基 207基 82 基 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイプ 
2007年時点 

（中越沖地震時） 
2009年度末 増加数 

ＣＮＧ式（50㎥/h 以上） 68 基 72 基 4 基 

ＰＡ１３Ａ式（30㎥/h） 54 基 465基 411基 

合計 122基 537基 415基 

移動式ガス発生設備（ＰＡ１３Ａ）の広域融通 移動式ガス発生設備（ＰＡ１３Ａ）の設置状況 

ＬＮＧローリー＋移動式ガス発生設備（50 ㎥/h）による臨時供給 

（参考）移動式ガス発生設備導入促進補助事業（2009年度）※による保有台数の推移 

※移動式ガス発生設備（CNG 式（50㎥/h）以上、PA13A 式（30㎥/h）以上）及び関連備品等の購入

に関する補助事業 

空温式ＬＮＧ気化器 ＬＮＧタンク ＬＮＧローリー 
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タイプ 



移動式ガス発生設備の事業者別活用状況 
事業者 適用 

台数 
調達方法 

PA13A  
4㎥/h 

PA13A 
30㎥/h 

CNG 
10㎥/h 

CNG 
50㎥/h 

CNG 
100㎥/h 

LNG 
50㎥/h 

釜石ガス 66 
自社調達 11 7 4         

広域融通 55 20 35         

仙台市ガス局 17 
自社調達 5 2 2     1   

広域融通 12   12         

塩釜ガス 10 
自社調達 3   3         

広域融通 7   5   2     

石巻ガス 17 
自社調達 11   11         

広域融通 6   5       1 

気仙沼市ガス水道部 3 
自社調達 1   1         

広域融通 2   2         

福島ガス 2 
自社調達 2     2       

広域融通 0             

常磐共同ガス 2 
自社調達 2   1 1       

広域融通 0             

東京ガス 6 
自社調達 6   6         

広域融通 0             

東部ガス 2 
自社調達 2 2           

広域融通 0             

東彩ガス 8 
自社調達 8 8           

広域融通 0             

京葉ガス 4 
自社調達 4   4         

広域融通 0             

秦野ガス 44 
自社調達 44 44           

広域融通 0             

北日本ガス 7 
自社調達 7 7           

広域融通 0             

足利ガス 2 
自社調達 2 2           

広域融通 0             

桐生ガス 4 
自社調達 4 4           

広域融通 0             

館林ガス 1 
自社調達 1 1           

広域融通 0             

埼玉ガス 1 
自社調達 1 1           

広域融通 0             

筑波学園ガス 2 
自社調達 2 2           

広域融通 0             

野田ガス 8 
自社調達 8 8           

広域融通 0             

小田原ガス 1 
自社調達 1 1           

広域融通 0             

集 計 207 
自社調達 125 89 32 3 0 1 0 

広域融通 82 20 59 0 2 0 1 
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臨時供給設備の活用（高圧ガス保安法の移動式製造設備） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＬＮＧローリー：高圧ガス保安法の貯蔵所 
ＬＮＧ気化器  ：ガス事業法（他事業者より融通） 

ＬＮＧ気化器(停止) 

ＬＮＧ貯槽(停止) 

空温式ＬＮＧ気化器 ＬＮＧローリー 

熱量測定室 

ＬＮＧローリー＋空温式ＬＮＧ気化器（1t/h×2基）による臨時供給設備 

 

No.1

LNG貯槽

No.2

LNG貯槽

No.3

LNG貯槽

No.1

LNG気化器

No.2

LNG気化器

No.3

LNG気化器

停止

LNGﾛｰﾘｰ車

球形ガスホルダー

高圧ガス保安法ガス事業法
市中送出

ガバナー

付臭装置

熱量測定室

LNG気化器
(1t/h)

LNG気化器
(1t/h)

臨時供給設備範囲

石巻ガス

製造所内

付臭設備 
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臨時供給設備の活用（サテライト供給）  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＬＮＧローリー：高圧ガス保安法の貯蔵所 
ＬＮＧ気化器 ：高圧ガス保安法の移動式製造設備（他県取得の製造許可を使用） 

ＬＮＧローリー＋温水式ＬＮＧ気化器（3t/h×2基） 

 

 

 

 

仙台市ガス局 

幸町供給所内 

８m以上

No.1

球形ガスホルダー

No.2

球形ガスホルダー

No.3

球形ガスホルダー

既設配管

高圧ガス保安法ガス事業法

付臭
設備

LNGﾛｰﾘｰ車

LNGﾛｰﾘｰ車
LNG気化器
（3t/h)

LNG気化器
(3t/h)

温水
ボイラー

臨時供給設備範囲

法定熱量測定は、ガスバックにサンプリング後 

LNGローリー出荷基地に運搬して実施 

参考資料Ⅴ－９ 

付臭設備 
ＬＮＧ気化器 

ＬＮＧローリー 

温水ボイラー 

ＬＮＧローリー 
ＬＮＧ気化器 
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一般ガス事業における仮設配管による仮復旧事例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＥ管（内管）の仮設 

フレキ管（内管）の仮設 

 

ＰＥ管（本支管・供給管）の仮設 

参考資料Ⅴ－１０ 
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一般ガス事業者による需要家支援について（カセットコンロ、ボンベ、簡易シャワー） 
１．カセットコンロ、カセットボンベ 

提供先事業者 提供元事業者 カセットコンロ カセットボンベ 

仙台市ガス局 

山形ガス 310台 1,179 本 

日本瓦斯 500台 5,000 本 

東邦ガス 504台 2,000 本 

大津市 1,600 台 4,800 本 

大阪ガス 634台 3,506 本 

四国ガス 2,000 台 2,016 本 

西部ガス 400台 1,200 本 

小計 5,948 台 19,701本 

釜石ガス 

柏崎市 500台 3,500 本 

静岡ガス 1,000 台 3,000 本 

中部ガス 300台 600本 

岡山ガス 200台 600本 

小計 2,000 台 7,700 本 

塩釜ガス 柏崎市 500台 1,500 本 

古川ガス 北陸ガス 200台 600本 

合計  8,648 台 29,501本 

 

 

 

 

※福島ガス（コンロ：100台、ボンベ：300本）、石巻ガス（コンロ：10台、ボンベ：30本）から

の支援要請については、東北地区のガス事業者にて融通 

参考資料Ⅴ－１１ 
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２．簡易シャワー 

提供先事業者 設置場所※ 提供元事業者 

仙台市ガス局 

七郷小学校 

大阪ガス 

高砂市民センター 

蒲町小学校 

石巻ガス 
石巻中学校 

広渕小学校 

※当初の避難所の設置場所であり、避難所の閉鎖に伴って、別途避難場所に移設している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜寸法＞：4200W×1850D×2730H 

＜構成＞：シャワーブース４＋脱衣場１ 

     脱衣場に浴室暖房機１ 

     屋外に給湯１ 

＜熱源＞：プロパン 

     １６号エコジョーズ 3 

     ２０号エコジョーズ１ 

仙台市 蒲町小学校 
LPG36ｋｇ×4本  

石巻市 広渕小学校 
LPG50ｋｇ×10本  

＜その他＞：関連部材やアメニティもセット 

     （電気コードリール、支持用ブロック、 

シャンプー･リンス･タオル･マット･ 

下駄箱･衣類かご等） 

【基本仕様】 
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マイコンメーターの遮断機能等を活用した早期復旧手法の事例 
 

・従来の一般的な復旧手法では、ガス事業者が供給停止となった需要家のﾒｰﾀｰｶﾞｽ栓を閉栓し、本支管か

らメーター及びメーターから下流側までの安全確認を行った後に、開栓作業を行うこととしている。 

・今回、全戸供給停止となった東京ガス日立支社では、ガバナの遠隔監視により導管ネットワークの圧

力が保持されていることが確認され、また、緊急巡回点検により主たる導管に被害がなく、ガス漏え

い通報件数から本支供給管及び内管の被害が少なかったことが確認された。 

・そのため、当該需要家においては、従来の復旧手法ではなく、マイコンメーターの感震・圧力低下遮

断機能及び復帰安全確認機能、並びに開栓作業の代替として実施するチラシ投函等により、閉栓・開

栓作業を合理化し復旧の早期化を図った。 

・なお、今回の閉栓・開栓作業体制(作業員 約 100人)にて従来の復旧手法を実施した場合の試算結果と

比較して、復旧日数は概ね半減できたと推定される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

3/11 3/12 3/13 3/14 3/15 3/16 3/17 3/18 3/19～ 

         

マイコンメーターの遮断機能等を活用した早期復旧の作業フロー 

【発災】 
★ 

先遣隊調査 中圧ﾗｲﾝ 

健全性確認 低圧導管網復旧(低圧ﾌﾞﾛｯｸ単位) 津波水封箇所等対応 

緊急巡回点検 

ガス使用停止の需要家巡回 

(チラシ投函) 

ガス使用再開の需要家巡回 

(チラシ投函) 

【復旧完了】 
★ 

屋内給排気設備確認 

東京ガス日立支社 低圧ブロック状況図(マイコンメーターの遮断機能を活用した早期復旧ブロック) 

ﾌﾞﾛｯｸ 種別 戸数(約) ﾌﾞﾛｯｸ 種別 戸数(約) 

1 大規模 16,000 11 小規模 1,700 

2 単独 120 12 単独 500 

3 単独 100 13 小規模 1,100 

4 単独 290 14 小規模 2,700 

5 単独 500 15 単独 70 

6 単独 400 16 小規模 2,100 

7 単独 10 17 単独 400 

8 小規模 3,200 18 単独 20 

9 単独 100 19 単独 500 

10 単独 200    

 

 3 
 4 

 5  
8 

 
 10 

 

 
19 

 
16 

 
7 

 

1 

 9 

 14 

 11 

 
12 

 
13 

 2 

53カイン 

69カイン 河原子町１丁目 
70カイン 
(ＳＩ値最大) 

 
6 

 

15 

 

17 

道路：被害なし 

37カイン 

39カイン 

52カイン 

30カイン 

43カイン 

24カイン 

38カイン 

22カイン 

 
18 
 

・ 発災日時：2011年 3月 11日 14:46 

・ 震度 6強(日立市内・気象庁発表) 

・ ＳＩ値最大 70カイン 

(東京ガス設置のＳＩセンサー) 

・ 調停件数：30,008戸すべて供給停止 

建物：被害なし 

単独ガバナブロック 

小規模連絡ブロック 
大規模連絡ブロック 

地震計 

【凡例】 

参考資料Ⅴ－１２ 

【 概要 】 
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一般ガス事業者等による広報活動の実績 
 

今回の大震災は、１６の都市ガス事業者で供給停止を実施した。 

本誌では、全体復旧活動の取りまとめの広報を担当した日本ガス協会の本部広報班と現地救済

本部内に設けられた広報班の動き及び最大の供給停止事業者となった仙台市ガス局の広報対応

について記す。 

 

Ⅰ.日本ガス協会広報部の動き 

 日本ガス協会広報部では、東京にてプレスリリース発信やマスメディアの取材対応にあたる

一方で、仙台に設置された現地救済対策本部にも広報部員を派遣、都市ガス大手４社にも広報

部員の応援を要請し、現地の広報応援体制を確立。仙台市ガス局と連携し、マスメディア対応

にあたった。 

  

１．災害対策本部広報班（東京） 

（１）供給停止状況プレスリリース 

日本ガス協会広報部では、供給停止地域が８県、事業者数１６社と広域にわたったため、

供給停止状況及び復旧状況について、被災会員事業者情報を一元的にとりまとめ、二次災害

防止のお願いとあわせて、適宜、プレスリリースとして情報発信を実施した。 

  第１報は、３月１１日２１：００現在集計の情報を発信。 

以降同２３：３０現在、１２日２：３０分現在、同５：３０分現在と随時続報を発信。 

１日のとりまとめ（２０：３０現在）として定例化したのは、３月１４日以降となった。 

  

（２）安全周知プレスリリース 

  第１報から第５９報まで、供給停止状況及び復旧状況のプレスリリースにおいて「報道機

関の皆様へのお願い」として、二次災害防止のための対応方法について掲載した。 

 

（３）復旧応援隊に関するプレスリリース 

  上述の供給停止状況プレスリリース第５報（３月１２日１１：００現在）にて、先遣隊派

遣を紹介、以降適宜掲載。 

 

（４）計画停電によるお願いプレスリリース（３月１４日） 

  各都市ガス事業者域内において計画停電によるガス供給に影響が出る可能性があることか

ら、不要不急のガスの使用を控えていただくようにプレスリリースを実施。  

   

（５）プレスリリース配信先 

 ・エネルギー記者会、経済産業省記者会（社会部）、宮城県政記者クラブ、仙台市市政記者

クラブ 

  ・随時ホームページに掲載 

    

 

 

参考資料Ⅴ－１３ 
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２．現地救済対策本部広報班（仙台）   

（１）仙台市ガス局との連携 

  ①広報情報交換・連携 

  ②港工場公開、復旧隊受入れ式、解散式等のメディア対応協力 

 

（２）復旧隊マスコミ取材対応 

  ①新聞社、ＴＶ局、ラジオ局、雑誌社等メディアの取材アテンド 

主な掲載、ＴＶ放映だけでも約４０件となった。 

②地元メディア巡回 

   地元（仙台、石巻）の新聞社、ＴＶ局、ラジオ局のメディアを巡回。 

   復旧隊の活動を広くアピールすることに努めた。 

 

（３）石巻ガス広報支援 

  仙台市ガス局での復旧活動終了後は、現地救済対策本部の石巻移転に伴い、広報班も石巻

に移動し、復旧現場や解散式のマスコミへの公開等の広報支援を実施した。 

    

Ⅱ.仙台市ガス局の動き 

  仙台市ガス局では、今般の地震に対する当局の対応及び都市ガス設備の被害状況等につい

て、報道機関に対して主にプレスリリースによる情報発信を実施した。また需要家向けには、

ホームページ、避難所向け掲示などを利用して、開栓予定地区、復旧状況などの情報を提供

した。 

 

１．プレスリリース 

 （１）災害対策本部の設置、全面供給停止  

   第 1 報は 3 月 11日 16：30 にガス局災害対策本部の設置及び被害状況、都市ガスを使用

しないようにとの協力の依頼を発信した。その後、ガス製造工場である港工場の冠水によ

る全面供給停止決定を同日 16：42に発表した。 

 

 （２）閉栓作業 

   3 月 11日 23：00の第 5報において、3 月 12 日から各戸のガスメーターの閉栓作業を行

うことを発信した。 

 

 （３）復旧の見通し等 

   3月 14日 1：30の第 11報において、現時点では復旧のめどが立っておらず、早くても 3

週間は要する見込みであることを発信した。また、3 月 15 日 22：00 の第 14 報において、

港工場の甚大な被害状況、ガス料金の特別措置について伝えるとともに、閉栓作業の進捗

状況についての情報発信を始めた。 

 

 （４）供給再開見通し等 

   3 月 22 日 15：00 の第 23 報において、新潟からのパイプラインを用いて 3 月 23 日から

順次供給を再開する旨を伝え、予定地区についての情報提供を開始した。翌 23 日 11：00
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の第 24 報からはガス管修繕作業の予定についても発信を開始した。また、同日 19：00 の

第 25報から開栓状況の発信を開始した。 

  

 （５）余震発生 

   4月 7日に発生した余震による被害状況、供給停止地区等について、4月 8日 4：30に発

信した。同日 19：00 の第 56 報からは、開栓予定地区、修繕作業状況、復旧状況等につい

て、引き続き情報発信を行った。 

 

 （６）都市ガスの復旧 

   4月 16日に、東部沿岸地区や避難勧告区域などを除いて、都市ガスの供給が可能な状況

となったことについて発表した。以後、4 月 23 日の第 75 報をもってプレスリリースを終

了した。 

 

２．市長記者会見等 

・3 月 21日「パイプラインを活用して 3月 23日から供給再開」（市長記者会見） 

・4 月 11日「4月中の復旧から、10日間程度繰上げられる見通し」（仙台市災害対策 

   本部におけるガス事業管理者コメント） 

・4 月 15日「被害が甚大で作業ができない地区を除き、4月 16日に復旧」（仙台市 

災害対策本部における市長コメント） 

 

３．報道機関向け説明会の実施 

・3 月 16日 都市ガスの復旧見通しに関する説明 

・3 月 19日 港工場の被害状況説明 

・3 月 22日 都市ガスの今後の復旧等に関する説明 

 

４．ホームページ等 

・ホームページ、携帯サイトについては、3月 12日にガス局ホームページが回復・再開し

てからプレスリリースと同様の情報を提供し続けた。 

・仙台市のメール配信サービスで開栓情報の提供を行った（3月 31日～4月 20日）。 

・4 月 5 日から開栓予定地区の地図の掲載を開始したところ、アクセス集中のため一時つ

ながりにくくなった（震災前：800件／日→ピーク時 12,000件／日 150倍）。このため、

地元新聞社（河北新報社）の協力を得てミラーサイトを開設した（4月 8日～4月 16日）。 

 

５．避難所向け掲示 

  避難所に対しては、3 月 25 日から 4 月 20 日までの間、開栓予定地区、ガス管修繕作業の

進捗状況等について、掲示用資料を送付した。 

 

６．ラジオ 

ＮＨＫラジオで、開栓予定地区と復旧状況について、原則 1 日 2 回、生放送で情報発信し

た（3月 30 日～4月 15日）。 
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簡易ガス事業における復旧対応状況 

 

 
（１）復旧体制 

簡易ガス事業者は、「保安規程」、「ガス漏えい及び導管事故等処理要領」により、災害復旧活動に

係る組織等を整備し、迅速な復旧をなし得る体制を定めている。 

 

簡易ガス事業における防災組織の例  
 
 
 
●支部防災会における復旧計画等の措置について 
（１）復旧体制の確立 

復旧対策本部を設置し、組織と業務分担を明確にする。 
（２）災害に対する応急措置 

・初動緊急措置： 二次災害発生防止を主眼とし、被害状

況によってガスの供給を停止する等適切な措置を講ず

る。 
 ・代替燃料対策： ガス供給を長時間停止する場合、災害

応急対策として簡易コンロの手配を行う。 
（３）復旧計画の作成 

早期復旧を図るよう団地毎の総合的な計画を作成する。 
（４）広報活動 

二次災害を防止するため、住民への広報活動を行う。 
（５）復旧作業の状況把握 

日々の進捗状況を把握（記録）する。 
（６）苦情処理 

苦情処理体制をもうけ、苦情を原因別に記録、整理し、

早急に対処する。 
（７）応援要員の受入れ体制 

応援要請した場合、応援隊受入れの体制を整備する。 
   （担当地域、地区の情報整理、必要とされる資材等のリ

ストアップ、宿泊等の用意） 
 

（２）復旧対応 
①供給支障団地復旧時における人員及び資材確保について 

復旧対応については、自社対応で復旧可能と判断した事業者においては、自力で復旧した。その

他では、地域内あるいは地域を越えた事業者間において人的及び物的支援により復旧し、一部で

は県会長会社が中心となり沿岸部簡易ガス事業者の被害状況の把握や緊急物資の配布を行っ

た。 

 自社で全て対応 自社＋支援で対応  復旧時の問題点 

復旧人員 47% 53%  人員不足もあるが、資材調達に時間を要

した。原因としては、容器・資材不足、流

通ルートの寸断、通信機能障害などが影

響。 

資材確保 57% 43%  

      

 

②供給支障地点群の一次復旧の概要 

ガス工作物に被害を受け供給支障となった簡易ガス団地のうち、破損箇所が特定でき、比較的容

易に修理が可能な 11 地点群は、全て導管供給により復旧した。また、特定製造所に大きな損傷が

なく、損傷を受けた導管の範囲が限定できた 26 地点群については、導管供給と一部仮設容器の

設置によりガス供給を再開した。しかし、津波や液状化被害で特定製造所及び導管の復旧に時間

を要した 23 地点群については、全て仮設容器の設置により早期復旧を図った。 

 

 

 

本部防災組織 

支部 
簡易ガス事業防災会 

（県） 
A地域防災会 

（県） 
B地域防災会 

C地区防災会 D地区防災会 

簡易ガス事業者 
E団地 

簡易ガス事業者 
F団地 

産業保安監督部 
指導 

下部組織（略） 

下部組織（略） 

参考資料Ⅴ－１４ 
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復旧方法 
対象地点 

群数＊１ 

導管復旧 

戸数 
仮設容器 

設置戸数＊２ 

 

全て導管供給 

により復旧 
11 3,527 戸  

一部仮設容器 

により復旧 
26 7,787 戸 2,306 戸 

全て仮設容器 

により復旧 
23  4,823 戸 

合計 60 11,314 戸 7,129 戸 
＊１ 被害を受け供給停止した 74 地点群のうち、壊滅的被害等で 

    住民が避難中の 14 地点群を除く 60 地点群 

＊２ 一次復旧完了時点での設置件数 

 

 

 

 

容器転倒 

 
 

 

 

 

 

 
容器庫復旧      

 内部点検  

シリンダー容器庫内部被害のみにおける復旧作業状況 
 

 

 

 

 

 
津波により壊滅的被害 

 
 

 

 

 

 

 
容器回収後点検     

容器状況及び容器回収 

津波により壊滅的被害を受けた特定製造所の二次被害防止のため撤去作業状況 

 

 

 

 

 

仮設容器による一次復旧の状況

全て導管
供給により
復旧, 11,

18%全て仮設
容器により
復旧, 23,

38%
一部仮設

容器により
復旧, 26,

44%
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導管から出水 

（液状化によるものか） 

 

 

 

 

 
導管修理完了までの 

仮設容器による供給 

（カセットコンロを配布し、 

対応した事業者もある） 

 

 
導管修復工事 

導管損傷団地に対する仮設容器による復旧対応状況 

 

 

 

 
壊滅的被害等で住民が避難中の戸数を除いた簡易ガス団地は4月22日に仮設容器による復旧（一次復旧）又は導管供

給による復旧が完了した。 

この図は、4 月 23 日以降に避難解除等により住民が復帰したため復旧したものも含む。 
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簡易ガス事業における需要家支援について 
 
 

 
 

 

 

日本コミュニティーガス協会が発送した支援物資（カセットコンロ及びボンベ）一覧 

発送日 物資名 個数 

平成 23 年 3 月 16 日 
カセットコンロ 1,000 台 

カセットコンロ用ボンベ 10,080 本 

平成 23 年 3 月 16 日 
カセットコンロ 2,000 台 

カセットコンロ用ボンベ 19,920 本 

平成 23 年 3 月 17 日 
カセットコンロ 400 台 

カセットコンロ用ボンベ 7,200 本 

平成 23 年 3 月 22 日 
カセットコンロ 2,000 台 

カセットコンロ用ボンベ 13,500 本 

計 
カセットコンロ 5,400 台 

カセットコンロ用ボンベ 50,700 本 

 

災害対策バルク（現地サポートの例） 

災害対策バルクによる炊き出しでの住民サポート（仙台市） 
  （写真提供：伊藤工機㈱殿） 

需要家被災 事業者被災 

津波により使用不能となった

配送車（左上）とローリー車 
津波により損壊したLP充填所

（左下） 

 支
援 

LP充填所に代わり、容器

輸送用大型トレーラー車の

提供 

全国簡易ガス事業者による後方支援の例 

・カセットコンロ  5,400台 カセットボンベ 50,700本 
 （3月16日～3月22日にかけ協会より提供） 
・お米、ガスストーブ、毛布等 
・全国簡易ガス事業者とその従業員、LP関係団体等から 
 の被災事業者への義援金 等 

●LP業界における支援の例 
 日本LPガス協会「災害時LPガス供給相互支援協定」を発動し、系列に拘らない円 
 滑なLP供給に努める。（3月15日） 

参考資料Ⅴ－１５ 
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簡易ガス事業における広報活動の実績 

 
１．平常時の広報 
平常時に、災害発生時及び災害発生後の需要家のとるべき対応について、ガス事業者は日常の

業務機会や防災訓練時等の機会を利用して広報活動を行っている。 
日本コミュニティーガス協会は、地震発生時の需要家が取るべき対応についてまとめたパンフ

レットを作成し、ガス事業者が需要家に広報活動を行う際の配布資料として活用している。 
 
 

 
日本コミュニティーガス協会が発行している 

地震発生時の需要家の対応についてまとめたパンフレット 
 

参考資料Ⅴ－１６ 
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２．東日本大震災時の広報 
ガス事業者は東日本大震災発生後直ちに簡易ガス団地のガス工作物を点検するとともに、需要

家に対してガスの使用停止、ガス栓の閉止、及びガス漏れの発生している可能性がある場合の対

応等について広報を実施した。 
また、停電時におけるガス機器の使用についての注意事項を日本コミュニティーガス協会ホー

ムページに掲載し注意喚起をおこなった。 
 
 

 
 

日本コミュニティーガス協会が掲載した 
停電時におけるガス機器の使用についての注意事項の文書 
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Ⅵ．その他関係資料 
 





 

東日本大震災における石油プラントの被災事例について 

 

１．東北地方太平洋沖地震時の加速度分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）K-NET（防災科学技術研究所） 

 

２．震源と JX 仙台・鹿島の位置関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４

５

６
７

加速度
（gal) 震度

★

3/11 14:46 M9.0

JX鹿島
最大加速度：300gal

津波高さ：3m@鹿島港

塩釜油槽所

津波はM9.0地震で発生

JX仙台
最大加速度：1517gal（K-NET）

津波高さ：7.2m@仙台港

参考資料Ⅵ－１ 
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３．JX 仙台の被害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．被害事例① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）消防研究センター http://www.fri.go.jp/cgi-bin/hp/index.cgi 

 

 

 

地震以前(出展：google map)

火災発生場所（陸上出荷設備周辺）

震災前
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５．被害事例② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）消防研究センター http://www.fri.go.jp/cgi-bin/hp/index.cgi 

 

６．首都圏の製油所の被害 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出展）推計震度分布（気象庁） 

液状化の被害

大規模タンクの沈下（バルブの下部が基礎に接触）

タンク付近が液状化、タンクが沈下

護岸の被害

バースの被害

装置：運転継続
加速度：120gal

装置：全装置停止
（ボイラ手動停止で全停電）
被害：一部加熱炉に被害

装置：全装置停止
加速度：112gal
被害：球形ﾀﾝｸ火災

装置：一部装置停止
（地震でFCC停止、
手動で1/4を電力遮断し、
複数装置停止）

装置：一部装置停止
被害：ﾀﾝｸ浮き屋根沈没

装置：全装置停止
（操作不良で全停電）
被害：ﾀﾝｸ浮き屋根損傷

出光

極東

コスモ

東亜京浜

東燃川崎

JX根岸

装置：運転継続
加速度：91gal
被害：なし

富士石

加速度型地震とやや長周期型地震の被害

※多くの製油所が装置停止

※JX仙台、鹿島
は自動停止
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７．首都圏の製油所の被災状況① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典）消防研究センター http://www.fri.go.jp/cgi-bin/hp/index.cgi 

 

 

８．首都圏の製油所の被災状況② 

火災事例

ガスタンクの支柱が座屈し配管を損傷 製造装置の制御室の焼損  

出典）消防研究センター http://www.fri.go.jp/cgi-bin/hp/index.cgi 

スロッシング被害

デッキ上への漏洩

浮き屋根上に溢流（3日後に浮き屋根沈没）

ゲージポールの変形 ポンツーン内への原油の滞油
（3室で破損有）
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世
界
に
お
け
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
（
出
荷
基
地
、
受
入
基
地
及
び

PE
A

K
SH

AV
IN

G
*）

に
係
る
事
故

 
 

発
生
年

 
発
生
場
所

 
基
地
の
タ

イ
プ

 
事
故
の
概
要

 
事
故
原
因
及
び
現
在
の
運
用

 
1 

19
44

 
米
・

 
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾗﾝ
ﾄ
ﾞ 

PE
A

K
SH

AV
IN

G
 
・
戦
時
中
で
あ
り
、
タ
ン
ク
の
低
温
靭
性
保
持
に
必
要
な
ニ
ッ
ケ
ル
量

が
9%

で
あ
る
と
こ
ろ
、

3.
5%

し
か
な
く
、
供
用
開
始
後
間
も
な
く

タ
ン
ク
が
破
壊
し
、

LN
G
漏
洩
。

 
・
道
路
、
下
水
道
に
流
出
し
、
火
災
が
発
生
、

12
8
名
が
死
亡
。

 
・

LN
G

基
地
関
連
の
現
在
ま
で
の
事
故
の
う
ち
、
第
三

者
が
死
亡
し

た
世
界
で
唯
一
の
事
例
と
さ
れ
て
い
る
。

 

・
設
計
ミ
ス
。

 
・

60
年
以
上
前
の
事
故
で
あ
り
、
ニ
ッ
ケ
ル
量
に
関

す
る
材
料
も
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
で

は
起
こ
り
得
な
い
と
考
え
る
。

 

2 
19

65
 

英
・
ｴ
ｾｯ
ｸ
ｽ 

受
入
基
地

 
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
中
に
少
量
の

LN
G

が
漏
洩
・
着
火
し

、
作
業
員
一

名
が
負
傷
。

 
・
少
量
の

LN
G
漏
洩
で
あ
り
、
作
業
中
の
負
傷
の
み
、

第
三
者
被
害
は
な
い
。

 
3 

19
71

 
伊
・

 
ﾗ
 ｽ
ﾍ
ﾟ
ﾁｱ

 
受
入
基
地

 
・
密
度
及
び
温
度
の
異
な
る

LN
G

二
層
が
混
ざ
り
合
い
、
大
量
の
ガ

ス
が
発
生
。

 
・
タ
ン
ク
上
部
が
損
壊
。
人
損
の
報
告
な
し
。

 

・
運
用
ミ
ス
。

 
・
本
事
故
か
ら

40
年
が
経
過
し
、
層
状
化
防
止
は
技

術
的
に
標
準
化
さ
れ
て
お
り
、
起
こ
り
得
な
い
と
考

え
る
。

 
4 

19
72

 
加
・

 
ﾓ
ﾝ
ﾄ
ﾘ
ｵ
ｰﾙ

 
PE

A
K

SH
AV

IN
G

 
・
基
地
内
の
窒
素
配
管
か
ら
天
然
ガ
ス
が
制
御
室
に
流
入
し
、
た
ば
こ

に
引
火
。

 
・
設
計
ミ
ス
。

 
・
ガ
ス
と
窒
素
の
よ
う
な
異
流
体
を
配
管
で
接
続
す
る

設
計
は
行
わ
な
い
こ
と
、
配
管
の
流
体
表
示
、
工
事

作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
等
に
よ
り
、
徹
底
さ
れ
て
い

る
。

 
5 

19
73

 
米
・
ﾆ
ｭｰ
ﾖ
ｰ
ｸ 

PE
A

K
SH

AV
IN

G
 

・
ス
ト
レ
ー
ジ
タ
ン
ク
の
第
一
次
修
繕
作
業
完
了
か
ら

10
カ
月
後
、

タ
ン
ク
内
の
清
掃
・
溶
接
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
防

爆
機
材
を
用

い
て
お
ら
ず
、
タ
ン
ク
内
の
温
度
・
圧
力
が
急
上
昇

し
、
ﾀ
ﾝ
ｸ
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ

ｰ
ﾄ
壁
を
破
壊
。

 
・
作
業
員

40
名
が
死
亡
。

 

・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
中
の
施
工
管
理
ミ
ス
。

LN
G

の
事

故
で
は
な
い

(米
国
消
防
の
見
解

)。
 

・
保
安
区
画
上
、
タ
ン
ク
内
で
非
防
爆
機
器
を
使
用
で

き
な
い
ル
ー
ル
に
現
在
は
な
っ
て
お
り
、
起
こ
り
得

な
い
と
考
え
る
。

 
*P

EA
K

SH
AV

IN
G

 ：
ガ
ス
需
要
時
の
時
間
的
又
は
季
節
的
変
動
の
吸
収
に
よ
る
生
産
設
備
や
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
等

の
利
用
効
率
の
向
上
を
図
る
施
設
。

参
考
資
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発
生
年

 
発
生
場
所

 
基
地
の
タ

イ
プ

 
事
故
の
概
要

 
事
故
原
因
及
び
現
在
の
運
用

 
6 

19
77

 
ｱ
ﾙ
ｼ
ﾞ
ｪ
ﾘｱ

 
出
荷
基
地

 
・
ス
ト
レ
ー
ジ
タ
ン
ク
の
上
部
バ
ル
ブ
か
ら
漏
れ
た

LN
G

を
浴
び
、

作
業
員
１
名
が
凍
死
。

 
・

1,
50

0～
2,

00
0 

m
3
の

LN
G
が
蒸
発
し
た
が
、
蒸
気
雲

は
発
火
し
な

か
っ
た
。

 
・
バ
ル
ブ
の
材
質
が
、
ス
テ
ン
レ
ス
で
は
な
く
、
ア
ル
ミ
鋳
造
品
で
あ

っ
た
。

 

・
設
計
ミ
ス
。

 
・
現
在
で
は
、
配
管
設
計
が
標
準
化
さ
れ
て
お
り
、
サ

ー
ビ

ス
ク

ラ
ス

に
よ

っ
て

バ
ル

ブ
材

質
は

規
定

さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
低
温
バ
ル
ブ
に
関
す
る
材
料
規

定
は
厳
し
く
、
各
種
の
使
用
前
検
査
を
含
め
品
質
管

理
が
徹
底
し
て
い
る
。

 
7 

19
78

 
U

A
E 

出
荷
基
地

 
・
タ
ン
ク
下
部
の
パ
イ
プ
か
ら
、

LN
G

が
漏
洩
。
大
量

の
蒸
気
雲
が

発
生
し
た
が
発
火
し
な
か
っ
た
。

 
・
人
損
な
し
。

 

・
原
因
の
記
載
が
な
い
が
、

LN
G
タ
ン
ク
と

LN
G
配

管
の
接
続
は
溶
接
で
あ
る
こ
と
、
緊
急
遮
断
弁
の
速

や
か
な
遠
隔
閉
止
が
で
き
る
こ
と
、
加
え
て
現
在
は

LN
G

タ
ン
ク
に
関
し
て
の
安
全
対
策
、
保
安
の
規

定
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
量
の

LN
G
漏
洩
は
起
こ

り
得
な
い
と
考
え
る
。

 
8 

19
79

 
米
・

 
ﾒ
ﾘ
ｰ
ﾗ
ﾝ
ﾄﾞ

 
受
入
基
地

 
・

LN
G

が
ポ
ン
プ
部
よ
り
漏
洩
、
地
中
電
線
溝
を
通
っ

て
、
電
源
室

に
流
入
し
、
ブ
レ
ー
カ
ー
に
着
火
・
爆
発
。

 
・

1
名
死
亡
、

1
名
重
傷
。

 

・
設
計
ミ
ス
。

 
・
電
線
溝
は
可
燃
物
が
滞
留
す
る
箇
所
に
設
置
し
な
い

こ
と
、
ポ
ン
プ
周
囲
に
は
ガ
ス
検
知
器
が
あ
り
可
燃

性
ガ

ス
が

滞
留

す
る

前
に

ポ
ン

プ
は

停
止

さ
れ

る

こ
と
等
が
標
準
化
、
徹
底
さ
れ
て
い
る
。

 
9 

19
88

 
米
・

 
ﾏ
ｻ
ﾁ
ｭ
ｰ
ｾｯ
ﾂ 

受
入
基
地

 
・

LN
G

移
動
作
業
中
断
時
、
フ
ラ
ン
ジ
ガ
ス
ケ
ッ
ト
が

吹
き
飛
び
、

LN
G
が
約

3
万
ガ
ロ
ン

(約
12

0m
3 )漏

洩
。

 
・
液
化
ガ
ス
が
招
い
た
ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ン
マ
ー
が
原
因
と
さ
れ
る
。
人

損
な
し
。

 

・
運
転
管
理
ミ
ス
。

 
・
近
年
の
設
計
で
は
、
工
事
基
準
、
品
質
管
理
基
準
で

LN
G

配
管
は
溶
接
接
続
で
あ
る
こ
と
、
漏
洩
箇
所

前
後

の
遮

断
弁

の
速

や
か

な
閉

止
が

で
き

る
こ

と

か
ら
、
大
量
の
漏
洩
は
起
こ
り
得
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
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発
生
年

 
発
生
場
所

 
基
地
の
タ

イ
プ

 
事
故
の
概
要

 
事
故
原
因
及
び
現
在
の
運
用

 
10

 
19

89
 

英
・
ｻ
ｰﾚ
ｲ 

PE
A

K
SH

AV
IN

G
 
・
気
化
器
に
設
置
さ
れ
た
ド
レ
ン
バ
ル
ブ
の
一
部
が
閉
止
す
べ
き
と
こ

ろ
閉
止
さ
れ
て
お
ら
ず
、
運
転
開
始
後

LN
G
が
漏
洩
し
、

30
秒
後

に
着
火
。

 
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
フ
ァ
イ
ア
の
規
模
は
、

40
m

×2
5m

。
 

・
作
業
員

2
名
が
火
傷
。

 

・
運
転
管
理
ミ
ス
。

 
・
典
型
的
な
誤
操
作
で
あ
り
、
バ
ル
ブ
の
開
閉
表
示
、

作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
等
に
よ
り
、

徹
底
さ
れ
て
い
る
。

 

11
 

19
92

 
米
・
ﾒ
ﾘｰ
ﾗ
ﾝ
ﾄﾞ

 
PE

A
K

SH
AV

IN
G

 
・
三
基
の
タ
ン
ク
の
う
ち
の
一
基
に
近
接
す
る

LN
G

配
管
の
安
全
弁

が
誤
作
動
し
、
約

10
時
間
に
わ
た
り

25
,0

00
ガ
ロ
ン
（
約

10
0m

3 ）

の
LN

G
が
流
出
。
着
火
等
は
な
か
っ
た
。

 

・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ミ
ス
。

 
・
安
全
弁
は
、
定
期
点
検
に
よ
り
整
備
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
。
万
が
一
漏
洩
し
て
も
漏
洩
部
前
後
の
遮

断
操
作
に
よ
り
、
大
量
の
漏
洩
は
あ
り
得
な
い
。

 
12

 
19

93
 

尼
・
ﾎ
ﾞﾝ
ﾀ
ﾝ 

出
荷
基
地

 
・
配
管
工
事
中
、

LN
G
が
漏
洩
し
、
漏
洩
し
た

LN
G
が

下
水
管
に
流

入
、

LN
G

の
気
化
に
よ
る
急
激
な
圧
力
上
昇
に
よ
り
下
水
管
等
が

損
壊
。
発
火
は
な
し
。

 

・
LN

G
漏
洩
原
因
が
不
明
だ
が
、
少
量
の

LN
G
漏
洩

で
あ
り
、
着
火
及
び
人
的
被
害
は
な
い
。

 

13
 

20
00

 
米
・
ｼ
ﾞｮ
ｰ
ｼ
ﾞｱ

 
受
入
基
地

 
・
河
川
に
あ
っ
た
長
さ

58
0
フ
ィ
ー
ト
の
船
（
パ
ー
ム
油
等

2
万
ト
ン

積
載
）
が

LN
G

積
卸
し
岸
壁
に
衝
突
し
、
ア
ン
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
ア

ー
ム

等
の

受
入

設
備

が
損

傷
。

当
該

基
地

は
、

修
理

中
で

、
LN

G
は
な
か
っ
た
。

 

・
船
の
操
船
ミ
ス
。

 
・
仮
に
受
入
設
備
が
損
傷
を
受
け
て
も
、
配
管
遮
断
弁

閉
止
操
作
に
よ
り
大
量
の

LN
G
漏
洩
は
起
き
得
な

い
と
考
え
る
。
ま
た
、
河
川
に
立
地
し
た

LN
G
基

地
は
国
内
に
な
い
。

 

 ＜
基
地
建
設

中
ま
た
は
日
本
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地
に
な
い
設
備
の
事
故

> 
 

発
生
年

 
発
生
場
所

 
基
地
の
タ

イ
プ

 
事
故
の
概
要

 
事
故
原
因
及
び
現
在
の
運
用

 
1 

19
68

 
米
・

 
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾄ
ﾗ
ﾝﾄ
ﾞ 

PE
A

K
SH

AV
IN

G
 

・
LN

G
タ
ン
ク
建
設
中
の
事
故
。

4
名
の
作
業
員
が
死

亡
。

 
・
配
管
か
ら
の
注
入
試
験
時
に
爆
発
・
火
災
。

 
・
建
設
中
の
施
工
管
理
ミ
ス
。

 
・
現
在
で
は
、
タ
ン
ク
に
可
燃
性
ガ
ス
が
流
入
し
な
い

よ
う
仕
切
板
等
で
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
等
の
施
工
管
理
、

ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
。
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発
生
年

 
発
生
場
所

 
基
地
の
タ

イ
プ

 
事
故
の
概
要

 
事
故
原
因
及
び
現
在
の
運
用

 
2 

19
83

 
尼
・
ﾎ
ﾞﾝ
ﾀ
ﾝ 

出
荷
基
地

 
・
プ
ラ
ン
ト
内
の
全
て
の
圧
力
逃
が
し
系
が
接
続
さ
れ
て

い
る
フ
レ
ア

ー
ラ
イ
ン
が
、
プ
ラ
ン
ト
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
時
に
仕
切
板
で
閉
止
さ

れ
て
い
た
た
め
、
主

LN
G
凝
縮
器
に
設
計
圧
力
の

3
倍
の
圧
力
が

か
か
り
破
損
。
飛
散
し
た
破
損
物
が
作
業
員
に
衝
突
し

、
3
名
死
亡
。 

・
建
設
中
の
施
工
管
理
ミ
ス
。

 
・

LN
G

液
化
基
地
の
事
故
で
あ
り
、
同
様
の
プ
ラ
ン

ト
は

LN
G
受
入
基
地
に
は
な
い
。

 

3 
19

85
 

米
・
ｱ
ﾗﾊ
ﾞ
ﾏ 

PE
A

K
SH

AV
IN

G
 
・

LN
G
液
化
コ
ー
ル
ド
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
送
ら
れ
る

LN
G
を
受
け
る
小

型
の
ｱ
ﾙ
ﾐ
製
容
器
の
当
て
板
溶

接
部
が
破
壊
し
、
制
御

室
等
の
入
っ

て
い
る
建
屋
内
ま
で
飛
散
。
ま
た
、
流
出
し
た
ガ
ス
が

建
屋
内
に
流

入
し
、
着
火
。

 
・
従
業
員

6
名
負
傷
。

 

・
LN

G
液
化
基
地
の
事
故
で
あ
り
、
同
様
の
プ
ラ
ン

ト
は

LN
G
受
入
基
地
に
は
な
い
。

 

4 
19

87
 

米
・
ﾈ
ﾊﾞ
ﾀ
ﾞ 

実
験
施
設

 
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の
実
験
施
設
に
お
い
て
、
蒸
気
雲
拡
散
防
止
大
規
模

実
験
を
実
施
中
、
発
火
。

 
（
そ
の
他
、
実
験
施
設
に
お
け
る
事
故
が
数
例
あ
り
。
）

 

・
実
験
施
設
で
の
事
故
で
あ
る
。

 

5 
20

03
 

馬
・
ﾋ
ﾞﾝ
ﾂ
ｰ 

出
荷
基
地

 
・
廃
熱
回
収
装
置
の
管
と
ヘ
ッ
ダ
ー
の
継
手
に
き
裂
が
生
じ
、
そ
こ
か

ら
漏
れ
た
ガ
ス
が
、
自
然
発
火
点
に
到
達
し
、
火
災
が
発
生
。
物
損

の
み
。

 

・
LN

G
液
化
プ
ラ
ン
ト
の
一
部
で
あ
る

LP
G
ガ
ス
設

備
の
事
故
で
、

LN
G

受
入
基
地
に
は
な
い
設
備
の

事
故
で
あ
る
。

 
6 

20
04

 
ｱ
ﾙ
ｼ
ﾞ
ｪ
ﾘｱ

 
出
荷
基
地

 
・
冷
媒
設
備
か
ら
漏
え
い
し
た
炭
化
水
素
冷
媒
が
蒸
気

雲
を
形
成
し
、

蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
に
流
入
。
ボ
イ
ラ
ー

内
の
圧
力
が
急
上
昇
し
、
破
損
、

発
火
。

 
・
死
亡

27
名
、
負
傷
者

72
名
以
上
。

 

・
LN

G
液
化
プ
ラ
ン
ト
の
一
部
で
あ
る
冷
媒
設
備
の

事
故
で
、

LN
G

受
入
基
地
に
は
な
い
設
備
の
事
故

で
あ
る
。

 

 
（
備
考
）

 
「
事
故
原
因
及
び
現
在
の
運
用
」
に
つ
い
て
は
、
日
本
ガ
ス
協
会
に
よ
る
記
載
で
あ
る
。

 
（
出
所
）

 
米
連
邦
議
会
調
査
局
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防災基本計画修正のポイント（案） 
 
修正の方針 

○ 中央防災会議「東北地方太平洋沖地震を教訓とした地震・津波対策に関する専門

調査会」最終報告(9/28公表)を踏まえ、提言内容の具体化を行う。 

○ 今後も、大震災を踏まえた各種見直しの反映を含め、継続的に修正を行う。  

 

主 な 内 容 

１．「津波災害対策編」の新設 →（別紙）参照 

２．東日本大震災を踏まえた地震・津波対策の抜本的強化 

①あらゆる可能性を考慮した最大クラスの地震・津波想定の実施 

②二つのレベルの想定とそれぞれの対策 

・最大クラスの津波に対する住民避難を軸とした総合的な対策 

・比較的頻度の高い津波に対する海岸保全施設等の整備 

③津波に強いまちづくり 

・浸水危険性の低い地域を居住地域とする土地利用、避難場所・避難ビル等の計画的整備 等 

（津波到達時間が短い地域ではおおむね５分程度で避難が可能となるまちづくりを目指す） 

④国民への防災知識の普及 

・強い揺れを感じた場合等迷うことなく迅速かつ自主的に避難することなどの知識の普及 

・防災教育の実施，津波に関する教育プログラムの開発 

・津波ハザードマップの整備及び住民への周知 等 

⑤地震・津波に関する研究及び観測体制の充実 

⑥津波警報等の伝達及び避難体制確保 

・受け手の立場に立った津波警報等の発表 

・携帯電話等多様な手段による確実な伝達 

・具体的かつ実践的な避難計画の策定，避難支援の行動ルール化 等 

⑦地震の揺れによる被害の軽減策 
・浅部地盤データの収集・データベース化等の液状化対策，天井等の落下物対策 等 

 
３．最近の災害等を踏まえた防災対策の見直しの反映 

（例） ・避難所等における生活環境改善や女性ニーズへの配慮 

 ・洪水等の警報，避難勧告等に係る伝達文の工夫 

 ・避難勧告等に資する土砂災害緊急情報の市町村への提供 

 ・実践的な避難計画の策定等，噴火時等の火山災害対策 等 

 

検 討 経 緯 

9 月 28 日 東北地方太平洋沖地震を教訓とした地震・津波対策に関する専門調査会報告 

11 月 28 日 防災対策推進検討会議（第２回）における審議 

参考資料Ⅵ－３平成23年12月27日中央防災会議配付資料
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（別紙）

第３編
風水害対策編

第４編
火山災害対策編

第５編
雪害対策編

第６編
海上災害対策編

第７編
航空災害対策編

第８編
鉄道災害対策編

第９編
道路災害対策編

第１０編
原子力災害対策編

第１１編 危険物等
災害対策編

第１２編 大規模な
火事災害対策編

第１３編
林野火災対策

【自然災害各編】

【事故災害対策各編】

第２編
震災対策編

第１編 総 則

第１５編 防災業務計画及び地域防
災計画において重点をおくべき事項

第１４編 その他の
災害に共通する対策編

防災基本計画における「津波災害対策編」の新設について

現行計画

第４編
風水害対策編

第５編
火山災害対策編

第６編
雪害対策編

第７編
海上災害対策編

第８編
航空災害対策編

第９編
鉄道災害対策編

第１０編
道路災害対策編

第１１編
原子力災害対策編

第１２編 危険物等
災害対策編

第１３編 大規模な
火事災害対策編

第１４編
林野火災対策

【自然災害各編】

【事故災害対策各編】

第１編 総 則

第１６編 防災業務計画及び地域防
災計画において重点をおくべき事項

第１５編 その他の
災害に共通する対策編

修正案

第１章 災害予防

第２章 災害応急対策

第３章 災害復旧・復興

第４章 津波対策

津波対策は震災対策の
特記事項という位置づけ

（分量2ページ弱）

第１章 災害予防

第２章 災害応急対策

第３章 災害復旧・復興

第２編
地震災害対策編

第１章 災害予防

第２章 災害応急対策

第３章 災害復旧・復興

第３編
津波災害対策編

旧震災対策編を分割し、
津波災害対策に特化した

新たな「編」を設ける

「予防」「応急対策」「復旧・復興」
の各段階における津波災害対策

を体系的に記述。
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（
参
考
）

 
防
災
基
本
計
画
 
新

旧
対
照
表
（
平
成

23
年

12
月

27
日
の
中
央
防
災
会
議
に
お
け
る
配
付
資
料
か
ら
、
ガ
ス
供
給
に
関
係
す
る
部
分
（
第
１
編
～
第
３
編
ま
で
）
を
抜
粋
）

 
修
正
前

 
修
正
後

 
第

１
編
 

総
則
 

 
第
２
章

 
防
災

の
基

本
方

針
 

 
 

・
被

災
者
の

生
活

確
保

に
資

す
る

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

，
交
通
施

設
等
の

施
設
・

設
備
の

応
 

急
復
旧
 

 
 

 

第
３
章
 

防
災
を

巡
る

社
会

構
造

の
変

化
と

対
応

 

・
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン

，
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
，

情
報

通
信

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

，
交
通

ネ
ッ
ト

ワ
ー
 

ク
等
へ
の

依
存

度
の

増
大

が
み

ら
れ

る
が

，
こ
れ
ら

の
災
害

発
生

時
の
被

害
は
，
日

常

生
活
，
産

業
活

動
に

深
刻

な
影

響
を

も
た

ら
す

。
こ
の
た

め
，
こ

れ
ら
の

施
設
の

耐
災

化
を
進
め

る
と

と
も

に
，

補
完

的
機

能
の

充
実

が
必
要
で

あ
る
。
 

 

 第
２
編
 

地
震
災

害
対

策
編

 

 
第
１
章

 
災
害

予
防

 

第
１
節
 

地
震
に

強
い

国
づ

く
り

、
ま

ち
づ

く
り

 

３
 
地
震

に
強
い

ま
ち

づ
く

り
 

 
  

(
3)
 ラ

イ
フ
ラ

イ
ン

施
設

等
の

機
能

の
確

保
 

○
国
，
地

方
公

共
団

体
及

び
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
事

業
者
は
，

上
下
水

道
，
工

業
用
水

道
，
 

電
気
，
ガ

ス
，

電
話

等
の

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

関
連
施

設
や
廃

棄
物
処

理
施
設

の
耐
震

性
 

の
確
保
を

図
る

と
と

も
に

，
系

統
多

重
化

，
拠
点

の
分
散

，
代
替

施
設
の

整
備
等

に
 

第
１
編
 

総
則
 

 
第
２
章

 
防
災

の
基
本

方
針

 

・
災
害
発

生
中
に

そ
の

拡
大

を
防

止
す

る
た

め
の

消
火

・
水

防
等

の
災

害
防

止
活

動
，

被

災
者
の
生

活
確

保
や

地
域

の
産

業
活

動
の

維
持

に
資

す
る

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

，
交

通
施

設

等
の
施
設

・
設

備
の

応
急

復
旧

，
二

次
災

害
の

防
止

 

 

第
３
章
 

防
災
を

巡
る

社
会

構
造

の
変

化
と

対
応

 

・
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン

，
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
，

携
帯

電
話

や
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

な
ど

の
情

報
通

 

信
ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
，

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

等
へ

の
依

存
度

の
増

大
が

み
ら

れ
る

が
，

こ

れ
ら
の
災

害
発

生
時

の
被

害
は

，
日

常
生

活
，
産

業
活

動
に

深
刻

な
影

響
を

も
た

ら
す

。

こ
の
た
め

，
こ

れ
ら

の
施

設
の

耐
災

化
を

進
め

る
と

と
も

に
，

補
完

的
機

能
の

充
実

が

必
要
で
あ

る
。

 

 

第
２
編
 

地
震
災

害
対
策

編
 

 
第
１
章

 
災
害

予
防
 

 
 第

２
節
 

地
震
に

強
い

国
づ

く
り

、
ま

ち
づ

く
り

 

 
 
３
 

地
震
に

強
い
ま

ち
づ

く
り

 

(
3
)
 ラ

イ
フ
ラ
イ

ン
施

設
等

の
機

能
の

確
保

 

○
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン

の
被

災
は

，
安

否
確

認
，
住

民
の

避
難

，
救

命
・
救

助
等

の
応

急
対

策
 

活
動
な
ど

に
支

障
を

与
え

る
と

と
も

に
避

難
生

活
環

境
の

悪
化

等
を

も
た

ら
す

こ
と

 

か
ら
，
国
，
地

方
公

共
団

体
及

び
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
事

業
者

は
，
上

下
水

道
，
工

業
用

水
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よ
る
代
替

性
の

確
保

を
進

め
る

も
の

と
す

る
。
 

 

 ○
ラ
イ
フ

ラ
イ

ン
施

設
の

機
能

の
確

保
策

を
講

ず
る
に
当

た
っ
て

は
，
必

要
に
応

じ
，
 

大
規
模
な

地
震

が
発

生
し

た
場

合
の

被
害

想
定
を

行
い
，

想
定
結

果
に
基

づ
い
た

主
 

要
設
備
の

耐
震

化
，

震
災

後
の

復
旧

体
制

の
整
備

，
資
機

材
の
備

蓄
等
を

行
う
も

の
 

と
す
る
。

特
に

，
３

次
医

療
機

関
等

の
人

命
に
関

わ
る
重

要
施
設

へ
の
供

給
ラ
イ

ン
 

の
重
点
的

な
耐

震
化

を
進

め
る

も
の

と
す

る
。
 

 

 
 

第
３

節
 
国

民
の

防
災

活
動

の
促

進
 

 
 

 
３
 
国

民
の
防

災
活

動
の

環
境

整
備

 

(
3
)
  

企
業

防
災

の
促

進
 

 
 
 

○
企
業
は

，
災

害
時

の
企

業
の

果
た

す
役

割
（

生
命
の
安

全
確
保

，
二

次
災
害

の
防
止

，
 

事
業
の
継

続
，
地

域
貢

献
・
地

域
と

の
共

生
）
を
十
分

に
認

識
し

，
各

企
業
に

お
い
 

て
災
害
時

に
重

要
業

務
を

継
続

す
る

た
め

の
事
業

継
続
計

画
（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）
を
策
定

す
 

る
よ
う
努

め
る

と
と

も
に

，
防

災
体

制
の

整
備
，

防
災
訓

練
，
事

業
所
の

耐
震
化
，
 

予
想
被
害

か
ら

の
復

旧
計

画
策

定
，
各

計
画
の
点

検
・
見
直

し
等

を
実
施

す
る
な

ど
 

の
防
災
活

動
の

推
進

に
努

め
る

も
の

と
す

る
。
 

 

   
第
２
章

 
災
害

応
急

対
策

 

 
 

 
○

地
震
発

生
後
の

防
災

関
係

機
関

の
動

き
と

し
て

は
，
ま

ず
被
害

規
模
等

の
情
報

の
収
集

 

連
絡
が
あ

り
，
次

い
で

そ
の

情
報

に
基

づ
き

所
要

の
体
制

を
整
備

す
る
と

と
も
に

，
人

道
，
電
気
，
ガ

ス
，
電

話
等

の
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
関

連
施

設
や

廃
棄

物
処

理
施

設
の

耐
震

 

性
の
確
保

を
図

る
と

と
も

に
，
系

統
多

重
化

，
拠

点
の

分
散

，
代

替
施

設
の

整
備

等
に

 

よ
る
代
替

性
の

確
保

を
進

め
る

も
の

と
す

る
。

 

○
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン

施
設

の
機

能
の

確
保

策
を

講
ず

る
に

当
た

っ
て

は
，

必
要

に
応

じ
，

 

大
規
模
な

地
震

が
発

生
し

た
場

合
の

被
害

想
定

を
行

い
，
想

定
結

果
に

基
づ

い
た

主
要

 

設
備
の
耐

震
化

，
液

状
化

対
策

，
地

震
災

害
後

の
復

旧
体

制
の

整
備

，
資

機
材

の
備

蓄
 

等
を
行
う

も
の

と
す

る
。
特

に
，
３

次
医

療
機

関
等

の
人

命
に

関
わ

る
重

要
施

設
へ

の
 

供
給
ラ
イ

ン
の

重
点

的
な

耐
震

化
を

進
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 

 
 
第
３

節
 

国
民
の
防

災
活

動
の

促
進

 

 
 
３
 

国
民
の

防
災
活

動
の

環
境

整
備

 

(
3
)
  
企
業
防

災
の

促
進

 

○
企
業
は
，
災
害

時
の

企
業

の
果

た
す

役
割
（

生
命

の
安

全
確

保
，
二

次
災

害
の

防
止

， 

事
業
の
継

続
，

地
域

貢
献

・
地

域
と

の
共

生
）

を
十

分
に

認
識

し
，

各
企

業
に

お
い

 

て
災
害
時

に
重

要
業

務
を

継
続

す
る

た
め

の
事

業
継

続
計

画
（

Ｂ
Ｃ

Ｐ
）

を
策

定
・

 

運
用
す
る

よ
う

努
め

る
と

と
も

に
，

防
災

体
制

の
整

備
，

防
災

訓
練

の
実

施
，

事
業

 

所
の
耐
震

化
・

耐
浪

化
，

予
想

被
害

か
ら

の
復

旧
計

画
策

定
，

各
計

画
の

点
検

・
見

 

直
し
，
燃

料
・

電
力

等
重

要
な

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

の
供

給
不

足
へ

の
対

応
，

取
引

先
と

 

の
サ
プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
の

確
保

等
の

事
業

継
続

上
の

取
組

み
を

継
続

的
に

実
施

す
る

 

な
ど
の
防

災
活

動
の

推
進

に
努

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 

 
第
２
章

 
災
害

応
急
対

策
 

○
地
震
発

生
後
の

防
災

関
係

機
関

の
動

き
と

し
て

は
，

ま
ず

被
害

規
模

等
の

情
報

の
収

集

連
絡
が
あ

り
，

次
い

で
そ

の
情

報
に

基
づ

き
所

要
の

体
制

を
整

備
す

る
と

と
も

に
，

人
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命
の

救
助
・
救

急
・
医

療
・
消

火
活

動
を

進
め
る
こ

と
と
な

る
。
さ

ら
に

，
避
難
対

策
，
 
 
 

 

必
要
な
生

活
支

援
（

食
料

，
水

等
の

供
給

）
を

行
う
。
当

面
の
危

機
的
状

況
に
対

処
し

 
 
 

 
た
後

は
，
保

健
衛

生
，
社

会
秩

序
の

維
持

，
ラ

イ
フ

ラ
イ
ン

等
の
復

旧
，
被
災

者
へ

の

 
 
 

 
情
報

提
供
，

二
次

災
害

(
土

砂
災

害
，

風
水

害
，
建

築
物
倒

壊
な
ど

）
の
防

止
を
行

っ

 
 
 

 
て
い

く
こ
と

と
な

る
。
こ

の
他

，
広

域
的

な
人
的
・
物
的
支

援
を
円

滑
に
受

け
入
れ

る

 
 
 

 
こ
と

も
重
要

で
あ

る
。

 

       

 
 
第
３

節
 

救
助
・

救
急

、
医

療
及

び
消

火
活

動
 

 
 

２
 

医
療
活

動
 

 
 
 
○
被
災

地
域
内

の
医

療
機

関
等

は
，

病
院

建
物

，
医
療
設

備
の
被

害
の
応

急
復
旧

を
実
 

施
す
る
と

と
も

に
，
必

要
に

応
じ

，
ラ

イ
フ

ラ
イ
ン
事

業
者
等
に

対
し

，
応
急

復
旧
の

 

要
請
を
行

う
も

の
と

す
る

。
 

 

 
 
 
  第

1
0節

 
被
災

者
等

へ
の

的
確

な
情

報
伝

達
活

動
 

 
 

 
○

非
常
本

部
等

，
指

定
行

政
機

関
，
公

共
機

関
及
び
地
方

公
共
団

体
は

，
被
災

者
の
ニ

 

ー
ズ
を
十

分
把

握
し

，
地

震
の

被
害

，
余

震
の

状
況

，
二
次

災
害

の
危
険

性
に
関

す
 

る
情
報
，
安

否
情

報
，
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
や

交
通
施
設

等
の
公

共
施
設

等
の
復

旧
状
況

，
 

命
の
救
助
・
救

急
・
医

療
・
消

火
活

動
を

進
め

る
こ

と
と

な
る

。
さ

ら
に

，
避

難
対

策
，

必
要
な
生

活
支

援
（

食
料

，
水

，
燃

料
等

の
供

給
）

を
行

う
。

当
面

の
危

機
的

状
況

に

対
処
し
た

後
は

，
保

健
衛

生
，

社
会

秩
序

の
維

持
，

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

等
の

復
旧

，
被

災

者
へ
の
情

報
提

供
，

二
次

災
害

（
土

砂
災

害
，

風
水

害
，

建
築

物
倒

壊
な

ど
）

の
防

止

を
行
っ
て

い
く

こ
と

と
な

る
。

こ
の

他
，

広
域

的
な

人
的

・
物

的
支

援
を

円
滑

に
受

け

入
れ
る
こ

と
も

重
要

で
あ

る
。

 

○
海
溝
型

巨
大
地

震
が

発
生

し
た

場
合

，
甚

大
か

つ
広

域
的

な
被

害
が

予
想

さ
れ

る
と

同

時
に
，
こ

れ
ま

で
の

大
災

害
で

経
験

し
た

よ
う

な
広

域
的

な
停

電
や

断
水

の
発

生
，

防

災
拠
点
の

被
災

，
市

町
村

等
の

行
政

機
能

の
喪

失
，

交
通

イ
ン

フ
ラ

の
被

災
に

よ
る

応

急
対
策
活

動
へ

の
支

障
の

発
生

，
ガ

ソ
リ

ン
等

の
燃

料
を

含
む

各
種

物
資

の
著

し
い

不

足
な
ど
を

含
め

，
事

前
の

想
定

を
超

え
る

事
態

が
発

生
す

る
お

そ
れ

が
あ

る
こ

と
に

十

分
留
意
し

つ
つ

，
災

害
応

急
対

策
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

 

 

 
 
第
３

節
 

救
助
・
救

急
、

医
療

及
び

消
火

活
動

 

２
 
医
療

活
動
 

 
 
 
○

被
災
地

域
内
の

医
療

機
関

等
は

，
病

院
建

物
，

医
療

設
備

の
被

害
の

応
急

復
旧

を
実

 

施
す
る
と

と
も

に
，
必

要
に

応
じ

，
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
事

業
者

等
に

対
し

，
応

急
復

旧
の

要
請
を
行

う
も

の
と

す
る

。
 

 

第
５
節
 

避
難
収

容
及

び
情

報
提

供
活

動
 

 
７
 

被
災
者
等

へ
の

的
確

な
情

報
伝

達
活

動
 

 
 
 
○

非
常
本

部
等
，

指
定

行
政

機
関

，
公

共
機

関
及

び
地

方
公

共
団

体
は

，
被

災
者

の
ニ

 

ー
ズ
を
十

分
把

握
し

，
地

震
の

被
害

，
余

震
の

状
況

，
二

次
災

害
の

危
険

性
に

関
す

 

る
情
報

，
安
否

情
報

，
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
や

交
通

施
設

等
の

公
共

施
設

等
の

復
旧

状
況

， 
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医
療
機
関

な
ど

の
生

活
関

連
情

報
，
そ

れ
ぞ

れ
の
機

関
が
講

じ
て

い
る
施

策
に
関

す
 

る
情
報
，
交

通
規

制
等

被
災

者
等

に
役

立
つ
正
確

か
つ
き

め
細
や

か
な
情

報
を
適

切
 

に
提
供
す

る
も

の
と

す
る

。
な

お
，
そ

の
際

，
高
齢

者
，
障
害
者
，
外
国
人

等
災
害

 

時
要
援
護

者
に

配
慮

し
た

伝
達

を
行

う
こ

と
。
 

      

  
 

第
９

節
 
施

設
、

設
備

等
の

応
急

 

(
2
)
 ラ

イ
フ
ラ

イ
ン

施
設

に
関

す
る

非
常

災
害
対

策
本
部

等
の
関

与
 

○
非
常
本

部
等

は
，
災

害
の

程
度

，
施

設
の
重

要
度
等

を
勘
案
の

上
，
特
に
必

要
と

 

認
め
ら

れ
る

場
合

に
は

，
関

係
省

庁
〔

厚
生
労
働

省
，
経

済
産
業

省
，
総

務
省
，
 

国
土
交

通
省

〕
を

経
由

し
て

，
ラ

イ
フ

ラ
イ
ン
事

業
者
に

対
し
て

応
急
対

策
活
動
 

を
依
頼

す
る

も
の

と
す

る
。

 

       

医
療
機
関

な
ど

の
生

活
関

連
情

報
，

そ
れ

ぞ
れ

の
機

関
が

講
じ

て
い

る
施

策
に

関
す

 

る
情
報
，

交
通

規
制

，
被

災
者

生
活

支
援

に
関

す
る

情
報

等
，

被
災

者
等

に
役

立
つ

 

正
確
か
つ

き
め

細
や

か
な

情
報

を
適

切
に

提
供

す
る

も
の

と
す

る
。
な

お
，
そ

の
際

， 

高
齢
者
，

障
害

者
，

外
国

人
等

災
害

時
要

援
護

者
に

配
慮

し
た

伝
達

を
行

う
こ

と
。

 

○
非
常
本

部
等
，

指
定

行
政

機
関

，
公

共
機

関
及

び
地

方
公

共
団

体
は

，
被

災
者

の
お

 

か
れ
て
い

る
生

活
環

境
及

び
居

住
環

境
等

が
多

様
で

あ
る

こ
と

に
か

ん
が

み
，

情
報

 

を
提
供
す

る
際

に
活

用
す

る
媒

体
に

配
慮

す
る

も
の

と
す

る
。

特
に

，
避

難
場

所
に

 

い
る
被
災

者
は

情
報

を
得

る
手

段
が

限
ら

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

，
被

災
者

生
活

支
援

 

に
関
す
る

情
報

に
つ

い
て

は
紙

媒
体

で
も

情
報

提
供

を
行

う
な

ど
，

適
切

に
情

報
提

 

供
が
な
さ

れ
る

よ
う

努
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 

第
９
節
 

施
設
、

設
備

等
の

応
急

 

(
2
)
 ラ

イ
フ
ラ
イ

ン
施

設
に

関
す

る
非

常
災

害
対

策
本

部
等

の
関

与
 

○
非
常
本

部
等

は
，

災
害

の
程

度
，

施
設

の
重

要
度

等
を

勘
案

の
上

，
特

に
必

要
と

 

認
め
ら
れ

る
場

合
に

は
，

関
係

省
庁

〔
厚

生
労

働
省

，
経

済
産

業
省

，
総

務
省

，
 

国
土
交
通

省
〕

を
経

由
し

て
，

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

事
業

者
に

対
し

て
応

急
対

策
活

動
 

を
依
頼
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 

第
３
編
 

津
波
災

害
対
策

編
 

第
１
章
 

災
害
予

防
 

第
１
節

 津
波

の
適
切

な
設

定
と

対
策

の
基

本
的

考
え

方
 

○
国
及
び

地
方
公

共
団
体

は
，

津
波

災
害

対
策

の
検

討
に

当
た

り
，

科
学

的
知

見
を

踏
ま

え
，

あ
ら
ゆ
る

可
能
性

を
考

慮
し

た
最

大
ク

ラ
ス

の
津

波
を

想
定

し
，

そ
の

想
定

結
果

に
基

づ
き

対
策
を
推

進
す
る

も
の

と
す

る
。

 

( 166 )



                        

（
略
）
 

○
国
及
び

地
方
公

共
団
体

は
，

被
害

の
全

体
像

の
明

確
化

及
び

広
域

的
な

防
災

対
策

の
立

案
の

基
礎
と
す

る
た
め

，
具

体
的

な
被

害
を

算
定

す
る

被
害

想
定

を
行

う
も

の
と

す
る

。
そ

の
際

，

今
後
の
防

災
対
策

の
推

進
に

よ
る

被
害

軽
減

効
果

を
で

き
る

だ
け

定
量

的
に

示
す

こ
と

が
で

き
る
よ
う

検
討
す

る
と

と
も

に
，

地
域

性
の

考
慮

，
複

数
の

被
害

シ
ナ

リ
オ

の
検

討
等

に
留

意
す
る
も

の
と
す

る
。

ま
た

，
自

然
現

象
は

大
き

な
不

確
定

要
素

を
伴

う
こ

と
か

ら
，

想
定

や
シ
ナ
リ

オ
に
は

一
定

の
限

界
が

あ
る

こ
と

に
留

意
す

る
。

と
り

わ
け

，
津

波
災

害
は

，
波

源
域
の
場

所
や
地

形
の

条
件

な
ど

に
よ

っ
て

，
発

生
す

る
津

波
高

，
範

囲
等

に
大

き
な

相
違

が
生
じ
う

る
地
域

差
の

大
き

な
災

害
で

あ
る

こ
と

を
念

頭
に

置
く

必
要

が
あ

る
。

ま
た

，
地

震
を
原
因

と
す
る

津
波

だ
け

で
な

く
，

火
山

の
噴

火
，

大
規

模
な

地
す

べ
り

等
に

よ
っ

て
生

じ
る
津
波

も
あ
り

う
る

こ
と

に
も

留
意

す
る

。
 

○
大
規
模

地
震
に

伴
う
津

波
は

，
想

定
さ

れ
る

被
害

が
甚

大
か

つ
深

刻
で

あ
る

た
め

，
発

生
ま

で
の
間
に

，
国
，
地
方

公
共

団
体

，
関

係
機

関
，
住

民
 等

が
，
様

々
な

対
策

に
よ

っ
て

被
害

軽
減
を
図

る
こ
と

が
肝

要
で

あ
る

。
こ

の
た

め
，

国
は

，
地

震
対

策
大

綱
及

び
地

震
防

災
戦

略
を
策
定

す
る
際

に
は

，
津

波
に

よ
る

被
害

を
考

慮
し

，
そ

の
対

策
を

盛
り

込
む

も
の

と
す

る
。
関
係

地
方
公

共
団

体
は

，
地

震
防

災
戦

略
を

踏
ま

え
た

地
域

目
標

の
策

定
に

当
た

っ
て

は
，
津
波

に
よ
る

被
害

を
考

慮
し

，
そ

の
対

策
を

盛
り

込
む

も
の

と
す

る
。

ま
た

，
国

は
，

原
子
力
発

電
所
等

が
設

置
さ

れ
て

い
る

地
域

に
お

い
て

想
定

津
波

を
検

討
す

る
際

に
は

，
安

全
性
に
配

慮
す
る

観
点

か
ら

も
，

津
波

の
波

源
域

に
つ

い
て

の
よ

り
詳

細
な

調
査

分
析

を
行

う
も
の
と

す
る
。
 

○
関
係
地

方
公
共

団
体
は

，
地

震
防

災
戦

略
が

対
象

と
す

る
大

規
模

地
震

以
外

の
地

震
に

つ
い

て
も
，
そ

れ
に
伴

う
津

波
に

よ
る

被
害

を
考

慮
し

て
，

地
域

の
特

性
を

踏
ま

え
た

被
害

想
定

を
実
施
し

，
そ
れ

に
基

づ
く

減
災

目
標

を
策

定
し

，
国

の
協

力
の

も
と

，
関

係
機

関
，

住
民

等
と
一
体

と
な
っ

て
，

効
果

的
か

つ
効

率
的

な
津

波
災

害
対

策
の

推
進

に
努

め
る

も
の

と
す

( 167 )



                        

る
。
 

○
地
震
防

災
対
策

強
化
地

域
に

お
い

て
は

，
地

震
防

災
基

本
計

画
に

基
づ

き
，

東
南

海
・

南
海

地
震
防
災

対
策
推

進
地

域
に

お
い

て
は

，
東

南
海

・
南

海
地

震
防

災
対

策
推

進
基

本
計

画
に

基
づ
き
，

日
本
海

溝
・

千
島

海
溝

周
辺

海
溝

型
地

震
防

災
対

策
推

進
地

域
に

お
い

て
は

，
日

本
海
溝
・

千
島
海

溝
周

辺
海

溝
型

地
震

防
災

対
策

推
進

基
本

計
画

に
基

づ
き

津
波

防
災

に
関

す
る
措
置

を
実
施

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 第
２
節

 津
波

に
強
い

国
づ

く
り

，
ま

ち
づ

く
り

 

１
 総

合
的
な

津
波
災

害
対

策
の

た
め

の
基

本
的

な
考

え
方

 

○
津
波
災

害
対
策

の
検
討

に
当

た
っ

て
は

，
以

下
の

二
つ

の
レ

ベ
ル

の
津

波
を

想
定

す
る

こ
と

を
基
本
と

す
る
。
 

・
発
生
頻

度
は
極

め
て
低

い
も

の
の

，
発

生
す

れ
ば

甚
大

な
被

害
を

も
た

ら
す

最
大

ク
ラ

ス
の

津
波
 

・
最
大
ク

ラ
ス
の

津
波
に

比
べ

て
発

生
頻

度
が

高
く

，
津

波
高

は
低

い
も

の
の

大
き

な
被

害
を

も
た
ら
す

津
波
 

○
最
大
ク

ラ
ス
の

津
波
に

対
し

て
は

，
住

民
等

の
生

命
を

守
る

こ
と

を
最

優
先

と
し

て
，

住
民

等
の
避
難

を
軸
に
，
そ

の
た

め
の

住
民

の
防

災
意

識
の

向
上

及
び

海
岸

保
全

施
設

等
の

整
備

，

浸
水
を
防

止
す
る

機
能

を
有

す
る

交
通

イ
ン

フ
ラ

な
ど

の
活

用
，

土
地

の
か

さ
上

げ
，

避
難

場
所
・
津

波
避
難

ビ
ル

等
や

避
難

路
・

避
難

階
段

の
整

備
・

確
保

な
ど

の
警

戒
避

難
体

制
の

整
備
，
津

波
浸
水

想
定

を
踏

ま
え

た
土

地
利

用
・

建
築

規
制

な
ど

を
組

み
合

わ
せ

る
と

と
も

に
，
臨
海

部
の
産

業
・

物
流

機
能

へ
の

被
害

軽
減

な
ど

，
地

域
の

状
況

に
応

じ
た

総
合

的
な

対
策
を
講

じ
る
も

の
と

す
る

。
 

○
比
較
的

発
生
頻

度
の
高

い
一

定
程

度
の

津
波

に
対

し
て

は
，

人
命

保
護

に
加

え
，

住
民

財
産

の
保
護
，

地
域
の

経
済

活
動

の
安

定
化

，
効

率
的

な
生

産
拠

点
の

確
保

の
観

点
か

ら
，

海
岸
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保
全
施
設

等
の
整

備
を

進
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 ３
 
津
波

に
強
い

ま
ち
づ

く
り

 

(
4
)
 ラ

イ
フ
ラ
イ

ン
施
設

等
の

機
能

の
確

保
 

○
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン

の
被

災
は

，
安

否
確

認
，

住
民

の
避

難
，

救
命

・
救

助
等

の
応

急
対

策
活

動
な
ど
に

支
障
を

与
え

る
と

と
も

に
避

難
生

活
環

境
の

悪
化

等
を

も
た

ら
す

こ
と

か
ら

，

国
，
地
方
公

共
団
体

及
び

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

事
業

者
は

，
上

下
水

道
，
工

業
用

水
道

，
電

気
，

ガ
ス
，
電

話
等
の

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

関
連

施
設

の
耐

浪
性

の
確

保
を

図
る

と
と

も
に

，
系

統

多
重
化
，

拠
点
の

分
散

，
代

替
施

設
の

整
備

等
に

よ
る

代
替

性
の

確
保

を
進

め
る

も
の

と

す
る
。
 

○
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン

施
設

の
機

能
の

確
保

策
を

講
ず

る
に

当
た

っ
て

は
，

必
要

に
応

じ
，

大
規

模
な
津
波

が
発
生

し
た

場
合

の
被

害
想

定
を

行
い

，
想

定
結

果
に

基
づ

い
た

主
要

設
備

の

耐
浪
化
，
災
害

後
の

復
旧

体
制

の
整

備
，
資

機
材

の
備

蓄
等

を
行

う
も

の
と

す
る

。
特

に
，

３
次
医
療

機
関
等

の
人

命
に

関
わ

る
重

要
施

設
へ

の
供

給
ラ

イ
ン

の
津

波
に

対
す

る
安

全

性
の
確
保

を
重
点

的
に

行
う

も
の

と
す

る
。

 

○
国
及
び

地
方
公

共
団

体
は

，
関

係
機

関
と

密
接

な
連

携
を

と
り

つ
つ

，
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
共

同
収
容
施

設
と
し

て
の

共
同

溝
・

電
線

共
同

溝
の

整
備

等
を

図
る

も
の

と
す

る
。

 

 

 
第
５
節

 
迅
速

か
つ
円

滑
な

災
害

応
急

対
策

、
災

害
復

旧
・

復
興

へ
の

備
え

 

 
７
 

応
急
復
旧

及
び

二
次

災
害

の
防

止
活

動
関

係
 

 
 
 

○
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン

事
業

者
は

，
津

波
発

生
時

に
円

滑
な

対
応

が
図

ら
れ

る
よ

う
，

ラ
イ

フ
 

ラ
イ
ン
の

被
害
状

況
の

予
測

・
把

握
及

び
緊

急
時

の
供

給
に

つ
い

て
あ

ら
か

じ
め

計
画

 

作
成
し
て

お
く

も
の

と
す

る
。

ま
た

，
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
施

設
の

応
急

復
旧

に
関

し
て

，

広
域
的
な

応
援

を
前

提
と

し
て

，
あ

ら
か

じ
め

事
業

者
間

で
広

域
応

援
体

制
の

整
備

に
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努
め
る
も

の
と

す
る

。
 

 第
２
章
 

災
害
応

急
対
策

 

第
２
節
 

発
災
直

後
の

情
報

の
収

集
・

連
絡

及
び

活
動

体
制

の
確

立
 

 
１
 
災
害
情

報
の
収

集
・

連
絡

 

 
 
(
2
) 
被
害
規

模
の

早
期

把
握

の
た

め
の

活
動

 

○
国
，
地

方
公
共

団
体

等
は

，
災

害
発

生
直

後
に

お
い

て
，

概
括

的
被

害
情

報
，

ラ
イ

 

フ
ラ
イ
ン

被
害

の
範

囲
，

医
療

機
関

へ
来

て
い

る
負

傷
者

の
状

況
等

，
被

害
の

規
模

 

を
推
定
す

る
た

め
の

関
連

情
報

の
収

集
に

あ
た

る
。

  

５
 国

に
お
け

る
活

動
体

制
 

(
1
)
 内

閣
官
房
，

指
定

行
政

機
関

，
公

共
機

関
の

活
動

体
制

 

○
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン

事
業

者
に

つ
い

て
は

，
必

要
に

応
じ

，
応

急
対

策
に

関
し

広
域

的
応

 

援
体
制
を

と
る

よ
う

努
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 第
９
節

 応
急

復
旧
及

び
二

次
災

害
の

防
止

活
動

 

１
 施

設
，
設

備
等
の

応
急

復
旧

活
動

 

○
迅
速
か

つ
円
滑

な
応

急
対

策
を

実
施

す
る

た
め

の
通

信
施

設
等

，
及

び
二

次
災

害
を

防
止

す

る
た
め
の

国
土
保

全
施

設
等

に
加

え
，

被
災

者
の

生
活

確
保

の
た

め
，

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

及
び

公
共
施
設

の
応
急

復
旧

を
迅

速
に

行
う

。
 

(
1
)
 施

設
，
設
備

の
応

急
復

旧
活

動
 

○
国
及
び

地
方
公

共
団

体
等

は
，
発

災
後

直
ち

に
，
専

門
技

術
を

も
つ

人
材

等
を

活
用

し
て

， 

そ
れ
ぞ
れ

の
所
管

す
る

施
設

，
設

備
の

緊
急

点
検

を
実

施
す

る
と

と
も

に
，

こ
れ

ら
の

被

害
状
況
等

を
把
握

し
，

二
次

災
害

の
防

止
，

被
災

者
の

生
活

確
保

を
最

優
先

に
，

ラ
イ

フ

ラ
イ
ン
及

び
公
共

施
設

の
応

急
復

旧
を

速
や

か
に

行
う

も
の

と
す

る
。
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(
2
) 
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン

施
設

に
関

す
る

非
常

災
害

対
策

本
部

等
の

関
与

 

○
非
常
本

部
等
は
，
災

害
の

程
度

，
施

設
の

重
要

度
等

を
勘

案
の

上
，
特

に
必

要
と

認
め

ら
 

れ
る
場
合

に
は
，

関
係

省
庁

〔
厚

生
労

働
省

，
経

済
産

業
省

，
総

務
省

，
国

土
交

通
省

〕
 

を
経
由
し

て
，
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
事

業
者

に
対

し
て

応
急

対
策

活
動

を
依

頼
す

る
も

の
と

す
 

る
。
 

 

第
３
章
 

災
害
復

旧
・
復

興
 

 
第
２
節

 
迅
速

な
原
状

復
旧

の
進

め
方

 

 
１
 

被
災
施
設

の
復

旧
等

 

 
 
 
  

 
 ○

国
は
，
ラ

イ
フ
ラ

イ
ン

施
設

等
の

復
旧

の
た

め
，

可
能

な
範

囲
で

復
旧

事
業

の
執

行
に

 

係
る
作
業

許
可
手

続
き

の
簡

素
化

を
図

る
も

の
と

す
る

。
 

○
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン

，
交

通
輸

送
等

の
関

係
機

関
は

，
復

旧
に

当
た

り
，

可
能

な
限

り
地

区
 

別
の
復
旧

予
定
時

期
を

明
示

す
る

も
の

と
す

る
。

 

  
第
３
節

 
計
画

的
復
興

の
進

め
方

 

 
 ２

 
防
災

ま
ち
づ

く
り

 

○
地
方
公

共
団
体

は
，

防
災

ま
ち

づ
く

り
に

当
た

っ
て

は
，

必
要

に
応

じ
，

浸
水

の
危

険
 

性
の
低
い

地
域
を

居
住

地
域

と
す

る
よ

う
な

土
地

利
用

計
画

，
で

き
る

だ
け

短
時

間
で

 

避
難
が
可

能
と
な

る
よ

う
な

避
難

場
所

・
津

波
避

難
ビ

ル
等

，
避

難
路

・
避

難
階

段
な

 

ど
の
避
難

関
連
施

設
の

都
市

計
画

と
連

携
し

た
計

画
的

整
備

等
を

基
本

的
な

目
標

と
す

 

る
も
の
と

す
る
。
こ

の
際

，
都

市
公

園
，
河

川
等

の
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス
の

確
保

等
は

， 

単
に
避
難

場
所
と

し
て

の
活

用
，

臨
時

ヘ
リ

ポ
ー

ト
と

し
て

の
活

用
な

ど
防

災
の

観
点

 

だ
け
で
な

く
，
地

域
の

環
境

保
全

，
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
空

間
の

確
保

，
景

観
構

成
に

 

資
す
る
も

の
で
あ

り
，

そ
の

点
を

十
分

住
民

に
対

し
説

明
し

理
解

と
協

力
を

得
る

よ
う
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に
努
め
る

も
の
と

す
る

。
ま

た
，
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

共
同

収
容

施
設

と
し

て
の

共
同

溝
， 

電
線
共
同

溝
の
整

備
等

に
つ

い
て

は
，

各
種

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

の
特

性
等

を
勘

案
し

，
各

 

事
業
者
と

調
整
を

図
り

つ
つ

進
め

る
も

の
と

す
る

。
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 主
な
イ
ン
フ
ラ
設
備
等
の
津
波
対
策
の
考
え
方

 
 

 
危
険
物
施
設
等

 
下
水
道

 
電
気

 
高
圧
ガ
ス

 

頻 度 の 高 い 津 波 

 
直
ち
に
復
旧
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
、

特
定
防
災
施
設
及
び
防

災
資
機
材
等
の
浸
水
対

策
を

講
ず

る
と

と
も

に
、
津
波
警
報
・
津
波

注
意
報
が
解
除
さ
れ
、

汚
泥
等
の
除
去
が
行
わ

れ
た
時
点
で
事
業
所
構

内
に
入
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
た
後
、
直
ち
に

機
能
を
回
復
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
応
急

措
置
の
準
備
を
し
て
お

く
。

 

 
原
則
と
し
て
下
水
道
施
設
は
海
岸
保

全
施
設
等
に
よ
り
守
ら
れ
る
こ
と
と
な

る
が
、
下
水
道
管
理
者
と
し
て
は
必
要
に

応
じ
て
防
潮
ゲ
ー
ト
等
か
ら
の
逆
流
防

止
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

 
 
ま
た
、
海
岸
保
全
施
設
等
の
整
備
進
捗

等
に
よ
り
、
下
水
道
施
設
が
頻
度
の
高
い

津
波
に
よ
る
被
害
を
受
け
る
可
能
性
が

高
い
場
合
に
は
、「

最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
」

の
対
策
を
上
限
と
し
て
、
そ
の
対
策
の
う

ち
可
能
な
も
の
か
ら
、
順
次
実
施
し
て
い

く
も
の
と
す
る
。
そ
の
際
、「

最
大
ク
ラ

ス
の
津
波
」
へ
の
対
策
と
同
様
、
ま
ず
は

逆
流
防
止
機
能
、
揚
水
機
能
、
消
毒
機
能

の
確
保
が
優
先
さ
れ
る
。

 

［
区
分
Ⅰ
設
備
］

 
・
 
個
々
の
設
備
毎
に
機
能
に
重
大
な
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
対
策

を
施
す
。

 
・
 
現
行
の
敷
地
高
さ
、
防
潮
堤
の
有
効
性
の
確
認
を
行
う
。

 
［
区
分
Ⅱ
設
備
］

 
・
 
需
要
地
で
あ
る
例
え
ば
市
街
地
へ
の
浸
水
は
、
海
岸
保
全
施
設

な
ど
に
よ
り
防
さ
が
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

 
・
 
地
域
に
お
い
て
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
場
合
、
地
域
の
防
災
計
画
、

浸
水
後
の
需
要
の
有
無
等
と
の
整
合
性
を
図
り
、
地
域
と
強
調
し

て
、
被
害
を
減
じ
又
は
復
旧
を
容
易
と
す
る
よ
う
な
設
備
形
成
を

進
め
る
。

 
・
 
火
力
発
電
設
備
は
、
地
域
に
お
い
て
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
場
合
、

被
害
の
想
定
を
踏
ま
え
、
従
来
の
対
策
の
有
効
性
を
確
認
す
る
。

 
・
 
電
力
保
安
通
信
設
備
に
つ
い
て
は
、
沿
岸
部
に
通
信
ル
ー
ト
が

あ
る
場
合
に
は
、
多
重
化
な
ど
を
行
う
。

 

 
比
較
的
頻
度
の
高
い
一
定
程
度
の
津
波
に
つ
い
て
は
、
海
岸
保
全
施
設
等
に
よ
り
一
定
程
度
保
護
さ
れ
て
い

る
た
め
、
事
業
所
の
周
辺
の
住
民
が
津
波
発
生
時
に
お
い
て
も
避
難
し
て
い
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

 
 
し
た
が
っ
て
、
高
圧
ガ
ス
を
取
り
扱
う
事
業
所
に
お
い
て
は
、
事
業
所
内
の
従
業
員
等
の
人
命
の
保
護
に
加

え
、
津
波
の
到
達
に
よ
り
高
圧
ガ
ス
設
備
等
に
被
害
を
受
け
て
も
、
周
辺
住
民
に
対
し
て
被
害
を
及
ぼ
す
災
害

等
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 
 
こ
の
た
め
、
今
後
自
治
体
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ
る
津
波
の
想
定
の
う
ち
、
比
較
的
頻
度
の
高
い
一
定
程
度
の

津
波
に
よ
り
浸
水
す
る
可
能
性
が
あ
る
地
域
の
事
業
所
に
お
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

 
①
設
備
の
安
全
な
停
止
、
高
圧
ガ
ス
の
封
じ
込
め
、
安
全
な
方
法
に
よ
る
ガ
ス
の
廃
棄
の
措
置

 
②
設
備
等
の
流
出
防
止
等
の
た
め
の
措
置

 
③
高
圧
ガ
ス
設
備
等
を
安
全
に
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
の
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
の
措
置

 
④
人
命
の
保
護
及
び
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
作
り

 

最 大 ク ラ ス の 津 波 

 
津
波
警
報
・
津
波
注

意
報
が
解
除
さ
れ
、
汚

泥
等
の
除
去
が
行
わ
れ

た
時
点
で
事
業
所
構
内

に
入
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
後
、
応
急
措
置

又
は
代
替
措
置
に
よ
り

速
や
か
に
被
害
が
発
生

す
る
前
と
同
程
度
の
機

能
を
回
復
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
計
画

を
策
定
し
て
お
く
。

 

 
揚
水
機
能
、
消
毒
機
能
は
、
必
ず
確
保

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
も
優
先
的

な
基
本
機
能
で
あ
り
、「

最
大
ク
ラ
ス
の

津
波
」
が
発
生
し
た
際
に
も
機
能
が
確
保

さ
れ
る
よ
う
な
設
計
と
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

 

［
区
分
Ⅰ
設
備
］

 
・
 
人
命
に
重
大
な
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
類
似
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
等
と
の
整
合
を
と
っ
た
対
策
を
行
う
。

 
［
区
分
Ⅱ
設
備
］

 
・
 
津
波
に
よ
る
被
害
を
受
け
、
電
力
需
要
が
喪
失
す
る
エ
リ
ア
に

つ
い
て
は
、
被
災
後
の
復
旧
で
対
応
す
る
。

 
・
 
供
給
力
確
保
の
観
点
か
ら
、
発
電
設
備
に
つ
い
て
は
、
個
々
の

重
要
度
や
地
域
毎
の
被
害
想
定
を
踏
ま
え
、
復
旧
の
迅
速
化
を
図

る
た
め
の
対
応
を
進
め
る
。

 
・
 
損
壊
す
る
と
、
電
力
供
給
の
復
旧
ま
で
長
期
に
わ
た
り
、
広
範

囲
の
供
給
支
障
を
及
ぼ
す
よ
う
な
著
し
い
影
響
を
与
え
る
場
合
、

17
0k

V
以
上
の
主
要
基
幹
変
電
所
及
び
主
要
基
幹
送
電
線
路

(電
源

線
除
く

)に
つ
い
て
は
、
津
波
の
影
響
が
あ
る
海
岸
部
に
設
置
し
な

い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
お
そ
れ
の
あ
る
既
設
設
備
に

つ
い
て
は
、
被
災
時
に
系
統
操
作
等
を
行
っ
て
も
、
電
力
供
給
に

著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
減
災
対

策
な
ど
を
行
い
、
津
波
の
影
響
を
緩
和
す
る
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
る
。

 

 
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
に
対
し
て
は
、
事
業
所
内
の
従
業
員
等
の
生
命
の
保
護
の
他
、
高
圧
ガ
ス
設
備
等
が
津

波
で
被
害
を
受
け
た
と
し
て
も
、
周
辺
の
住
民
の
生
命
が
保
護
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 
 
こ
の
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
避
難
場
所
を
設
定
し
、
従
業
員
等
の
避
難
の
方
法
を
定
め
て
お
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
周
辺
の
住
民
の
生
命
を
保
護
す
る
観
点
か
ら
は
、
事
業
所
内
の
高
圧
ガ
ス
設
備
等
が
津
波

に
よ
る
被
害
を
受
け
た
と
し
て
も
、
高
圧
ガ
ス
に
よ
る
爆
発
、
火
災
等
の
二
次
災
害
の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め

の
最
善
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
津
波
到
達
前
に
高
圧
ガ
ス
設
備
等
の
安
全
な
停
止
操
作
な
ど

に
よ
り
設
備
内
の
高
圧
ガ
ス
を
安
全
な
状
態
に
す
る
他
、
高
圧
ガ
ス
容
器
、
高
圧
ガ
ス
ロ
ー
リ
ー
の
事
業
所
外

へ
の
流
出
を
減
ら
す
た
め
の
最
大
限
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
当
該
措
置
に
つ
い
て
は
津
波
到

達
前
に
従
業
員
が
安
全
に
避
難
す
る
時
間
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
必
要
に
応
じ
て
設
備
等
の
改
良
等
を
行
う
と

と
も
に
、
判
断
基
準
の
設
定
や
手
順
を
策
定
し
、
日
常
の
訓
練
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 
 
加
え
て
、
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
に
よ
る
事
業
所
内
の
高
圧
ガ
ス
設
備
等
の
破
損
や
流
出
を
完
全
に
防
止
す
る

こ
と
は
、
技
術
的
に
も
経
済
的
に
も
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
事
業
者
は
、
事
業
所
内
の
高
圧

ガ
ス
設
備
等
が
津
波
に
よ
り
破
損
や
流
出
し
、
ガ
ス
が
漏
洩
し
た
場
合
等
の
被
害
を
想
定
し
、
周
辺
自
治
体
等

に
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
設
備
に
対
し
て
津
波
の
波
力
や
漂
流
物
が
及
ぼ
す
影

響
を
評
価
す
る
手
法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

 
 
自
治
体
は
、
事
業
者
の
津
波
に
よ
る
被
害
の
想
定
を
避
難
場
所
の
整
備
な
ど
の
総
合
的
な
対
策
に
反
映
し
て

い
く
他
、
想
定
さ
れ
る
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
の
浸
水
深
な
ど
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
避
難
場
所
の
整
備
な
ど

の
総
合
的
な
対
策
を
行
う
際
に
必
要
な
場
合
に
、
事
業
者
に
対
し
て
設
備
の
流
出
抑
制
措
置
等
を
求
め
る
べ
き

で
あ
る
。

 
（
出
所
）

 
危
険
物
施
設
等

 
：「

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た
危
険
物
施
設
等
の
地
震
・
津
波
対
策
の
あ
り
方
に
係
る
検
討
報
告
書
（
平
成

23
年

12
月
）」
（
消
防
庁
）

 
 

下
水
道

 
：
平
成

24
年

2
月

24
日
「
下
水
道
地
震
・
津
波
対
策
技
術
検
討
委
員
会
（
第

6
回
）」
（
国
土
交
通
省
）、

資
料

6「
耐
津
波
対
策
を
考
慮
し
た
下
水
道
施
設
設
計
の
考
え
方
」 

 
電
気

 
：「

原
子
力
安
全
・
保
安
部
会
電
力
安
全
小
委
員
会
電
気
設
備
地
震
対
策
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
報
告
書
（
平
成

24
年

3
月
）」

 
 

 
 
 
（
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
原
子
力
安
全
・
保
安
部
会
電
力
安
全
小
委
員
会
電
気
設
備
地
震
対
策

W
G）

 
 

高
圧
ガ
ス

 
：「

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た
高
圧
ガ
ス
施
設
等
の
地
震
・
津
波
対
策
に
つ
い
て
（
平
成

24
年

3
月
）」

 
 

 
 
 
（
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
高
圧
ガ
ス
及
び
火
薬
類
保
安
分
科
会
高
圧
ガ
ス
部
会
）

 

［
文
責
：
災
害
対
策
Ｗ
Ｇ
事
務
局
］

 

参
考
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東日本大震災を踏まえた高圧ガス施設等の地震・津波対策について 

（抜粋） 

平成２４年３月７日 

総合資源エネルギー調査会高圧ガス及び火薬類保安分科会高圧ガス部会 

 

Ⅳ．高圧ガス施設の地震・津波に対する対応について 

１．高圧ガス施設の地震対策について 

（３）球形貯槽のブレースの破断について 

 今回の震災において、球形貯槽のブレースの破断が３件発生した。球形貯槽の

ブレースは、地震による支柱の水平方向への揺れを吸収するためにつけられてい

るもので、ブレースが破損した場合には、高圧ガスの漏洩等に結びつく可能性が

ある。ブレースの破断が発生した貯槽について高圧ガス保安協会において強度解

析した結果、現行の耐震設計基準では、交点を溶接したブレースの強度について

正確な評価はできないことが判明した。このため、以下の対応を行っていくこと

が必要である。 

①交点を溶接したブレースの強度の評価方法の検討を行い既存の球形貯槽の耐

震性能の再評価を行う。 

②耐震設計基準及び通達に当該評価方法を反映させる改訂を行う。 

③既存球形貯槽の補強の方法を検討する。 

 

（中略） 

 

２．高圧ガス施設の津波対策について 

２－２．具体的な対策 

（２）高圧ガス設備等の津波の影響の評価方法の検討 

津波による設備の破損・流出する可能性がある設備を抽出するため、設備が波

力、浮力及び漂流物により受ける影響を評価するための手法を新たに検討する。

ただし、高圧ガス設備の形状、種類は多種多様であり、全ての設備を一定の手法

で評価することは困難であることから、貯槽や貯槽と緊急遮断弁との間の配管な

ど、設備の破損・流出が周辺地域に与える影響が大きいと考えられる設備につい

て優先的に検討を行う。 

なお、想定浸水深によっては、設備の破損・流出を防止することが困難となる

事業所もあることから、当該事業所においては、設備の破損・流出による周辺へ

の影響を最小限にするための措置を講じる他、周辺への影響を自治体に情報を提

供することが重要である。また、自治体においてはこのような情報を地域防災計

画や避難場所の整備など地域の津波対策に反映していくことが必要である。 
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東日本大震災を踏まえた今後の液化石油ガス保安の在り方について 

～真に災害に強いＬＰガスの確立に向けて～ 

（抜粋） 

平成２４年３月 

総合資源エネルギー調査会高圧ガス及び火薬類保安分科会液化石油ガス部会 

 

Ⅳ．今後の対応の方向性及び具体的な取組 

３．設備・機器面における対応 

（１）地震及び津波による被害の設備・機器による防止 

地震及び津波によるＬＰガスの被害は、地震及び津波によってまず引き起こされ

る現象は異なるものの、この現象がＬＰガス供給設備等の破損を引き起こすことに

より発生し、更にＬＰガスの漏えいを通じて火災や爆発の原因となる、という流れ

は同一である。このため、 

段階１：地震及び津波による、ＬＰガス供給設備等の破損やＬＰガス容器の転

倒、流出といった一次的な物理的被害の防止 

段階２：ＬＰガス供給設備等の破損やＬＰガス容器の転倒、流出といった一次

的な物理的被害が生じた場合におけるＬＰガスの漏えい・放出の防止 

といった二段階の対策に分けて検討し、対策を講じることが適当である。 

 

① 段階１：地震及び津波による一次的な物理的被害の防止 

 地震及び津波の被害の防止のためには、まずＬＰガス供給設備等の一次的な物

理的損傷を回避することが必要である。 

（対応策その８）段階１：地震及び津波による一次的な物理的被害の防止 

高圧ガス保安協会及び経済産業省は、地震及び津波による、ＬＰガス供給

設備等の破損やＬＰガス容器の転倒、流出といった一次的な物理的被害の防

止のための具体的な対策について検討を深め、その普及を図る。 

（具体的な対応の事例） 

・鎖がけ、ベルトがけの上下二重化等の転倒防止措置の強化の推進 

・調整器等の固定の強化の推進 

・落下物からの保護のための保護板の設置、容器バルブ保護プロテクター

の導入の推進 

・必要に応じた独立、固定した架台による容器、調整器の固定の推進 

・配管用フレキシブル管、ＰＥ管の使用促進 

 

② 段階２：ＬＰガス容器からのガスの漏えい・放出の防止 

次に、段階２の対策である、ＬＰガス容器からのガスの漏えい・放出の防止に

ついては、 

・ＬＰガスの漏えい・放出による被害を防止するため、漏えい・放出を防止す

る方策を採るべき、 

といった意見が主流である一方、 
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・ＬＰガス容器ががれき中や流出物として残された場合の二次被害を防止する

ため、むしろ大気中に放出してしまった方が良い、 

との意見も聞かれるところであるが、この点については、以下のような指摘があ

った。 

まず第一に、東日本大震災のような１０００年に一度と言われる規模の津波の

場合、ＬＰガス容器のみならず、住宅等の建築物そのものが流されてしまうほど

の被害が生じる。このような規模の震災の被害を、建築物に付随しているＬＰガ

ス容器についての対策のみで防止することは現実的とは言い難い。 
第二に、これまで、主に地震対策としてＬＰガスの漏えい・放出防止策が都道

府県協会、自治体、関係団体等で実際に実施されてきた。この結果、東海地震、

東南海・南海地震の対象地域の県を中心に、９０％以上のガス放出防止型高圧ホ

ースの普及率が達成され、一定の効果を挙げているとされている。また、消防庁

のマニュアル 19

以上を踏まえれば、今回の東日本大震災の経験を踏まえた上でも、ＬＰガスに

起因する火災等の二次災害を防止するため、一次的な物理的被害が生じた場合に

おけるＬＰガスの漏えい・放出を防止することを基本とすべきである。このため、

ＬＰガスの漏えい・放出の防止に有効とされる設備・機器の設置を促進すること

が必要である。 

においては、ガス漏えい災害において噴出しているガスが炎上し

ている場合の留意事項として、不用意に消火するのではなくガスコック等による

ガスの遮断を優先することとしている。すなわち、ガスが放出される状態よりも

放出されていない状態とすることを優先的に位置付けていると考えられる。ＬＰ

ガスの漏えい・放出の防止と大気中への放出は、まさにトレードオフの関係にあ

るものであるが、こうした状況を踏まえれば１０００年に一度と言われる規模の

津波への対策を講じた結果、頻繁に起きている地震に対するガス漏えい災害の防

止対策が放棄されることは適切とは言い難い。 

なお、このような方針は、平成２３年１２月に修正された防災基本計画 20

（対応策その９）段階２：ＬＰガス容器からのガスの漏えい・放出の防止 

にお

いて、津波の対策について、最大クラスの津波と比較的頻度の高い津波の二つの

レベルを想定し、最大クラスの津波に対しては住民避難を軸としつつ、比較的頻

度の高い津波に対しては、海岸保全施設等の整備を含めたハード面の対策を講じ

ることとされていることとも整合しているものと考えられる。   

高圧ガス保安協会及び経済産業省は、ＬＰガス供給設備等の破損やＬＰガ

ス容器の転倒、流出といった一次的な物理的被害が生じた場合におけるＬＰ

19 「警防活動時等における安全管理マニュアル【改訂版】」（平成 23 年 3 月 消防庁）の「２ ガス漏

えい災害」「２ 防ぎょ活動」「（１）共通事項」「留意事項」において、「５ 噴出しているガスが炎上し

ている場合は、不用意に消火すると、未燃ガスが噴出状態となり、二次的な爆発、炎上の危険がある

のでガスコック等によるガスの遮断を優先する。」としている。 
20 【脚注 11 の再掲】今回の震災を踏まえ、平成 23 年 12 月 27 日に、中央防災会議により防災基本計

画が修正されている。この中でも、「津波災害対策編」を新設し、二つのレベルを想定して「最大クラ

スの津波に対する住民避難を軸とした総合的な対策」と「比較的頻度の高い津波に対する海岸保全施

設等の整備」を講じることとされている。 
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ガスの漏えい・放出の防止のための具体的な対策について検討を深め、その

普及を図る。 

（具体的な対応の事例） 

・マイコンメーター設置の更なる徹底 

・ガス放出防止機器 21

ただし、ＬＰガス容器からのガスの漏えい・放出の防止措置を採った場合であ

っても、周辺で火災が発生した場合などの危険が全くなくなるわけではない。こ

のため、震災時に火災が発生した場合の避難や、ＬＰガスが残留した状態のＬＰ

ガス容器の回収及び安全な場所での保管などの対策も併せて講じることが重要

である。 

の導入の推進 

 

（２）流出ＬＰガス容器の回収 

ＬＰガス容器はＬＰガス販売事業者の所有物であるため、それぞれのＬＰガス容

器の所有者であるＬＰガス販売事業者が回収し、処分するのが原則である。しかし

ながら、今回のような大規模な災害においては所有者不明のＬＰガス容器が発生す

る可能性が高く、原則通りの分担ではＬＰガス容器が放置されたままの危険な状態

も生じかねない。このため、今回の震災後の対策の一環としていくつかの地域で見

られたように、ＬＰガス容器の安全な取扱についての知見を有するＬＰガス販売事

業者等により、所有者か否かにかかわらず回収・保管作業が進められることが望ま

しく、その円滑な実施のための地域レベルの体制や手順、更には全国レベルの支援

体制の整備が求められる。 

なお、政府においては、被害の大きさ等に応じて、機動的に処理費用の手当を検

討するべきである。 

（対応策その１０）流出ＬＰガス容器の回収体制の構築 

エルピーガス協会及び経済産業省は、大規模な災害が起きた場合の流出Ｌ

Ｐガス容器の回収・保管作業が円滑に進められるよう、今回の震災で実際に

回収・保管を行った都道府県協会の例を参考に、都道府県協会であらかじめ

定めておくべき手順や体制等のひな形を作成し、都道府県協会における具体

化を推奨する。 

21 ガス放出防止機器とは、大規模地震、豪雪等で容器転倒が起こった場合に生じる大量のガス漏れを

防止し、被害の拡大を防ぐ器具のこと。高圧ホースと一体となった高圧ホース型と独立した機器の形

の放出防止器型とがある。 
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天然ガスシフト基盤整備専門委員会の設置について 

 

平成２４年１月 

資源エネルギー庁 

 

 

○  昨年１２月に公表された総合資源エネルギー調査会総合部会基本問題委

員会における論点整理では、「天然ガスシフトを始め、環境負荷に最大限配

慮しながら、化石燃料を有効活用すること」を基本的方向の一つとして今

後更に議論を深めていくこととされている。 

 

○  大規模集中電源に大きく依存した現行の電力システムの限界が明らかに

なったことを踏まえ、今後は再生可能エネルギー、コジェネ、自家発等の

多様な供給力の最大活用によってリスク分散と効率性を確保する分散型の

次世代システムを実現していくとともに、熱需要を含めた最先端の省エネ

社会の実現等が必要となるが、その中で天然ガスシフトは一層重要な課題

となるものと考えられる。 

 

○  今後天然ガスシフトを進めていくとなれば、その供給基盤には一段と高

いレベルが求められることになる。それは、セキュリティ向上や天然ガス

の利用可能性向上、ガス価格低廉化の可能性といった多様な意義を踏まえ

て検討されなければならない。 

 

○  以上を踏まえ、天然ガスシフトに向けた基盤整備（広域パイプライン、

地下貯蔵等）に関する専門的検討を行うため、総合エネルギー調査会総合

部会の下に「天然ガスシフト基盤整備専門委員会」を設置する。 

 

平成 24年 1月 17日総合資源エネルギー調査会総合部会 

天然ガスシフト基盤整備専門委員会(第 1回)配付資料 
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福
北

場

ひ
び

き
Ｌ

Ｎ
Ｇ

基
地

ひ
び

き
ｴ

ﾙ
・
ｴ

ﾇ
・
ｼ
ﾞｰ

平
成

２
６

年
（予

定
）

・
Ｌ

Ｎ
Ｇ

基
地

（
稼

働
中

）

・
Ｌ

Ｎ
Ｇ

基
地

（
計

画
・
建

設
中

）

基
稼

建

東
京

ガ
ス

・
東

京
電

力
1
,1

8
0
,0

0
0k

l (
1
4
基

)

清
水

Ｌ
Ｎ

Ｇ
袖

師
基

地
清

水
ｴ
ﾙ

･ｴ
ﾇ
･ｼ

ﾞｰ
3
3
7
,9

00
kl

 (
3
基

)

知
多

Ｌ
Ｎ

Ｇ
事

業
所

知
多

ｴ
ﾙ

･ｴ
ﾇ
･ｼ

ﾞｰ
6
4
0
,0

00
kl

 (
7
基

)

知
多

Ｌ
Ｎ

Ｇ
共

同
基

地
東

邦
ガ

ス
・
中

部
電

力
3
0
0
,0

00
kl

 (
4
基

)

知
多

緑
浜

工
場

東
邦

ガ
ス

4
0
0
,0

00
kl

 (
2
基

)

福
北

工
場

西
部

ガ
ス

7
0
,0

0
0k

l (
2
基

)

長
崎

工
場

西
部

ガ
ス

姫
路

製
造

所
大

阪
ガ

ス

（
出

所
）
事

業
者

資
料

等
を

基
に

、
ガ

ス
市

場
整

備
課

作
成

・
内

航
船

用
サ

テ
ラ

イ
ト

基
地

（
稼

働
中

）

・
主

要
導

管
網

・
計

画
・
建

設
中

導
管

・
サ

テ
ラ

イ
ト

基
地

（
稼

働
中

／
建

設
中

）
///

（
総

貯
蔵

可
能

量
３

０
０
kl

以
上

）
四

日
市

Ｌ
Ｎ

Ｇ
セ

ン
タ

ー
中

部
電

力
3
2
0
,0

00
kl

 (
4
基

)

西
部

ガ
ス

3
5
,0

0
0k

l (
1
基

)

鹿
児

島
工

場
日

本
ガ

ス
8
6
,0

0
0k

l (
2
基

)

大
分

Ｌ
Ｎ

Ｇ
基

地
大

分
ｴ
ﾙ

･ｴ
ﾇ
･ｼ

ﾞｰ
4
6
0
,0

00
kl

 (
5
基

)

松
山

工
場

四
国

ガ
ス

1
0
,0

0
0k

l (
1
基

)

坂
出

Ｌ
Ｎ

Ｇ
基

地
坂

出
Ｌ

Ｎ
Ｇ

1
8
0
,0

00
kl

 (
1
基

)

高
松

工
場

四
国

ガ
ス

1
0
,0

0
0k

l (
1
基

)

大
阪

ガ
ス

7
4
0
,0

00
kl

 (
8
基

)

和
歌

山
発

電
所

関
西

電
力

平
成

３
３

年
以

降
(予

定
)

泉
北

製
造

所
第

二
工

場
大

阪
ガ

ス
1
,5

8
5
,0

0
0k

l (
1
8
基

)

泉
北

製
造

所
第

一
工

場
大

阪
ガ

ス
1
8
0
,0

00
kl

 (
4
基

)
・
内

航
船

用
サ

テ
ラ

イ
ト

基
地

（
計

画
・
建

設
中

）
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関
東

圏
域

に
お

け
る

主
要

天
然

ガ
ス

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

日
立

真
岡

ラ
イ

ン
（
平

成
２

７
年

度
竣

工
）

至
ＩＮ

Ｐ
Ｅ

Ｘ
国

内
天

然
ガ

ス
田

東
京

ガ
ス

／
日

立
Ｌ

Ｎ
Ｇ

基
地

（
平

成
２

７
年

度
竣

工
）

至
ＩＮ

Ｐ
Ｅ

Ｘ
国

内
天

然
ガ

ス
田

群
馬

県


東

京
ガ

ス
は

、
関

東
北

地
域

に
お

け
る

ガ
ス

の
安

定
供

給
を

目
的

と
し

て
、

日
立

真
岡

ラ
イ

ン
（
日

立
地

区
⇒

真
岡

地
区

）
を

計
画

。


東

京
ガ

ス
は

、
鹿

島
地

域
に

お
け

る
需

要
開

発
を

目
的

と
し

て
、

千
葉

鹿
島

ラ
イ

ン
（
千

葉
地

区
⇒

鹿
島

地
区

）
を

建
設

。
東

京
ガ

ス
パ

イ
プ

ラ
イ

ン
（
点

線
は

建
設

中
）

東
京

電
力

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

千
葉

鹿
島

ラ
イ

ン

東
京

電
力

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

東
京

ガ
ス

Ｌ
Ｎ

Ｇ
基

地

東
京

電
力

Ｌ
Ｎ

Ｇ
基

地

ＩＮ
Ｐ

Ｅ
Ｘ

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

南
富

士
パ

イ
プ

ラ
イ

ン
（
静

岡
ガ

ス
、

ＩＮ
Ｐ

Ｅ
Ｘ

、
東

京
ガ

ス
）

（
建

設
中

）

茨
城

県
埼

玉
県

千
葉

鹿
島

ラ
イ

ン
（
平

成
２

３
年

度
竣

工
）

東
京

電
力

Ｌ
Ｎ

Ｇ
基

地

東
京

電
力

Ｌ
Ｎ

Ｇ
火

力
発

電
所

東
京

ガ
ス

・
東

京
電

力
Ｌ

Ｎ
Ｇ

共
同

基
地

東
京

都

東
京

ガ
ス

の
基

地
別

供
給

能
力

比

東
京

ガ
ス

東
京

電
力

／
根

岸
共

同
基

地

東
京

ガ
ス

・
東

京
電

力
／

袖
ヶ

浦
共

同
基

地

東
京

ガ
ス

／
扇

島
Ｌ

Ｎ
Ｇ

基
地

東
京

電
力

／
東

扇
島

Ｌ
Ｎ

Ｇ
基

地

千
葉

県

神
奈

川
県

静
岡

県

東
京

基
地

別
供

給
能

力
比

袖
ヶ

浦
基

地
４

０
％

扇
島

基
地

２
５

％
根

岸
基

地
３

５
％

東
京

ガ
ス

・
東

京
電

力
／

根
岸

共
同

基
地

東
京

電
力

／
富

津
Ｌ

Ｎ
Ｇ

基
地

至
清

水
Ｌ

Ｎ
Ｇ

袖
師

基
地

（
出

所
）
ガ

ス
市

場
整

備
課

作
成
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中
部

圏
域

に
お

け
る

主
要

天
然

ガ
ス

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

岐
阜

県


東
邦

ガ
ス

は
、

三
重

地
域

へ
の

供
給

力
増

強
及

び
知

多
方

面
へ

の
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
を

目
的

と
し

て
伊

勢
湾

横
断

ガ
ス

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

（
知

多
地

区
⇔

四
日

市
地

区
）
を

建
設

と
し

て
、

伊
勢

湾
横

断
ガ

ス
パ

イ
プ

ラ
イ

ン
（
知

多
地

区
⇔

四
日

市
地

区
）
を

建
設

。


中

部
電

力
は

、
基

地
間

（
川

越
・
知

多
）
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

体
制

整
備

に
よ

る
火

力
発

電
所

へ
の

燃
料

供
給

信
頼

度
の

向
上

を
目

的
に

、
伊

勢
湾

横
断

ガ
ス

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

（
知

多
地

区
⇔

川
越

地
区

）
を

建
設

。


中

部
電

力
は

、
滋

賀
方

面
へ

の
ガ

ス
供

給
（
大

阪
ガ

ス
へ

の
卸

供
給

）
、

自
社

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

体
制

整
備

に
よ

る
供

給
信

頼
度

向
上

を
目

的
に

三
重

・
滋

賀
ラ

イ
ン

（
四

日
市

地
区

東
邦

ガ
ス

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

（
点

線
は

建
設

中
）

三
重

・
滋

賀
ラ

イ
ン

（
平

成
２

６
年

竣
工

）

プ
体

制
整

備
に

よ
る

供
給

信
頼

度
向

上
を

目
的

に
、

三
重

・
滋

賀
ラ

イ
ン

（
四

日
市

地
区

⇔
滋

賀
方

面
）
を

建
設

。

中
部

電
力

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

（
点

線
は

建
設

中
、

二
重

線
は

電
気

専
用

）

東
邦

ガ
ス

Ｌ
Ｎ

Ｇ
基

地

中
部

ガ
ス

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

大
阪

ガ
ス

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

（
点

線
は

建
設

中
）

愛
知

県

滋
賀

県

東
邦

ガ
ス

Ｌ
Ｎ

Ｇ
基

地

中
部

電
力

系
Ｌ

Ｎ
Ｇ

基
地

中
部

電
力

Ｌ
Ｎ

Ｇ
火

力
発

電
所

東
邦

ガ
ス

・
中

部
電

力
Ｌ

Ｎ
Ｇ

共
同

基
地

中
部

電
力

／
川

越
火

力
Ｌ

Ｎ
Ｇ

設
備

知
多

基
地

中
部

電
力

／
四

日
市

Ｌ
Ｎ

Ｇ
セ

ン
タ

ー

東
邦

ガ
ス

／
四

日
市

工
場

東
邦

ガ
ス

／
緑

浜
工

場

東
邦

ガ
ス

・
中

部
電

力
／

共
同

基
地

知
多

Ｌ
Ｎ

Ｇ
／

Ｌ
Ｎ

Ｇ
基

地

伊
勢

湾
横

断
ガ

ス
パ

イ
プ

ラ
イ

ン
（
平

成
２

５
年

度
竣

工
）

三
重

県
東

邦
ガ

ス
の

基
地

別
供

給
能

力
比

知
多

緑
浜

工
場

４
５

％
知

多
Ｌ

Ｎ
Ｇ

共
同

基
地

４
２

％
四

日
市

工
場

１
３

％
伊

勢
湾

横
断

ガ
ス

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

（
平

成
２

５
年

度
竣

工
）

伊
勢

湾

（
出

所
）
ガ

ス
市

場
整

備
課

作
成

四
日

市
工

場
１

３
％
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近
畿

圏
域

に
お

け
る

主
要

天
然

ガ
ス

パ
イ

プ
ラ

イ
ン


大

阪
ガ

ス
は

、
滋

賀
方

面
に

お
け

る
ガ

ス
の

安
定

供
給

を
目

的
と

し
て

、
三

重
滋

賀
ラ

イ
ン

（
四

日
市

方
面

⇔
彦

根
地

区
）
を

建
設

大
阪

ガ
ス

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

（
点

線
は

建
設

中
）

三
重

滋
賀

ラ
イ

ン
（
平

成
２

６
年

竣
工

）

（
四

日
市

方
面

⇔
彦

根
地

区
）
を

建
設

。


大

阪
ガ

ス
は

、
姫

路
・
岡

山
間

に
お

け
る

大
口

供
給

を
目

的
と

し
て

、
姫

路
岡

山
ラ

イ
ン

（
姫

路
地

区
⇒

岡
山

地
区

）
を

建
設

。

中
部

電
力

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

（
点

線
は

建
設

中
）

大
阪

ガ
ス

Ｌ
Ｎ

Ｇ
基

地

関
西

電
力

Ｌ
Ｎ

Ｇ
基

地

関
西

電
力

Ｌ
Ｎ

Ｇ
火

力
発

電
所

京
都

府

姫
路

岡
山

ラ
イ

ン
（
平

成
２

６
年

度
竣

工
）

至
中

部
電

力
四

日
市

火
力

兵
庫

県
滋

賀
県

至
岡

山
地

区

関
西

電
力

／
堺

Ｌ
Ｎ

Ｇ
基

地

大
阪

ガ
ス

／
姫

路
製

造
所

関
西

電
力

／
姫

路
Ｌ

Ｎ
Ｇ

基
地

大
阪

府

三
重

県

関
西

電
力

／
堺

Ｇ
基

地

大
阪

ガ
ス

／
泉

北
第

二
工

場

大
阪

ガ
ス

／
泉

北
第

一
工

場

奈
良

県

瀬
戸

内
海

大
阪

ガ
ス

の
基

地
別

供
給

能
力

比
泉

北
第

一
工

場
１

３
％

泉
北

第
二

工
場

５
９

％
姫

路
製

造
所

２
８

％

大
阪

湾

（
出

所
）
ガ

ス
市

場
整

備
課

作
成

姫
路

製
造

所
２

８
％
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［
参

考
］
Ｌ

Ｎ
Ｇ

基
地

一
覧

（
１

）

【
運

転
中

：
１

次
基

地
】

Ｌ
Ｎ

Ｇ
基

地
名

場
所

所
有

者
適

用
法

規
合

計
容

量
(k

l)
合

計
基

数
稼

働
開

始

1
港

工
場

宮
城

県
仙

台
市

ガ
ス

事
業

法
8
0

0
0
0

1
1
9
9
7
年

1
港

工
場

宮
城

県
仙

台
市

ガ
ス

事
業

法
8
0
,0

0
0

1
1
9
9
7
年

2
新

潟
基

地
新

潟
県

日
本

海
ｴ
ﾙ

･
ｴ
ﾇ

･
ｼ

ﾞｰ
(東

北
電

力
、

政
策

投
資

銀
行

、
新

潟
県

、
 S

K
等

)
高

圧
ガ

ス
保

安
法

7
2
0
,0

0
0

8
1
9
8
4
年

3
富

津
基

地
千

葉
県

東
京

電
力

電
気

事
業

法
1
,1

1
0
,0

0
0

1
0

1
9
8
5
年

4
袖

ヶ
浦

工
場

千
葉

県
東

京
ガ

ス
東

京
電

力
ガ

ス
事

業
法

電
気

事
業

法
2
,6

6
0
,0

0
0

3
5

1
9
7
3
年

5
東

扇
島

基
地

神
奈

川
県

東
京

電
力

電
気

事
業

法
5
4
0
,0

0
0

9
1
9
8
4
年

6
扇

島
工

場
神

奈
川

県
東

京
ガ

ス
ガ

ス
事

業
法

6
0
0

0
0
0

3
1
9
9
8
年

6
扇

島
工

場
神

奈
川

県
東

京
ガ

ス
ガ

ス
事

業
法

6
0
0
,0

0
0

3
1
9
9
8
年

7
根

岸
工

場
神

奈
川

県
東

京
ガ

ス
東

京
電

力
ガ

ス
事

業
法

電
気

事
業

法
1
,1

8
0
,0

0
0

1
4

1
9
6
9
年

8
清

水
Ｌ

Ｎ
Ｇ

袖
師

基
地

静
岡

県
清

水
ｴ
ﾙ

･
ｴ
ﾇ

･
ｼ

ﾞｰ
（
静

岡
ガ

ス
、

東
燃

）
高

圧
ガ

ス
保

安
法

3
3
7
,9

0
0

3
1
9
9
6
年

9
知

多
Ｌ

Ｎ
Ｇ

共
同

基
地

愛
知

県
東

邦
ガ

ス
中

部
電

力
ガ

ス
事

業
法

3
0
0
,0

0
0

4
1
9
7
8
年

ﾞ
1
0

知
多

Ｌ
Ｎ

Ｇ
事

業
所

愛
知

県
知

多
ｴ
ﾙ

･
ｴ
ﾇ

･
ｼ

ﾞｰ
（
中

部
電

力
、

東
邦

ｶ
ﾞｽ

）
高

圧
ガ

ス
保

安
法

6
4
0
,0

0
0

7
1
9
8
3
年

1
1

知
多

緑
浜

工
場

愛
知

県
東

邦
ガ

ス
ガ

ス
事

業
法

4
0
0
,0

0
0

2
2
0
0
1
年

1
2

四
日

市
工

場
三

重
県

東
邦

ガ
ス

ガ
ス

事
業

法
1
6
0
,0

0
0

2
1
9
9
1
年

1
3

四
日

市
Ｌ

Ｎ
Ｇ

セ
ン

タ
ー

三
重

県
中

部
電

力
電

気
事

業
法
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天
然

ガ
ス

地
下

貯
蔵

施
設

と
は


枯

渇
天

然
ガ

ス
田

等
を

活
用

し
、

主
に

需
給

・
価

格
調

整
機

能
を

目
的

と
す

る
。


概

念
上

、
平

時
の

受
入

・
払

出
に

使
用

す
る

「
ワ

ー
キ

ン
グ

ガ
ス

」
と

ワ
ー

キ
ン

グ
ガ

ス
を

導
管

に
送

出
す

る
た

め
の

機
能

を
有

す
る

「
ク

ッ
シ

ョ
ン

天
然

ガ
ス

地
下

貯
蔵

と
は

天
然

ガ
ス

地
下

貯
蔵

と
は

ガ
ス

」
と

に
区

分
さ

れ
る

。


ま

た
、

ク
ッ

シ
ョ

ン
ガ

ス
は

、
緊

急
時

の
払

出
用

と
し

て
の

活
用

も
考

え
ら

れ
る

。


我

が
国

然
ガ

地
貯

蔵
施

設
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よ

う
な
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が
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有

す
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枯
渇

ガ
を
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し
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事
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在
す
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が
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ガ
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地
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貯
蔵

の
現

状
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国
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天

然
ガ

ス
地
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貯

蔵
の

現
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の
天

然
ガ

ス
地

下
貯

蔵
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設
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以
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の

よ
う

な
ＩＮ

Ｐ
Ｅ

Ｘ
、

Ｊ
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Ｘ
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す

る
枯

渇
ガ
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用
し

た
事

例
が

存
在

す
る

が
、

総
じ

て
小

規
模

な
も

の
に

と
ど

ま
っ
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い
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（
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ず
れ
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国
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貯
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所
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ガ

ス
市
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整
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課

作
成
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間
帯
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出

・ガ
ス

田
の
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造
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よ
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ク
ッ

シ
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ガ
ス
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否
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な
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。
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）ガ

ス
需

要
時

の
時

間
的

な
又
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季

節
的
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動
の

吸
収

に
よ

る
生

産
設

備
や
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イ

プ
ラ

イ
ン

等
の

利
用

効
率

の
向

上
を

図
る

。

( 188 )






	1【セット】災害対策WG報告書
	はじめに
	Ⅰ．東日本大震災の概要と都市ガス供給に係る被害の状況
	１．地震・津波の概要（気象庁、内閣府による）
	２．都市ガス供給に係る被害の概要0F
	（１）一般ガス供給の被害の概要
	（２）簡易ガス供給の被害の概要
	（３）ガス導管供給の被害の概要
	（４）製造所・ガスホルダーの被害状況及び分析
	（５）ガス導管の被害状況及び分析


	Ⅱ．東日本大震災におけるガス事業者等の対応
	１．これまでの地震対策の取組み
	２．緊急対応の状況
	（１）一般ガス事業者の対応状況
	（２）簡易ガス事業者の対応状況
	（３）ガス導管事業者の対応状況
	（４）経済産業省（原子力安全・保安院）の対応状況

	３．復旧対応の状況
	（１）一般ガス事業者
	（２）簡易ガス事業者


	Ⅲ．今後の都市ガス供給における地震対策・津波対策のあり方
	１．基本的な考え方
	２．設備対策
	（１）地震対策の考え方
	（２）津波対策の考え方

	３．緊急対策
	（１）供給停止判断基準の見直し
	（２）感震自動ガス遮断装置の更なる普及促進
	（３）作業員の安全確保
	（４）通信手段の充実
	（５）防災データベースの改善

	４．復旧対策
	（１）保安関連データのバックアップの確保
	（２）移動式ガス発生設備の大容量化
	（３）復旧作業員の安全確保
	（４）行政手続き等の更なる合理化
	（５）他省庁との連携による支援物資等の円滑な流通
	（６）その他


	Ⅳ．ガス安全高度化計画（災害対策部分）の見直し

	おわりに
	ガス安全小委員会災害対策ワーキンググループ　委員名簿
	ガス安全小委員会災害対策ワーキンググループ　開催経過
	別添　ガス安全高度化計画（第５章災害対策）見直し案
	報告書の要点
	参考資料集

	2【セット】別添_ガス安全高度化計画見直し案
	3【セット】報告書案の要点
	4【セット】参考資料
	120326参考資料PDF（前半）
	【Ⅰ－０１～０６】
	【Ⅱ－０１～１２】
	【Ⅱ－０１～１２】.pdf
	【Ⅱ－０７】120302_一般ガス関係部分参考資料
	【Ⅱ－０８】120302_一般ガス関係部分参考資料
	【Ⅱ－０９】120316_1一般ガス関係部分参考資料
	【Ⅱ－１０】120302_一般ガス関係部分参考資料
	【Ⅱ－１１】120302簡易ガス事業者の被害状況（2月3日コミュニティーガス協会修正）
	簡易ガス事業における被害状況
	２．地震の概要
	[発生日時]　平成23年3月11日14時46分
	[震源地]　　三陸沖
	[規模]　　　マグニチュード9.0
	[震度5弱以上を観測した県]　1都16県
	｛青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、
	千葉県、東京都、神奈川県、新潟県、山梨県、長野県、静岡県｝
	震度５弱以上を観測した簡易ガス団地の地点群数（１,８５８地点群）

	３．簡易ガス団地の被害状況 （１）震度５弱以上の簡易ガス団地の被害状況
	東北地方太平洋沖地震での簡易ガス団地の被害状況は、震度５弱以上を観測した１，８５８地点群のうち７４地点群のガス工作物が損傷等の被害を受け供給を停止した。
	その他に感震自動ガス遮断装置が作動しガスの供給が一時停止したが、その後の点検で異常が無く供給を再開した簡易ガス団地は３２３地点群であった。残りの１，４６１地点群は地震の影響は無く供給を継続した。

	（２）各県ごとの被害状況
	ガス工作物に損傷等を受け、供給停止した地点群を県別にまとめると次のとおりで、宮城県・福島県の２県が多くを占めた。

	（３）被害要因
	（４）被害箇所
	ガス工作物の被害を受けた箇所については次のとおりであり、導管の損傷が多数を占めた。
	・（３）被害要因の「その他」の７地点群については
	（５）被害団地の感震自動ガス遮断装置の作動状況
	調査を行った６０地点群＊のうち５１地点群に設置済み（設置率８５％）であり、４６地点群で作動した。設置済みであっても不作動の５地点と未設置の９地点群では、導管の損傷に伴いガス漏洩が発生した。
	特定製造所
	特定製造所に被害を受けた簡易ガス団地は１８地点群あり、そのうち復旧が完了した１１地点群と、壊滅的被害で住民が避難中であるが被害状況が判明した２地点群の計１３地点群について被害状況をとりまとめた。
	（１）貯蔵形態ごとの被害数
	特定製造所の被害については全てがシリンダー容器庫で、バルク貯槽やストレージタンクについては被害は発生しなかった。被害要因を津波、地震動、液状化に分けると、津波での被害が多い。
	（２）被害要因と被害箇所
	被害箇所を建物、内部設備で分けると内部設備被害が多い。

	（３）被害内容について
	①建物の被害
	特定製造所建物に被害を受けた簡易ガス団地は６地点群であり、津波により２地点群の特定製造所が全壊した。その他に地震動で１地点群が半壊したが、残りは建物の壁・床面のひび割れ等の軽微なものであった。
	建物に被害を受けた特定製造所の状況
	②内部設備の被害
	特定製造所内の設備に被害を受けた簡易ガス団地は１０地点群であり、特定製造所が全壊した２地点群ではシリンダー容器が流出した。また、高圧ホースの損傷が４地点群、集合装置の損傷が５地点群で発生した。

	供給設備
	導管に被害を受けた簡易ガス団地は、本支管４４地点群（１５４件）、供給管・内管４５地点群（１７９件）であった。導管の被害のほとんどは地震動や液状化による鋼管のネジ部分の損傷であった。
	また、ポリエチレン管は、２地点群で被害が発生した。このうち福島県の１地点群では本支管３件、供給管・内管３件の被害があり、宮城県の１地点群では供給管・内管で１件の被害があった。このポリエチレン管に被害のあった２地点群については、地震動で盛土部の道路や宅地が崩壊したことにより、埋設されていたポリエチレン管が損壊した。

	管理事務所の被災状況
	被災した４２の簡易ガス事業者のうち、管理事務所等の被害は１０事業者１１の建物であった。
	特に、津波の影響で全壊が３件、半壊が３件であり、その他５件は、地震動により建物の一部損傷等の被害であった。
	事務所の被災状況


	【Ⅱ－１２】120302_0石油資源開発仙台パイプライン事業所の被害状況について

	【Ⅲ－０１～０８】
	【Ⅲ－０１】1地震対策への取組状況について
	【Ⅲ－０１】2参考１
	Sheet1

	【Ⅲ－０１】3参考２
	【Ⅲ－０２～０４】20120315_一般ガス関係部分参考資料
	一般ガス事業における地震対策の取組み
	一般ガス事業における宮城県沖地震以降の緊急対策・復旧対策の変遷

	【Ⅲ－０５～０６】20120315_一般ガス関係部分参考資料
	一般ガス事業におけるポリエチレン管の導入状況
	東日本大震災におけるガス専焼発電用ガス設備供給系統への影響
	東京湾湾岸部の液状化地区*1におけるガス専焼ラインの設置状況
	仙台におけるガス専焼ラインの設置状況

	【Ⅲ－０７】簡易ガス事業における感震自動ガス遮断装置について
	【Ⅲ－０８】容器転倒防止の基準について（3月13日コミュニティーガス協会編集）

	【Ⅳ－０１～０９】
	【Ⅳ－０１～０７】20120302_一般ガス関係部分参考資料
	一般ガス事業における製造設備の緊急対応状況（津波襲来時の初動対応）
	一般ガス事業における過去の震災との供給停止に関する比較
	一般ガス事業における供給停止判断に係る検討の変遷
	一般ガス事業における現行の供給停止判断
	SI値による供給停止判断基準の検証
	１．SI値分布と被害箇所（本支管）
	２．SI値とねじ接合被害率（本支管）の関係
	３．耐震化率と被害箇所（本支管）
	４．復旧ブロックの耐震化率別被害率（本支管）
	５．地形分類と被害箇所（本支管）
	＊１　【耐震化率】（低圧灯外内管のうち埋設部が，ポリエチレン管、溶接鋼管等「中低圧ガス導管耐震設計指針（日本ガス協会）」を満足する導管の本数）／（低圧灯外内管の総本数）
	＊２　本データは，仙台市ガス局が保有する配管情報をもとに，分析，作成したもの ８．復旧ブロックの耐震化率＊１別被害率（灯外内管）＊２
	＊１　【耐震化率】（低圧灯外内管のうち埋設部が，ポリエチレン管，溶接鋼管等「中低圧ガス導管耐震設計指針（日本ガス協会）」を満足する導管の本数）／（低圧灯外内管の総本数）
	＊２　本データは，仙台市ガス局が保有する配管情報をもとに，分析，作成したもの
	９．地形分類と被害箇所（灯外内管）
	一般ガス事業における被災事業者の情報連絡状況

	【Ⅳ－０８】災害対策本部の設置
	Sheet1

	【Ⅳ－０９】経済産業省の緊急・復旧対応の状況

	【Ⅴ－０１～１６】
	【Ⅴ－０１～０５】20120302_一般ガス関係部分参考資料
	一般ガス事業における復旧対策の概要
	一般ガス事業における復旧応援派遣人数と復旧戸数の推移
	一般ガス事業における過去の大震災との復旧状況の比較
	日本ガス協会による復旧応援隊の概要
	一般ガス事業者による被災事業者への応援状況

	【Ⅴ－０６～０７】20120302_一般ガス関係部分参考資料
	移動式ガス発生設備の活用状況
	移動式ガス発生設備の事業者別活用状況

	【Ⅴ－０８～０９】20120302_一般ガス関係部分参考資料
	臨時供給設備の活用（高圧ガス保安法の移動式製造設備）
	臨時供給設備の活用（サテライト供給）

	【Ⅴ－１０～１１】20120302_一般ガス関係部分参考資料
	一般ガス事業における仮設配管による仮復旧事例
	一般ガス事業者による需要家支援について（カセットコンロ、ボンベ、簡易シャワー）
	１．カセットコンロ、カセットボンベ
	２．簡易シャワー


	【Ⅴ－１２～１３】20120302_一般ガス関係部分参考資料
	マイコンメーターの遮断機能等を活用した早期復旧手法の事例
	一般ガス事業者等による広報活動の実績

	【Ⅴ－１４】簡易ガスの復旧対応状況
	（１）復旧体制
	簡易ガス事業者は、「保安規程」、「ガス漏えい及び導管事故等処理要領」により、災害復旧活動に係る組織等を整備し、迅速な復旧をなし得る体制を定めている。

	【Ⅴ－１５】簡易ガス事業における需要家支援について
	【Ⅴ－１６】広報活動の実績

	【Ⅵ－０１～０８】
	【Ⅵ－１】120302_0東日本大震災における石油プラントの被災事例について
	【Ⅵ－２】120312修正_世界のＬＮＧ基地関連事故一覧
	【Ⅵ－３】120209_0防災基本計画修正のポイント
	【Ⅵ－４】120316 主なインフラ設備等の津波対策
	【Ⅵ－５】高圧ガス部会報告書抜粋
	【Ⅵ－６】液化石油ガス部会報告書抜粋.doc
	【Ⅵ－７】天然ガスシフト基盤整備専門委員会の設置について
	【Ⅵ－８】天然ガスインフラ整備状況及び天然ガス地下貯蔵施設について


	120326参考資料PDF(後半)
	【Ⅰ－０１～０６】
	【Ⅱ－０１～１２】
	【Ⅱ－０１～１２】.pdf
	【Ⅱ－０７】120302_一般ガス関係部分参考資料
	【Ⅱ－０８】120302_一般ガス関係部分参考資料
	【Ⅱ－０９】120316_1一般ガス関係部分参考資料
	【Ⅱ－１０】120302_一般ガス関係部分参考資料
	【Ⅱ－１１】120302簡易ガス事業者の被害状況（2月3日コミュニティーガス協会修正）
	簡易ガス事業における被害状況
	２．地震の概要
	[発生日時]　平成23年3月11日14時46分
	[震源地]　　三陸沖
	[規模]　　　マグニチュード9.0
	[震度5弱以上を観測した県]　1都16県
	｛青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、
	千葉県、東京都、神奈川県、新潟県、山梨県、長野県、静岡県｝
	震度５弱以上を観測した簡易ガス団地の地点群数（１,８５８地点群）

	３．簡易ガス団地の被害状況 （１）震度５弱以上の簡易ガス団地の被害状況
	東北地方太平洋沖地震での簡易ガス団地の被害状況は、震度５弱以上を観測した１，８５８地点群のうち７４地点群のガス工作物が損傷等の被害を受け供給を停止した。
	その他に感震自動ガス遮断装置が作動しガスの供給が一時停止したが、その後の点検で異常が無く供給を再開した簡易ガス団地は３２３地点群であった。残りの１，４６１地点群は地震の影響は無く供給を継続した。

	（２）各県ごとの被害状況
	ガス工作物に損傷等を受け、供給停止した地点群を県別にまとめると次のとおりで、宮城県・福島県の２県が多くを占めた。

	（３）被害要因
	（４）被害箇所
	ガス工作物の被害を受けた箇所については次のとおりであり、導管の損傷が多数を占めた。
	・（３）被害要因の「その他」の７地点群については
	（５）被害団地の感震自動ガス遮断装置の作動状況
	調査を行った６０地点群＊のうち５１地点群に設置済み（設置率８５％）であり、４６地点群で作動した。設置済みであっても不作動の５地点と未設置の９地点群では、導管の損傷に伴いガス漏洩が発生した。
	特定製造所
	特定製造所に被害を受けた簡易ガス団地は１８地点群あり、そのうち復旧が完了した１１地点群と、壊滅的被害で住民が避難中であるが被害状況が判明した２地点群の計１３地点群について被害状況をとりまとめた。
	（１）貯蔵形態ごとの被害数
	特定製造所の被害については全てがシリンダー容器庫で、バルク貯槽やストレージタンクについては被害は発生しなかった。被害要因を津波、地震動、液状化に分けると、津波での被害が多い。
	（２）被害要因と被害箇所
	被害箇所を建物、内部設備で分けると内部設備被害が多い。

	（３）被害内容について
	①建物の被害
	特定製造所建物に被害を受けた簡易ガス団地は６地点群であり、津波により２地点群の特定製造所が全壊した。その他に地震動で１地点群が半壊したが、残りは建物の壁・床面のひび割れ等の軽微なものであった。
	建物に被害を受けた特定製造所の状況
	②内部設備の被害
	特定製造所内の設備に被害を受けた簡易ガス団地は１０地点群であり、特定製造所が全壊した２地点群ではシリンダー容器が流出した。また、高圧ホースの損傷が４地点群、集合装置の損傷が５地点群で発生した。

	供給設備
	導管に被害を受けた簡易ガス団地は、本支管４４地点群（１５４件）、供給管・内管４５地点群（１７９件）であった。導管の被害のほとんどは地震動や液状化による鋼管のネジ部分の損傷であった。
	また、ポリエチレン管は、２地点群で被害が発生した。このうち福島県の１地点群では本支管３件、供給管・内管３件の被害があり、宮城県の１地点群では供給管・内管で１件の被害があった。このポリエチレン管に被害のあった２地点群については、地震動で盛土部の道路や宅地が崩壊したことにより、埋設されていたポリエチレン管が損壊した。

	管理事務所の被災状況
	被災した４２の簡易ガス事業者のうち、管理事務所等の被害は１０事業者１１の建物であった。
	特に、津波の影響で全壊が３件、半壊が３件であり、その他５件は、地震動により建物の一部損傷等の被害であった。
	事務所の被災状況


	【Ⅱ－１２】120302_0石油資源開発仙台パイプライン事業所の被害状況について

	【Ⅲ－０１～０８】
	【Ⅲ－０１】1地震対策への取組状況について
	【Ⅲ－０１】2参考１
	Sheet1

	【Ⅲ－０１】3参考２
	【Ⅲ－０２～０４】20120315_一般ガス関係部分参考資料
	一般ガス事業における地震対策の取組み
	一般ガス事業における宮城県沖地震以降の緊急対策・復旧対策の変遷

	【Ⅲ－０５～０６】20120315_一般ガス関係部分参考資料
	一般ガス事業におけるポリエチレン管の導入状況
	東日本大震災におけるガス専焼発電用ガス設備供給系統への影響
	東京湾湾岸部の液状化地区*1におけるガス専焼ラインの設置状況
	仙台におけるガス専焼ラインの設置状況

	【Ⅲ－０７】簡易ガス事業における感震自動ガス遮断装置について
	【Ⅲ－０８】容器転倒防止の基準について（3月13日コミュニティーガス協会編集）

	【Ⅳ－０１～０９】
	【Ⅳ－０１～０７】20120302_一般ガス関係部分参考資料
	一般ガス事業における製造設備の緊急対応状況（津波襲来時の初動対応）
	一般ガス事業における過去の震災との供給停止に関する比較
	一般ガス事業における供給停止判断に係る検討の変遷
	一般ガス事業における現行の供給停止判断
	SI値による供給停止判断基準の検証
	１．SI値分布と被害箇所（本支管）
	２．SI値とねじ接合被害率（本支管）の関係
	３．耐震化率と被害箇所（本支管）
	４．復旧ブロックの耐震化率別被害率（本支管）
	５．地形分類と被害箇所（本支管）
	＊１　【耐震化率】（低圧灯外内管のうち埋設部が，ポリエチレン管、溶接鋼管等「中低圧ガス導管耐震設計指針（日本ガス協会）」を満足する導管の本数）／（低圧灯外内管の総本数）
	＊２　本データは，仙台市ガス局が保有する配管情報をもとに，分析，作成したもの ８．復旧ブロックの耐震化率＊１別被害率（灯外内管）＊２
	＊１　【耐震化率】（低圧灯外内管のうち埋設部が，ポリエチレン管，溶接鋼管等「中低圧ガス導管耐震設計指針（日本ガス協会）」を満足する導管の本数）／（低圧灯外内管の総本数）
	＊２　本データは，仙台市ガス局が保有する配管情報をもとに，分析，作成したもの
	９．地形分類と被害箇所（灯外内管）
	一般ガス事業における被災事業者の情報連絡状況

	【Ⅳ－０８】災害対策本部の設置
	Sheet1

	【Ⅳ－０９】経済産業省の緊急・復旧対応の状況

	【Ⅴ－０１～１６】
	【Ⅴ－０１～０５】20120302_一般ガス関係部分参考資料
	一般ガス事業における復旧対策の概要
	一般ガス事業における復旧応援派遣人数と復旧戸数の推移
	一般ガス事業における過去の大震災との復旧状況の比較
	日本ガス協会による復旧応援隊の概要
	一般ガス事業者による被災事業者への応援状況

	【Ⅴ－０６～０７】20120302_一般ガス関係部分参考資料
	移動式ガス発生設備の活用状況
	移動式ガス発生設備の事業者別活用状況

	【Ⅴ－０８～０９】20120302_一般ガス関係部分参考資料
	臨時供給設備の活用（高圧ガス保安法の移動式製造設備）
	臨時供給設備の活用（サテライト供給）

	【Ⅴ－１０～１１】20120302_一般ガス関係部分参考資料
	一般ガス事業における仮設配管による仮復旧事例
	一般ガス事業者による需要家支援について（カセットコンロ、ボンベ、簡易シャワー）
	１．カセットコンロ、カセットボンベ
	２．簡易シャワー


	【Ⅴ－１２～１３】20120302_一般ガス関係部分参考資料
	マイコンメーターの遮断機能等を活用した早期復旧手法の事例
	一般ガス事業者等による広報活動の実績

	【Ⅴ－１４】簡易ガスの復旧対応状況
	（１）復旧体制
	簡易ガス事業者は、「保安規程」、「ガス漏えい及び導管事故等処理要領」により、災害復旧活動に係る組織等を整備し、迅速な復旧をなし得る体制を定めている。

	【Ⅴ－１５】簡易ガス事業における需要家支援について
	【Ⅴ－１６】広報活動の実績

	【Ⅵ－０１～０８】
	【Ⅵ－１】120302_0東日本大震災における石油プラントの被災事例について
	【Ⅵ－２】120312修正_世界のＬＮＧ基地関連事故一覧
	【Ⅵ－３】120209_0防災基本計画修正のポイント
	【Ⅵ－４】120316 主なインフラ設備等の津波対策
	【Ⅵ－５】高圧ガス部会報告書抜粋
	【Ⅵ－６】液化石油ガス部会報告書抜粋.doc
	【Ⅵ－７】天然ガスシフト基盤整備専門委員会の設置について
	【Ⅵ－８】天然ガスインフラ整備状況及び天然ガス地下貯蔵施設について



	コピー
	1【セット】災害対策WG報告書
	はじめに
	Ⅰ．東日本大震災の概要と都市ガス供給に係る被害の状況
	１．地震・津波の概要（気象庁、内閣府による）
	２．都市ガス供給に係る被害の概要0F
	（１）一般ガス供給の被害の概要
	（２）簡易ガス供給の被害の概要
	（３）ガス導管供給の被害の概要
	（４）製造所・ガスホルダーの被害状況及び分析
	（５）ガス導管の被害状況及び分析


	Ⅱ．東日本大震災におけるガス事業者等の対応
	１．これまでの地震対策の取組み
	２．緊急対応の状況
	（１）一般ガス事業者の対応状況
	（２）簡易ガス事業者の対応状況
	（３）ガス導管事業者の対応状況
	（４）経済産業省（原子力安全・保安院）の対応状況

	３．復旧対応の状況
	（１）一般ガス事業者
	（２）簡易ガス事業者


	Ⅲ．今後の都市ガス供給における地震対策・津波対策のあり方
	１．基本的な考え方
	２．設備対策
	（１）地震対策の考え方
	（２）津波対策の考え方

	３．緊急対策
	（１）供給停止判断基準の見直し
	（２）感震自動ガス遮断装置の更なる普及促進
	（３）作業員の安全確保
	（４）通信手段の充実
	（５）防災データベースの改善

	４．復旧対策
	（１）保安関連データのバックアップの確保
	（２）移動式ガス発生設備の大容量化
	（３）復旧作業員の安全確保
	（４）行政手続き等の更なる合理化
	（５）他省庁との連携による支援物資等の円滑な流通
	（６）その他


	Ⅳ．ガス安全高度化計画（災害対策部分）の見直し

	おわりに
	ガス安全小委員会災害対策ワーキンググループ　委員名簿
	ガス安全小委員会災害対策ワーキンググループ　開催経過
	別添　ガス安全高度化計画（第５章災害対策）見直し案
	報告書の要点
	参考資料集

	2【セット】別添_ガス安全高度化計画見直し案
	3【セット】報告書案の要点
	4【セット】参考資料
	120326参考資料PDF（前半）
	【Ⅰ－０１～０６】
	【Ⅱ－０１～１２】
	【Ⅱ－０１～１２】.pdf
	【Ⅱ－０７】120302_一般ガス関係部分参考資料
	【Ⅱ－０８】120302_一般ガス関係部分参考資料
	【Ⅱ－０９】120316_1一般ガス関係部分参考資料
	【Ⅱ－１０】120302_一般ガス関係部分参考資料
	【Ⅱ－１１】120302簡易ガス事業者の被害状況（2月3日コミュニティーガス協会修正）
	簡易ガス事業における被害状況
	２．地震の概要
	[発生日時]　平成23年3月11日14時46分
	[震源地]　　三陸沖
	[規模]　　　マグニチュード9.0
	[震度5弱以上を観測した県]　1都16県
	｛青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、
	千葉県、東京都、神奈川県、新潟県、山梨県、長野県、静岡県｝
	震度５弱以上を観測した簡易ガス団地の地点群数（１,８５８地点群）

	３．簡易ガス団地の被害状況 （１）震度５弱以上の簡易ガス団地の被害状況
	東北地方太平洋沖地震での簡易ガス団地の被害状況は、震度５弱以上を観測した１，８５８地点群のうち７４地点群のガス工作物が損傷等の被害を受け供給を停止した。
	その他に感震自動ガス遮断装置が作動しガスの供給が一時停止したが、その後の点検で異常が無く供給を再開した簡易ガス団地は３２３地点群であった。残りの１，４６１地点群は地震の影響は無く供給を継続した。

	（２）各県ごとの被害状況
	ガス工作物に損傷等を受け、供給停止した地点群を県別にまとめると次のとおりで、宮城県・福島県の２県が多くを占めた。

	（３）被害要因
	（４）被害箇所
	ガス工作物の被害を受けた箇所については次のとおりであり、導管の損傷が多数を占めた。
	・（３）被害要因の「その他」の７地点群については
	（５）被害団地の感震自動ガス遮断装置の作動状況
	調査を行った６０地点群＊のうち５１地点群に設置済み（設置率８５％）であり、４６地点群で作動した。設置済みであっても不作動の５地点と未設置の９地点群では、導管の損傷に伴いガス漏洩が発生した。
	特定製造所
	特定製造所に被害を受けた簡易ガス団地は１８地点群あり、そのうち復旧が完了した１１地点群と、壊滅的被害で住民が避難中であるが被害状況が判明した２地点群の計１３地点群について被害状況をとりまとめた。
	（１）貯蔵形態ごとの被害数
	特定製造所の被害については全てがシリンダー容器庫で、バルク貯槽やストレージタンクについては被害は発生しなかった。被害要因を津波、地震動、液状化に分けると、津波での被害が多い。
	（２）被害要因と被害箇所
	被害箇所を建物、内部設備で分けると内部設備被害が多い。

	（３）被害内容について
	①建物の被害
	特定製造所建物に被害を受けた簡易ガス団地は６地点群であり、津波により２地点群の特定製造所が全壊した。その他に地震動で１地点群が半壊したが、残りは建物の壁・床面のひび割れ等の軽微なものであった。
	建物に被害を受けた特定製造所の状況
	②内部設備の被害
	特定製造所内の設備に被害を受けた簡易ガス団地は１０地点群であり、特定製造所が全壊した２地点群ではシリンダー容器が流出した。また、高圧ホースの損傷が４地点群、集合装置の損傷が５地点群で発生した。

	供給設備
	導管に被害を受けた簡易ガス団地は、本支管４４地点群（１５４件）、供給管・内管４５地点群（１７９件）であった。導管の被害のほとんどは地震動や液状化による鋼管のネジ部分の損傷であった。
	また、ポリエチレン管は、２地点群で被害が発生した。このうち福島県の１地点群では本支管３件、供給管・内管３件の被害があり、宮城県の１地点群では供給管・内管で１件の被害があった。このポリエチレン管に被害のあった２地点群については、地震動で盛土部の道路や宅地が崩壊したことにより、埋設されていたポリエチレン管が損壊した。

	管理事務所の被災状況
	被災した４２の簡易ガス事業者のうち、管理事務所等の被害は１０事業者１１の建物であった。
	特に、津波の影響で全壊が３件、半壊が３件であり、その他５件は、地震動により建物の一部損傷等の被害であった。
	事務所の被災状況


	【Ⅱ－１２】120302_0石油資源開発仙台パイプライン事業所の被害状況について

	【Ⅲ－０１～０８】
	【Ⅲ－０１】1地震対策への取組状況について
	【Ⅲ－０１】2参考１
	Sheet1

	【Ⅲ－０１】3参考２
	【Ⅲ－０２～０４】20120315_一般ガス関係部分参考資料
	一般ガス事業における地震対策の取組み
	一般ガス事業における宮城県沖地震以降の緊急対策・復旧対策の変遷

	【Ⅲ－０５～０６】20120315_一般ガス関係部分参考資料
	一般ガス事業におけるポリエチレン管の導入状況
	東日本大震災におけるガス専焼発電用ガス設備供給系統への影響
	東京湾湾岸部の液状化地区*1におけるガス専焼ラインの設置状況
	仙台におけるガス専焼ラインの設置状況

	【Ⅲ－０７】簡易ガス事業における感震自動ガス遮断装置について
	【Ⅲ－０８】容器転倒防止の基準について（3月13日コミュニティーガス協会編集）

	【Ⅳ－０１～０９】
	【Ⅳ－０１～０７】20120302_一般ガス関係部分参考資料
	一般ガス事業における製造設備の緊急対応状況（津波襲来時の初動対応）
	一般ガス事業における過去の震災との供給停止に関する比較
	一般ガス事業における供給停止判断に係る検討の変遷
	一般ガス事業における現行の供給停止判断
	SI値による供給停止判断基準の検証
	１．SI値分布と被害箇所（本支管）
	２．SI値とねじ接合被害率（本支管）の関係
	３．耐震化率と被害箇所（本支管）
	４．復旧ブロックの耐震化率別被害率（本支管）
	５．地形分類と被害箇所（本支管）
	＊１　【耐震化率】（低圧灯外内管のうち埋設部が，ポリエチレン管、溶接鋼管等「中低圧ガス導管耐震設計指針（日本ガス協会）」を満足する導管の本数）／（低圧灯外内管の総本数）
	＊２　本データは，仙台市ガス局が保有する配管情報をもとに，分析，作成したもの ８．復旧ブロックの耐震化率＊１別被害率（灯外内管）＊２
	＊１　【耐震化率】（低圧灯外内管のうち埋設部が，ポリエチレン管，溶接鋼管等「中低圧ガス導管耐震設計指針（日本ガス協会）」を満足する導管の本数）／（低圧灯外内管の総本数）
	＊２　本データは，仙台市ガス局が保有する配管情報をもとに，分析，作成したもの
	９．地形分類と被害箇所（灯外内管）
	一般ガス事業における被災事業者の情報連絡状況

	【Ⅳ－０８】災害対策本部の設置
	Sheet1

	【Ⅳ－０９】経済産業省の緊急・復旧対応の状況

	【Ⅴ－０１～１６】
	【Ⅴ－０１～０５】20120302_一般ガス関係部分参考資料
	一般ガス事業における復旧対策の概要
	一般ガス事業における復旧応援派遣人数と復旧戸数の推移
	一般ガス事業における過去の大震災との復旧状況の比較
	日本ガス協会による復旧応援隊の概要
	一般ガス事業者による被災事業者への応援状況

	【Ⅴ－０６～０７】20120302_一般ガス関係部分参考資料
	移動式ガス発生設備の活用状況
	移動式ガス発生設備の事業者別活用状況

	【Ⅴ－０８～０９】20120302_一般ガス関係部分参考資料
	臨時供給設備の活用（高圧ガス保安法の移動式製造設備）
	臨時供給設備の活用（サテライト供給）

	【Ⅴ－１０～１１】20120302_一般ガス関係部分参考資料
	一般ガス事業における仮設配管による仮復旧事例
	一般ガス事業者による需要家支援について（カセットコンロ、ボンベ、簡易シャワー）
	１．カセットコンロ、カセットボンベ
	２．簡易シャワー


	【Ⅴ－１２～１３】20120302_一般ガス関係部分参考資料
	マイコンメーターの遮断機能等を活用した早期復旧手法の事例
	一般ガス事業者等による広報活動の実績

	【Ⅴ－１４】簡易ガスの復旧対応状況
	（１）復旧体制
	簡易ガス事業者は、「保安規程」、「ガス漏えい及び導管事故等処理要領」により、災害復旧活動に係る組織等を整備し、迅速な復旧をなし得る体制を定めている。

	【Ⅴ－１５】簡易ガス事業における需要家支援について
	【Ⅴ－１６】広報活動の実績

	【Ⅵ－０１～０８】
	【Ⅵ－１】120302_0東日本大震災における石油プラントの被災事例について
	【Ⅵ－２】120312修正_世界のＬＮＧ基地関連事故一覧
	【Ⅵ－３】120209_0防災基本計画修正のポイント
	【Ⅵ－４】120316 主なインフラ設備等の津波対策
	【Ⅵ－５】高圧ガス部会報告書抜粋
	【Ⅵ－６】液化石油ガス部会報告書抜粋.doc
	【Ⅵ－７】天然ガスシフト基盤整備専門委員会の設置について
	【Ⅵ－８】天然ガスインフラ整備状況及び天然ガス地下貯蔵施設について


	120326参考資料PDF(後半)
	【Ⅰ－０１～０６】
	【Ⅱ－０１～１２】
	【Ⅱ－０１～１２】.pdf
	【Ⅱ－０７】120302_一般ガス関係部分参考資料
	【Ⅱ－０８】120302_一般ガス関係部分参考資料
	【Ⅱ－０９】120316_1一般ガス関係部分参考資料
	【Ⅱ－１０】120302_一般ガス関係部分参考資料
	【Ⅱ－１１】120302簡易ガス事業者の被害状況（2月3日コミュニティーガス協会修正）
	簡易ガス事業における被害状況
	２．地震の概要
	[発生日時]　平成23年3月11日14時46分
	[震源地]　　三陸沖
	[規模]　　　マグニチュード9.0
	[震度5弱以上を観測した県]　1都16県
	｛青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、
	千葉県、東京都、神奈川県、新潟県、山梨県、長野県、静岡県｝
	震度５弱以上を観測した簡易ガス団地の地点群数（１,８５８地点群）

	３．簡易ガス団地の被害状況 （１）震度５弱以上の簡易ガス団地の被害状況
	東北地方太平洋沖地震での簡易ガス団地の被害状況は、震度５弱以上を観測した１，８５８地点群のうち７４地点群のガス工作物が損傷等の被害を受け供給を停止した。
	その他に感震自動ガス遮断装置が作動しガスの供給が一時停止したが、その後の点検で異常が無く供給を再開した簡易ガス団地は３２３地点群であった。残りの１，４６１地点群は地震の影響は無く供給を継続した。

	（２）各県ごとの被害状況
	ガス工作物に損傷等を受け、供給停止した地点群を県別にまとめると次のとおりで、宮城県・福島県の２県が多くを占めた。

	（３）被害要因
	（４）被害箇所
	ガス工作物の被害を受けた箇所については次のとおりであり、導管の損傷が多数を占めた。
	・（３）被害要因の「その他」の７地点群については
	（５）被害団地の感震自動ガス遮断装置の作動状況
	調査を行った６０地点群＊のうち５１地点群に設置済み（設置率８５％）であり、４６地点群で作動した。設置済みであっても不作動の５地点と未設置の９地点群では、導管の損傷に伴いガス漏洩が発生した。
	特定製造所
	特定製造所に被害を受けた簡易ガス団地は１８地点群あり、そのうち復旧が完了した１１地点群と、壊滅的被害で住民が避難中であるが被害状況が判明した２地点群の計１３地点群について被害状況をとりまとめた。
	（１）貯蔵形態ごとの被害数
	特定製造所の被害については全てがシリンダー容器庫で、バルク貯槽やストレージタンクについては被害は発生しなかった。被害要因を津波、地震動、液状化に分けると、津波での被害が多い。
	（２）被害要因と被害箇所
	被害箇所を建物、内部設備で分けると内部設備被害が多い。

	（３）被害内容について
	①建物の被害
	特定製造所建物に被害を受けた簡易ガス団地は６地点群であり、津波により２地点群の特定製造所が全壊した。その他に地震動で１地点群が半壊したが、残りは建物の壁・床面のひび割れ等の軽微なものであった。
	建物に被害を受けた特定製造所の状況
	②内部設備の被害
	特定製造所内の設備に被害を受けた簡易ガス団地は１０地点群であり、特定製造所が全壊した２地点群ではシリンダー容器が流出した。また、高圧ホースの損傷が４地点群、集合装置の損傷が５地点群で発生した。

	供給設備
	導管に被害を受けた簡易ガス団地は、本支管４４地点群（１５４件）、供給管・内管４５地点群（１７９件）であった。導管の被害のほとんどは地震動や液状化による鋼管のネジ部分の損傷であった。
	また、ポリエチレン管は、２地点群で被害が発生した。このうち福島県の１地点群では本支管３件、供給管・内管３件の被害があり、宮城県の１地点群では供給管・内管で１件の被害があった。このポリエチレン管に被害のあった２地点群については、地震動で盛土部の道路や宅地が崩壊したことにより、埋設されていたポリエチレン管が損壊した。

	管理事務所の被災状況
	被災した４２の簡易ガス事業者のうち、管理事務所等の被害は１０事業者１１の建物であった。
	特に、津波の影響で全壊が３件、半壊が３件であり、その他５件は、地震動により建物の一部損傷等の被害であった。
	事務所の被災状況


	【Ⅱ－１２】120302_0石油資源開発仙台パイプライン事業所の被害状況について

	【Ⅲ－０１～０８】
	【Ⅲ－０１】1地震対策への取組状況について
	【Ⅲ－０１】2参考１
	Sheet1

	【Ⅲ－０１】3参考２
	【Ⅲ－０２～０４】20120315_一般ガス関係部分参考資料
	一般ガス事業における地震対策の取組み
	一般ガス事業における宮城県沖地震以降の緊急対策・復旧対策の変遷

	【Ⅲ－０５～０６】20120315_一般ガス関係部分参考資料
	一般ガス事業におけるポリエチレン管の導入状況
	東日本大震災におけるガス専焼発電用ガス設備供給系統への影響
	東京湾湾岸部の液状化地区*1におけるガス専焼ラインの設置状況
	仙台におけるガス専焼ラインの設置状況

	【Ⅲ－０７】簡易ガス事業における感震自動ガス遮断装置について
	【Ⅲ－０８】容器転倒防止の基準について（3月13日コミュニティーガス協会編集）

	【Ⅳ－０１～０９】
	【Ⅳ－０１～０７】20120302_一般ガス関係部分参考資料
	一般ガス事業における製造設備の緊急対応状況（津波襲来時の初動対応）
	一般ガス事業における過去の震災との供給停止に関する比較
	一般ガス事業における供給停止判断に係る検討の変遷
	一般ガス事業における現行の供給停止判断
	SI値による供給停止判断基準の検証
	１．SI値分布と被害箇所（本支管）
	２．SI値とねじ接合被害率（本支管）の関係
	３．耐震化率と被害箇所（本支管）
	４．復旧ブロックの耐震化率別被害率（本支管）
	５．地形分類と被害箇所（本支管）
	＊１　【耐震化率】（低圧灯外内管のうち埋設部が，ポリエチレン管、溶接鋼管等「中低圧ガス導管耐震設計指針（日本ガス協会）」を満足する導管の本数）／（低圧灯外内管の総本数）
	＊２　本データは，仙台市ガス局が保有する配管情報をもとに，分析，作成したもの ８．復旧ブロックの耐震化率＊１別被害率（灯外内管）＊２
	＊１　【耐震化率】（低圧灯外内管のうち埋設部が，ポリエチレン管，溶接鋼管等「中低圧ガス導管耐震設計指針（日本ガス協会）」を満足する導管の本数）／（低圧灯外内管の総本数）
	＊２　本データは，仙台市ガス局が保有する配管情報をもとに，分析，作成したもの
	９．地形分類と被害箇所（灯外内管）
	一般ガス事業における被災事業者の情報連絡状況

	【Ⅳ－０８】災害対策本部の設置
	Sheet1

	【Ⅳ－０９】経済産業省の緊急・復旧対応の状況

	【Ⅴ－０１～１６】
	【Ⅴ－０１～０５】20120302_一般ガス関係部分参考資料
	一般ガス事業における復旧対策の概要
	一般ガス事業における復旧応援派遣人数と復旧戸数の推移
	一般ガス事業における過去の大震災との復旧状況の比較
	日本ガス協会による復旧応援隊の概要
	一般ガス事業者による被災事業者への応援状況

	【Ⅴ－０６～０７】20120302_一般ガス関係部分参考資料
	移動式ガス発生設備の活用状況
	移動式ガス発生設備の事業者別活用状況

	【Ⅴ－０８～０９】20120302_一般ガス関係部分参考資料
	臨時供給設備の活用（高圧ガス保安法の移動式製造設備）
	臨時供給設備の活用（サテライト供給）

	【Ⅴ－１０～１１】20120302_一般ガス関係部分参考資料
	一般ガス事業における仮設配管による仮復旧事例
	一般ガス事業者による需要家支援について（カセットコンロ、ボンベ、簡易シャワー）
	１．カセットコンロ、カセットボンベ
	２．簡易シャワー


	【Ⅴ－１２～１３】20120302_一般ガス関係部分参考資料
	マイコンメーターの遮断機能等を活用した早期復旧手法の事例
	一般ガス事業者等による広報活動の実績

	【Ⅴ－１４】簡易ガスの復旧対応状況
	（１）復旧体制
	簡易ガス事業者は、「保安規程」、「ガス漏えい及び導管事故等処理要領」により、災害復旧活動に係る組織等を整備し、迅速な復旧をなし得る体制を定めている。

	【Ⅴ－１５】簡易ガス事業における需要家支援について
	【Ⅴ－１６】広報活動の実績

	【Ⅵ－０１～０８】
	【Ⅵ－１】120302_0東日本大震災における石油プラントの被災事例について
	【Ⅵ－２】120312修正_世界のＬＮＧ基地関連事故一覧
	【Ⅵ－３】120209_0防災基本計画修正のポイント
	【Ⅵ－４】120316 主なインフラ設備等の津波対策
	【Ⅵ－５】高圧ガス部会報告書抜粋
	【Ⅵ－６】液化石油ガス部会報告書抜粋.doc
	【Ⅵ－７】天然ガスシフト基盤整備専門委員会の設置について
	【Ⅵ－８】天然ガスインフラ整備状況及び天然ガス地下貯蔵施設について






<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



 
 
    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 3
     現在と同じ
      

        
     3
     1
     1
     402
     316
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     現在と同じ
      

        
     1
     1
     1
     402
     316
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     現在と同じ
      

        
     1
     1
     1
     402
     316
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     現在と同じ
      

        
     1
     1
     1
     402
     316
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     現在と同じ
      

        
     1
     1
     1
     402
     316
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     現在と同じ
      

        
     1
     1
     1
     402
     316
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     現在と同じ
      

        
     1
     1
     1
     402
     316
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     現在と同じ
      

        
     1
     1
     1
     402
     316
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     現在と同じ
      

        
     1
     1
     1
     402
     316
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     現在と同じ
      

        
     1
     1
     1
     402
     316
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 現在のページ
     トリム: 同サイズ 8.268 x 11.693 インチ / 210.0 x 297.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ（オプション）: 'オリジナル'
      

        
     32
            
       D:20120409193306
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     747
     277
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         149
         CurrentPage
         251
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     56.6929
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     139
     262
     139
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲:  141ページから  ページ 149
     トリム: 同サイズ 8.268 x 11.693 インチ / 210.0 x 297.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ（オプション）: 'オリジナル'
      

        
     32
            
       D:20120409193306
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     747
     277
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         141
         SubDoc
         149
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     56.6929
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     140
     262
     148
     9
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲:  159ページから  ページ 161
     トリム: 同サイズ 8.268 x 11.693 インチ / 210.0 x 297.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ（オプション）: 'オリジナル'
      

        
     32
            
       D:20120409193719
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     747
     277
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         159
         SubDoc
         161
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     56.6929
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     158
     262
     160
     3
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 8.268 x 11.693 インチ / 210.0 x 297.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ（オプション）: 'オリジナル'
      

        
     32
            
       D:20120409193719
       841.8898
       a4
       Blank
       595.2756
          

     Tall
     1
     0
     No
     747
     277
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         159
         AllDoc
         161
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     56.6929
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     261
     262
     261
     262
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲:  7ページから  ページ 52
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 276.00, 16.06 幅 45.46 高さ 51.95 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         7
         SubDoc
         52
              

       CurrentAVDoc
          

     275.998 16.0606 45.4585 51.9526 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     6
     262
     51
     46
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲:  7ページから  ページ 52
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 277.08, 42.04 幅 38.96 高さ 23.81 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         7
         SubDoc
         52
              

       CurrentAVDoc
          

     277.0804 42.0368 38.9644 23.8116 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     58
     262
     51
     46
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲:  7ページから  ページ 52
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 277.08, 35.54 幅 47.62 高さ 28.14 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         7
         SubDoc
         52
              

       CurrentAVDoc
          

     277.0804 35.5427 47.6232 28.141 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     59
     262
     51
     46
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲:  7ページから  ページ 52
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 270.59, 33.38 幅 48.71 高さ 36.80 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         7
         SubDoc
         52
              

       CurrentAVDoc
          

     270.5863 33.3781 48.7055 36.7997 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     56
     262
     51
     46
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 279.25, 44.20 幅 36.80 高さ 21.65 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         7
         CurrentPage
         52
              

       CurrentAVDoc
          

     279.2451 44.2015 36.7997 21.6469 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     58
     262
     58
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 278.16, 30.13 幅 40.05 高さ 38.96 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         7
         CurrentPage
         52
              

       CurrentAVDoc
          

     278.1627 30.131 40.0468 38.9644 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     59
     262
     59
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 280.33, 42.04 幅 37.88 高さ 25.98 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         7
         CurrentPage
         52
              

       CurrentAVDoc
          

     280.3274 42.0368 37.8821 25.9763 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     56
     262
     56
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲:  43ページから  ページ 47
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 545.50, 411.12 幅 28.14 高さ 47.62 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         SubDoc
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     545.502 411.1165 28.141 47.6232 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     42
     262
     46
     5
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 545.50, 403.54 幅 32.47 高さ 50.87 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     545.502 403.5401 32.4704 50.8702 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     48
     262
     48
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 544.42, 413.28 幅 27.06 高さ 45.46 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     544.4196 413.2813 27.0587 45.4585 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     49
     262
     49
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 552.00, 414.36 幅 21.65 高さ 40.05 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     551.9961 414.3636 21.6469 40.0468 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     50
     262
     50
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 545.50, 407.87 幅 28.14 高さ 44.38 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     545.502 407.8695 28.141 44.3762 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     51
     262
     51
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     現在と同じ
      

        
     1
     1
     1
     402
     316
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     現在と同じ
      

        
     1
     1
     1
     402
     316
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 261.74, 495.11 幅 14.17 高さ 24.57 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     261.7358 495.1136 14.1734 24.5673 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     163
     244
     163
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 239.29, 478.52 幅 18.71 高さ 19.20 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 377.65, 463.75 幅 23.63 高さ 11.32 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 363.86, 421.40 幅 10.83 高さ 6.89 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 381.59, 355.92 幅 16.74 高さ 7.39 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 331.86, 461.78 幅 4.43 高さ 3.94 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 484.50, 270.24 幅 63.02 高さ 32.00 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 426.89, 281.57 幅 26.59 高さ 25.60 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 459.39, 288.46 幅 16.74 高さ 8.37 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 470.22, 275.17 幅 10.34 高さ 2.95 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 154.11, 164.88 幅 191.04 高さ 44.31 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 340.23, 165.86 幅 117.68 高さ 33.48 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 404.24, 194.91 幅 53.67 高さ 21.17 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 471.69, 200.33 幅 28.07 高さ 15.26 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 476.62, 166.35 幅 59.08 高さ 35.45 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 84.20, 211.16 幅 13.29 高さ 44.81 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 185.13, 268.27 幅 62.04 高さ 23.63 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 141.80, 221.50 幅 5.91 高さ 11.32 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 149.19, 246.12 幅 8.37 高さ 4.92 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 132.94, 248.58 幅 3.45 高さ 5.42 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 108.81, 227.90 幅 2.46 高さ 6.89 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 194.00, 240.70 幅 3.45 高さ 4.92 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 179.22, 220.51 幅 5.91 高さ 4.92 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 156.57, 227.90 幅 5.42 高さ 3.45 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 122.60, 221.50 幅 3.45 高さ 5.91 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 224.52, 234.79 幅 4.92 高さ 6.40 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 232.40, 262.86 幅 4.92 高さ 5.91 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     239.2939 478.5177 18.7102 19.2026 377.6511 463.7465 23.634 11.3246 363.8646 421.4023 10.8322 6.8932 381.5901 355.9165 16.7407 7.3856 331.8603 461.777 4.4314 3.939 484.4963 270.2433 63.0239 32.0043 426.8885 281.568 26.5882 25.6035 459.3852 288.4612 16.7408 8.3704 470.2175 275.1671 10.3399 2.9542 154.1132 164.8753 191.0412 44.3137 340.2306 165.86 117.6775 33.4815 404.2393 194.9101 53.6688 21.1721 471.6946 200.3262 28.0653 15.2636 476.6183 166.3524 59.0849 35.4509 84.196 211.1584 13.2941 44.8061 185.1327 268.2739 62.0392 23.634 141.8038 221.4983 5.9085 11.3246 149.1894 246.117 8.3704 4.9237 132.9411 248.5789 3.4466 5.4161 108.8147 227.8992 2.4619 6.8932 193.9955 240.7009 3.4466 4.9238 179.2242 220.5135 5.9085 4.9238 156.575 227.8992 5.4161 3.4466 122.6012 221.4983 3.4466 5.9085 224.5227 234.7924 4.9238 6.4009 232.4007 262.8578 4.9238 5.9085 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     163
     244
     163
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 156.56, 675.17 幅 19.96 高さ 2.54 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 152.20, 637.78 幅 7.86 高さ 40.41 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 158.13, 635.27 幅 1.20 高さ 3.00 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 158.13, 634.24 幅 0.60 高さ 1.42 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 176.24, 675.47 幅 0.65 高さ 0.82 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 205.75, 683.27 幅 225.16 高さ 16.15 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 429.60, 693.96 幅 6.98 高さ 1.75 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 308.95, 678.69 幅 58.04 高さ 6.33 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 263.13, 676.94 幅 2.84 高さ 7.64 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 206.18, 682.40 幅 1.96 高さ 1.75 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 438.33, 682.18 幅 48.00 高さ 15.27 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 437.45, 673.24 幅 49.75 高さ 4.15 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 475.42, 498.47 幅 6.76 高さ 183.93 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 437.45, 476.00 幅 48.44 高さ 4.36 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 477.16, 478.62 幅 3.93 高さ 21.38 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 427.86, 677.16 幅 2.62 高さ 6.76 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     156.5583 675.1686 19.963 2.5407 152.2028 637.7833 7.8642 40.4099 158.1273 635.2717 1.2 3 158.1273 634.2353 0.6 1.4182 176.2364 675.4717 0.6545 0.8182 205.7457 683.2716 225.1639 16.1454 429.6005 693.9625 6.9818 1.7454 308.9458 678.6898 58.0364 6.3273 263.1276 676.9443 2.8364 7.6364 206.1821 682.3989 1.9636 1.7454 438.3278 682.1807 48.0001 15.2728 437.455 673.2352 49.7455 4.1454 475.4187 498.4714 6.7636 183.9275 437.455 475.9986 48.4364 4.3636 477.1642 478.6168 3.9273 21.3819 427.855 677.1625 2.6182 6.7637 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     98
     244
     98
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 236.29, 647.27 幅 4.58 高さ 5.45 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 196.80, 640.51 幅 2.62 高さ 3.49 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     236.2912 647.2715 4.5818 5.4545 196.8002 640.5079 2.6182 3.491 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     98
     244
     98
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 117.49, 430.84 幅 306.33 高さ 47.78 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 421.53, 462.25 幅 18.00 高さ 5.24 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 434.95, 463.24 幅 3.27 高さ 16.04 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     117.4908 430.8355 306.3271 47.7818 421.527 462.2537 18 5.2364 434.9452 463.2355 3.2727 16.0363 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     98
     244
     98
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 219.74, 477.60 幅 1.40 高さ 1.09 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     219.7358 477.6009 1.3986 1.0878 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     98
     244
     98
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 152.73, 678.25 幅 21.44 高さ 4.14 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 151.22, 641.76 幅 6.77 高さ 38.75 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 201.63, 695.18 幅 244.89 高さ 9.78 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 436.36, 688.03 幅 4.89 高さ 19.56 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 87.30, 697.48 幅 2.95 高さ 2.29 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 155.70, 638.98 幅 1.23 高さ 2.95 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 156.19, 637.92 幅 0.49 高さ 1.47 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 173.78, 679.89 幅 1.23 高さ 0.74 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 235.55, 651.34 幅 4.09 高さ 5.07 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 204.22, 686.93 幅 6.38 高さ 9.16 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 209.13, 687.58 幅 57.27 高さ 4.42 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 262.15, 681.20 幅 2.95 高さ 7.85 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 307.47, 684.31 幅 60.46 高さ 7.36 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 369.25, 689.87 幅 55.96 高さ 6.14 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 429.95, 686.76 幅 2.95 高さ 9.41 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 430.53, 681.69 幅 1.80 高さ 4.17 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 430.20, 680.30 幅 1.06 高さ 1.55 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 440.51, 685.78 幅 43.85 高さ 3.03 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 479.78, 676.04 幅 8.59 高さ 19.23 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 439.61, 678.74 幅 42.22 高さ 2.13 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 481.17, 625.97 幅 3.44 高さ 51.05 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 479.21, 557.90 幅 6.46 高さ 68.48 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 479.86, 489.58 幅 4.91 高さ 69.79 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 439.61, 478.45 幅 45.49 高さ 11.86 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     152.7269 678.254 21.4419 4.1379 151.2222 641.765 6.7711 38.746 201.6295 695.1818 244.8896 9.7805 436.3625 688.0345 4.8903 19.5611 87.3 697.4808 2.9454 2.2909 155.6999 638.9808 1.2273 2.9455 156.1908 637.9172 0.4909 1.4727 173.7817 679.89 1.2273 0.7363 235.5544 651.3354 4.0909 5.0728 204.2181 686.9263 6.3818 9.1636 209.1272 687.5808 57.2727 4.4182 262.1453 681.199 2.9455 7.8545 307.4725 684.3081 60.4636 7.3636 369.2452 689.8718 55.9636 6.1364 429.9543 686.7626 2.9455 9.4091 430.527 681.6899 1.8 4.1727 430.1997 680.299 1.0637 1.5546 440.5088 685.7808 43.8545 3.0273 479.7815 676.0445 8.5909 19.2272 439.6088 678.7444 42.2182 2.1273 481.1725 625.9718 3.4363 51.0545 479.2088 557.8991 6.4637 68.4818 479.8633 489.581 4.9091 69.7909 439.6088 478.4537 45.4909 11.8636 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     102
     244
     102
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 438.14, 464.05 幅 2.54 高さ 15.95 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 113.97, 463.97 幅 324.74 高さ 4.42 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 114.71, 467.24 幅 2.70 高さ 12.60 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 146.62, 457.02 幅 34.45 高さ 9.08 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 218.05, 432.64 幅 3.52 高さ 47.45 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     438.1361 464.0537 2.5363 15.9546 113.9727 463.9719 324.7362 4.4182 114.709 467.2446 2.7 12.6 146.6181 457.0173 34.4454 9.0818 218.0453 432.6355 3.5182 47.4545 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     102
     244
     102
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 270.82, 466.18 幅 13.42 高さ 4.25 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 293.40, 453.50 幅 42.71 高さ 10.47 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     270.818 466.181 13.4182 4.2545 293.3998 453.4991 42.709 10.4727 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     102
     244
     102
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 476.62, 138.29 幅 7.88 高さ 219.11 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 113.25, 129.42 幅 332.35 高さ 15.76 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 144.27, 123.02 幅 41.36 高さ 11.82 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 211.23, 101.85 幅 16.25 高さ 30.53 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 285.08, 120.07 幅 54.65 高さ 11.32 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 150.67, 310.62 幅 7.88 高さ 41.36 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 158.05, 346.07 幅 16.25 高さ 3.94 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 201.87, 361.82 幅 242.25 高さ 12.80 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 309.70, 350.50 幅 57.12 高さ 11.82 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 365.83, 356.41 幅 68.93 高さ 8.37 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 203.35, 354.44 幅 64.01 高さ 9.85 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 261.94, 349.02 幅 3.94 高さ 7.88 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 440.18, 353.45 幅 37.91 高さ 3.94 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 441.17, 344.59 幅 42.34 高さ 4.43 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 482.03, 343.11 幅 7.88 高さ 3.94 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 440.18, 145.18 幅 42.84 高さ 3.94 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     476.6183 138.2871 7.878 219.1066 113.2461 129.4243 332.3527 15.756 144.2657 123.0235 41.3594 11.817 211.2286 101.8514 16.2484 30.5272 285.0847 120.0692 54.6536 11.3246 150.6665 310.6181 7.878 41.3595 158.0522 346.069 16.2484 3.939 201.8735 361.825 242.2482 12.8017 309.7034 350.5004 57.1154 11.817 365.8341 356.4089 68.9324 8.3704 203.3506 354.4394 64.0087 9.8475 261.9431 349.0233 3.939 7.878 440.1826 353.4547 37.9128 3.939 441.1674 344.5919 42.3442 4.4314 482.0345 343.1148 7.878 3.939 440.1826 145.1803 42.8366 3.939 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     103
     244
     103
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 153.84, 307.38 幅 3.83 高さ 3.58 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 156.46, 305.31 幅 0.49 高さ 2.25 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     153.8397 307.382 3.8286 3.5829 156.4603 305.3142 0.4914 2.2521 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     103
     244
     103
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 174.19, 347.72 幅 1.09 高さ 0.61 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 235.84, 319.34 幅 3.95 高さ 4.63 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     174.1906 347.7153 1.0851 0.6142 235.837 319.3387 3.9514 4.6271 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     103
     244
     103
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 431.18, 356.71 幅 0.49 高さ 0.00 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 430.94, 354.25 幅 1.64 高さ 2.37 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 431.18, 350.74 幅 1.06 高さ 3.11 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 430.36, 349.34 幅 1.31 高さ 3.11 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 430.04, 348.28 幅 1.88 高さ 0.41 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 437.97, 355.56 幅 2.29 高さ 7.36 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     431.1815 356.7083 0.4909 0 430.9361 354.2538 1.6364 2.3727 431.1815 350.7356 1.0637 3.1091 430.3634 349.3447 1.3091 3.1091 430.0361 348.281 1.8818 0.4091 437.9725 355.5628 2.2909 7.3636 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     103
     244
     103
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 439.85, 346.81 幅 2.29 高さ 1.96 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     439.8543 346.8083 2.2909 1.9636 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     103
     244
     103
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 483.30, 361.94 幅 1.96 高さ 2.29 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     483.2997 361.9447 1.9636 2.2909 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     103
     244
     103
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 483.38, 344.76 幅 2.21 高さ 4.66 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     483.3815 344.7628 2.2091 4.6636 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     103
     244
     103
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 446.97, 318.91 幅 1.64 高さ 3.68 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 438.05, 144.23 幅 2.78 高さ 3.52 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     446.9725 318.9083 1.6364 3.6818 438.0543 144.2266 2.7818 3.5182 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     103
     244
     103
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 115.20, 144.14 幅 2.62 高さ 3.49 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 217.96, 143.71 幅 2.62 高さ 3.93 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     115.2001 144.1437 2.6182 3.4909 217.9639 143.7073 2.6182 3.9273 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     103
     244
     103
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 88.58, 176.87 幅 3.93 高さ 4.80 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     88.5819 176.871 3.9273 4.8 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     103
     244
     103
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 194.84, 311.49 幅 5.24 高さ 4.15 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 202.25, 318.69 幅 2.18 高さ 3.27 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     194.8366 311.4893 5.2364 4.1454 202.2548 318.6893 2.1818 3.2727 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     103
     244
     103
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 87.49, 364.94 幅 3.71 高さ 4.15 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     87.491 364.9439 3.7091 4.1455 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     103
     244
     103
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 148.36, 317.38 幅 9.16 高さ 44.51 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 155.56, 356.65 幅 19.20 高さ 2.84 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 204.22, 364.51 幅 66.11 高さ 16.80 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 262.25, 359.05 幅 3.27 高さ 6.76 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 268.15, 376.29 幅 143.13 高さ 3.49 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 308.07, 360.36 幅 58.69 高さ 8.73 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     148.3638 317.3802 9.1636 44.5092 155.5638 356.653 19.2 2.8364 204.2184 364.5076 66.1092 16.8 262.2549 359.053 3.2727 6.7636 268.1458 376.2894 143.1274 3.4909 308.0731 360.3621 58.691 8.7273 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     105
     244
     105
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 315.71, 375.63 幅 16.15 高さ 5.24 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     315.7095 375.6349 16.1454 5.2364 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     105
     244
     105
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 370.84, 367.50 幅 42.66 高さ 2.13 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 416.74, 367.80 幅 8.51 高さ 1.42 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 422.72, 368.00 幅 3.14 高さ 12.97 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 419.98, 377.63 幅 21.68 高さ 0.91 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 431.33, 378.34 幅 2.13 高さ 2.43 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 438.42, 378.03 幅 2.74 高さ 6.79 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 412.38, 377.63 幅 5.07 高さ 0.71 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     370.8409 367.4973 42.6568 2.1278 416.7401 367.8012 8.5111 1.4185 422.7181 368.0038 3.141 12.9693 419.9824 377.6295 21.683 0.9119 431.3305 378.3388 2.1278 2.4317 438.4231 378.0348 2.7357 6.7886 412.3832 377.6295 5.0661 0.7093 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     105
     244
     105
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 430.93, 366.28 幅 12.16 高さ 12.36 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 431.53, 364.76 幅 2.13 高さ 1.62 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 441.77, 364.36 幅 44.38 高さ 2.53 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 440.45, 355.54 幅 46.61 高さ 3.95 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 480.37, 357.57 幅 4.46 高さ 7.60 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 483.21, 371.04 幅 2.43 高さ 3.65 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 486.45, 354.33 幅 2.03 高さ 3.04 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 481.59, 323.73 幅 4.15 高さ 32.83 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     430.9252 366.2814 12.1587 12.3614 431.5332 364.7615 2.1278 1.6212 441.7668 364.3562 44.3793 2.5331 440.4496 355.5412 46.6084 3.9516 480.3707 357.5676 4.4582 7.5992 483.2077 371.0435 2.4317 3.6476 486.45 354.3253 2.0265 3.0397 481.5865 323.7259 4.1542 32.8285 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     105
     244
     105
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 477.16, 149.94 幅 8.25 高さ 175.46 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 440.58, 154.34 幅 42.08 高さ 5.23 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 216.16, 140.87 幅 227.99 高さ 9.35 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 292.07, 129.59 幅 48.68 高さ 14.03 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 218.36, 107.32 幅 5.50 高さ 50.33 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 114.13, 133.44 幅 105.61 高さ 14.03 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 115.78, 145.82 幅 4.40 高さ 11.83 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     477.1564 149.9442 8.2505 175.4616 440.579 154.3445 42.0778 5.2253 216.1642 140.8686 227.99 9.3506 292.0692 129.5929 48.6782 14.0259 218.3644 107.3164 5.5004 50.3283 114.1325 133.4431 105.607 14.0259 115.7826 145.819 4.4003 11.8258 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     105
     244
     105
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 439.20, 149.12 幅 2.20 高さ 8.80 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     439.2039 149.1192 2.2001 8.8006 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     105
     244
     105
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 157.42, 317.41 幅 0.94 高さ 2.33 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 157.44, 316.17 幅 0.25 高さ 1.70 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 157.11, 316.13 幅 0.61 高さ 1.55 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     157.4182 317.4149 0.9409 2.3318 157.4386 316.1671 0.2455 1.6977 157.1114 316.1262 0.6136 1.5546 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     105
     244
     105
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 156.85, 319.05 幅 1.98 高さ 17.22 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 156.72, 333.51 幅 3.68 高さ 24.18 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 174.40, 357.73 幅 1.84 高さ 0.74 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     156.8455 319.0512 1.9841 17.2227 156.7227 333.5126 3.6818 24.1773 174.3955 357.7308 1.8409 0.7364 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     105
     244
     105
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 236.62, 329.01 幅 4.09 高さ 5.40 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     236.6182 329.0126 4.0909 5.4 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     105
     244
     105
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 202.62, 329.18 幅 2.90 高さ 2.33 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     202.6227 329.1762 2.9045 2.3318 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     105
     244
     105
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 200.03, 708.36 幅 245.06 高さ 17.80 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 305.80, 702.60 幅 63.36 高さ 9.95 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 257.63, 701.56 幅 7.33 高さ 9.43 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 146.62, 662.28 幅 9.43 高さ 41.37 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 153.42, 698.41 幅 18.33 高さ 3.67 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 438.81, 705.22 幅 44.51 高さ 4.71 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 438.28, 694.75 幅 52.36 高さ 6.81 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 476.51, 492.10 幅 6.28 高さ 212.60 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 438.28, 495.24 幅 46.08 高さ 6.28 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 109.96, 470.11 幅 320.46 高さ 19.37 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 112.06, 477.96 幅 4.19 高さ 20.42 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 214.69, 448.64 幅 5.76 高さ 48.17 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 427.29, 481.63 幅 13.09 高さ 7.85 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 435.14, 482.15 幅 3.67 高さ 16.76 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     200.0284 708.3631 245.0609 17.8036 305.8026 702.6031 63.3598 9.9491 257.6282 701.5558 7.3309 9.4254 146.6177 662.2833 9.4254 41.3671 153.4249 698.4141 18.3272 3.6654 438.8057 705.2213 44.5089 4.7127 438.2821 694.7486 52.3634 6.8073 476.5074 492.1021 6.2836 212.5956 438.2821 495.2439 46.0798 6.2836 109.9632 470.1094 320.4643 19.3745 112.0578 477.9639 4.1891 20.4217 214.6901 448.6404 5.76 48.1744 427.2857 481.6294 13.0909 7.8545 435.1403 482.153 3.6654 16.7563 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     107
     244
     107
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 153.98, 659.33 幅 1.69 高さ 3.38 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 154.47, 658.62 幅 0.44 高さ 0.98 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 154.15, 658.24 幅 0.71 高さ 1.31 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 170.95, 699.64 幅 2.51 高さ 0.76 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     153.9819 659.3262 1.6909 3.3818 154.4728 658.6171 0.4364 0.9818 154.1455 658.2353 0.7091 1.3091 170.9455 699.6353 2.5091 0.7636 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     107
     244
     107
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 203.18, 706.84 幅 9.16 高さ 2.45 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 233.67, 670.89 幅 5.02 高さ 5.24 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 200.13, 671.27 幅 2.40 高さ 2.02 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     203.1819 706.8353 9.1637 2.4545 233.6728 670.8898 5.0182 5.2364 200.1273 671.2717 2.4 2.0182 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     107
     244
     107
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 210.11, 705.64 幅 49.96 高さ 3.98 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     210.1091 705.6353 49.9636 3.9818 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     107
     244
     107
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 429.33, 705.04 幅 1.04 高さ 3.65 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 428.07, 701.33 幅 2.78 高さ 3.71 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 428.13, 700.13 幅 1.64 高さ 0.65 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 437.73, 698.76 幅 1.69 高さ 1.75 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 476.35, 701.38 幅 8.89 高さ 14.67 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     429.3274 705.0353 1.0364 3.6545 428.0728 701.3262 2.7818 3.7091 428.1274 700.1262 1.6364 0.6545 437.7274 698.7626 1.6909 1.7455 476.3456 701.3807 8.8909 14.6727 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     107
     244
     107
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 436.69, 498.42 幅 1.42 高さ 1.31 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 216.49, 495.74 幅 1.80 高さ 3.93 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     436.691 498.4171 1.4182 1.3091 216.491 495.7444 1.8 3.9273 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     107
     244
     107
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 86.45, 530.98 幅 2.73 高さ 2.56 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 113.29, 497.71 幅 2.67 高さ 1.85 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     86.4546 530.9807 2.7273 2.5637 113.2909 497.708 2.6727 1.8546 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     107
     244
     107
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 199.41, 711.41 幅 245.20 高さ 14.77 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 434.77, 722.74 幅 7.39 高さ 4.92 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 304.78, 703.53 幅 64.01 高さ 11.32 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 367.31, 707.96 幅 58.10 高さ 5.91 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 202.37, 706.98 幅 65.49 高さ 7.88 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 261.45, 701.56 幅 4.43 高さ 5.91 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 151.65, 663.16 幅 5.91 高さ 38.41 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 154.61, 698.61 幅 18.71 高さ 4.43 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 113.25, 476.06 幅 4.43 高さ 22.65 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 112.75, 451.93 幅 117.68 高さ 35.94 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 213.20, 471.13 幅 206.30 高さ 17.73 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 215.66, 480.49 幅 5.42 高さ 17.73 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 415.07, 482.95 幅 29.54 高さ 6.40 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 436.24, 483.44 幅 4.43 高さ 13.79 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 440.68, 495.75 幅 46.78 高さ 7.39 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 476.13, 498.71 幅 8.86 高さ 211.72 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 440.18, 705.99 幅 0.49 高さ 0.00 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 440.68, 705.50 幅 38.41 高さ 3.45 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 439.20, 697.13 幅 40.37 高さ 4.92 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     199.4116 711.4108 245.2024 14.7712 434.7665 722.7354 7.3856 4.9238 304.7797 703.5328 64.0087 11.3246 367.3112 707.9642 58.1002 5.9084 202.3658 706.9794 65.4858 7.878 261.4507 701.5633 4.4314 5.9084 151.6513 663.1581 5.9085 38.4052 154.6055 698.609 18.7102 4.4314 113.2461 476.0558 4.4314 22.6492 112.7537 451.9295 117.6774 35.9433 213.1981 471.1321 206.3048 17.7255 215.6599 480.4872 5.4161 17.7255 415.0715 482.9491 29.5424 6.4008 436.2436 483.4415 4.4314 13.7865 440.675 495.7508 46.7756 7.3856 476.1259 498.7051 8.8627 211.7209 440.1826 705.9946 0.4924 0 440.675 705.5023 38.4052 3.4467 439.1979 697.1319 40.3747 4.9238 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     108
     244
     108
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 482.73, 696.42 幅 7.01 高さ 20.14 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     482.7272 696.4153 7.013 20.1398 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     108
     244
     108
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 431.39, 706.31 幅 1.44 高さ 6.02 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 430.67, 701.45 幅 2.43 高さ 4.32 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 430.22, 700.19 幅 2.16 高さ 0.54 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     431.3886 706.3054 1.4386 6.024 430.6693 701.4503 2.4276 4.3157 430.2198 700.1915 2.1578 0.5395 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     108
     244
     108
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 152.67, 659.37 幅 4.95 高さ 4.86 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 156.26, 658.11 幅 0.81 高さ 1.98 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 172.72, 699.56 幅 2.70 高さ 0.99 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     152.6673 659.3724 4.9451 4.8551 156.2637 658.1136 0.8092 1.978 172.7173 699.5622 2.6973 0.989 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     108
     244
     108
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 235.92, 670.97 幅 3.96 高さ 5.30 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 201.94, 671.06 幅 2.43 高さ 2.25 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     235.9241 670.9708 3.956 5.3047 201.938 671.0607 2.4276 2.2477 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     108
     244
     108
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 216.50, 532.42 幅 3.60 高さ 2.79 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     216.5035 532.4193 3.5964 2.7872 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     108
     244
     108
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 88.65, 529.81 幅 3.06 高さ 4.77 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     88.6514 529.812 3.0569 4.7652 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     108
     244
     108
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 115.08, 497.62 幅 2.34 高さ 1.80 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     115.0849 497.6241 2.3377 1.7982 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     108
     244
     108
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 218.39, 497.35 幅 2.70 高さ 2.34 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     218.3916 497.3544 2.6973 2.3376 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     108
     244
     108
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 438.31, 495.47 幅 3.15 高さ 4.23 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 439.93, 498.43 幅 2.16 高さ 2.25 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     438.3116 495.4663 3.1469 4.2258 439.93 498.4333 2.1579 2.2477 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     108
     244
     108
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 445.95, 670.16 幅 6.56 高さ 4.41 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     445.954 670.1616 6.5634 4.4056 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     108
     244
     108
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 112.26, 478.52 幅 333.83 高さ 10.34 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 296.90, 467.69 幅 36.93 高さ 12.80 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 216.15, 447.99 幅 6.40 高さ 34.47 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 114.23, 485.41 幅 4.92 高さ 13.79 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 437.23, 481.47 幅 4.92 高さ 17.73 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 439.20, 497.23 幅 53.67 高さ 3.94 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     112.2613 478.5177 333.8298 10.3398 296.9017 467.6855 36.9281 12.8017 216.1523 447.9905 6.4009 34.4662 114.2308 485.4109 4.9238 13.7865 437.2284 481.472 4.9237 17.7255 439.1979 497.2279 53.6688 3.939 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     109
     244
     109
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 478.10, 498.71 幅 8.37 高さ 210.74 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 440.18, 705.50 幅 39.39 高さ 4.92 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 439.69, 698.12 幅 44.81 高さ 3.45 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 198.43, 716.33 幅 239.79 高さ 8.37 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 369.28, 707.96 幅 57.61 高さ 8.86 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 308.72, 702.55 幅 58.59 高さ 10.83 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 203.84, 706.49 幅 70.41 高さ 11.32 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 262.44, 700.58 幅 3.45 高さ 7.88 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 149.68, 662.17 幅 8.37 高さ 40.37 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 155.10, 699.10 幅 19.70 高さ 2.46 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 84.20, 717.32 幅 7.88 高さ 4.43 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 104.88, 612.94 幅 11.32 高さ 10.83 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     478.0955 498.7051 8.3704 210.7362 440.1826 705.5023 39.39 4.9238 439.6902 698.1166 44.8061 3.4467 198.4268 716.3345 239.7863 8.3704 369.2807 707.9642 57.6078 8.8627 308.7187 702.548 58.5925 10.8322 203.843 706.487 70.4095 11.3246 262.4355 700.5786 3.4466 7.878 149.6818 662.1733 8.3704 40.3747 155.0979 699.1014 19.695 2.4619 84.196 717.3193 7.878 4.4313 104.8757 612.9359 11.3246 10.8322 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     109
     244
     109
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 235.82, 670.42 幅 5.22 高さ 5.82 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 201.88, 671.43 幅 2.71 高さ 2.01 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     235.8168 670.4233 5.2203 5.8226 201.8849 671.4272 2.7105 2.0078 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     109
     244
     109
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 174.28, 699.64 幅 1.51 高さ 0.80 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 156.31, 658.28 幅 1.00 高さ 4.42 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 156.51, 657.47 幅 0.40 高さ 1.10 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     174.2776 699.6369 1.5059 0.8031 156.3077 658.2761 1.0039 4.4172 156.5085 657.473 0.4016 1.1042 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     109
     244
     109
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 430.88, 706.26 幅 1.91 高さ 10.84 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 430.47, 701.54 幅 2.11 高さ 4.32 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 430.07, 700.14 幅 2.01 高さ 0.70 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     430.8752 706.2626 1.9074 10.8422 430.4737 701.5443 2.1082 4.3168 430.0721 700.1389 2.0078 0.7027 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     109
     244
     109
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 447.44, 669.82 幅 1.71 高さ 4.22 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     447.4396 669.821 1.7066 4.2164 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     109
     244
     109
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 218.25, 487.71 幅 2.91 高さ 12.05 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     218.2486 487.7129 2.9113 12.0468 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     109
     244
     109
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 480.38, 139.12 幅 6.89 高さ 220.10 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 483.06, 338.54 幅 9.19 高さ 26.03 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 442.49, 343.52 幅 41.34 高さ 13.01 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 442.10, 142.94 幅 43.25 高さ 5.36 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 440.19, 128.78 幅 4.59 高さ 17.61 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 112.92, 95.86 幅 262.20 高さ 40.57 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 373.59, 129.16 幅 71.96 高さ 6.51 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 116.75, 131.84 幅 3.44 高さ 14.55 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 218.18, 131.46 幅 6.51 高さ 14.55 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 153.11, 307.54 幅 6.89 高さ 41.34 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 158.09, 344.67 幅 18.37 高さ 3.44 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 89.57, 361.89 幅 4.59 高さ 5.36 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 205.93, 353.09 幅 5.36 高さ 17.61 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 207.85, 353.09 幅 60.48 高さ 8.04 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 264.11, 348.11 幅 4.21 高さ 6.89 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 208.23, 363.80 幅 225.45 高さ 7.66 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 308.13, 350.02 幅 61.24 高さ 9.95 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 371.67, 354.62 幅 57.42 高さ 9.95 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 432.15, 354.62 幅 3.44 高さ 16.46 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 434.07, 364.19 幅 6.51 高さ 4.21 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 202.69, 316.73 幅 3.71 高さ 4.80 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 237.60, 316.94 幅 4.15 高さ 6.11 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     480.3822 139.1156 6.8899 220.0954 483.0616 338.5412 9.1866 26.0287 442.4875 343.5173 41.3397 13.0143 442.1047 142.9434 43.2535 5.3589 440.1909 128.7807 4.5933 17.6076 112.9185 95.8621 262.2006 40.5741 373.5881 129.1635 71.9616 6.5072 116.7463 131.8429 3.445 14.5454 218.1815 131.4601 6.5072 14.5454 153.1099 307.5365 6.8899 41.3397 158.0859 344.6656 18.3732 3.445 89.5693 361.8905 4.5933 5.3589 205.9328 353.0867 5.3588 17.6076 207.8466 353.0867 60.4784 8.0383 264.1145 348.1106 4.2105 6.89 208.2294 363.8044 225.4543 7.6555 308.1336 350.0245 61.2439 9.9521 371.6742 354.6178 57.4162 9.9521 432.1526 354.6178 3.445 16.4593 434.0665 364.1871 6.5071 4.2105 202.6911 316.7257 3.7091 4.8 237.6003 316.9439 4.1455 6.1091 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     111
     244
     111
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 157.91, 305.16 幅 1.23 高さ 3.44 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 158.24, 304.59 幅 0.65 高さ 1.15 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 176.07, 346.48 幅 1.15 高さ 0.90 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     157.909 305.1629 1.2273 3.4364 158.2363 304.5901 0.6545 1.1454 176.0726 346.481 1.1455 0.9 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     111
     244
     111
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 432.65, 353.03 幅 2.13 高さ 1.96 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 432.41, 348.20 幅 1.96 高さ 4.25 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 431.75, 346.97 幅 2.62 高さ 0.41 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 441.90, 345.91 幅 0.98 高さ 1.31 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     432.6543 353.0265 2.1273 1.9636 432.4088 348.1992 1.9636 4.2545 431.7543 346.972 2.6182 0.4091 441.8997 345.9083 0.9818 1.3091 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     111
     244
     111
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 448.36, 316.37 幅 4.09 高さ 4.09 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 90.25, 175.81 幅 2.70 高さ 5.15 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     448.3634 316.3719 4.0909 4.0909 90.2454 175.8084 2.7 5.1545 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     111
     244
     111
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 442.43, 352.60 幅 40.81 高さ 3.64 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 442.43, 342.90 幅 41.62 高さ 5.25 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     442.4259 352.5951 40.8082 3.6364 442.4259 342.8981 41.6163 5.2525 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     111
     244
     111
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 201.27, 370.62 幅 235.31 高さ 10.15 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 308.95, 358.18 幅 59.56 高さ 8.18 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 204.22, 361.45 幅 61.20 高さ 11.13 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 262.15, 355.89 幅 3.27 高さ 6.22 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 429.38, 361.45 幅 3.60 高さ 10.80 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 435.60, 373.24 幅 2.95 高さ 2.62 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 440.84, 362.44 幅 44.18 高さ 1.96 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 480.76, 347.71 幅 7.85 高さ 24.55 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 440.18, 360.80 幅 42.22 高さ 5.89 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 439.53, 352.94 幅 43.53 高さ 3.60 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 478.80, 150.36 幅 6.87 高さ 212.07 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 439.85, 152.65 幅 44.51 高さ 4.25 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 293.89, 124.51 幅 41.56 高さ 14.73 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 114.55, 134.65 幅 5.89 高さ 20.29 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 114.87, 135.64 幅 330.55 高さ 9.16 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 145.31, 130.73 幅 38.62 高さ 7.53 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 216.65, 101.27 幅 5.56 高さ 53.67 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 437.89, 141.20 幅 3.27 高さ 13.75 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 151.20, 315.64 幅 6.22 高さ 41.56 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 156.44, 353.27 幅 18.00 高さ 2.95 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     201.2726 370.6174 235.309 10.1454 308.9453 358.181 59.5636 8.1818 204.2181 361.4538 61.2 11.1273 262.1453 355.8901 3.2727 6.2182 429.3816 361.4538 3.6 10.8 435.5997 373.2356 2.9455 2.6182 440.8361 362.4356 44.1818 1.9636 480.7634 347.7083 7.8545 24.5454 440.1815 360.7992 42.2182 5.8909 439.527 352.9447 43.5273 3.6 478.7997 150.363 6.8727 212.0726 439.8543 152.6539 44.5091 4.2545 293.8907 124.5084 41.5636 14.7273 114.5454 134.6539 5.8909 20.2909 114.8727 135.6357 330.5452 9.1636 145.309 130.7266 38.6182 7.5273 216.6544 101.2721 5.5636 53.6727 437.8907 141.1993 3.2727 13.7454 151.1999 315.6356 6.2182 41.5636 156.4363 353.2719 18 2.9454 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     112
     244
     112
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 172.80, 354.91 幅 2.17 高さ 0.76 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 155.43, 313.67 幅 1.56 高さ 2.57 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     172.8 354.9082 2.165 0.7552 155.4293 313.6718 1.5609 2.5678 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     112
     244
     112
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 155.93, 312.92 幅 0.70 高さ 0.81 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     155.9328 312.9166 0.7049 0.8056 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     112
     244
     112
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 195.00, 320.12 幅 2.06 高さ 2.47 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     195.0042 320.1165 2.0643 2.4671 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     112
     244
     112
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 235.38, 326.01 幅 4.83 高さ 5.44 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 201.05, 326.61 幅 3.02 高さ 2.11 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     235.3846 326.0075 4.8336 5.4377 201.0461 326.6117 3.021 2.1147 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     112
     244
     112
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 370.32, 364.32 幅 55.59 高さ 6.75 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 429.63, 356.52 幅 2.17 高さ 4.48 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 429.18, 355.36 幅 2.52 高さ 0.65 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     370.3216 364.3235 55.586 6.7469 429.6335 356.5193 2.165 4.4811 429.1804 355.3613 2.5175 0.6545 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     112
     244
     112
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 201.29, 644.82 幅 4.22 高さ 8.09 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     201.2897 644.823 4.2229 8.0938 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     98
     244
     98
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 428.27, 682.07 幅 2.05 高さ 1.66 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 428.27, 677.23 幅 1.70 高さ 4.28 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 427.27, 676.05 幅 3.10 高さ 0.52 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     428.2708 682.0743 2.0523 1.6593 428.2708 677.2275 1.7029 4.2792 427.2665 676.0485 3.1003 0.524 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     98
     244
     98
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 201.56, 650.79 幅 2.41 高さ 3.23 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     201.5643 650.7906 2.4101 3.2347 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     102
     244
     102
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 430.15, 681.55 幅 2.03 高さ 4.57 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 429.64, 680.54 幅 2.85 高さ 0.57 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     430.1477 681.5518 2.0296 4.5666 429.6403 680.5369 2.8541 0.5709 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     102
     244
     102
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 431.56, 364.94 幅 2.18 高さ 13.96 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     431.5641 364.9439 2.1818 13.9637 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     105
     244
     105
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 167.16, 673.83 幅 23.36 高さ 3.65 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 167.57, 632.39 幅 4.54 高さ 42.10 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 170.98, 631.58 幅 0.89 高さ 1.05 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 190.04, 674.40 幅 0.73 高さ 0.65 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     167.1644 673.8333 23.3592 3.6499 167.57 632.3869 4.5421 42.0953 170.9765 631.5759 0.8922 1.0544 190.037 674.4011 0.73 0.6489 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     138
     244
     138
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 215.66, 690.24 幅 247.66 高さ 10.34 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 218.12, 681.87 幅 73.86 高さ 10.34 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 280.65, 676.45 幅 3.94 高さ 6.89 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 390.45, 683.84 幅 61.05 高さ 9.36 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 325.95, 678.42 幅 65.49 高さ 12.80 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     215.6599 690.2386 247.6643 10.3399 218.1218 681.8683 73.8561 10.3399 280.6534 676.4522 3.939 6.8932 390.4528 683.8378 61.0544 9.3551 325.9518 678.4217 65.4858 12.8017 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     138
     244
     138
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 457.20, 681.79 幅 2.31 高さ 9.10 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 456.57, 676.96 幅 2.31 高さ 3.99 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     457.2015 681.7889 2.3102 9.1006 456.5715 676.9585 2.3102 3.9903 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     138
     244
     138
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 467.63, 681.23 幅 45.15 高さ 2.24 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 506.69, 669.54 幅 11.76 高さ 12.95 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 467.14, 672.97 幅 41.72 高さ 2.59 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 504.68, 458.33 幅 6.89 高さ 213.69 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 466.69, 463.73 幅 39.11 高さ 4.42 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 463.75, 449.00 幅 4.91 高さ 17.67 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     467.6322 681.2289 45.1531 2.2402 506.695 669.5381 11.7608 12.9509 467.1422 672.9683 41.7229 2.5901 504.6837 458.3304 6.8932 213.6904 466.6906 463.7265 39.1091 4.4182 463.7452 448.9992 4.9091 17.6727 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     138
     244
     138
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 312.05, 439.18 幅 159.38 高さ 17.84 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     312.0544 439.1811 159.3817 17.8364 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     138
     244
     138
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   AddMaskingTape
        
     範囲: 現在のページ
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 128.29, 448.18 幅 2.29 高さ 18.65 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 126.98, 440.98 幅 115.36 高さ 14.89 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 235.15, 416.27 幅 4.25 高さ 49.75 ポイント
     マスク座標: 横方向, 縦方向オフセット 239.56, 449.82 幅 75.76 高さ 6.71 ポイント
     オリジナル: 左下
      

        
     1
     0
     BL
            
                
         Both
         43
         CurrentPage
         47
              

       CurrentAVDoc
          

     128.2908 448.1811 2.2909 18.6545 126.9818 440.9811 115.3636 14.8909 235.1453 416.272 4.2545 49.7454 239.5635 449.8174 75.7636 6.7091 
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     138
     244
     138
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     現在と同じ
      

        
     1
     1
     1
     402
     316
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

   1
  

    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     現在と同じ
      

        
     1
     1
     1
     402
     316
    
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base





